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この 静 はた プ トラ I •か 有ぶ である 如く 有ぶ であ 6、 ヒット ラ ー が攪 おで ある 如くを 
太を 巧 おを 掛つ V むる。 もの ことは この 藝 が、 が®! のを 架な 閣の岡 龍に、 赌ん ど视れ 
をく 觀靜 されで 居る、 且つを の 鞭 衍部披 が 術れ も 長大な 贼 宇を おしてむ る ことに 依 0 
てを 磁明 3 れ るので ある。 

じ ブト ラ ー はこの 常を 讲き 上げみ ことに 縣で 「このな 事は 同時に 我々 の 運動に るな 

进つ ところが ある だら ぅと 化 クてゐ る。 .これと 腳 職して、 棘は 愁巧 身の 厳极の 

跡を 辿る 磯會を 得た わけで あるが、 この 霄 物が 理解され る なれげ、 ユダャ人の 新刚お 
棘に 關 して 相ら 上げた 於淑 を幡說 は、 必然 釣に 一掃され るで あらぅ」 と 云つ て、 比般 
的 謙 遮し わ觸 を； 3 をして ゐ るが、 醬 かれて むて 內容 は) 字 一 か t ブト ラ） でな けれげ 
持ち 得ない 烈 々たる 鈍を に 燃えみ ものげ かを である。 


‘ 一) 

しかし をれ は 巧 力强い 言葉と 彼の 掘 負と が 述べられ てなる のみのを のでは なか。 彼 
はこの 靜の やで、 民族 邮* 歌 巧 巧く ベ 含 溢を 示し、 明日の i おに 對 しで、 喊烈 なる 雜を 
と、 怖ろ しい 混 近 力の ある 撒 盲を ずら もを しでむ るので ある。 

が H 違での 世 报の情 is は、 じッ トラ t が この 豁に 於て 薇 i した 逝 6 に 動いで 聖 しむ 
る。 をれ は 了 度 ユダャ人の 擺言嘗 と 云 はれる 「ン ォソ 議定 蕾」 に 脱て、 ユダャち 頤の 
建既 さるべ 貪^ 來に 就て 破 等の 撒 言し を ことが 薄 氣操惡 い 疆媪 やしで なること、 對照 
きれで、 查 然對驅 釣を この 二つの 閱 ホ 護に 無 酸の 興睐を 歌ぇさせる をので る ある。 

しょ ミ ょ わ 内く こんじせ かいた か e, ぶつ 比ウ ひつ ミサい だっぶん L 

この 書を 玻 りこと 化 依つ で、 哉み 诚今 おがを 丸 戰勃發 の 必縣蜡 を おがに 知る こと も 
化 歌れば、 ドィッ 並に をの 敵陶の 運命を 4 碟细 ずる ことが 出來 る。々 て 惜しべき は 我 
が 网^の 相違を め 他から、 「我が 剧爭」 の蚕篇 を媒錄 ずるの 肖 もを 禪 たのこと である。 
しかし 本 替を谣 諭す る だけで を、 我々 は ヒット ジ ー 並に 地界への 認識を、 何 倍 か 加へ 
る 段には 立つ であらぅ と 信じで ゐ る。 


と嗦れ この 齡 は、 が 十數年 ホの 欧洲の 働きを 銳 どく もが 旨がした 固錄齊 であると お 
に、 がし ドィッが i 那ゎ 4 る をれば、 i らく sgfcs 難は、 この 斬の si ら 
に勸 くで もら 5 だ 煤 音 書で も ある。 

このが を疆 のが S として、 俯を iS ミ 旨で ぁるかは、 SP がが V おで 
ずる 隨稱 におを せし やぅ。 - 
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我が 搖鑑 時代 

を か 二< をやろ 壬ら 

小さい 幽境 町 

r 日 •に 齡つ もてが V 繫 の雕鑑 を麵搬 iaf な g 儀； ゥナ ゥに證 させて 賊れた 

wr ことち 艦く ii せずには 矿れ ない。 をれ は ミ 相 さ が、 ドィツ 公 f ら— ミり 
毀 •誠ち ドィツと 才 is 了と に 解 聽を微 してをから でぁる。 禍 も撫茲 僻の 齡 にち 疾か 
らこ ミミ S を •がる f 讚と &」 で讀さ f けれは なら 2 量 堂が 賢ぇ てむ を 

の だ。 る 
ホ J K ト リアの 邮に ぬる 卽妒の ドイツ 系才 — X 卜 a ア 人は > 巧然 紐 越 ドイツに 带歸 しなければ なら 
め微 制に をち この こと 巧 M 鱗 喘な かを 離" 除して、 ょしんば をのが 術が 獅佈 巧には むを ひに 不 
柳 溢で をら ぅと も、 齡 じて 辦 術し なければ ならぬ 神の お 理と艦 命と を お 。ものでぁる。 

靈 せる ところ Q ? 鑑」 た繫 なければ なを。」 



一 狐 Q ドイツ だ® Q 黯に 一一し をぃ f 、 ドイツが ムは驚 I — に おを。 ける 霸 は？ ら 
をぃ。 ミ聽を 一」 W 、 お？ ドイツ 户 S なる 靈を體 & る 言 忆なる ま ミ、 ド イジ 

=v ぶ S とる 臺と < ミ • 至 t 

閥 かの 主 地を 鑽轴 するとい ふやうな 權剌は 持 巧を いでを らう。 

斯を思 網を 扉の がに 繫乏 さが ミ も’ この 相 さを 服. 鮮齡 に邮が 解れを も 離で ぁる。 

觀の私 もが も一繫 S A - f 驚 qI 矿 まで C Q 起に がんで を。 黯 とを 繫 Q 載は バヴて 
ァが iffy では ォ is ァ軒 5 ぁ。 f こ QBS がを 養で ぁり、 賢 g お靈 

をな てるを めに のみ かれて 来を やうな 庭き 輝で あつを ひ 

しかし おは ブラウナウでの 記 齡を備 一っ!： ってを な S •と 5 ふのは > 那 "がま だ 巧 I もっかたい 離に 

化は イ Nt 薛流 にぁる ドイツ Q パ ミウと いふ 傾を 哗 せを をら だ。 を」 て磬聽 賢は 

再びよ が ホ tK 卜りア が Q な 都で を を g ンツ Q 邮に 4 住しを。 こ t に 跪め ミる 叫 もは 制 鉛左齡 
ミ露し、 ％お4^北す K 卜9ア ？ X パツ ハ •也が9破概おと」て数るこょになミ0でるる。1 

み もい た夕 じで ラ がめ 

未來の 僧正を 夢み る 


舶は卽 制の 繫と いふ ものに 邮 してち^ 別が のがを りを おを なかつ ちし かしが も 词じ識 ミ 
1ス を鹏？ ii を ゃぅた 款 はしを かつを。 裝 S で S 聽 は’ 温の ゃぅでは あを £ に聯赋 

であつ ちが 觀 S に 雕ふ斷 ら吉ン バッ^ 値茜聯 にかり、 モミを 唱 睐に挪 はつをが 'ミが 昭擬の 
鶴め は嚴齡 しわ 賦瓣を 斑え を もりで をる。 辟で 莊 第で 肅 を 美し さに 構を された 歎を の錢 がは おり 
娜ぃ が" をお醫 にせずに は 賢な かっち 船に この 議を确 る S ， を梦」 •黨 のがには i へ麟ぃ 

贈が 化が 解れを。 ， 
'端が 揣 桃に， 赃颗 の如鹏 といを ミ 持つ をり は、 牲 に僻莊 たらん とした こもだつ たので ミ。 

した & も ミミ S しい £ は‘ 賢辦觀 へ® を 離らねば ならな くな つち f 則が 早が。 
齡廳で 賊認賢 M ずる I 錠を 心つ けを。 職に おれ 驴份 中で、。 皆 强く釉 。"むを 引つ けた 0 は、 で A 
すわ 十 嫂から をの 斬 拇に齡 つて 館 はれた ブ P シヤ (常の ド ィダ) と フランスとの 附 の、 所謂 斬 煤 数軒 
に贿 する 觀がホ 挪だ〇 たので める。 

これは 臟 しい 齡賊で あつた。^ はこの 私を まるで 貧る や 5 にして 厳んだ 4 讚み 進む にがつて 、恩 

鲜 前の 聊 i ^ Q 體 軒ら は 诚齡转 徽は齡 品く 齡ぇ去 ミ、 を こ 忆ミ設 8 的な 你 がを 勝への、 


巧 义沒^ やミ象 s みが S を おぃわ。^ ぃまや •縣 と靈 載に 臟 ずる あらゅる も 2 に 貧て 
か-れておめて こり乂きな5^撇ハ旅縱をがけることになつたのである。 

，しかし ミに 一つ •どぅしても 能け 伊れ ぬ 厳が あつち ミを ろ 公 ご シヤが 驚に 繫 
し ミる、 のに •が 驚 じ ドイツが あ si トリ ャの繫 が： フ •ロ シャを 贈 ミミ 繁 に教^ 
なかつ を CJ であらえ と 心- ことで， jQ つち ドイ $SQ ドイツ人と •才— スト 9 ア Q ドイツ；^ との^に 
どんなが 遮が あると いふの だ。 • 

ミは ナさ 同じ ドイツ人に 廚し てゐ ない とい ムミ をら，^ か。 と，^ れ •娜 い碱 g 雜ミ •ず さ 
の ドす. < が •がご も ビスマルクの 繫に辦 して ミな 心 だ ミ ふこと が •解き 鱗い 警をク 

を 

-窄 V 

• •イ Jr ケ わかし ク わん 

」 •： 一二 驗 して 譜家 志願 

ミ is から • ^ 辯が え ネ 勝ちを ろを 秦も を！！ めち 繫が きな 誇 •が 織と.^ の 如る や 
ぅな 講を する ことにが つて、 齡 T 誇 藝を齡 くこと を ミので ある。 をして •い ミは なしに 



おは' 一つの 輸 II 錦で も あると、 をの 司 解を の 位 蹈に据 へられる やうに なつを。 

この 臟辭の お 艦の 鱗!？ と共に， もう 一つ 順 を 芽が 骗 助し をの もこの 邸で をる。 をれ は辦 齡に對 ずる 
もので をつ を。 剛 滞は 自瓜 でもげ きで あり、 沁も亦 破の この ホ 能は 强く 患識 しては ねたが、 が 角 乍ら 
ホ —K トリ 了の 强 では， 阅綿 などは 削け 足りの やうな 巧 円に 見られて & をし •钱白 姓 もまを おの ホ 
酷には 印を つむつ て’ 艦を 父が 絹て がを と 同 構な ぶ 韻龄插 にがた ホ やうと 思つ でな を。 けれどを 祕は 
把の この 斬 製には 猶额に 觀ふ输 には なれな かつを。 何故 をれば、 若い 暂 おや 下 鞭と いん も 0 は > がに 

ゥ U 中 4 つみ たぶん じしん t い 4 れゥ しめじ -J - こ ゥ で t i > I ' i 

上役に 魄 はれる もので あつで ■封 か 自身 @ 也活 のよ 人 公になる ことは 化來 なかつ をからで ある 

18 蝶で QS ち S にと っ ミ 露シ しぃ 讀奶 なを 苗を っを をめ ち S が 矿りー ミ 
鹏 っち ミミ 猶は ■繫 、誠 ゃ yi へがて • I ? 憐を ぉっ ほり & して ぉぃて 繫 震と 一び 一っち 
親 僻の 粒」 0 綱 殿が 一のを 聰を散 索して •じの 少が時 巧の 棘を 餐 II した なれば， ヒット ラ ー は ル 學敎お 
も ロタに 受けな かつた 無 觀な巧 だな どと、 供し い 龍が を 離 数に 探りが す ことが 化來 るで めら う。 だが 
なにと つては， この 時備 Q ? i 赖秘 幾し く あまれた ものは ない。 

十二 度忆 なつを お、 なは を おとしで なをう とい ふが もが > むの 勤で 固く 築き上げられ てぬる ことを 


u ィ ち.,- * 二 0 

知つた かも ぉらない 父は、 巧 びんを にたる やうに ず、 めを のでを つたが、 をの 齡に赋 めて キブ パリ 

と 之を 枢み 逆に 理法と し VJ なつ 齡 P だとい ふじと を畔嘗 しち ミ緊郝 解な を 抓いて、 奶ょ 
瓣 ミ 臟ぃ ち ， [ i 

「なに 篮齡 になる？ 强觸 にな るんだ つて？」 ’ 

も 云 ミ？ • f くは 骗れて g も へぬ ゃうに 學 てむ をが. がの 辭 には 暮 にを 織 &ぃ奶 
らしく*^ < おに賊 狐し を。 

「をん •鄙；' ¥ なんか 邸 じていかん。 備が护 。て - Q る 職り は® 辦 にいけ たい」 

ミ 5 父 田 ぉ 皆 逆に 赴 q 14 をょり 一 簾め る ことにな つた。！； 綱に 梦 も？。 齡の S 
は 紙に 节をミ あつを • fl ごて ゐ る？ ミ？ 解 ミ どうを 避。 I わぬ 讚は m し 

5 もので あつ ち 父は 言赔を 誤して 私の み •心を 新て 去らせ やうと しち！^ はがと しての 臟 がを 貼 こ 
てち ミ 雲を 化 ひがまら せ やう もしを が* 揣はミ 難に I してが ひさな 聽 S を 貼て I じち 
つまり 私 e 壁な を^て 若ない。 を ば、 ちう 馨の觀 なんた ミミ ふ聽 である。 この 齡 

採つ を こ Q わ 勘が > 般 して 正しい も Q であるを うわは 皆ない が、 語す ミり 簾に か 挪りミ 



けて •たジ 如きな i 理と龄 巧 だけにが。 を 入れた。 中に も龄 をは 最も 氣に 入りで るつた だけに •侵 巧を 
獻 がを あげた もので をる。 

そう れん ♦い こ < し ♦ 

少年 愛國老 

霞の ゎ 斬^の S に •群が ミつ の覇 なが" の裝 恥を 織め， W ととが 載る。^. 

をの 鱗) は* 離が i •於 獻鄭賊 となつた ことで あり •他の 一つは > 歡 をに 勤して それが 非常に 巧が な 
ものである ことを 誠^した ことで ある。 

一蝶 I 卽の ホ— スト リアは •臟 4一 た 贼歡が 觀 まつた 吵 於であつた。 化 千 こなが の 阿 化の 中 ドイツ人 
は織一千齡^をかめてゐた。 觀锋はをの軌織をホーストリアにがきながらも* 巧にドイツとドイツ記 
のために.^ の^る やうな が 搞を鹏 つて將 たので ある。 この 鮮齡 を， 如 i •ドイツ のがで 斬して 歡 人が 知 
り* が 人が 為へ てわたで あらう か。 

おが 一千 驚の ド ィッだ •酷と 戦 1 ミころ に義 "し •競 忆ドィ ッ壓を 器して 於た 

い 佩ら す、 ドイツ 卽 如は をの 齡城地 5^ 齡に製 中に なつて、 を 下に わるが の 狐の 燕な 失 はれた 化と 巧に 
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ll して， 赋んど 何等の 備感 をら 一 •はなかつた 。でぁる。 

しかし •ォ すだ •龍 QUqI 機に 黨 ずる ことなく ‘ g ひ？ g りり 
證を 替装繼 Q ために 贈つ ミちを Q 1 つ C 賢れ は uQIq 恥に が i ： る I 齡霸 でぁる。 
雕 HV 茄黯 S ち 襲り 刺との I 二つが 狀 "吗 にな ミ’ ドィッ F をに 舉ミ をので 
をる が、 を S 解媳け ドイッ だ義 職ず ると ころ のが 黯 へも缓 II 齡 なく 邮け をて 4 ち 挪ぃ起 一 
辦に 一す る 一き をが、 どんな 猎な 襲を 4 げ I ： ミミを とを 繫 y 學 ミる 蘇 tQi 靈' 

は •すが 瓶に 錦して みり やぅに 雌び かけた の だ。 ‘ 

『ドイツの 少年 媛よ， 群 选は ドイツ人で をる ことを II れ ては ならむ」 

「ドイツの 步女瓣 よ、 をな を Is は ドイツの がと をる がで をる ことを 觀 せよ」 

こり 運 驳は亂 ；€ にがを ち翅ぃ 磬瓣？ け夕 職は 船 讯に铜 はれ！！ めを。 ドイッ が祭魄 恥を 
ふこと を 频 ん だり ••トイ ジ國 .抑を 示す 疑 制の 繳 葦を 得蟲 になつ で听 けたり •をのた めに 糾邮 に 孤せ 

をを、 § でかを を」 一」 も • ミを を 裳た & ドイツ 公籍 驚！！ と」 て 梦ゃ ミ邮 

巧 さへ も 化ら れ るに 至つ を r 


グ 


s 如 も中ぁ 驗の齡 には、 襲に この s 僻な 離 p 證し ミちを しで ホ i 卜 "ァ剛 の定顧 

辆化 ミプ K ブルダ 磬に 一ず る 義^ B 懿 と’ ド イツ梦 £ぃ ¥ 盡ミ裤 違 ミツキ 

リ鄉 I 識 する におつ たので ある をし ち f 香 
1 S 种に P る擊め でぁるが’ ミ 鹏〇讓 では’ ホ 1:" ァの 費を 敎ミ かっち ぉは 
リンツの！ 一に 觸ちレ ホ ボル ド こ ツチ 戦-に ドイツ 體 0¥を 影け ち このべ ツチ？ の敎ち 
こそは ゎ I の蠢 iui ぃ霸を 雛せ たもり なので をる％ 醋が の聲辦 盤は 艦 觀な臟 & 禍 し‘ どぅ 
でもょ いものは 敕 でる 敍？ ぁっを かがた 驾の ドイツに 雖 する 城輸 離な 啊撇を 上：" がっ ミて、 觀 

にこの fi を i き 雜ずぷ ことを 獄れ をっ を。 ミ ぉめ 臀患 一。 が 物を WS き 驚ろ 腎と 

たつをの である。 

わか t ラ さ 5 しヤ 

若き 願爭者 * 

舶 はこ eli もで ドイツ んだ ことに 堂て、 ホ I スト。 T お 費、 獅 がに ドイツ人を 也 遇 
してむ るを i 辭 ミと が提 ぉ。 こ S 賢ら し & は、； ス ブルダ 露 &ミ黯にぶ った 

‘ 皇 



一一 四 

0 でを るり. - 
才 fK ト リアは 我々 を ドイッ人 として 愛する ことが 刖來 じかつた。 パプ ス ブルダで If は捷 をみ る 輪 
に、 チェッコ 人を これ 赴ょ ボ しにが 齡 しを。 巧が にを ぅしな 若 職の な寧货 だけでは なく ■ホ — K トリ 
T 人り かには-押 へがれぬ お i 的を 氣報 さへ も椒 離く 撼齡 されつ L あつたの である。 

ド ィジが は® 品れ ミ i&f S はされ を。 S & て も聽に i でも、 S & し & 
をな險师が、 ^からがへと|^されをのでをる0 しかもこれを蝴織した脚恥は， 齡にドイッとホ^义 
ト リアと が 间熙關 儒を 結ん がから にんなら な 如つ を。 この ことは、 ドイッ 乌 4 が* P り がをおさず し 
でオーストリアにのけるドイッ人をま教し、 、费滅さがることになつをのである。 しかも飽くなで稱^! 
のなォ* K トリァ^^朝は、 この鹏がが瓣としてぉィッ邮棘であると^私ふ脈辦を舶趴ド恥へることに， 
をん まと 賊 巧して ねを。 

巧 時の ドイッの 指攀 もは •この 蜡り Gj み的酱 祗に觀 して， 何一つ 知る ところが なかつ たの だ。 をし 
で新與ドイッ斬城と> 墳い尴柳のホーストリァとの閒に||ぱれを、 か、る斌肿じみを邮鹏が> 齡に糾 
のが 私^ 雌爭を 捲き おす 巧 初の 樂乂撫 とを つたので ある。 



ぼぃ < わん ぉを‘， 

肺 息に 襲は る i 
靖霞賢 1 4 に管齊 M み 警觀枉 を， ゃ うな も ミ ぁ ミ。 

「ドイツ 賊觀 を贼駆 せんがを めには* どうしても オ ー スト リアを 见據 させを ければ ならを い。 而 して 

ミ ドイツ 麗議 f は、 す スト リァ矜 I っ ミる お i 祕體 とは、 飯 避に i しを も ミ ぁ 

る」 / 

ぉも こ壽 へは ミ觀 離に ミ ばかを ミち 齊義 狂れ 靠 部？ イツ 系す ス 
トリ ァ驚 をが から 點ぉ 。か籍 に？ 超娜 しで、 ホ t スト リァ 皆ォ ，スト g ァち費 ぉ 盛 
する ミ ふ襲齡 としての 疆や惡 を ぐん/ \ が 腾 させ てげ っち 
4 うしを 黯が 磬れる 1M 、 齊馨に 一 卞る髓 は磬忆 梦も識 めを ると こ。 とな。、 触 

齡船 於と しでが をう 去が ふが がは 一齡 離め を てげ つちに も 辆らず 祗〇唐 ま 「逆 築」 にがぃ 興 
I 暮猶 ぇる やうに もな ミ 誓 & た。 こ S ミに 於 もを、 解は 破らく 撼誤對 する が 緊議へ 

まで 觀 がされた に郝 ぎない もので あらう と 1| つてり た。^ 日の 和む 地位から 考へ ると •选 にす 田麗な 

二址 


砲 違つた 鮮脱 でもみ 避つて ゐ たゎけで ある。 * 

十 ご 庭に なつを 帕 、敬愛ず る 瓜が 减 にじくな り •一 賊を悲 殿 0 どん 願に 卿き 觸 しを。 说 の 死は 確か 
に 我 W U ぶに とつては がきな 盤し みで あつたが •影 愁に鹏 されながら も槪雕 oi 做の ない 船 驴が联 W 
忘に i ぃて かつち？ 農と して 聽 になる をめ Gs を i へさを つぶ’ 議 麗が邮 "のが 
の霸に 一靈を P ず ことに ミを？ ぁ ミ 做と なく 叢の 賢な かつ 義 は、 靈 G 叢を 野け 

をと ころ •蟲 み" にも をり 張い 邮 病に 化されて たる こ 主が がつ を。 をして 縣帥 はがに 化を して' ごの 
源では 迎 もお黃 などには 無规 であるから、 をのが は 諭め るべき であらぅ とを つを。^ は 父から も 巧 か 

也た ゥ みた ぶん S し 舍 ちこく 5 ミ 牙み サ のが で* 

らも 執 城に 逆られ てゐを 私を お 願の 痒 秘から* 思 ひがけな ゎ 病教の ぉ嫩で 匙れ る こもが 化來 をので あ 
つを。 母 も 化ぶな く 赴を 藥齡 へ 入れる ことに 破が した。 しかし •何れにしても 欄の これお 般を私 
化させる ために、 みく とも】 か# 離は み斯 校を も 於んで M をし なければ ならを かつを。 

載 艦の 恥— ぉ 

ゃつもが射の斬觀が巧|1^|:れて峭へられるとレふおびに、 贼を雕らホを挪も一 一销とは齡かをれつを 



奴が 辭 してから 二 聲らず €お が I ぎ V った f 、 破 も •證 of It せられて し ミた のでを 

る。 觸雌ずる群|?も普な驟ではぁっをが" をたもまして‘ がずる賢塊鼓きを黨でミ 
ち ■ 

规の 解は 磬 qII た 薇 一? ゃ‘# i 1 を 鳥に して 誓聲て 尊ち 护趨 は證 S 範と ミて 
いまった Q だ。 をれ がで 舉 ちが の繫1。|^10ぁる 鬟で はなかった S 、 擊 とな っ ，では 醒義 
鑛に S する G 繫— に？ ち i かばを SS と繫 2 では、 H 籠」 もく ことが 震 
なち ち 舶は滯 の 赋を觀 卿に 體 しん ミる S もを く、 パンのを に 臟をぱ なをく をっ た。 

モ こで f は 一が して •繫 ミ- ンへ皆 ことにな っち 鹏 i もし &ら の？ 體 し、 驟む •獻 
邮を 離ひ實 ぅとし H ミ パッハを 一^にした 趟基醉 * 輸 ミル さを。 でを。 たか、 私。' むり 中 
には 齡 城ょりも 野く 喊きぃ 狐 觀が雖 を へられて むを。 

ウイ— ンに賊 して どんを 瓣 棘が 裸 ウ てね るかは 神の みの 知る こ 主で をる。 たで 颗 は' をこピ 私む を 
き 棘る 寶駕か 皆 ミる ゃ ミ 賢 ぉ。 ゥィ-こ！： き ミ すれば ど ミ si を ミ 則った。 被 
だぅ にかす るた めに， 是弗共 ウイ ー ンへ朽 かなけれ ばなら ぬと 化つ たので あつた。 


タィ I ン 時代 

じんが < しけん みごとら < むい A 

入 學試驗 に 見事 落第 

これまでにもおはゥィ—ン へ二阿來をことがをる。 をの猜初のものは， 十狂齡の嚇に二悉哪ばかり 

の 僻 b をゥ 1 ン黯忆 一し ゎ 一で 及る。 M 二 靡は 賢 ti くなる だ mk 、 M 黄 霞： 機磬运 

を 試齡を 受けに 來を畔 でを っを。 强 はこの が 學試齡 "には 必ず 合龄 ずると ぃふ 齡懦を fe ぃてね た。 碱は 
留 曲の 準獅 をし •をれ 迄に 搬ぃぉ 禪^の 餅を 捣 へて 戰臟 の峨 を齡っ を。！！」 は誤臟 の！！ 脱が 鹏辭 される 
がの 幾 H 邮 かを' まるで アさビ グン •ナィトの 中から なけ W しを やぅな 驗狀搬 船の 美し さに 勝を 齡っ 

さ ラれ 一 じち さた E 0 ミ ナ C 

たり， 莊 撒な 議蒂 堂〇淫 物に 駿 かされた りしが がら 趟 しを。 ■ 

ま けつ <わ じつ 4 さ 一! 二 U しム み はつごで 夕. V た い， 《《 T つく わ 

阮 もな く 結が は經 表された。 訖 むと 自 倡に 徹 ちて をの 發 表を 化に 巧つ を叔 は* しわし がかを 難 載に 

聲 ミ。 郎は夏 船 だ ミの だ。 脈て 叢ず るが、 萬 掛&が > にお じ ミち 

後に も ホに も鮮 にこの 時-阿 だけで をった。 おは どぅして すを 赋 なのかを 試觀 S に 卸した。 が 张獻辟 



坟 もん 1 ぶか 古 レ 尚 ぶ， 立 モ< こわ 3 VU 

は顿 がに 「莊 の繪 にはが 歲 としての ザ 渡が す おしてむ ろ」 と容 へを だけで あつを。 しかし 隙け 抓へ て 
「帮ぶとしては：|けてゐるが、 |1築那校には搬辦してゐる」 を一一^つ化。 

ミ蠢は 誇 嘉と靈 とを！^、 為を な鷄を 一」 ミを。 S にが VI 怯を れ签 から 賢赋 
すると 襲 q 1 が •疆忆 一し ミ！！ って ゐ たからで ぁる。 韻は 驚 f へ！！ ぃを 驚、！！ 為は 縱め 
て、 將來 述觀综 になら うと レ ふ 娘が を 岡め をので あつた。 

挪う してが は 斬 誓して H 乾 ミ 1 ンが りを し ミで ぁる。 寶 磯の 靈は 船に 暫 しでな 
を。 愁 は悠强 逆らざる 應 度を がて’ この 雜 si を 化肢 させる ために、 を 0^ から 餘髓 との 阳 つに 紐んだ 
賤 ひを 姑め 化しを ので ある。 

ら 5 ど hPL した サ 

驟慟 者から ペンキ 屋へ 

S の S の スタ J でぁる ミ* ンの をヶ 制は •一聽 に に をら ゅるが i な 瓣が船 へら 
れ た。 酱 S が 一は に Iq 护 Q 」 雙て體 I さう としたけれ f 、 を & が？ J まれば |まる|、 
おに 馨 する y が 41 さを 與 Hi には？、 こ〇磬 Q が i を！^ とする M とに I 離す ミう に 


封'^。 驚 p 鶴なる 暫^ K 於が is を觀っ 範が isi を にこの s&is 
眼と をはを けれげ ならを い。 

とは ik へ、 このぶ ヶ 側む 卿 ひ^は， 鹏 しで!! しい ものでは ない。 どの 贼ひ 化の 中に も 盛し みが 汲が 
されでむるのでをる。 ゥィ^ンこをは破にとつて、 歌撇と隋？がょ鹏ぶとの五ヶ牺帖をぃ齡睐する忘れ辦 
い i なので ある。 麵 かなが： k へない 糖は， ゥィ！ / へ t を 艇瓣は I み獅鞭 n 獅に雜 つで、 を 0 H の バン 
を § ミを が i もな くが ごを ご 中；！ を i め ぉ。 f 韶 から 如ら れ & でち P して 觸 
しい 郎 えを 撒範 しなければ ならない 粗 博め な も か だつ をので をる。 

恥 娜が咐 きな 韻は、 がしで ち 輸^が あると 齡 露を 概る ことを 樂 しおにし でむた が， をれ が がは •何 

と f ミても I 裝が ¥ 1 の 鱗し きをっ ち 船の 所 i は、 ミ監 S 敬る ゃミ馨 にを で 器站办 

でられた と哀 つても ょいで をら ぅ 0 

10 の 襲は 教 £ を 盤て を ばかけ では ミ ie 結 & ずる &をも が。 がげ を。 y がに 
柏れ を ィタ— デな， が弦龜 Q 擊 をる 指を 军も S であ ミ。」 かも 霉黯 苗れ たこ ミメ 
t デは •韻に 齡 るまで だも瞥 を 旅 ミれ てな な户 。をを ぶを 掛ミ義 を も 6 心 じを 賢なぃ。. 


密に人 也？； デ こを ほ、 轟 幕に s される ものでぁる こもを、 て I つ ミで ぁ ミ g 

船に M する i 露は sli 烏て 擊 てを ゎば ミを い 。若」 て か 旨 ミ！！ 襲に 機って 麗 

ぶてを り禪 巧したり する だけ 0 こを である。 

歡赠 のとぐ ろ 

愛 かが 畔化 は、 ブミ ョァ陪 殺 S {星に おつて 來 たので-^^ 觀職拉 ミと 氏が い ミ 呼つ 邮 

ら なかっ た 4 - らうと も 賢な か ミ。 i 」 靈 Qi が f を gir も ミ 黯§ に Ff ごて か 
もの 恥ち i でも 献でも一」 い 巧 Q 驚に 靈」 為 かなければ ならを かっを。 を 茜から しで 碱 
ほもう 音 ミな くを つちが には 挺と いふ もの i 贈 酣が駕 に 離な 聯 となつ て卿戰 恥る ゃう 
になり|^めた。 ミ^臟められてむる|態な難ミ麗が 
つく や 弓に なつで 來 をので をる。 

辭のゥ 1 ン は、； 1 薦 にお & して 馨を I 】 ではな かっち ミ ふょりも 齡 ろしく £嫩 な 船 
& にぁつ を. < ブス ごグ果 送强引 ミが 遮 補 殿を、， y ， ィミ！^ 於廳 繫を齡 ふ祭點 を 


棘させ" ||ジか版ゃ鈴削や辟|^嫩0彰が5^比してなたが* をを斬卷ぇ.廓の化祀には ボロ切れ 
の ゃうな 體 ゃ、 f に パンな く、 i るに f くして 織の？ お 艦な 靈的 辟に •ごろ 緻 をして ねる 

i 姐の 蘇が 制 i して ゎた 罩ぁミ I ' も，- 
おに こ Q が 11 は 磬 どぐ ろを 賢て なる を磬 いも® でむつ ち ぉぉ 堅 化が 裝 ミぐ 

をで ぁるかは’ をの 聽が にか、 つた もので をければ 那 範舶ら をい。 货 隙り 臟驗を 持 化 仍婿與 は’ この 

麗ミ鹏 F がて •一ら に齡 驚な M を おせたり •靡な 霞 & fs るが > こんな もりは 

籍 ミを ぉれ 娘して ミ 驚を 賢 皆 も Q ではない。 賢 ぉ 宇 篇賢宁 むを 異 を’ 管东 

觀は HIq 齡 むに 釀し 学た からでを ろ ミ」，， 
聽 S を だら？ て/こ Q 和 麟な靈 を 藍 しゃう とずる が^は、 、於が に 股ち も&を 
i 船して ゎる。 したを が 一を 敷ず ると 賞ので— う。^ 石が を ミ 數を援 にして" 
辦斬 みの 船な 柳！！ などを 試みる ぶりち、 IV ん賢 if ピ獲卞 る こを 窺ず べき— る。 

品 Qi 繁 として i く？ とつて •則 S パンを？ 觀& して、 がむ を 學&を S しな 
ナれゴ なられ ミた や ミ^ •評と ミ資驟 若る k でぁつ ち 轟 Q 豎を ぉを ぉは •が 


麵 おとして s を 恥め 島なら なかつ を 嫩？ s は ifl に 斬め をを けれども* をは 料 
はれる こと も 碱離鹏 であつた 。斬う して は 佩 叫 0 パン 0 をめ に、^々 を 追つ かけ 禪 されねば ならを 
かつた ので あろ。 

年ん じん じん ♦いが < かう 

懷備 をる 人生 學驗 

讓 霧 賢、 ip 歷 される やうな も 《はなゎつ ぉ。」 か」 歎と i も 一ず」 も 2 では ぁり 
ず 品つ ち 鏡く にが 齡が なく、 夢で をの 繫 G 鉛を がふ ミ ふ 言を ミは た ゎにしても* 掌 
ちに も お I り縱 め！-: しゃ S など S 基が •燕ん ことは 寶 でぁつ ち 
ゥ ィ1 ごは邮がから紙叫|船りがパ&ミで斬ちこの聽は襄に鬟の霸もパを懸 

-し k み 解んだ。 游 か ゥィ！ ン公 おを h んだ解 ぉは、 齡滯は 健臟な 内職と 畔削 なむを 師 つた 立 祇な凹 

城 だ ミ？ ぉつた が •繫 kl 為が 营 けば 一び くに i つて、 驚に 觀な靈 Q 艦から が はれ 
たも 邮 綱な 糾 M と ミ 雛つ で’ 能^を 贼撼 する 錦 れ賢 潜と な ミで ぁえを^ 蠢 るに 勢 

で、 船 靴を その 挪觀 のなかで" 獻觀 にも A ブ雜 にす るが 都を 巧を ざるを 巧 なくなつて 來 た。 



旣 にパゾ を^る こと だけで も 紙 田 通りで ぁっをから •をの 化 お 狀臟に 齡ても 船齡に 賊齡を 鞭め を も 
りで をツ を。 破 ほ ゥィ— ン の 非 觀鍊懲 樹^ 號が贈 まって がんで むる •をの 斬 齡を觸 めを 舰 織の ならぬ 
顆 裳に 滿 たされを 荒 象を 趙ひ 出ず だけで、 卽禪 ひする やうな 艦 齡に離 はれる のでを る。 

した ミ 霞 ミ どん 私の 挺磬 に’ 邮 もれても た 雕に挪 しでち 靈を齡 じで 腮く I 簾 
ずる も Q で t 。 慕ち て郎 は" 基義〇 磬晶る ゃぅな 繁 Q 鍵を 雛」 靈 する ことは 
W 來 をった としてを* を ミミ 嘉 は、 如 Q ' むを II に® すて" 忆 がる 臺 ちが 巧の 加 

間 舆の敎 巧を 邸して くれたの でぁる。 

、私は こり な服瞧 からを がの 人々 を おひ 化すには •どうずれば 庭い かを ゎム ことを へ！! めでむ 
を。 をして をれ がた めには 峨】 つの S しかない こを を鹤 化しを のでを る。 雌を 蹤聰 の!! 脈のを めに* 

艦 かじを 髮を 『戸矿 るに ち g としても 斯 5 臟驴」 おむ || g を 恥を 艇す證 な 馨が黨 だと 

い ふ踢 い か从巧|皆 らをお つ た。 

献仍縣 S は i ち 能 i で ill な 黯£ などを 贤る もちは なぃ。 をん な も S は 麗を齡 

をさせる か， 躬 しくは ぶしい 逆ょり 锁み ルさせる ことにし か 化 做ち はしない。 齡 の触倘 恥!! とを は、 



既 A の 班が の， 也 似が な齡が 趾縱の 恥に 艦く 胁をお 心て & ると ころの、 船 II を 職 艦ず ると とょり 啦に 
はない々 

誰に 微 て、 す K トリ ァ s は、 この 概 isi 綱を IU に护 だけの、 をら ゅる 船霞触、 8 

正 鼓を^ いてぬ るが おでを ウを "しかも-知 くの ドィツ MQit 浪輪繼 は， をぅ しを ことに 觀 もつ，^ ず- 
を を檢對 しやう ともせず、^ 報は ドィツ人で あらぅ がな からぅ が、 をん を ことは 哪 蝶では ない。 を r 
パンが 充舶 に！！ へられ、 今が の 皆が に 制 I 奇踩 施さへ 搬 へられ さへ すれば をれ で 制 制 だ ——. など \ 
魏 く招齡 的を 靜 りの 跋さ へを 解ら れぬ秘 ，をの 職聯が 滞り！ k ら されて むる ので ある。 齡 はこん をが 酿 
を 見* こんを 音盤を 閒く 度锦に •何ともが— 狀の化 僻ぬ 臟臟を 織ぇ をので ある。' 

がきな 剛齡 への 則齡め 

♦ 

趙の 齡飾酣 齡に挪 する 辦 斬は、 蝶 微 にして 挪觀に ill めで 柳た。 こり ことを が微 した 趟 は、 齡を齡 
さず これを 船底 的に 卿 究し舶 めを のでを る。 をれ と 併が して •資 I に斬妒 の柳賦 が* 辦の輕 臨に をり 
攒を|^はして齡をのであクを。 


-い L 槪 一ち i 番 もから 一〇牺廣* む^‘ 邮の義 から をれ 鉛の やうな ひどぃ 醫が s を 
i めち 破は が％。 いながら S して • i 繫や超 i 擊 として 廳萬 がる や ミミち 則ょり をれ ら 
〇摆は 一」 一」 ii な も Q ではを S た％、 ジミに FiA ミた 船？ は ii ミ、 敲 に， が 
が 髮の應 を 1： てる や ミを って 颗ち磬 船た 離齡 し* 繁但ん に向沪 瓜の 禪へ に淡贿 ず^ 
やうに なっを。 また 囊に一 を假 っては、 B &1? とも 一び、 i からず」 て麵 4 にゎっ ミ 
をる とい ふ现 猎に亂 A 聴きを わける ことを 献れ なかつ た。 

贼龄に 渥す る聽ち 一^に 临を船 斯僻如 ill 畫亂 させち 點 はミ齡 恥を あら ゅ & ィンテリの 巧 
瓣の難 Is であると So ミち 瓣 って 船は 敷 品 齡に腳 する ぉ顿を も觀ぉ 節み‘ 曼胖绝 しち 
斬う いふと 舶 は， いろんを 咖齡を 棘たい をめ に •が 齡り次 筑に带 物の 帥掛 となった やうに 批 はれる 

も i れ ミが’ 诞」 てを をはない。 賢 B 鬟 をが。 磬ゐる 斬 •をを 非鑑 めな 試みで が’ 

&" 般ら に？^ 繼を 揣く齡 しさを ょく 知つ でゐ るから だ。 款の誠 お 藻は、 が 何なる 谴物 であれを れる自 

舶 sS 贼に驚 ミ、 または 梦て 严歡が あを どうを 警て ’ S 紙に 盤 ミ 化 ふ もの だけ 
を繫 する 盤を 聲 てなる。 をして を 冥 M だけが 襲に 警て齡 に 豁を你 す も® であ ミ 


をれ なかの 殼豁 載は がん ど お 勝が である。 

マルクスを 義 への 接 觸< 

如は 十七 盛になる まで 「マルクス ま 蘇」 について か 错んど 何も 阿いた ことが なかつ た。 そしてた ジ 
徽銳と •祇辦 お 蘇 も 隙を々、 謹 も邮じ やぅな もの だと 考 へて ゐ た。 をの S 期までに 社が 民 ま 臟 のじと だ 
けは 知つ てむ た。 とい ふのは. この ♦齡 の乂袭 jii 巧に 二 熙 した ことがあつ たからで ある。 しかし 

♦つ. >*<v たク か L» f s たろ わん ♦い t ん a 夕 たいと ゥ ホい か < ぺク よか ろ. >r* る 

ながら をれ だけの 接觸で •媒 の網領 やホ淺 、がは 類な の 錦 紳狀鉱 等に 對 して、 お 別 深い 知識を 轉 たと 
いふ わけでは なかつ た。 が 鱗て 棘は、 な 速に この 辄 敬の 人々 と 巧 巧し •いろんな こ - V を閒 くに 從 つて 
般辦 城主々 •幾 こそは •人 || 職 や鹏が 逆な の數 くしぃ 假 離を つけた、 棉 るべき I 呼强 でれ る ことに 氣 がつ 
いた。 この 惡 巧は、 このま、^ 泣して わいたら、 伽ら く 化が の^人 颊 をが 填に 與く廊 力を 抓 つてね る 
ものである ことを 發 化した ので ある。 

おめてこの敝辦賊が交？^繼になつたのはおが成る|^繁樂に俯はれて觀ぃてむた輪のことでをる。 
を こに】 がに" i いて ゐた 同化から この’ 於の ことを 閒 かされ、 紐が に 加入して はどぅ かとい ふ勸 誘を を 

二 右 


けた。 しか じ IV を Qi ? ミに っいて 裳纔 を- s お ろが ミっ ミで、 瓣靈 ずる I っ 
醋が をる かちち 醒が f るまで yp § ミ？ たと 非を。 をれ。 はと r ミ 馨は贈 

日 Qli 祥つ ことを 縦 恥したり でを る。 

vl の 一一 if っを。 梦 li を、 f 叢 i 左」 た 之—， 猶雲 
装 貼ろ 託 這を 理お i すを 辭は あを るを Q を 慕し •あらゆる も。 忆靈 する ミに がつ 
て、 が あると 賢 心を ぬるら しかつち I 轟 副は、 難が ゃ ミ ゎるが P は • I 
一つ f 」 を ゎち、/ f ! を麵 かされる も？ をい ことを 聲 ちおんな 靈 と？ が 一に i へら 楚 にして 
も 私を」 T を、 と 一 雜忙お 勘 否が る ことは ザ 縮を る 靖を隻 き。 と！! 齡す るに!^ つ ミで あえ 

齡 への 縱齡 

のこ は 触 麗^を の _^ミ、 抓が にしても 獲かず ことは 製を かつち しかし 挪め 
っの" け?.' おは? 2 て fo こ fs をへ を も 描へ 瓣享 まいとして • S る齡 りが 撇を觸 をぅ としち だが 
遂に S ミ 8 を 3 とがへ て f てを くじと が 載な < な ミ。 ミ蠢 めと」 装 


。測歲 をを つぱ p と掩 しを。 をれ から、 変に この 航觀 i 励を が 筋ず る ものである ことを 常げ、 次 船 
に 厳 骨に 獅 等り 言動を 妃臟 する 離 蚊に 拱っ てげ っを のでを る。 

じの ことは 被 等を をの ま、 にはして I 放かなかった。 齡て撇 等は、 この 4 鑛な麟 雛 i 制が 雖齡綱 巧の 

SQ 黨に なら ミこと を I ミ、 gQr 驟藉 & をが せ 一め た？ ぁぇ 繫な ii に |っ縣 

がづ しか だな これ A:'!! わ 占 由ん み’ いうみ 5 ±5 はふ t こ 

綾 手段 もして は、 をが 报も備 巧を つ 有効を ろ 祗 だと 化 ひ 込んで をた の だ。， 

或 H 彼等から 檢 を 觀 説を 解き ク けられ 挺。 

「どうしても 祖 をに 加ん しないの なれば、 今の か雜 をが て A お ~ く か， でを ければ 死を II ぶべ し」 

とお おので をつ を。 粒は 膜の 中では 船 等似强 しさを せ- ■ら Ik つて わた。 しかし どちら か 一つの か！! 
を概 ばなければ なら ミこと ぉけは 霞で ぁっちと rQ は SQipi 」 Hi はた ミヴ 
の 城 M 緊 ミから だ。 齡は璧 裝 をが める M を 船った。 斬ク ih ふ 黯と僻 難で 梦ミ ミ， 

がの 轴 もない ことは 著へ るまで もを かつをからで をる。 

ぉはを くむ かっく やうな 嫌 I 牠 の離 (搬 を槪 5 て！： 缔と 離れた。 知も^ 故 かとは 削った が •肿 うした こ 
が 許される 瓣 がの が齡 に！^ しては、 ぃろんな お d や糕恶 が k の 如く 辦 きおって 轉 た。 1臟脱| 叩は あ 


巧 c 

れ でも 孤して 人 肺 だと 一; l へる 0 であら 一-つか。 稱乂 な：^ 族の 一部 制 だと f ム へる 齡齡が あるで をら ぅか。 
斯ぅおム乖仰があつてから即もなく‘ 瓣円祗はウィーン の鶴を經々啜|^の舰をむしで锦撇する|;が 

さを ク み-. これ 0,44 LP たも K W 去 レ t . 二が" し 摩さ ミ にんを とく { R ごな 

な 巧 列を 化を。 を こを ウィ ー ン のが 顿者述 が、 誤れる 社 曾 ま 報の 挽り 人， 形と なつて、 得々 とがつ てゐ 
ると ころのを： ル贼 W 槪 脚だつた 0 である。 

化ん i . \ ，ちか レけ ザみ T さわつ > 担」 おと ぶ, つ a ぶ に ミミ り 

巧と お ふ 過に も濟 ろしい が 列で をら ぅか。 私は 祝ん ど^ 蝶を K えながら， 二帖郎 近く も、 この 備‘ 

げ & わろ f 记 み ‘* h ’ > > ご道 がた いか たじ 〜-いたい か 生^^ ぶな 了 .なでを 

限の む 弛を 化 守 0 たので あつた。 お狀し 鱗い 擴 りが 栽の 踞 巧を 瞄け蜡 つた。 この 慨 端は、 を 〇歸 龜髓 
に 化れ •て 姑め ごのが を 挪帖を ‘陽 入 させ かので ある。 をして その 巧 おは、 まるで 喊 みつく やぅた、 む!： で 
煎‘ 搬の雕 紙と 媽動 とに 瓶た された こ の旣一 を 船 誠し をむ であつ た。 

わな」 立に> けと 忌 レム ホん ム なみ 1}； ホ J そし ■パ ぶん， すけ ウ S ホ LA 五ん レぶ t つ たん A く 

私は 何が 故に •ぶく の新閒 紙の 小から 赤を 新魄 だけが 裴啼 らしい 踩 巧を ホし > 赤い 巧 物の みが 恥 殻 

‘ か ホ - W しうな さ ミ で ■ご づ 5 け じを tf 巧 し. で*' ちけ たい 

せられ， 赤た の酱 なりの みがが くの 叔 おを 賊 収し辦 るかと 云ん 茹 W を おめ て 知る ことが 化來 た。 即ち 大 

し J a じ こと 二 よじ し 占だム W ウは ク，《 〇モ id よわむし 

衆は、 巧菲に 化らず 弱い を撕や 半端な A なで 帮 かれる ことを 链ん でわない ので あろ。 T 班 かが、 弱蟲 
の 巧を 前に 歎く よりも •寧ろ 强い 巧に 服 棘ず るのを みぶ やぅに > 類 度に 權 げらむ た 火 報は、 戲願 およ 
り も •强 力な お郎 がを 愛すろ ものである ことを A ツ中リ と 知る ことが 川來 たの だ。 



。•觀 ろ 聯を齡 さミ寶 た磬異 を敎心 おの 乃へ' 


驚は i 鶴な か f i へら £ ことぅ も • 

f 梦な Irl びせ る も？ あろ ミ H 4 ぉ？ 
船 補 霞 wiQ ® 囊 は； この コッ たょく 曼 f で。 る。 をして をけ かに? り盡 r 
ミる。 ミ ii を證 として 馨 ミれ た 戀 であると いふじ：^ は^ 雲引跟 pf パに S ミ 米 
いの i だつ ゎ？ あ ミ 變て馨 ni 蟲 W と fp てが や？ ベ tfj を 錫かん と 

し S を聽 US ， なま！ 轟ゃ馨 fei 。 鑑り繫 に^は Lfff 

が 抓を がで 離ず るょり？ ミ。 難の 靈を論 忆？> がつ おを 破 賢ら 聲す忙 は •理 E 
質る® がに 一ても 蹤に 繫を馨 ずる 黯 離の 一 P 倘ら 旨れば 議 鎖み 禮 いこを であ ミ 

5 W こ* コ たく 


公 


L ^ i こ 

ダヤ 人の 弹誰 


解ぅ して 簽 ミル クス 穀 Ef 鹏 かな 腕を 被 ヴお|、 に * f :J 皆 f 堅 も 

C を 醜 貼 .J たを ぁつを がは r が こを マルクス 馨為學 ぁ P . 慌る ベを 整を— またる ミ 

3 T 



卜 . .‘ 巧 二 

も。 だ パた f ける バーュ ダを。! しぃ麗 をれ だ。 岂齊 をは 船 驚 寶識髮 
ウ^ •をを 白を 鬆 すると ミ Q 察 ミ も S つ ミで ぁ ミ g は 賢ミ馨 を！！ く 5 の 鱗 

をを にす る ことが 出來 をの だ。 

ミュ y ’ が ュグャ 驚が I し V . 鱗で を ミを ’ r うと 觀 ったなれば. 備 でも 撒は ず 賢る 相の 沪 
面を^ つ糾 がせけ ょ P をい す^ば 銳 T | T をる i 簾齡 のが かち f むき 护ち驚 ^ の も 
の、 かき ユダヤ人が 魄條な 恥を^は すに 齡ひ ないから だ 0 

ミ 私？ を？ f ：: ダャ^ 非瓣： r 斬 於を 觸 & めた。 が 紫 賢ら— ミ かを 避に 
S け^むと 巧萊 な， ぃ; ひ^は 墓に 於ても 鶴 ユダヤ じ 人ん を藝 する やうな 1」 を i ぃた こと ミぃ。 

: ^ 穀脾 が？ ラい の； ^ に 一 V の ユダヤじんが ゎたが •ミ f なく 驚 io ? してな て、 槪と魏 
除し ミを に、 熙な奴 だち と！！ ミ齡 のこと ミミ 

A ぃな 23 も 立， 一 •，ー ド • 

g 蚊 「ユ ダヤ 人*! 取り 在らを ゐる ことち 去六駿 がに 願に I つては ゐ たが. 
犯を S 代を 過し？ ンツ 1 にち 繁ど ユダヤが® して ゎを ミし •ょしを 做んで ね 

でも •そう ドィツ人と S が鑛 ミミと f ので もなかつ をら i は ユダヤ じ 人ん も ドィツが だとで 


を つ ミち 誓 この 韻へは 幾 I が議な ものを 猶ひ ミミが、 私と しては ドィツ人と ユダ 
ャ M と Q 繁は •ミ 繫 e ® が f ?? れ&ミ わる こと だけ ミぅ と梦 てわた 召 あ ミ 
織つ ミ ダ ヤだ聲 II で 賢を が M される と 云 ふ おな 詰を 閒 くこと が ミても それは を髮 
が縱ム ためだけ で •をん な^に かは される の だと 思つて、 寧ろ 齡 聲に齡 柄して ゐた规 てあつた 耍ず 
を 驚 猿の 船は •ユダ ャ於齡 する 狐 磯な 驚が •瞒じ S の 恥で 纖 しく 離され ミる とい 
ふこと などには 讓 1:" 臟 がの ま、 •をの 靈の繫 軒 ある ウィ— ジ へがて がた ミ ある。 

ゥ 1ン へ梦 かを も、 齡 くは F 心卢る i 臟ミ龍 &ち S ミ ごを 觀ぐ ための 霸 
とに、 一豪 S の禁& はれて、 この蠢 な SV どを ii ち i が f •どを ii の 賢 
あるを どは テンで r なかつ ちを の籍 r 警て を、 やつと こ 3 S のみ 品らず ぞだユ 
ダヤ穀 がが され わる ことを 处る やぅ 忆な ミが •ミ 掌 すら 私は •的慧 ミ**^ 人 矿を觀 
觀 から •黨 S 證 忆證す る 聲&く • S か & め をても 籍」 f て累ミ あつた、 


ウイ- ンへ 歌を 4 初ょ 被が & に F だ 船 i ち sllf まで. 巧 はれて を 「ノ イ？ フライ 
4。 プ ミ」 や it イ；： 一， •ミ ブラット」——。」 か」 こ e 靈 とも 一ん fe 
^ い； プル ダ 王^ 曇^^ ゐ で、；？ ル ダ 轟を ii が F に？、 趟 
お J 力に をべ っか 蓋 ふ ミ 抓 賦&敏 がさして f 饒& にと って 繫の驅 で— と 

ぅにな つを ので ある。 • • 
をし 

おは^ パち ミ 聽 。醫 ゃ避認 伊 if fs を 一が-皆’ がウ I 触 

す！ S にい r 違!—? イッ を—— 忆 f & ミ。 4 
卜っ けい— s :; f ま： m ぶが?‘。？ 體忆 pr れミ でを ミ。 f も ドイッを する 群 

一: V トイ 5 fo か 交は 輕 に— ら たもので を ミが-その 露に 割 ミは 濟靈 すべき も 
のを 把 化さ ごる を 得な かつを 0 

1 夕 A を ■で'* 

ウイ， ンに 於^^; ッ猜带 ウイルへ ルぅ 底への 聽は 襲な もので ぁり、 をの S は f て 赴 
^ はを ミ。^^ パイルい ^ A 二 I の 恥に • f イッ® りみ でな く、 驚を ドイッ pf 
"を も i こも々 け來ち 私に とつて は F 聽 すべ S イゼ ルで おつち 搬 るに ウイ f ンの讓 な 


だが •ル さい 地が 的な を 粒の 訝み に 椿を おつて •ドイッの カイゼルを 八^と 破がず る記带 などを 聴せ 
をのを 赴る も、 散を おの 化は な 柳に ぶえ をぎ るので あつた。 

跋に颗 力な 髓祕が •特に 腺識 のに フランスを 黎ゐ そやず ことは 我碍 がなら なかつ を。 をの 記蒂 には 
をくドイツ人には耐へられをいやラな當盤や文和が化用され&ことが艦：^でをつた。 をの結お輕は、 
お ユダヤ ま 媛む 一割 酷 r 「ふ ル タス ブラット」 に 一^ら ざるを 铅 なくなつ を。 この 册 問の ドイッむ ぶイ 
お ルに^ ずる 凡ての 記が は、 堀め てな 市！ た 度を 船つ てむ をむ で、 を 0 ことが 巧を 引きつけ たので を 
る。 ぶ もま だ おは、 この 綱弼 のな ユ ダず 立墟 にはぶ 瑶 ffl 來な かつをが、 それでもみ^ たがを、 齡 船な 
「ブ オルグ K ブラット」 の 巧 燕 翰は、 おに 謂へ さがる いろんな ものを 癖佛 して くれたので をる。 

レよ ぶん t 5 ホ IT - J わい し过 じんぶつ ぅ A を 巧 d 

この 新 脚を 威んで をる 中に > じれが クイー ン む 運命を 安 酷して をた 人咖 とその 顯舰 、即ち キ リスト 
敎船齡 110 力— ル • li ダル 鹏 がを 邮 らしめ ろ 仲 立と なつた 0 である。 姑め 私は この 隙 ± が やつで 
わる 脱 ユダヤ 運動を 戚勵 のな ものと しで、 どちら かと 賢 へば 驗 つてむ たので をる が、 追々 とを の歡批 
を閒 いを り 請んだり しでむ る 做に •おの 愈を はみ 第に 錢 化を 罪すに 至り •遂には リ ti ! ダル^ 出 を、 
をら ゆる 時 巧を 通じての、 扳 も侮乂 なぶ ド イク 人の ぶ もで あると 考 へる やぅに たつた， 
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は齡 りに も 一と ュダヤ 公 蟲繫齡 を •慰 y を穀 I する ことは •鮮 穀に醉 ミでは な 
ぃか ミ 繫をも i ひ k しちとは flu •こ C 變は i して 1 穀 ではな ミち 辭 船に ュダヤ 
が 一して ドィッが はなく •黛な 霸を繁 すると； J ろ Q •讓警 ミ籍 ミる ことに 照を 

たからで ある。 をれ と 叫を 郎 じうして •が 鉛 新 もつかな かつた ユグヤ を > 鱗 の數ん ところで いがけ 
る やうに なつち お"】 靑齡の ミ， ン 農の 恥に •をの* 觀 一 g ミ 小 驚に 誕 する ユダヤ だ！！ 

んでゐ る ことを も > この頃に なつて 知つ た 0 

ぉは 啓ぬ 鬆 Gi ま、 齡く ユダヤん を 磬て僻 ミ •齡 ミの 激 / 磯に も* 齡 もさを 賢が だ。 を 

れは化 巧 ユダヤ人が •ユダヤ 巧技の ための ユダヤ 王 閒を倘 らうと ずる、 シホ II ズ ム瓣聯 に城辦 してね 
る ことを 知り > ウイー ンホ 巧に がても •お 化な 船胁 にかて この 述 離が 勝 離されて ねる ことを；! つた か 
らで をる。 

シオニスト である ユダヤ だ •シホ ニスち ミ鑑の ユダヤ ミ磬は •恥 だぃ 數 I や 辭臟撇 
動の 巧 膝が 繰リ縱 げられ てね たので あつたが、 をの お條 をょ く^ 究 してみ ると •をれ は 私ぐ 數^と 船 
僞 との 上に 做な てられた •獻 お献鐵 なる】 つのを 糾 である ことが 饼つ た。 この 賊鮮が こ 和に がれて、 

巧 七 


鑑に i 皆て みせた ところで’ 一懿 けげ 邮じ 絲の轉 ミで、 被 露 斬 品。 には 宴に ー ミ 共 
鑑 な S 離が 雕 船して 趴 り* こり 嗎 ひは W 如 I を^み」 體 すを めの 欺齡阿 もに 遇ぎ なかつ を わ だ。 この こと 
を斯 つて 师 めて， 心 ほ ユダャ 入の むの 不潔 さに 脚を むかつかせ をので ある。 ‘ 

赴は ただ 一& でぁつて •離^ ュダャ 如の が 臟を邮 ると •歌から がへ •この 監 がが 卿に 議 され‘ 
邮 仲に 廳斬 芝れ るに 辟る だけの、 不纔和 鹏な祕 々り ものを 持つて ゎる かも 置 ふこと が’ 盛々 哪晚 にな 
ミ齡 を。 繫サ Q 祖 がが 一で、 を sil が i めて 繫態 —5 & な こと だけでは なく • 瑞& 
掛 ちなら む 謡は’ がら 『鑑 だれを るが 織」 と 減す る こ 好 •ん 極が， 鄰德 W に 最もた きな す觀 おを 料うて 
わると いふ ことで あつた。 / 

啦を だが いや 黛 Q 驚す ると t ろに ち 姿 M ダ ャ於觀 なゎ t 藍り が沪 岸ら 化 ぉ。 曜ぶ 
盤赖 證に齡 ミの® 恥は 戦る しぃ ものが ぁつち 遍聽 をる 誘ち みだらな 擲齡 > 韵 く ミ 
听 職に^ 邮も n はれろ やぅな 邮鑛 な撤齡 がが 胜雜 にも |\紙む 人々 の峭 歌を 嫩 してむ たが、 也禪の 凡て 
はがが の 瓣か巧 がの 一に もがわない ri ダャ人にょつで、すつかり牛巧られてわたのでぁる。この柿ら 
しい 鱗辭は •コレラの やぅな 臟 織が と觀^ がと を斯 つてゐ た。 然もを の亂祇 拽は齡 むこと なく 颗黎さ 


れ 、挪 k に齡 がされで ゐ をので ある。 

麵 したみ 露 暫も船 ミ ー 斬だった ので ぁる。 黯 蝶には こ 〇認は & めて 帛お 蘇の れ齡 
赔 を觀聯 しでな たが’ が娜 に臟踩 ずると をは* をれ は 巧みな カモ フタ— ジユに 過ぎな かつを。 この 新 
一が 船く 驚され る こと S っミ > がる 一は Si ぢ ミぃ と营た 一忙 麵」 f 、？® めて 觀 
城を艦&で黯した。すミち繫苗扣ひ梦を齡がをぅさせミではなく、をんな管をとる 

ことが、 撇解を斬^に^^せる鹏 一 のおであることをが舶して行ふ、 皆に辆较な下載なトリッタである 
ことが Es と ミち H みに 护 •撃は 觀に ユダヤ がの 磐に i しでち i を^ 享 . E すろ に 
雖 へ、 馨 gbq 黯は i がで 1； しを ゃぅに* ドィッが 鑑に ミ？ を ミを はむ ぃか。 
撇 Is M 7 ン K 斬 叢に 離を 15」 ま ミが* ドィ 品な をには 襲古齡 S みを お 

觸へ をい のでを る。 I 义す るに^ 等は ドィツ 的な あらゆる も Q に!； しで、 故 敵に これを 輕 a して 辦 やう 
もす るた とに 资 力、 してむ る。 をし で 叉 巧に 閣際 的で あらう とする ことに 統 めて ゐ をので をる。 


巧 G 


はま さ® 八？ あつち ゥィ， ッパ护 •，ダ . ミ 體が籍 
い 巧 はれて わると ころは 他ら もを ミつ をで あらう。 は 燃ん ど籍 とし 為 はれち 

ォ ; ット fff f 鬟へ •を こに 廳は釀 に i をを si な、 冀 QS 
4?彩0 光 f J ミを 川來を JJ 。 f 觀 0 ssil を麗で i がせる と S の 驚が 
ぉ? f !：： ユ; i ャ； T をる S を 如っ ミを ‘觀 は 肥に 盤 ひずる 戦の i を？ をので あう 
思け ぉ .S 也 f 中からは > ユダ 心に？ る麗 などは、 がら もなぃ 聽取 pr てし ミち 
ミ 造は 悼^ 非に^ か H ダ卞を 離ら ミミ 碱 も-をれ 藝は 燃んで おを がに！！ る やぅに ミち 郎 
III ゅ 新 んで f ユダヤ がの 鹏 船を？ な かづを のでを る。 をして ミ？ 繫の臟 へ、 恥 

奪ュ！^2";^^?聰25!辭!けあるじとを、？|!撇むじと！た。だ。 
もむ r ぃ n 《，疑問は か— 辟し ち寶 直は ユダヤ」 んに臟 する 鹏り •蟹の やぅを i はれた 襲の 觸 
へ も 持つ 必要が なくなつ たの だ。 

が 品ち 雲 登 4 i の 離が、 T ミ" 麗をミ ュグャ がんに 皆て S を ミる ことを I っ 


た。！! め亂 は， そり ま 觀辦が ユダヤ人で るるとを とには， さ ぅんきな 關： むを 桃 0 ては ゐ なか ク た。 し 
かし ユダヤ人の 取； || する 搬账 が、 だれ 一つと して 齡 制な k がの の思粧 なり 础想 なりを おつもり 灼 ない 
ことほ 耻 のを 一 诚 を；^ くに 充 がであつた。 

索ょり 一は 八 J 等の 紙帖を 臟の胺 から 赚 つては ゐ をが、 舰 等を 細り， 披 雄の マルクス ホ窠を 知る をめ 
には， 挪へ > 賢い 巧惜 をし でも •ぶ 帶の觀 脚に 貫かれた 殺营を 諭 まなば ならを かつを。 しかし 別 随こ〇 
賊 i は. I 瓣 きする ものでは ない。 を こで 拙は 則 職を^ じて、 一脈 こんな 卿； 日を 私き 並べる 护妈 たが 共 
は どんな 臟 & れ であろ かとい ふこと を 調べに か i つを。 を ころが， 編轉 がは 鄉論 'ホなる 化て 0 人が 
ユダヤ人 である ことに， 化ヴ ー驚を 與 しを のでを る。 

碱に 破は マル タス ホ 幾に 脱ず る パンフレットを > がつ 端から！：： ひ ホめ て、 をの 变 熱に 調べで 

賢。 ミに も ー ュダャ な 黯の前 ほ 方 も 接け？ ことが 紧 なかつ ち？ i ち この 靈の 

指帮 婿の が邮を 調べを。 艰 しで こ-- にも‘ ま 嬰を ポィントは 猪ん i 脈 この 「 I げれ たるが 脈」 にょ 
つで 挪 斬され てゐる ことを 知つた。 ぉ遞れ ば、 闕 がの 議卽 にもを が ある。 巧 齡紙 制の 撇 船* 齡酸剛 

の i 增麗 デミ 臟 i 驚 •做を S した ミち ミ IPS が I •品つて ゐち微 て 一が 


? 郎聯 ぉら 避を T めら れて牛 ツジ 黯義も •鑑 り？ ャ SQ 1 ? すぎな 

かつた が埋を もが 知つ & のでを る。 

挪 にがて 載は •ユダヤ人が ド イジ 人では なかつ をを いふ ことを、 觀 にだ ご なか： びを 城て 艦 論し 鹽し 
をので をる。 をれば か 〇 でな く， ユダヤ人 こそは •恥が 愛ず る ドイツ人の 漸齡 ならぬ 慶憩齡 である こ 
とを も 知つ た。 

祂 にを 抓らを ィツ がの S 制 の 1 に 把ぇぬ 辭 遠に I 鬟に 伊れ て • i 盤を S を 

させられて ゐ るので ある。 F イツ A である こもの 誤りを もれ， ドイツ を 51^ てを で 船% の鮮 かな 

らゥぶ T 」， うけん を- rb ぶ むごと じち 香ち ご & 。(け 店 を ミ— 妄 み gj 

勞概條 种の巧 上 や、 艘 音の やうな なみ 中等の 勤に 則 張り 拠され る 哀£ 同陋 む 瓣を 見る ことは、 おに 
取つ て 身を 切られる やうを 歡し おであり •巧が に ユダヤ人への 础 きな 慨齡 となつ たので ある。 

この ことを 邮っ ミら 齊 、舰 とた ミダャ がの •繁 を齡 さぅ とし 化。 をの 穀 じみを 議を賊 
省させやうとしを。 私はおの悄^を贼て、 が仲にマ ルタスキ義が|1班|?雄の髓るべを聯謀思恕である 
かを 剩らせ やうと 化つ て、 跋铜 ある 喊 に、 をく をが こはばる If にまで この ことを；^ いを ので ある。 し 

L, これ g レ 言を たつ 巧と け..，！ す をら わ だ ♦つと V ち P み. 一い L 

るし 之は おの 幼い 梢 觀の进 りに 過ぎた かつた。 嫂 巧は 化の 說 おにょ つて 一 おは 理齡 がげ つを かも 知 


れな ぃが’ Co ' s : 譽 恥って 磬 を」 て I を Q 薦に鬟 をさせる ことぉけ 忙し か冀 ぉなか ミ。 
瓣 瓣な賊 ダヤち義遣 

iv 驚に ii ミ S を i はす やうに な ミ。 しかし 梦鄕ん ど 忙 がだった 写」 あえ 墓ほ賊 
辦制 S 勤が を邵 腸す る ことに 耶 みで をった。 則 漸^に 鹏れ ると > 斬 々しくと だが る 職 狐を もむ 聲てゐ 
ち 船る 繁^を M だん 野」、 離し" ミ齡於 前で 赴が 譽 たに」 ミ、 もうを か疆 E には ぉ 局 
放りが 聽に 賢て しまっ ミちし かし 做れ にしても •微 Fii し、 攀を壊 寧る ことが 群 
臟し 5 •まに 觀ウで •ドィツが に！！ する の 飘が齡 Ail をを蜡 す ことには & むはな ミち 脱 辟へ む 

聽ち碱 の 雲が を" 譜 する 趴 載な 職 田が に 一 穿た ゎけで るる。 

齡 としで？ •械惡 I 、 ？iQi で と ミ磬& めて £ く 觀？ ル； 義 S をが 

で、 お ことに 做る ち ユダヤ^に 臟 利を 綱 はれる やう 寡' 豁が 作られて ゎる ミは あるまい か、 ろ 
の ii を！！ す ことが をっ ちを i 難の 聽は獅 W と 難して ねをから である。 

しかし？ も うづの がち 備に 靈 くが ミり に黯し 霞した々* 


ち の マルクス 穀こ をは、 が 燃の si を 養を I ? 避と、 艦と？ のみを y 引い 觸 

力と 力と が 3 黏 i を 驚に i 」 i 鬻 is 黨 にす ミろ 體は擎 遮を B 一‘ S 
や g を E 」、 をれ に％ って： m , ら讀ミ t ? ii 」 や—」。 曼 r ミ觀 こを; I 
£觀 激^ 野」 て SS 費 霞 論 i する 叢 Q if でもを 5。 こんな S が駕」 お i のじ 重 
带へ ミる ょい。 盡 には I 聽 Q みが 雕 される。 越は 戳す ミ？ ィンタ— ナシ 3 ては！^ 
る 物を 削觀 ずる 斬 I や i 鷹では なく、 一搬 qI を S しやう とする • Fv くがっ g むご。 S でを 
るに 雕 ぎぬ。 

^ 挪は配 前で あろ お」 齡器艦 左 g をう とす？ も 8 がを ば •黨は g ちに 齊鬻ず ミ 
私？ り？ ヤん 忘く ま & ひ I かう とし？ る搔 、一に この S 請の I の？ 破して 讀ゎ 
ミる を 軒 S 響 ある。 i ちがは fQ 鶴 0 をめ 忙 、群 繫を驟 t げて ぬるを をち 群 
^ も^ぞうに； Is 化と 円稱 ずる ュダャ 織を’ がの 隘 から m むみう になった。 この ff は "玻蒜則 制 
& がと も 化 棒 Q ない も Q であぶ」 た j 雨 抓 わる お-把に 燃す る 齡 がを ミを こを、 磬騎的 
は 力 强く巧 はれち 化の 截邮 ミ铅は ユダヤん 共に 赋瓣 しなくて は寞 ミ。 


慰 想の 成長 

が <ゎ い モ いん 

瓦壞の 素因 

\ 

^ は 艦に 攸ら ずず ば 城け をが 臟を擁 をない 畔 り、 111 个 がになる をでは、 紙喊 的に y 還 動に 抓は る 
V きでは ない。 —— これが 挪 "の 敵顿 ずるを ころの 動かぬ 燕へ でむつ を。 

レ 占 ねん おぶ わ だ なが をな がいち ぅムピ 5 3 ム た C ゥ k A ム ザみ 巧ム S ぶ 

こ 0 信念に 端つ て 減は、 長い！ 一政み 嫩 削に 藝 加して な 衆の 雨 船に 观 なれる ことを 猪し 蜡 へた。 をし 

VJ み 3 なムみ ごい みい 5 ろムを においた じ «乂 ちいし 4 S 

で顿く 限られを 馳随內 でのみ 跋诉を 論じて 來 たので ぁる。 しかし この 挪に 於て おは、- 臟の乂 讓が觸 
めて 臟篇を 憑！！ で顯 ぃて ミを なること を 如-’ 繫に i する i ぃ麗を ii ずる ことが k 恥た 

のでを る。 をして 破は 觀 々に 棘な か ジム 麟繼 して 巧つ を。 I 

こ i でかし ホ f K ト リア り 常時の 獅が脈齡を齡明ずるなれば、 一 黃にして こ の^は願に恶識賊獅に 
人りつ、をると及ふこムが肿來を- を臟^^^^無茹也平’に贱機された關がり朗からは、 臟歡に嫌ずる狐 
がが 姑ん ど おはれて ゎる かに かぇを が* そりな 側 にがては、 じの M の^ 樹 巧に i 居す る 卽數の I ; 齡岐 


が、 み々の於颇|^力を賊裤裡に缀を心げつ-をつた0でぁる。 而もミと備も呼|^-るかの齡に> この 
励の 规 境を めぐつ て、 おちらに もこ ちらに も •賴 しい 於 族〇闽 家が 膨 化され 姑め た。 

をの姑も强がなものは ンダリーの勢也巧乂でをつた。 この離仍巧^ブタべ ストが八 ンボリ1人0 
か 心辦ホ として 々發糜 する に摊 つて' ホ —K ト リアは を こに がぶなら む 敵ず の 撞轴を 感ぜざる を 做 
なくなつた。 ボ へ ミアの巧都プラーダ、 ダリシ ヤの巧都レ ン ベルグ， カル -1 ホうの货都ラィバ ッ 八 等 

f み &ミこ て み おと ご 妾 も ホ ( さ 

れもお肢閒誤のを郡としてめき^と雜をを盛り擅して來を。 

みみ？’ を こ t 十 ょ ミ わ こ . J ない ホ h ら みム ‘VC ^^;^ザ.ム れ く い 王 （ 

この妨族の都が錠ょ强力化し、 をれがホーストけア蝴內の夫禪の巧提と完をた碟热をとつで- 愈々 
强闽な 地 J わ形龄 すろ やうに なつを をれば、 をの 時 こを ホ 1 K トリ 了が 邮邵 から 私 火な 帮を ぶて、 贈 
绩 ずる 漸瑜に 淵 當る帖 でぁる。 难 しこの 趴 壊を 私鋪に K がう と 做ん なれば、 をして 乂闕 il たるの 威 4 

A 巧 a も てつてい— しみ たんら か. 5 ぞ が こん ミろ：- レ； ん 巧き な* 

を雜拇 しやう と 思 ふなれば、 撤盼 刺に、 丽 して 何等の おお もな く、 强引 なみが 集橄贩 がを 施を うょり 
外にホ職はなぃ常でぁる。 をれがためには、 价ょりも化に、 劫|寸の賊絞ゎ±に 一をの閱前， 雕ちォー 
K トリ 了 醉を强 制しなければ ならない。 然るにぶ に對 してすー スト リア^ 晚は 1 i がを したと を ふの 

もん？ J い ムレ かう こ いん たぃ* ん C til くに がく だ サ ゥら 巧う だん ‘4 5 ム 

でぁらう か。 この 的趙 に！； する が 闽船拘 C な梭 こを は •が H この 网の近 類を お带 する 巫 丸な 裴巧 とな 


ク たもので ぁる。 

臟 れる辭 铅、 

ホ — スト g ァ臟& 願は、 齡 にを Qsi 賢 おち 齡一 をい に & ミく i 賢に is もて 

わを。 この 離む 辦辦 は、 賊離 のをれ をを っくりを のま〜 船し で漱 たやぅな もので を。 て •视 W を考へ 
をぃ 挪觸 をの もむ、 聯 な齡躬 でぁった。 龄體な ことには > をの 離解齡 すら も、 於 離を が鹏 した 嗤纖 様， 

t S いま ) 

またが W してむ を。 

舶が 一め て ミ isQ ? i って 觀を靈 したの ち こ & になる かならぬ 叢で をっ を。 を 
の踞からして觀は ； スブ ^ダお抓を臟だしく慨んで&ぉので、 带鄭击！ ス トリ T む^なに對しても 
攀 驚を 警 ことは 臀 なかっ を。 をれ ょりも 夏に i ずると S な SQ 鶴を 一ぃて ゐ た。 と 
は ご、 齡 |& が 1# 祕齡 をの ものを も 俄んだり、 积赋 しを じしで ミと 就 ふので はなぃ。 靴ろ 棘 

f 誠は、 賢が 邮 qM 驚と して •鬻磬 器の 敷を 麵すゐ こ洁駿 なかった。 辦は鑛 M 

齡がは和叩なぃと働じてむた。 術に^^プスプルダが縣のをのやぅなが樣を化て、 拙は猫裁がょしんば 



どんな お 式で あらぅ とも •むかと 理性に 對 する 罪 熟 だとの みぶ ひ 込んで なた ので ある。 

i が ミ iQS を F だ S は •それが 幾黯忆 S ぉも？ は ミ •議露 一 叢 の鶴 に 

過ぎない も S だつ たからで ある。 この ことは、 無獻識 のぅちに 觀 時の S 若 •茄蜘 の 謡が を擁 11 してむ 
たじと を 物語つ てゐ るか も 知れない。 

とまれ 私は この！ 一の 諸 侍を 惜ん だ。 をれ と 及 ふのは， 巧に それが 模齡謠 が だとす ふ ばかりで はなく 
普 適遠维 の 疎 川に 化つて •ホ— スト リア 贼內の ドィツ人の 傻 化が、 慘 めに！^ を 一 ご、 れ たからで もを 

ぇハプ K ブル グ襄為 露な 觀はょ く ミ繫に 魔して 、 S に I ける ド ィッだ 繁は敲 

がが りの 前 淡を とぐ めな かつた。 この ことが 血觀の 私を ひどく 调槪 させた ので ある。 •纖 つて 辭し ドィ 
ツ 人の 俊 位が： 冉び おり 戾 されたならば、 おの この 擠惡も 或は それと 共と III 龄 Ir 瓜した かも^れない 0 
義は纖 めて i®s に 勢た r 霸 を絲 れる こもが 勝なぃ。 は繫の 露を もを 
すて iiH 豕ぃ た？ をる が、 T 緊議 tc 讓を r に 賢で、 ミ S は# ろ ii もへ 

られた 稱菩劇 じみた ものに 滿 たされて ゐ た。 を こには 數巧 なの 議郎 避が’： E つ がして 輪 T の | g 臓を かめ， 
擠 上では 紳+ 一が 略が になつて 觀獻 をして ゐた 。しかし それは ドィツ！！ ではなく •スラ ツ F4k が I け' で 製 



It まくし がて i りを。 しかも 咎^ 目 ホ 脈り ょろしく •一音® に縣 次を 滋 つで 氣紅 ひの やうに 臟 巧つ 
てわた。 をれ に I ; しで、 を ちらから もこ ちらから も 盛んに 彌 ぶが 飛んで •做の ことは なわ > たでもう 
禍 P 於に 織ぎ ぶてる 辭雞 とがの II ると ころもな かつた。 巧 曲には 辟激 力を 0 もの L やうな 議 おが‘ 
一 ばか P は賊 がに 蝶へ で •随^ 終を 敝 りおら 誠挪の 城^を 保たせ やうと、 觀の 講を胥 がを 娜 01 一して 
なた 蚊 だ。!! め 靖 はこの 撇腊 を孔 て、 一 図め 議貧 ともをら う も 仇が、 と樹臟 したが， 絞 ひには 到轉お 
きがして しまは むぱ ならを かつた。 

をれ から 娜那 鹏 を舰泪 しで •邮は 觸び謗 曾 0 傍 i に W 肿 けを。 こ 01邮 の昭の やうな 廊腊 たるが を 
がに 揣 いて かつを 私は ■み 度は i 口ん ど 巧 艦 だらけの 輪 新盤た る饒 なに 一帖は! ^鑑 としをの でを。 た。 

ヴ QK が だらくと 驚」 てゐる s &」 て、 i が Q 選は P じ f くを i がで 緊に麗 け 

が 邮 を撇 する おも をれば > おだし かのに 尊な と n ッタ H {辟 恥り してむ る お ずらを つた。 

願， 踩 から® 獻を睐 は ひ、 こ邮 がの 條 Ills らお 然を d ひ 禪を叔 は， 議贫ム いふ ものに 齡 して 職 
わ辭 叙を 赖か ざるを 棘な < なつを。 焼 削に 祕 しては 船底の-にぶを 觸 かれば 觀齡出 恥ない 綿は、 をれ か 
ら趴 "如 ん ど* 傾^と お 0 てらい、 I ‘雜 がへ 通 ひがめた。 おはこの 戳 おや > お槪 から •謀が に！! する 


‘ ムハ o . 

點の靖 へを冀 に讓る ことに 繁 "した。 をして 舶は橄 一? s に T っ Q 議を 賢？ あろ 

ミに ち ミ、 をを が こ A ミで ホ はクホ ， ま 若 、ぶ 

をれは今け唐の黏のおへを械冰的に化黎左をろものでもつた。 舰ち强ほ、 おにこのホー K トリ了 の 

i 倘 ，を i める ことが 接なぃ ばかりでなく* ずべ ミ醫 Tsipi して •養懸 を II める I 
驭が ミミ ふこと でを っち 挪は ミ靈に 賢で" 4 藉 にょる 贼お女 證賢靈 に 齡ち城 
點公 ISQiiii 聽な E ゃ繼 — i 猫」 ちを si に SQ 體が 當— ミで をる か 
を も繫に f ことが 震ち 讚こ占 搬 QS は、 ミ i の ならず ’ S を も黨へ f さの 

が おを 持ク てわたので をる。 

「狀 てかけ、 酌歡 船」 

餐の齡 一の 證 V 燕は マルクス 穀の 媳说で をって、 をな しち マルク， K 穀は瓣 瞧霸し I 

* おで ニク < む。 じム 古と よ 9 ムよ 4 3 ■かく 

ない。 しももこの マ ル ダ ス主窥は狡巧なユダ卞人诲に化づて强^されて&る胁|^なのでをる。 

1 is おが お 一す る黯 とは il であるかち 證 解は li 艦で あ ミゼ 。難 か 品 sci 
驟が麗 され 證 されて、 をれ が K に」 て 競 Q 驚であった f 、 忘 こ S け 於 i が？ 叢を！： っの. 



であを。 か體ミ ひ、 spf 黎！ s も？、 品 そ Qs が li で妄ぉ u とがが ると’ 

巧ぉに 「を数」 の巾へもぐり这んで、 をの|此觀を則が和に娜觀させて|^^ムの.でをる。 辭するにホース 

トリ 了の S は をれ ミ だ。 か をの 寮 S して、 驚と しで 嚴媽を 驚を がを ぅとす る ゃぅな 艦 
5 截 I 基は でもない。 C んた靈 一一 叢 こを も磬臀 あり、 震 ミくて 营 をら ミ 
數 解が T 緊沪 J If ふ 1‘| をになる と’ を：- をを がて は！！ ち户 がを II はれて 公。 驚に 

封して^ 和た ろ巧氣 を 巧つな どの お；^ は畿 にした くも 做くな つて、 じぉんな 禪 瞬を 那ん でも‘ をの 

邮韓 をがん じて i をす とすぶ 繫けを ミ のん。 CG 磬 離：^ を 驚す る 4 麵 とは， がを こん 
なをのを Q である。 II に 靈と籍 とを 惟教- る觀穀 は、 が較徵 を" も Q でな くして 械 であら 

5 口 

梦 蝶す るに， ミ 10 幫 Tii な馨 は、 靈 をる 為を 鬟す るに fii な 巧の gi ゎ 

作る といん ことの 似り じ、 瓜！： におけ を賊賴 靴が の龄 り！！ ま P を おる にあった。 邮龄 なれば‘ 哪 城を 

邮ひ 伽に」 ミと 鱗」 ミる 1 雲は、 躬 e 勉 45 ミ どんな 讓が讓 もに 癖 ちられ ゃ 
5 と、 を e をめ 忆繫 り馨 を^れ る t となく • を聽 烏に-皆 饌 めて、 城い 煎を^ ミ 


る ことが るから だ夕 

撕 かる 祕 がは •がく とも 邮らの お 也は がらの 誠 戦に おつで 祀 さぅ とずる 人 削 にもつでは •永沾 をる 

.よふ：： 巧ろ t t ム。 u 占— ょづ じんぶ わ 3 ♦ みん し 田 f 王 なつ 驾ち J * 

不快で あり お 越で をる。 概 利と 隨郎 とを 川む 漱く 避けて 來 たこの 窒 々韵 1 ミ 接 盤を おぶ ものは 

UA ザ e 々かう よけつ ぶ だゥ と* J & 么 

ただこの ホ 發巧驗 にす 潔で 不蟲總 な ユダヤ人 あるの みだ。 

趴の ドィッ 城 お々 發 は、 臟 じて こんむ 酸 鮮り祗 いもので はたい。 ドィッの なお A 藤は 巧 己の 货 版、 
がを 灼倘较 をぶ 破に 梁し お < 的 譜费を 避がず る ことに 挪 つてむ る。 を こには を觀 がに おる 或 歌な どと 
いふ な ものの 棉備は 記されない。 卽 をの 货 任に k しでは、 む 30 查臟 をな でさに なろ 侃ん の 女 配 
が あるのを でを る。 

をが 齡？ さ Q 證 Ti でぁる。 甄 する 懸を 跪す る だけ 嘉 a なぃ 制は、 i じて 體を I 

さね もので をん。 ょしんだ 齡 がし やぅと 船 みたところで， この 恥侦沿 煎が 帅 •は、 をん をが おや 觸勝为 
をを 献附 ける をのでは なか。 をん な 者が お 一を 0 たと したと ころで' が々 はすぐ さまを を巧般 ずる じ 
もが W 解る。 そしで を 化の 斯 つを をを 船んで* 

吊て柳け、 この恕臟|^!」 


と视 pw す ことが， w 來 るので をる。 

心 一い しん し さ 5 は〜 

大衆は 思想の 毋 

ハ プ スブ ルダ軍缺がをの K タヴ庶嚴を藥る&めに， 齡おな沁强をがで ホ！ K トリ了诚からが心 マ y 
が 踐を姐 ひ 出さう とした 帖 、をのを めに 站 おされた わが ダルマン 贼賊の お 禍の摇 は、 ドイッ 鑑帖 1^" 心 
賄ん どかる ことの 川來 をい 齡觸 しいも^ でを つた。 

こ ss めて 货 慰の 誠 ii が， 黯 制と 做 〇哲 でぁる。 しかし ミ賊撇 ちす： リァ 魔 

に瓣 ずる 城 おでるな ければ •妈 がに 靴す るが 赠 でもな もった。 ド イブ^は 、ド イジ 賊 願を 避 说し 鹏料 
さかやう とずる ことのな に 靴を しで わる， とり 細の •旅 おに!； してが おのかの ホを 卜- げたので あつを。 
このな 输 は、) 卽の政 脚が， をの 闕 民の 靴 證お驅 け、 菊し くは をれ を鹏徽 しなぃ 齢り、 備に 亂 城から 
巧诚 され 贼麗 される けれども •おし 邮 巧から を 堂を 獅 ふやうな 齡に 化を ならば、 一 靴に して 版る •へき 
巧祿を巧けるのでをることを明かに韓明しをも〇であっを。 この卽嚇乃軟は城齡！2^な觀掀は* 賦にが 
がの 槪 利で をる ばか 5 でな く， 神 Is な雜務 でも あるの だ"' 


騰る にす K 卜 。ァ Qs は • i 磬 八ッ s であり、 iissl ド ッッ皆 掌て s 

しち E 公 ジい つう ない サい じん 5 ム わい か ’ 

されてむた。 艦つて この議巧を述じてホ！ K トリア巧のドィツ系ホ f ストリア人の避命を代へやぅム 
P る ことな どち 一く ii でを った。 馨 かか 辭な S によ ミ、 こ oSi を 賢ぅ と i ミこと 
しか 歡な si か 震は' SS に f 證 為 fB 驚ず る C とに 贺」 てぬ たが • f も 
髮品 護搬 りに t 謠 する なれち ミは が" く最 磬を梦 もので あり、 磬に ォ—ス トリ 
了嚴 Q ドィッが を- 鑑 si へ |< き 毅 ず こを にし かなら をっ をで あらぅ。 

赢の S は、 S の 繫の护 穿 ものである。 蟲 なくして 械の S — るか だ。 P て ミ 
撼& がを 鶴 しゃぅ 幸る 齡辦 整を S ずるには’ 寄の 離が 贼 へられ ミる。 をの さは’ 

鶴 新の 師娜 から 牺 はれ わ ば をら む もので をり、 他の) つ はん 柳から 敢 むきれ ねばならぬ ものである。 
ム かし 邮郎 よりの 破 嫂は 姑ん ど絕 堅で める。 

贈づ の觀 としで’ 鑑を職 ひを 齡 むには 1 燕 も 磯 做 ある 瓣 に％ って 恥 一し、 繁 にがを な槪 
一を ずる S が あっち この 離の 願 i には 1 船 Qi 挪ち Ims 撥と か I ちがち なる。 しか 
しよ しん ボ 、一が 1 は繫に 貧で 整に 峭き っけられ •議 を黯 をた しても’ 賢まで^ 至 


ミ i ふだけ の s が 旨れば ならち か、 る繼 な賊馨 に护 ふた w に梦 のち 騷 はこの が 
船の 證と攘 ともつ 觀お みぉ かける も Q な Q であ ミ 
ミ 盤を S 麗 K 聲三 からざる が" となる ものは、 fT 一まで もな く黨 であり •がつ 賢の 加 
體 のをめ に’ を e 卜賊一 も 靡 管が 恥な も S である。 ぉる に ミ 義と藉 を磬繫 かしな 
ければ ならぬ と 一一 ふ 溝-な ミが‘ 遵 《ドイツ 義屢 S 賴 に^ ミち 鬟は馨 ミに 攸解 
し ’ S にが ミ Q み 黯が靈 賠る完 と 槪じ驴 つ ミミ だ。 

あの 齡 臟 を 離 C 讚 > に 一驚が 磐る と ik ふの 巧。 磬 の、 耐 しで 齡の議 とは、 か'^ る 賢 
ではなく」 て、 i に i かれる が鬟 額で—。 寶はそ ミ、 議 ミ i ばれ 5 聽の 紫 
を I かぅ とする 靈な靈 e 驚ち i でと なく 龍す ことが 數 る。 i るに sfe ては、 趋か 
ら艦 ばれを m 忌の 難と 鶴す る 媛齡 が、 解 f の贼霧 腸を しで、 魁め をを 品の 繫を 

肿觀 ずるを めに •だら {と W 化して ゐ るに^ぎ ない。 

姑 もこ S 瓣 削に がける ドイツ 終が 齡は • i を 蝶して ドイツが 0 をめ に 嘶び 離け ちを をし も扯 
靴ではなかつた と ik ふことは 邮 柳ない。 だが をの 挪か吼 が 伽を 顯ち 巧た でを らぅ。 齡 みと、 お 伸と、 
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でを お D でを つた。 

ドイツ 段 衆を 訓 雛す るには 

品 減ジ襲 Q 濃から も、 ホ—； リア 麗に矿 る ド ィッ皆 K を护 鶴が るる，’ 

ハ ブス プル ダ 誘が スラ ヴ麗 たらん と繁 して 傑ち ドイツ 穀 解を 一徵 ず & ためち 就 瓣の郎 
を邵處 ずる ことを- 41 れ なか ミ。 避 一忙 豐て馨 がを る。 ドイツ 於をまで 一藝る ドを 

微师 にょつ て、 ドイツん の敎 齡を现 持たれて なを。 ところが ハ ブス ブル プが讓 が お 渦のに なるや、 こ 

の I 鑑たる ドィツな 馨にチ エツ コ 公辭を 驚す る聯鼓 触を 誓た。 チぶ ツコの 鑑ち提 
の 城！！ から ドろ が S 班 I いりを 于； 。公 班 ly なること 為 ミり 户費ち ，トイ ツだ臟 


邮は站 に M 城」 て、 MMs 剌 溢を ミく をし を けれども、 結 厨は すべて 尖 賢 了らざる を 得な か 
0 たので をる。 これは カト 0 ッタ臟 做を ちに よつ て •ドイッ人の 鉛が な撼邮 が、 躁 糊され た您 例で を 
る。 ’ 

カトリック 挪 がは， をの 挪酣を イタリアの ヴ T 于 カンに 巧つ でなる ので あるから •或る 码废お 値 H 
がで ある ドイッが に臟齡 をが つてな をと しても 龄蜡の W 來 る^は ある。 レけ をい のは プ 。テスみ ント 

C 紙 諮) の 觸臟 でを る。 ご テ； ン トは臟 戸して ドイッの もので をる。 ドす 君 賢。 の馨で 

ある。 獅啦 こを 肿 の 诚 きな ドイッ^ のが 辭に 雛して、 死 乱を 盛して、 をの 誓 力を 操誕 してやる •へきで 

ミち II るに 赞な ドイッ 穀の置 挪ゃ觀 倘を鐵 へる よりも 娘に •讓 たる 雖を篡 、侧 へば 
rii oil :」 ぉとか、 「賊對 I 」 だを、 If は 「お I 藝」 rii 驚 整な ど ゎ is な S もを 獅 

はれで なをゥ 臟'がはをの|||^がからと 恐 ふよりも、 燕臟的に> ドイッ人の 物带を、 を船的に恥るより 
も 被 S に S ずると がふ 護に 肥らされ ミ まつ ミち ミ 猫 恥 ドイッ がの 鑑 のをに、 <プ 
ス ブル グお觀 や、 カトリック 觀销 ，啦 びに fj ダヤ 人に 錦して 既鉛 とな 蜡に立 上つた ドイッ 術の 锭袖シ 
If 1 フ ー を、 縱曠 のに ま 巧ず る こもに K 巧した ので ある。.！ 

みと 


六 八' 

姑 の 觀師强 はがれ もぶ 派な ドイツ人 である。 しかし 悲しい ことに •ユダヤ A の 脈き 城ら したお 卿 

殼の馨 & に In てを たおで あつぉ 擊はド さ WS 黨が鷄 で 言、 ミ S & でを 

その 祁が お 黃 であると いんと ころに 贩を閒 けないで •却つてぶ 等が* 户辄 なる •へき？! をの， 至上なる 觀 
術とは が臟す るら Q なりと して^を ので ある。 

li 義も SSQ 壓 が、 psfe ミ SU とから してが 忌 io であろ ユダ ザが を 
へ。 ユダヤ人は をり 妨頗の 利 & や艦 利を 排 るを めに、 こんな ドイツん の やぅな 祇 り^ ホし を带肿 
が 指的齡 度を 職つ てぬる かどぅ か。 父 チェ ダ rt 人 やポ— ランド 人を の 他 も、 また ドイツ人の やぅな ひ 
ツ蚊 のない 艦 度で が 動して むる かどぅ か。 

わ^^{ <つ わいで ホ ひと P かい e わ" みん 占 ホ じ* はた こ ミム 

我々 は雜對 のに， 一人の 例外 もを く、 ドイツ 巧 燕を， をの かがが 化 わらして 誇るべき ドイツ 轉喊と 
しでの 视剌を III させる やぅに* 斷軒 として 訓 縛して げ^ねば ならない。 

かじ う しゥ がけ 4 こけ 某 しゥ ー^ぅ しさげ さかい か电み ミホ 

耻 は！^ で ドイツの 宗敎冻 をを 學 ずる ものでは をい。 崇敎 Q ことは、 宗が改 おぷに 任さなければ をら 
ぬ。 殺の ik はんとず ると ころは、 が師 としての ドイツ人で はなく， ドイツ人 としでの お 師に妒 して ジ 
ある。 ' . 


贼疏織はホー ス トリァ网邮に胁けるドイッ ん齡動のみから’ がの ご一っ 您お也を熟りを淨^したので 
ある。 硬 

をの 一は、 齡藍 離り ために 觸 くこと が 群に 讓 なが 範 でを ミへ り i 離を 嘛 ぃで ミミち 

々ム ウ& た レ L 5 つよ と 5 百 5 て ホ しち f , 、 J 

この 雜 職が 遂に 大歌の 端い、 闕爭 的な ま 巧を 傅ら れな かつを。 

をむ 二は、 ホ ー スト リアの 諭 皆の ザを 過當に 評， 做して、 をは ご •ト イツ 人を 錦を にを 额ゥ したために 
ドイッ^ 心鑑臟 のがむ 瓣那を 則 ひ、 この 齡 動た 紙 常に 不 なかな ものにして しまった。 

をの 量、 ヵト -ック 襲と f っを ために‘ 點 艦に siiB 輯 のが 6 を かめる 驚な i 
脱 養を、 ミ 證 から 辭せ しめを 一 たん 一二っ である。 

一 一範の 敵を 與 へず 

的 SQ ドイッが se 籍の麗 には’ 賢钟 一っの 麵を 觸を黯 I しでは— な 5。 ミは、 
繫 され 齡 願へ (艦 臨し ぉ變 がが りなち を C 皂 ぁる。 賢 ドイッ 駿 Iq 鑑ぉ馨 ずるを 昔 

ふ ー ミ黯& ミ、 鹽警 繫義襄 たなれば、 ミ繫 ifffif S し H， la 


I セ o 

ゎに ドィッ G 農と 驚と を警 たに i な ミ。 f 攫は 蒼 s で、 歲 をが をが 一日に I 

棘 耐に夕 就せ らお、 をの 結®* は 弱化して‘ 織に 挪辭 雖踰 たるの 鹏 端を 殿 おする に强つ をので ある。 

I だて！： かぅ とする 疆に 賢て は、 鹏 しで 穿の 臟を鹏 へて はを らち 觀にミ 1 っの 臟を磬 
ii の黨 として 一へ なければ をらぬ。 驚 Q 離が こ畏； & に 舉て霖 基れ る ij ' ぅに 辭 
けなければをらち 驚にはミ登篡がぁっをにしても、 蝶れを8|^枯義品を呼8り 
ものと して •ぶ 載に 恥は せる だけ Q ザ谎を 神つ で 巧るべき 觀 である。 

?と。磕 を 贈って 幫ず麟 一は、 S に 恥いて 難る こと ミを 擲を體 、が っ搬禱 な 驚を 

搬-げ る もので をる。 

若し 大衆に^ 碰鄰 もの 贼が ある ことを 娜ら せを ならば、 をれ は 避ら Klllr を總 かせる ばかりで な < 

敵が 妾い ミを ミ- i &： めに*^ を甚」 3 ぉ 賢 かる ゃぅを 丸な II 皆/撒き M でを。。 磬 おしく 
て' 躬 一が 麗 って わる Q ではを いわ、 も 基 ひを！^ じ V ； 皆。 なっ ミ 露 忙觀祝 ばか。 
が 雕| っても i 臟 襲は ミ。 ミ S にが 詔が をで 一つの おと 職つ てなる ことを 信ずる なれば、 を 

の 儀 I は繫 Q お を 品 體」‘ 態が は 一 懸ぇ ザ、 黯 I 品 & ひを を腊 する じと 


に!! 腸ず る ことになる ものな の だ。 

ぞ ろを をす/ \ク0 

オ ー スト リア 憎顆 愈々 葬る 

ド ィジ 盤 i の ffia は、 ミ 3 な 禍じ てね なかっ ちし かるに 霸の S バ をるキリ 

K 卜懸お f 靈は • S とぃ— i を ミ？ 了む f ミた め f S に ド；; い 
摇 i ぞ 船して 醫 Qii が 膜た ので—: し わし、 この 槪繫 と？、 ュダ US ずる 霄 
に？ ゎ聽を I っで むち 馨ミ ダャだ S バる Si 管刪議 I ではけ をが 
S な ことにを の. 鶴繫は 嘉獅」 でを つち 就 賢に ュ を け^; TSg して f ；； バ^ 
ない にして ちを は r タヤが の 濃を T もので をつ で、 S がを 视ん繫 酌な 秦 とは 古 へで 力 
クち ユダ ザが を聽 ホる には •備 とし ミが 鶴な冀 からず ，>皆 でを る。。 ミ， •ミた 
si に S をる こと 宣 は，. ュダ卞 ^ ミて;； J 賢® バ^ 嬰い B らば 滞 fS 
斬 li をが て、 繁に撼 ミ れんと ずる 鑑の 讚を 皆、 ュダャ お 發を踞 記 却る 漂 めても ず赋 
な ものだった の だ。 ミ。 繁 SS 變 は、 野 棘 ほど もュ 宝が 摇 させる ミは 巽— なかつ 



を。 おし もを a K 卜敎 ft 斬が 猎觀 の拘歡 おを ち：^、 が！！ の邮 がなる も g である わを！^ 艦して むた と喊 
じ留 おに、 賢ユ ダャ瑶 鹏を理 僻して をを としをら， 賊に まを もっと 断' 齡 姑 齡觸む 觀 做を 勝り かれて を 
をと したら、 この お 競な り 燃な りは、 ドイツ 巧齡 の 麵输を 錫へ ると いふ ことに 齡 功して ゐ たに 觸 ひを 
いもを へ ちれる ので ある"^ 

愛堂 S# な 驚を 极 を、 S っ ミ 驚に" 亂 しては 養 (驚を 勢て るた。 した 邮？ の敞 

二み 5 C こ t おい Sr P ん、 || 

おほ不毕にして、 何處に於ても取しく理齡されなわったし， ホ！ストリァの臟織にも船脂されなかっ 

ち？*」 &」 を 霞を 一きながら •觀ミ f を 字べき ん ぉ。？ 驅£ に 冀なも 
ので あるを ぱ ’ ？腎？ 靈に I を 皆て と 0 S を藉に g ぉを がを ぃが、 そを も 

のは i ょりあら & もな く、 齡£ の 靡を IV ミる だけに I ぎ S っち ミことは 一® り ホ 
1 スト a 了に 瓣 する お强を 鑑ら せる 船 腺に なった。 II* 恥す— スト リ 了に むては 僻 一つい 辦 はしなぃ 9 

ドィッ SQ 聽 は、 ミだ繫 祭 若. 一 i を ド さ ig にがて si 賦 し？ れる とが ふこと を 

坪 ミ。 

ホー K 卜り ア阿或は絕社めにド ィツをが巧してゐる。 ド ィツ鹏でないものに挪しては^しみもなく 


保護のを を さしのべ るが、 ドイッの な 一切の も 0 は、 をに 强い臟 迫を 加 へんと して ゐる ことが 益み 明 
わと なつて 來 を。 棘に 背府 たる ウイ I ン には 雜 な扶族 •例へ ば チェッコ 人 やポー ランド 人 •ハン ガ 
リア人， ルテニア人‘ 七ルビア人* クロアチヤ人などが雜|^として踞|5ひ> をれらの巧偽が义無跡道 

に sf がんで 髮 Q 霞 さ 其 一^も はれ もくば かぇ、 iQ ど ミ 皆ても ユダャ だが 

につくので、 をんなことだけでも壞早一拙はウイ！ ン の$に店た-^まれない瓣|§を悠じ始めた。 . 

私は ウイ！ ン忆 たる 削 中 •化に 幼い 閑 間き 踞 えた バヴ リア 拙ん の、 ドイッ； 稱特 おな 蠻 きを をれ る ご 
とがが 巧な かつた。 どう 努力しても •ウイー ン のが 謂を 覺 える ことが 出來 なかつ た。 斯うして 慰く ウ 

ィ！ ンで籍 すれげ ずる i 、 ぃろを ことが 懸：に 襲 ミ、 難 も Q おは 梦お ミ觀 でを 

0 た-この 新！： は • f ド 供の 曠 から 辭 織な 新蠻と 、かくれた 熱が I のがを っけて なを ドイッの だ齡 
への > 愤 がれへ と變 つて 來 たので ある。 黏は 今に お あな 祕樂 i がと なつて， この 惶 がれの 祖 醜へ！： き、 
雕國 のために をの 止 地で 慟く悅 びを 想像して > 獨 りで 脈を 時め かした 0 
或る人々 には、 この 趙の獻 一5 が 理解され ないか も 知れない。 しかし > 邸 風から 追 はれて、 をの 神‘!？ 

か.' W ホ な ミ ご た、 わ ひとぐ そ 二 < みん ミ、 モ 々じつ 

岛つ 誓い 踏國 語の ために® はなければ ならない 人々 や •祖幽 とお •族との ために 化が であらう とする た 



> ，. .セ！！ 

めに、 繫ゃ懸 に 胸つ'、 •ぁる 作、 また 繫の 解が 脱た なれば •敞 かしの 簾の 願に 瓶を 
で據 しゃう と - fv て ゎるが には i ミ&だ がが 繁勝聲 でぁらう と i じ ミミ 

^ は、 ウィ！ ン けがの ことにつ いて > 餘 りに 長く 帮き 過ぎた やうで ある。 

* しかし 做と f おつても ウィー ン は、^ にと つては 觀頭 肥猜が 酷では あつたに しても、 こ、 にがけ る •る‘ 

1 た 制 i は •梦 r - れ なぃ觀 な 驚で ぁ ミ。 辦は備 も 如ら ミ 驚 幕に 皆瓣に 曾ち けれ 
だ も、 こ、 をが ると をには 冀觀へ 11 ぃがピ ミミた。^ ミ M から 辦の勝 船 ゃ豁知 破 乃 

S を f ことが 緊 た？ ぁる。 觀 すれば、 捐 Q ナチ iQ 蔡ち ミを 皆 ミ i 籍 

にがつて がが まれ 您き僻 へられた ので ある。 おし 遮 命が 私を この 町へ 謂かなかつたならば •をして あ 

の齡ぃ P 、 をな の靈 と麟 一とを 瓣 へて ふを ミなら ば、 ユ ダャ藝 ゃ、 繼賊荀 發’ 
淵は マル タス 義 i に Si して iQ 靈 q £ が 露に lu を ミを •觀 だに 聲れ なぃ ミ 

でを ふ。 / 

ハプス ブル グお 新へ び琴惡 1 ユダヤ 人への 船底 的な 認識！ ‘ 

これ だけの だけで も壞 帮辦」 は ホ— スト リアに 搔 まつて ねみ 必要の ない 巧で あつた < 



もこが 

懷れの ミュンヘンへ I 

一九二 一倘 の觀、 S レは 鹏 如して 鑛に ミュンヘンへ 解った。 W 
ミュンヘン！ お X こ、 は ドィツの 巧 だ。 あの ウィ— ン と比べて、 何とを ふ 火き な 巡 ひ ホで あら 
う。 私は あの 腐 職した •磬臟 なを 彩と 惡 r 私と に觸 たされを 错を おひ 出す と •脚が 您 くなる やう だ。 

ミュンヘンへ 來 て、 この 街で 使 はれて ゐ るが 巧雜を 牌く と、 私の、 むには 檢 かしい 靑 年が 化の ぶ ひ 出が 
滚 々として 淺き 起つ た。^ に 化る 物、 巧に 削く もの、 一切の 齋 fc が述 去の 私に とつて 慎 かしい もの ば 
かりで あつた J を逾去 ばかりで はない。 現が にがても この 懷か しさには かし も II りは ない。： g らく 化 

殿の ミ 鱗と i も •、、ニンへ N & に i く船& を！： 心く 忘る ところは なぃ。 が 露な 繁 の！！ 把！^ 

と ミュンヘン とを% ひつけて、 をの 後の 私の 錢展の 錐胳と 化の 褐 とが 不可 八^に なつた ことが •こんな 
にも 私の.、 むに この 街への 愛请を 起さ かるので をら う。 

私は こ、 で、 今迄 やつて 龄た踐 術の 化 事を 齡 てを。 をして 今度は かか 乂 の？! 願に ついて ^究 しな けれ 
ばならぬと化ひ立つた。 游黯いてドィツの化交を^究し赖討するにがつて， おはホーストリアにむた 
, セ お 



峨臟 じて なた ょり おに •ドイツが ホ— スト リアと 軒を 摇り がつた 政 紫の 愚かし さを 痛感した ので あ 
る 0 

嫩 絲 な ことに， こ、 へ 於てから 辦が 貧つた どの 橄 がみ やか 交决も •ハ プス ブル グで 家を •この 上な 
く歡 りになる i 瓣 だと 觀 ひがんで なた。 撇 等は ホ I スト リアが お 早 ドイツの 一風み ではなく して •內 

驚に 1 終を 齡り： ある 離で ある ことを 忘で 如ら を ミ。 緊バ ぐと もす スト リアの 

ことに || ては、* 么等 ドイツの 政治 糸泌 ょりは 茹 かにを の眞 傑と 夕 くの 幕 難と を 知つ て ゐた〇 

とは ik へ •ドイッ 脈 i の變繫 が 露-な ものとは 狱をか ミ。 た ご S 一に S を ミころ か 

一^を けられた。 齡 解は 郎^と ぃふ ことに 解りに 觀し溫 ダて •をの 同盟 隅で ある ホ ー スト リアが •旣 
に織スラヴ茲鄭に観齡し、 ダルマン献載觀なあらゅるものに鹏敏を抓へつ、ある？$赁を、 たで滥なし 

みを も 2 な J ない じん 

く化守つてゐるだけだつた。 をれだけなればょい、 化だしいのになると、 ホーストリアののドイツ人 
が、 齡 T 辦 W して 私た やぅな がむ を觀 ざる 夢齡 から、 ハプス ブル グ 新に S がする のを 化て •即 阴齡の 
繫を i かける もの だとして s する 議微 さへ も あつち 



由ん そぅ なつ A ぅ 

戰爭は 必婴だ 

ドイツの 難 _£ 義吗裝 に i ミ 友る ところの 原 韻 i を 似！^ ち一臟 離とは 備齡 であるか 
と^びを くなる。 卜ぃ言 

郎 一とち 婉く もも ドイツが 懿襲 かを す" 磬 "ドイツ だけ 0 襲で やる ょりも、 即麗と 艦 
撇 してやる 賢、 寶に をのが 驚 を 船 離 f ために 一 ばれを ものでは なぃか。 艦る に梦 やす I 
スト リアは、 iii である ドイツを 製がん との 爲 をが クミ ミで ある。 一騰 のために 同 f 
臟を ぬるの だ ミ S やぃ鹏 。。は、 伊" らくこの 齊 S を邮る 制のを I でく i る麵 でを るに 逆 
ひを いり 

が磬 ドイツの 鸿 S 齡を資 て ミ。 ドイツは 僻々 化 + 撇の八 間が 辦加 しっ、 をる。 旨 ぉ大な 
鱗で をる 。 JU 為 賊靈觀 仁 叢な ぉ E を M ミミ ふことは ，2 をら め W 尴で ある。 龄を 
を S が & H 、 ミ麗 Q 栽を i ける ぉめ には どを 疆 がを るか。， 震が づ緊 m ミ廠 から 

辦 G 制へ を 無め がげ ねばなら めと 化っ ち 

お セ 



，一、 お ミラ nk ? ぅちが s に pii をして、 靈も？ 麗 をが ひ おめ ると いも 微 

である。 

しかし ミ 養は 1」 て ii な も？ は ミ。， 解が sf II 」 て ミな 護を 驚したなら 
ザ黯 がが は i る髓疆 ii 繫 るを I れ ミが •をと 邮 I に ドィツは 輔 らず體 似す る。 を 
して ドィツょ 白も强 5 ぉ 賢* 5 つかは 資こ Q 撕讓を 心 ひに 聲忆 II ミい からでむ る。 

一 r 或に 當 へらるべき とも ほ つ版州 雕瓣」 でを る。 . 
t の 聲は诞 して i いも G ではない 。 i 礎 i に 貧で、 IV らを かつをが I は g かた S の 
懸& るし； 聽す るに 離 ひない。 しかしを には， ら磬が ある。 繫の ある 裝 に贈 しもて 
を 注ぎを 言と する y とち 攝嘉を ける や ミ も Q であ ミょ しを そ。 嚴が刖 
S いも？ をつ たしても、 體為记 は P ? な ¥忆 心 i はれない 主 i が li 栽る か。 

ム I — をれ は i が、 がる 當〇 鷹な り 14 むりに 触へ を？ はない。 だ 1 は聰為 を 簾ず 
K ? 力ち をを 齡 が しゃぅ とする 冀を 掛つ賊 職のを めに 黛され でむ ミ 離に 做つ で、 鹏め 
て 峨られ を 十一 地を 滯挪 ずると いふ ことは、^ 如で か 賊の齡 を^め る ミな ものである。 撇繼で 磁撇な 



、と， 卜‘ 


如を y — i が， どんく を Qf 驚」、 f パ |< 班、 r ;: ッ? はた 最- 、. 

ツ r をた f 聽 して ゐ なければ ならぬ とずる やぅな 政 館 f ミ?：?？ を努;1 のて! ：パ% た 
ち 觀の變 としては、 體贼& の識 M がを どん {荒 山躬る だけの、 がしぃ ゴ地 もす 5 

み^^^^^! ば 襲 pi 伊 謹ん にしで、 P 雲ず る ことに がって、 麗品 

嬰 非 如 S が M されて ゐる 。さてを— • f 觸： 狂 こ？ iu 古が f 应 
5 驢 で— を。 f でも— れ は、 ri が— パけ こと S る。 棘^ 北^ ことは 
iQif る S ミを • f，r なぃ if の， 識觸ず こと" が f し^け fu から み^い% 

がて ち、 f ? p ， を 蘇 も？ が 管 で— ぉ 5 おお^, も寶 i :" は 
SI もに 厳した 驚を 皆て ゐを としたならば ’ J ッは 盤。 豪む 一。？ も— する こ 

もは ¥1 おった S なぃ。 さ ミ ミ 
が S の黯 に^る 義 を f がち 繫 。鼠は さほ 最 きくは なぃた も 拘をミ 

b ん 


里に 琴て ち 侦れも s らしく 磬 なを？ ある. 冀 は ミ麗を I 靈に I ミは ゐる 
が、 爵な 一二が 营囊を ミ S ゃ i 避に 脚ぃて、 i まし ぃ觀の Bs をが？ to だ。 

を 皆の 辆志 如护」 て § され ミ。 をれ は 严てお 難な S 島 ミミでは な ミを。 咖 
物し ぃ 武裝と •をの 武裝 に硝齡 する だけの 雕ぃ狐 癖と り 巧ち 曾 斬 ミ 觀られ を ミで—。 诚を 
な驴 紙と 鑑と を？ i 恥に ょっての み、 贈！： が F れを ので—。 驟ほ S だ。 麟 I ： を 竭ム喊 
飯 叩と っては、 をれ ミが 唯 一 Q 麟 利。 賞 ある。 豐 て、 惑 をる ものは、 ず ミミ ことを 霸 
におき •こ 0 ことを y 楷 にして 臟 11 されなければ ならない。 

み か A しウ なち ^^^ v とく £ で 

ミ おし 隙 S 革 ドイツが 8 ずべ畫 S あ—」 をら 吗 をれ 普。 I からぎ も。 シアを I 

的に^ て ミ 巧は る？ であっ ち微 って ドイツ お、 がら g を って g す こと 品 I る £ を沪， 

け 置 穿から S をけ Q ジ& やうと する じを、 霞は 戦&ミ f 、 梦 ドイツ 麗が船 

裝 して、^ ± となつ て 進軍す る ことから 牌め をければ ならを いでを らう。 

がる^ ドイツの 藝 裁は’ ミこと を挪 ミちち が ドイツが 鑛 しわ 義を沁 やうと する むれば 
をれ は 限を をを 星 地 あるの みだ’ そ &學う 李れば. どうしで も S を卷 ミす L ザ 



ならち」 わるに 擊は g ? 羁で 空ち る はつと も s でを るに？ ミとは 
,^5 と觀 C ^ H & た。 靈 島れば’® 带は郎 に ドイツ 齡巧ぉ 維 おせむ ぅため 忙 あらゆるで 龄ど顯 ず 
ことょり も、 を 〇 と あらゆる 鬟 y 做つ て视 恥！ f 觀を & 持すべき ミる とお ム おへに 捉を ミを を 

この II 貼ょ， お I 甘 抓^ 料は ドイツに をつても ドイツ 励 K にと つても •が もす 利な つ 不適 巧で ぉる を 

獅ち 齡聯 の 明つ の 邮一 の 恥から 槪び i しち 賴ち麵 と 麗を聽 さ f ことに 賢て、 駿 撒を 
齡辦 しゃぅ と聲」 たので t 。 ぉ」 こ Q 驚 も H じつ めれば •一 •ぉは 醉忙 俄つ て賴器 結茄を 
ミな けれ ぽ ならぬ 讚を 学 も 香 あち 霞 なれば、 イザ。 ス とわ ふ 異な 農地を つ 防が、 
齡離こ ssj ^ 忙 m 」 h がきな 農と なる 忙挑窒 てぬ ぉわ 旨を る。」 

h 、* こく - えい こ C 

冷酷な 與國 

ッ Q 論 おち 霜 喘を 薦郎搞 瞬ち をの Msiii の齡聽 として 趴が げた ことは、 
魁に 披 I ? ぇた & 觀管 あつを， 

八 I 



阿つ の おにを の 領 心を おち •祕濟 峭を邮 狀抓挪 を!! 贩 としてむ る イザけ ス が， 伽 として こむ ドイツ 
Q 商舉臟 策を をの ま i A 過す わけが をら う。 イザ リスは 查 力を をげ て* ドイツの この 臟 臘を邮 制する 
忆逆 ひなかつ を。 

ホ 到 ド ツ 人は イザ K を 煎て 隘お巧 Q 驛 み。 おる と！^。 弘 ませ ミに 馨 とな ミ&た すな 
倾 向が おぇる。 路や顏 や •漫挪 などは、 觀 "ある 費イギ "ス がち 題と しては 齡 聲 ではを 
を" 峨带 におつ ては* 惜 じを ミ稱 の 隘稱 J であるち 獲一臟 y 微ひ 如を やうと し ミち 
し 力し 驚は イザ "ミは、 ミ 熙濟如 gQ ためには、 款 なる 黨な 護を ち 賢」 ない 離で を 
ミこの 黯は 、を 茜み な 醫馨 おから 離梦 靈を攒 すると g に、 あを る舰 體な繼 

t が洽 がが 力に を 化さし 憐る乂 をな 为 をが つて わる。 イギリス 人が をの 觀 齡瓣 がを 齡 難す るのに/ 齡 
を 流ず じと を 怖れて S みする でを らうを ど、 野を ことち 網に I ん でもない 处 I 接で あつと。 11 

がが 振を で， 营が 抓-めて 說ぉ と挪 g しわ^ ミを 挪ひ趴 て 離 W を 唆 驚と 贼 ひかんで 
公ぉ驚 費 願に ち SS 寬 農に 皆て 坚 ミ* 範 QS 忙聽 品？ i きが！^ はれで 

るた。 おはこ Qg 化 Q ち、： 5 めて 「 I 鼠の 喘」， 4 J いを のを 野し く騷 したので をつ ち 
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どろ めい よわ 

同盟の 弱さ 

もぅ 一驚® 忘て？ やぅ。 < く 

郎 離が S 沪ミ ちミ黯 態が 讓繁の 僻 叢に 瓣換 しを 臟 から 始まる ことち 我々 は强調 
せずには & らたぃ。 襲に 賢紫備 する のは、 を S 賢 一して 避 接を 皆ず 繫 をが ミむ 
る I でぁ？ •一？ ぉ冀臟 、議 備な證 S に？ ゃ被ゃ 、冀 ii たる 為を 織 簽って 

斬く。 臟狐郎 離に！！ て 觀ミち | i 於が 臟が ハプ K ブルダ まる 側から 私り、*^ むを 错ず葬 ふ 1 ス 
ト リァが がを：！； つて お户 なければ なら ミミ ミ ふことは、 ドィツに と ミは 匆 おり 爭ひ ミつ 
ち歡 しぁの 臟齡 が％ の黯 で、^ 化瓣で •辦繫 しを も ミミ ミを ば、 伽ら く ドィツは ホ！ ス 

ト リァ Q 靈 なを 震が けを る！^ はなく、 護 H て臟 為らざる を 賢く をを 巡 ひ ミ。 獨 

齡妒の 一一 藤 郎 11 は、 このが S 听 ミグリァの 離 避 粟に を ひ、*^ 齡熙 中に 獨靖 側に 背を 巧け て 去 ミ 
ミに、 ドィツ だ 觸賢幾 I しを S で ミを しかし 帶し ドィツが 爆视 にを 火 誰を 切つ 
てね たと したら •イタリアに 修めさせられ たょり •も】 つ ひどい 痕^り を ホ！ スト リアの ために 味は 

ごこ 


/ 



された に途 ひない ので ある o ' ‘ ’ 

露 かを ち ハ プス ブル グ穀 にと ミは、 襲 駿 など 尉緊を .がんに な ミを を だ。 

をれ に、 ドイツのを めに 娘-八に なつで^ くの 臟を郎 ふに 離す とい ふことは 、如 數の與 民族と おみ 子を 

ミ 露に 議 する この 齡 として、 辦んど 若繫で ミち ぉし ミを を ミ、 苹 命は 旌 ちに 
ミ雕 に辦雖 して、 す スト リアは 掀 ミ取驗 する にき ま ミな たを ち だから •最も ドイツに ぶ 
解麟な ゼスチ ユアを を 繁^を も、 がず 超を おる こと 齡が臟 の 山で ぁ ミに が 違なぃ。 

齡 にこの 斯解ホ I スト リアは、 がな くと も 斬 洲知郎 の 惟 まれを にを つて ゐ を。 をの 許 判は 掠 ••めて お 
く、 •おに S を 斬せ る i とては 一ん どなかった この S な 離に F て郎麗 の. 磬が から 瓣じ てな 
をのは ドイツ 新 i ’ だけで あつた。 をの 辦 化は、 ホー スト リアの 於を •ドイツむ 身 も ホ 敵と しなければ 
ならない 撇印 になつ をの だ。 

鱗は 齡ミ のが 載な 郎 備 一っ ドィッに が 溢を 離"^ が ミぃ 巧 S に對 して、 をら 實て むた。 
ホー スト リアは どんな が^から 一^ても •がず 矿 船^が 的修 がを 惹 私する 危險牠 を 孕んで ゐ た。 をの ダ 
イナ マイトの やぅな が 麟な齡 と郎® を齡總 して ゐる ドイツ •しかも その お 險を悠 かいて ゐ ない ドイツ 



の？ ili に 除して な •をく ハラ /\ する やぅな 傲な かし さを 繳 じて ねた。 辩織 この 哪 は】 刻 も 私く 辦 
斬 さるべき である。 をぅ でな けれ ぱ 、ホ— ストり アの似 靴ず る述淪 が* ドイツを の ものを もを 疏へ的 
に させろ が 心齡辦 ある 僻 ミの ことを が-々 にも 挪郝 してが たの ミミ。 

撇し繁 この 麓が 認 をる 一に 驚は f つ ミミた。 けれども 辦 は、 難&し & i に 

縱|!0ながらも， ：^織としてこの锦 へ もえなかつた。 ドイツ を|5ふためには、 獨鑽同觀を舰黎ずるこ 
とはが からで も鹏 して i くは なぃ。 ミ 盤 繫か轉 けれ ぱで だけ、 ド个 ソは臟 をが なくず ミと 
が がると 徹 じて 擬 はなかつた。 

けい Jkw い そい ム< < わしん 

經濟 征服への 過信 

とを ドイツの 薇靈が r 潑 i 藤」 鼠へ がつ 繫し ミぃ ふことは 戸な 穀 ミつた 辦 
し 驚な 繼緊ミ 齡りミ 驚 りで ある ことに 髮 しを つけ 皆許警 ミちと ー ミのは 
ドイツ & 繫は •を es ぉ 瓣ジ 髓と畿 ミ、 驚し &繫ち ミからで あぇ おに 
iT たる もので あつち ミ 露を 心て 巧 i しも 畿を 皆に r て、 繁 脱の 驗 I を 嫩辭於 

查 


ると 倍 じる のは 鞭现 から 城 ことで あつを ひ 

しかし* こり ことは 闊 •解を 一つの 誤濟機 腳 なりと する 離 がをお ましめ る 結果と をつ たので ある。 國 
家は 絹 濟の盤 贈と 剌一 I とに ま 酷せられ る ものであると いふ 觀 み| が 燕 はれ 姑め を ことで をる。 こ i にこ 
Q & 報り 巫 如な 一り が 邦を がぃた の だ。 

一 燃岡ぷ とはを も何顿 であらぅ か。 

をれ は 狐して I 机 齡臟臟 ゃ經巧 壁 腿と ぃふ 昭 別な 蝶を に鮮 ってが リ扣 もれたり 吏 邸され をり ずる 撇微 

*5 こ こみ をに，！ しぶげ A だん •パい 3 A げ A A あつ けウ ろ 0 け ふ けぢお 

の ものでは なぃ。 卽ち贼 森は 商人 や 隔業喊 棉や顏 哉み などの 齡 まりでは ない。 決して 節が I から 邱き化 

々レレみ 1 」 で にく、 一一で J にん ホん しが 夕く はつごみ. 円 占 も 4 で ホ 

された ものでは ない。 ちれは 捣 神のに も 肉 腺のに も 平 卿な 人 肺が、 をむ 挪禪の 赞展を 唯一の 目のと し 
で 結 儀した とじろ の、 舶然 たる 一共；！ 艦で ある。 これが 闕娘 であり > 闕齡 C 遊む がで あ.^、 圆齡 の 則 
のでが る。 磯祇 とは" ぉにを のが 麵を 助ける ための、 一 附加械 に過ぎなぃ。 瓣 つて 良き i ， み， 一— がな 郎 

么 寒,， ミー 4 をて 甘 — じぶ を夕 4 い で -- にム る みす ク モム こ < 4 

凉 とは、 をの 典：；^ 船の 目的の ためになん で。 みを 檢 性に W 能る 欄 人の 數 おを 殿に がする Mi がで をる。 

邮抓 大概が 赋 まって' お魄 がを に ずる 邮 ok むは" I でを 0 たか。 な撇邮 S 指 I ザ將瓣 は、 「鹏 
i はか 叫 Q わめに i ふ」 ことを 壓 しわ。 营け わか 1。 ミミ ミく、 Bi の齡 



を も 辦滯 しで ミた めに 臟 を!^ 訊し あ。 絲 るに ドィッは どぅで あ ミた ドィッの 繫 萬は 『バン 
ために、 パンを^^ する ために 鹏ふ」 こもを が ひ邮を ミミ ミ， 盾ち ン’畜 何としても 
幫 にもなら ぬ 一一 ひ sBi ではな かった か。 

モの邮 戦は 賊も邮 をして ’ W 如の 円が のをみ に觀 とい ふこと には’ か 歌 识； むを 捉へ るに おる だけ 

のが I を、 械 となし 一 鹽を 霊が 誤され てを。 しかし パン 0 をに 樹ム ことは、 たんぱ じ 化 
が 制 僻で をっ v -^ も、 齡 扛に鹏 のない 麗黨 ではな か ミた パンのを めに とは" 嬰す を辭 的な 
伽 端のを をい 4 ことで ぉ ミ茲が M 鹏賢 剌教 ため 績 をな ミと す 法、 畔で 化を 化 

る こと^す るが 卯と し 0 お 持に なり 轉 るかを ぅか 一货 •これは 壁む おが 视瑚な 前で をる J 何と なれば 
臟 I : が 勢れ た* 齡サで 的、 藥か聽 には 鹏 かれな レを だ。 船っ て ® ふが もなる ベく 獲、 
いゃミ、 ^|^みもを"雖して|^0ょく鸣攀。||賢なる。 こ3繫な龄をお；觀ゎ淫|^齡ず 

る じと がが 來を かつを。 

稱び^一^ふが、 繫は|^してお設な織1なんを聽骇る完では化い。 をは腎黯保挪り 
藤 ミ、？ si 籍ひ 嘉^% って 2 繫 され。 驚され 品 < も 3 ミで をる。' 

A セ 


前世界 大戰 

邮故 巧が におれ をかった らう 

« ■ 

前 誤 做 & に とって、 賢 li 聽だっ を か 与 賢 ば’ 駕ゃ載 f のみ i 舶ゃ議 && か 

れてゐで、 をれ献外の道は搬んど|^;がれてねることであっを。 とんをが做な’ 聯か齡ぎる啊做に賊れ 
で來 たことは 、何もして もがの やり 娜 のない が 慰に 贈られ ざるを 挪 ない。 

ぉは 何嘗證 y 护 てが なち ミう と’！？^ を 賢 ゃうな 縣 にも きれち ミ g なれば、 線 
はビ チビ チ In きて ゐち 離龄 を沪」 して あちらで も t ちらで も 讚な 體 がが" はれ ミち 恥ち：^ 
挪 が’ 辦踩 ゃ辭麗 のがき な 離を 斬っ てゐを 程で ある。 ミな 階に おれ 梦」 てりを を ば’ 
作を ゃ ミ IIj にして、 お 織な 早を 恥は ずに を むし' 學狮 g 裝が醇 るで あら ミに と、 
巧々 考へ をり 疑 <1 がっ をり した 。 t 

私は 齡に為 難から、！^」 て 款磬梦 はを ミ。 これは^!; って 梦を囊 Q 鑑 であ 


る。 ミた、 輔卜幫^に一^脈しない牺や’ がの鞭齡を廊なく賢斯船が、 今鞋を撇度かがを和 
黨品 がれ やうと」 をけ 化 ども 、 iii i 心と して ミに 霸 する も。 はを。 を。 

㈱ is ci— 1 靠ゎ S アフリヵ 繫麗ぴ ホ レンジ 齡爾 が’ 鑑り 離に 黯 しで 管 
を 驚。 1 S 一璃に il% り， ii 面は 靈の臟 S と ミちが 麵ぉ i 居 ‘ & 磬解 
-ife さで？ だた。 繼ミ ふが きな 祁に酣 しで ¥ し くも 聽 ずる ミ 驚 祖の繼 觀ち 
鹏 りない ii を g— 。 をれ は 驚かけ i れ たお 賢？ れて ゎる 聽 では ぁったが、 をを— は 
l&i と 益 の曝概も ミこと だっ を。 ^ se 総臟を • ま 香 飢えを S やうに 箭ん でち こ 

の微 襲 Q 馨を sS っを Q でぁる。 

にもろ せんを う かん^ 2 

H 露戰爭 への 廳撒 

この I 溝は 蠻|? ら fiK 阳繫 に 9 て？ 賢ち ち？ S に豁め t はま だ 聯ぃ诚 で 離 

を： 心け めぐつ でむた。 をの 叫に^ 觀祖爭 が 起つ をので をる。 

S 霸 が！^ ミ ぉは I y もうず ミが てに 醫 して & ち寶； ス ブル f 暫庐’ をの 織 

托化 


スラ プホ雜 をが •避して ゐた 私に とつては •。シ ヤ をの ものに も！^ しのが 献さ へがつて ねなかつた。 と 

いふょりも 欠 娘り 做ん ミち 歌に ミ 叢を 備んで • 槪 のま だ繁繁 してを い 詔を 據す 
る こを は、 一 i の議を II じ繁か ミ/を だけに • |一 辦 一の 1 嘶と 船 はれ ミ ミシャに > 燃 
する ことなく 穀 と」 て 矛を 選た たに 皆て は •輸鱗 な繫を 誓る 競に なを。 g ミ^ 
がの 鑑を繫 つて、 弱の. 驚な がぃ i に 1 しち" 款 この i を I 5 f しち 露な れぱ •ロシ 
ャ誘品 北 ち 恨 も瞄 さず す スト リア •スラブ e 證梦 ぁゎ， ひいてはを お懲幕 線を 换 

化した からで あろ。 

さて ！ E が 鶴 Q ド イツだ •を 品霸ツ 熟に？ て •聽潑 盤 g を 賢た ことは、 
繫 k に ドイツを 證 させ ミとは M か ミミ、 を Q 一 M に梦は •驚 Q 繼をな ミず ベて 
の 化 織で 露 心 や、 诀船 力を 縣れ させる 辦 縣を觀 いち 鑽すミ ドイツ だ麟 戸な ミこと にがつ 

て： トィツ M たる .y を梦 た？ ぁ ミミ i 潑篡 に；！ 芯繫？ •誤 策る だ」 む 離と 

なつて しまつた ので ある。 

ぉし 齊が 14^ で、 ミこと を鄉 ミ。 微 て、 をし で觀に 織 濃 ミミ ドイツが •常：：^ 


くも 一い繁 にな ミた ミは 饒に赖 て •マルクス 穀の議 を鷄を をら でむる。 

蘭が ゥ 1 ン搞に f 韻し、 i しく ii したと ころ e マルタ ス穀 為き な 寺繁 は， 齡職 
ら ドイツ 繫を i 忆議」 て 誓。 た S だ" 濃 i 器穀 S 縣を擊 た ミ 露ち？ に趴 
齡 して ドイツ 辭 品に 歡 ぐ、 ミ まと ，讀〇 繫驚を 蘇させる こ ミ 驚」 ミた。 

こ ミと を 俯 も.^ らミ ドイツ 睹が レ、 蟲 々の だは 做 も 私る 蠻 をい」 と 学 ど 切 ミを が • 
^れこを繫齡替|^.資してゎるミをミミち 齊ミ哮黎薄豫-靑を憲して、 寞 

に觀鹏 つてむ るが 脱を 船歡 ずる ことに おがめた。 をして をの ことは 心" n にがても 尙 がけら^ てね る。 

龜 佩？ れは •ミ繁 と 貧て が 難な 籍ち マルクス 穀 への 齡懸 た驟が 於れ ミる 

だけの か 筵で ある。 

一丸 一 n 福を】 叫嘗 をで •《於 驚を H てが のこと を 驚」 ち臟ち ドイツ 驚の 就 種、 

マルクス 賊游 と凹ク に^んで •がふ かが はれる かの 一が 鹏臟 をす る ことに 撕 つて ゐ ると。 この お 幾は 

辩ん ど^に 心ぇない。 i し 繁織い 露の ゃぅに、 段の i にか 繫の K 骼 をが ひ瓣 して •るを 
嗤 I へ 鄉く聲 し 品を S ： ミゐる もの ミ だ。 

化】 


か 主が 厳 もを 狐め でめる もに •バ ミン 職 斬 (齡 — パル々 も 邮に磬 た 二！！ Q 體 > II 1 

间 はがよ 恥與に 收れを トルコの 弱齡 化に 乘じ 、一九】 二が フル ボリ ア、 セ ルビ 下， ず リシア、 モンテ 
ネ ダ。 の 一一: ヶ蜘が 剛盟を 結び、 拖辦 トルコに を^して 腺 利を かめ、。 ン ドン 臟祕の 齡 恥 トル。 から パ 

ルヵン 驚の 豁 制を 術？ しめち 僻 二！： はこの i 霸 i に？ て、 ブルす ァが 一り に 號な觀 
がを しを ため、 磬 一二 嘶は ル t ごアと 鱗んで ブルダ リアを 轟し、 トルコ も 船 驚 盤を 心 恥して 

プル ボリ 了を なめ > 澄に ブルガリアが 廊 しで ブカレスト 驟 約を 棘 ぷに郵 つを もの) が 1! つを。 この 概 
恥は i もむ く 一献の 一 貼を 心た が‘ ミ ー 賢ら は、 一 似に 端 Q ISIS が 儀る で ぉらう ミ 
ム聯|| が襄 にかて 如れ た G でを っち 护備 かが 觀 が！！ る- 钟に 一 -ミ ふ議 ち權 まるで 
if ゃ ミ？ がを i っち ミ S は I S を議 繫のゃ うにし ち 

しかし この お货と 歡 しみは、 をう ちくは 掛かな かつを。 苗し み祕 いを 離の がは、 やがてを の 护贼が 

1 っの S に 听： をる 己と を聲 た。 i めから 麵へ G 繫 でぁ ミ。 を」 て？、 驚 I け i 

る ことの EH おぬ す 辛で ある なれば、 徙らに H を 緒る ょりる、 一^も 科く 我々 の 恥 上に をれ が弘辦 つて 
ホる ザが 技い と 化ん やうに なつた。 


♦ 


せ わいたい せん 班っ ゆつ 

世界 大戰 の 勃發 ‘ 

P この S サ、 II ぉゃ、 一め ゃ‘ 5 に S の齡が おさを と轰 斬ち 靈 として バミ y 
Q 1 がに yio 寬 S は， ri にし &繫 かに、 一々 をる S を も 驚と なっ ミで 

ぁる。 ‘ 

ホ IK トリ 了の. 議ブミ 'ソ •フェル ジナ ンド姑 賢， ぉん ミに 鮮て 一繫 のために 崎 蝶され を 
ミ ふ 鞠 もたた 宁 韻は ひどく かけ 術れ を囊 た。 ぉを め、 聽忆 f 4 る霸を 細る ミが 器な 

かつた。 をれ がを めに 郎は 、これは てつき ぉ ホ fK ト リアの f ィッが が， A ブス ブルダ お 辦の織 スラ 

プ襲 に駿 Q 鱗り、 ビ K トルに 警て證 を； i へを も Q に 賢な； S と M っち と觀に •が 一 はが" 厳 

を ことを 比 化かした と 於 り|3 を is へたので ぁる。 

俩 & をち 齡晴 の； K ブルダ. 歡搬 K ラブ 騷 は、 鹏 に！！ 恥 議が觀 II して & をを だ。 ミ 
£ をを li に i して、 ド さ だ I 遮を 一へ たと したら’ 聯ら <ドミ は群賊 q 41 を緊な 

ければ ならない からだ。 し^しおは 間もなく をの d | 漠 が、 セ ルビ 了の 二 和 職で をる ことを 邮〇 た。 こ 

化 ご I 


九 巧 

Qib しい-ー ユ！ スは> 今度は おを i 懷 せしめを。 をれ はじの 審 仲を 0 ものが、 お切り 制の < ブス ブル 
ダ 王 藻に 瓣 して 下されを ■ 風 も 媛^なる 神 Q 懲醫 である こもを 藍 味して ねる ことを 卸 0 おからで あ 
ろ 0 

挪怒しぉ^フスプルダ凌は， 超ちにぉルビァに勘して啟|^をが苗しを。 との職鹿を早；1!^でをつをと 
^ ずるを もを 數 あるが、 をれ は 親り である。 巧 駿 が!： をる 阅 がと 齡 も、 か i る！ 觸卽 發の畔 機に がて 
は、 辦 うい ふ 於 舰を觀 るょり 順に ホはなかつた らう。 ょしんば！^ づ か" を 載 脱に 侦る 解か 齡を放 ぉださ 
うと お 力し で 也 化と ころで、 をれ は 結 恥を 一時的に 引延ばずに 做な ク だけで、 狐 辟を 巧 止す る 力とは 
^ してな り 桃な かつをに 進 ひを い。 ’ 

と© 時に I 、 ける ドィツと 才 1 スト 9 ア との 外を 關 係は、. 操め でまづ い化理 にを つを。 粥關 ともに， 
どうしても 避ける ことの 化^な 5|| 踢 (卽を 聪爭) を •斬 和 お證者 Q 締 昔に 災いされて 極力 避け や 5 
とお 力して 衆を ために、 却つて 何等の 準備 も 盤つて ねない。 媳 もが 嚇 離な 時 磯に， 义 it 職に 姑齡 しな 
ければ ならを かつた。 

もまれ 微 がは 鄭 をして 了つた。 ド ィジは！： 盟の飯 鞋に 守つて、 ホ J スト 3ァの 护を邮 ふに 拠し 


て贼ム ことにな つたので ある。 

この 厭を る 歌 斑は， みしい 牌の 離の 雖龄を 吹き 瓣 ばして しまつた。 倘妒巧 制 一に 鸣れ なかつた らぅ 
と 牌 肉の i に 喘 5 でむを 離の 也は、 姑め て船黨 の 時を 遮 まれて、 觸 I 々しく も 輿み 立つ をので みる。 邮 
は 撇へ瓣 5 舰 綱の 城に 鷄 はれ， 齡に 跪いて、 斯 かる 悼 化を 與 へで 興れを ことに、 が おらなる 胤瓣を 
捧げをのである。 一骑が叩き直される轉磯か棘をのだ。 これは||にオーストリ了^やおルピァ^だけ 
QH 蝶では をい。 なに 愛ず る ドイツ人 をの もの i 死 插啊臟 でなる。 ビスマルクの 聰 治は、 齡た 繼诞船 
たる^ 爭 にまで 押!！ をなければ ならを くな つを の だ。 

「ドイツょ すべての 上に ミ」 

む 心 きわたた 5 け。 くけ ホ 泣产み ，ひ i , 申 ぅむん じ ミ を i 々ム じた わ扣 V - 

久しい 關 揣 の. 險內 に發陳 して わを お 難が 滿 たされる 日が 來 あ。 かが 峰 化から 靑年時 巧に 直つ て、 燃 
ぇがつて なを 破の 愛蝴 磯が、 をの 化けが を 典 へられる がは 來 たので おる。 投骑 がは， 犯の 任 事に 闽穗 
みつ 5 で、 殿を 傍觀 して ゐる 時では なかつ を。 颗は媛 度 か 抓^ 「ドイツょ， ずべ ての 上に！」 を ^ ひ 

はら ホ ミ ぷ わ だ つ々 ミ受 . 

脂の 底から 「《イ ル」 を 叫んだ。 拙は 觀 にぶ 上つた。.' - 


點 ょり 辦 は、 戶 く 欄み 酷鸟が ミプ票 ルダ義 農め に譽 も® ではを い。 耻は强 p 励 超で 

をるドイタ槪鹏のをめに、 ドイツ翻：一^^のをめに' がんで恥歡の媛と稱える決山をした 

一 化 一 扭销も 一一を 郎は M 綴と して ルド々 イッ ヒご 赖臀 に、 バグ アリア® 隙へ 編入して 胁 きた 
いとい ふ M 臟 殿を 一が しを。 輪は モの繼 を も 千 禍の微 ひで 嘗 卿-けち をして 早く も ミ觀 日、 

麗 I は 離され ミで ぁろ 醇譚 されを の-だ。 辭齡を 観り しめで、 齊韋郝 り 奮し ちがな 

雕を纖 る 一が 〇臟 へ ミを どぅし もがめ る ことが 化 尹ぶ か ミ。 殺 S を、 おは 服を 題て ゎた。 遂に 
一瞥の ド イダ 聯熙 辟^と な。 をの だ。 をして この お邮は •をれ からち ケ がの 凹黏 の— 如に 解けられ でぬ 

た T 戸で 碱 の 扯漸 の 皆 > 厳 も 解きち 職が な 離が-牙 顔 ミ a 街を 歡至ば 始めた のでを る。 

如に とつで 氛 がかり な ことは •をで) つし かな かつを。 をれ はぐ ク して ゐて带 一を にぶつ f 

が徽れ はし ミを いふむ M だけ だっ ちを 咨 がた 益の がの 無け さを 龄 を 學 だけで、 魂の 
がでは sli 1 1 に ♦船を す ミち • 

邮もなく撼パはミニ ンを艘に饼||を齡めち 賢ドイッ齡即をミが船を守る-^^めち 一^聽 
組への 恥は され ミちを し 諮が に、 船は"^ れて晋 て ライン 河を 兒ち ドイッの 膨 をと 共 


にが がに 流れる ところの ラインが は、 流石に 私の、 む をれ たずには ぬな かつを。 

靡い 陥が じめ/ \ と 降る 巧、 我み 仍一駭 は 戦かを して 鹏巧 闕戳の フラン ダ 1 K を 進 私して むを。 邮 
もな ； 被 明けが 柳 やぅと して 及た。 をり 帖賊 I 詰々 の 頭上を’ シュル シュルと 觸 しく 空 おを 魏く沪 を 
化て、： 瓣の瞄 i が摇 めて 飛んだ。 と邮如 じみ 銳や離 就が 一の やぅに 料り 脈いで 來 た。 ぶが 蝶め で 味 
ふ戰严 がの 苛で ぁり、 睐 でを っを。 践 T ほ 時を 移さず 即を ょぎり、 船の 防黑 を觸二 無二 絮 彼し で龄 碑に 
解 をんだ。 をして ぶ 字 3 IU 壯规 な亂獻 職が 展問 されを。 瓣 パけ 愚莉 C 觀 ひに、 化 づ辦に 勝った のでを 
る。 ’ 

ぉ 親き 必死の 聴 ひが 瓣 けられを。 をの 瓣 しい 錄施 職の 絕哪 に、 どこから ともなく C が 戦が 防' ぇで 斬に 
をの 强に觀 して、 いつ 左を がみ 一杯が つてな たもの ほ、 

「ドイッょ 'すべての X ； に！ ド イジみ 化界 のす ベて 仿卜； に！」 の烟默 でぁつ を。 

一: Hi 腑しぃ 職 腫が 齡 り！！ されを。 をし で 我々、 は交齡 のをめ に 齡が脈 邮へ亂 いを。 が、 を a 鹏の齡 
の ホ 調は、 四 £ 前とは をく 解った もりに なって むを。 疑 挪の撇 i をが け、 赋阿鄉 おを 齡り邮 けて 齡た 
馈义 なる 總微 は、 船 か 个セ獅 のかが たちの ホ 調を すもも •をく ぞと祂 じに 敝 かりした ものに li へて 

化と 


これが 俘 曲で あつを。 

しかし この， がび も。 マンス も齡離 も、 やがてが 喊 解り 避され る 激觀を 職 離に 脱って、 一狐般 の號締 

に搬 はれ ミミち がら 聽 G 認 じないで はな ミち けれども ミが 驚を 4 暴 稿の 離 
がが の おに 一れば 1! る i 、 をれ に 一す る碱 の 賊繫も 誤っ ち？ SII は 一ぶ H 為 & ま ミ 
は、 责 41 に 11:1 むを 征服して、 查く 「敵 志」 がま 船 解と なるこを が邮 斬た。 

これは 齡に齊 けに！！ きをの 鞭 做では を かっち ドィッの 翻 护梦て •この 鑑 値は 蜡 っを。 骄 
する に 一 繼にド ミの 藉は馨 暮勤 を I っ お i として i へらを！！ っを Q だ。 ミ M 繼な i 
神 こを は 巧が を 通じで 版を る腊 I しを 船つ も 0 とも 野へ るで あらぅ。 - 
§ 威に 単 人で をる。 だ わら をるべく 政治を 齡じ をく はな かつを。 しかし 觀 If から 敎ら 化て 來る船 
脚は、 齡 にぉの、 むに 臟 治を 斬へ させねば Is かぬ ものを 稱 つてゐ を。 

職の 顯が 警に懒 って、 離には ミな 載が IT 繼 はれる ゃ ミき を。 「驚は •戸 も嚇 

巧關 A と稱 する 靴む やるべき ことでは なかつ を。 ドィツり 私；^ はがに 奶撇 である。 しかし これは 齡に 


を 戸 0 をる ところでを つて、 滯 もが 巧舰 々嚇 化ん が稽 にも をらない ことで ある。 とまれ この 敕爭じ 
瓣 々に ほ 俯 巧の 關 はりを も掉 つもので はない」 

ミ 狐一 繫は磬 黯な聯 じを M へ ぉ。 すると 哪 もな く體に I' ける 露が •襲 一を 點め るた 
めの が靈麗 ゃを 忘 ぁらゅる 規」 に i」 て 慕！， i 黯似窮 を ぁげ If を ことを E じで！； を。 この 
夢 拟は觀 な ii に P、 ivif W 一ー ミ黯霸 が i がるち 心ぇを Fi し壓 
5 罪で f 、 費を® ず V き 4 麗證 賢-— 忆 も、 はを’ 嚴聽忆 も冀基 縣も齡 M 
撇も攀 の 聽を I {けぬ e みか- 擊 ゎ こ Q 證麗は 盤 おんを る 品で を ゥを微 には 觀ジ 
1を&して^|ち譽 競|:61聽|を5|むをら栽て^のでをる。 

魅には をは 醉き雜 いが撫 を 颗藥と 心ら れ た。 w ¥ f ; は 離 離で をる。、 斬し この 淵が 一赔 び臟ら れるゃ 
うな ことにを つ扣ら ，抵鮮 をれ は潑 棘な 端では をへ 取り 谈す ことは 和 臟 である。 職して を qII 脱 時 
どうを るか。 これは 鼠を がふまで もない ことで ある J 

齡 がして は’ 覇 め おびを 聽 したり- 聽の臘 を！^ ひづ ミゃ ぅを 體 む 霞，， pg じられ 

ない とい ふこと が、 ひどく 齡 ぶを しか。 た。 をして、 新う しを ことが、 船 齡鹏を 離！！ かの 齡 に％ っ 


， so 

でた さ 化て わるの が •どうしても 理が邮 ^ たいので 載る しんだ。 

かそ はん ホん うんどう 

怖るべき 反 戰郑勸 

P 前を 藍た せを S は •マルタ ス禁 に 離す る BeE で をった。， ユ 八. & で ミ ぺミも 
のを 破 猿す る ことを 眠 一 0 目的と しでむ る この 姑换 は、 •トイ ッ の 麟備制 脱 齡の畴 にも 懒く斬 ひがんで 
な 把し かし 一え j 四 斬 この 丸！^ が瓣 解して， 勞概 をが をの 燃える やうを 祕亂那 から、；； イ ルを 鹏び 

ウ 、ドイッ 0 ミに もを を 造は、 墟賢 マルクス；^ 蠢觀 も瓣 を 賢て g へ ザ ミで あ ミ 

その ま、 で 居る ことは 白斯 I ; 田 靈に顯 する をので 寂る ことを くも 憾 っを 擊 は、 マルタ スお鄭 
を聪棄 し， て、 撇 T 龄ド イミを に 離ろ とぃ ふ聽を 尉し をち ある。 おは 靈ご撇 の 聽に齡 

ちを もので をる。 包つ をの 欺 媒は歡 に 巧みな もので あつた。 

こり 敌潑 にまん まと 引掛 つたのは カイゼル であり •ビス マルタで あつを。！^ 料なる ドイッ^が 脈 織 

で證に をれ をなら なか ミ 時、 周 斬に 離に 賢る 蔡 の パ ホ ルス も 船 紙 さ ミを であっ ちし 
かるに カイゼルは 么 をの 恶隘 巧を (4, がは うまく 那齡 する 齡 りであった らうが) 撒 織む 総 おに!！ ん e 


ミ ぁろ。」 r 結！！、 露は i む？ 7; ks 聽為 ミ暫 if れる ことにき ミを 

つたの だ。 . ィ‘ 

搬^。 離から fpv をれ が‘ P ければ i しぃ 殿 • II を養體 I を f なけれ ミ麗 
に 脱 铅 t いは 遐なぃ 。ミ 蕾茲 S 磬、 Is&g すぎる 1。？¢ とでな けし 
ち 挪厮觸 f もす ことは 基を ぃので ぁ ミこの I 服を •黯露 ビス マルタは 聽 きとに 神ら 
ミっ を^ マルク ス磬， も t へき— は I ミ& をが" をれ を？ をめ。 蟲を 殺， ってを 

ので ある。 

ミ F & S ら Gil もき ゃに、 K ル？？ i 謙で t 。 K ルジ 要とは 一 

!r る 二! ー ル.； fs がご レタ。 7げゎ。£ つたら I ん でもなぃ 壓ひ でぁる。 ユダャ 
2 が If 邦け^ に J くべ からざる 祁を梦 て 友る ことを 聲 でむる？ ち ミミ マルタの お 
败は非 新に がる 辟 だ。 とを 娜 ひ fcfe しを 繫 は.？ わ 繼し とば かり、 誘な S を狀 
で' ミ f る き屬靈 為り ri げ撇 めを？ をる。 この ことを I れ 品る だけ/® fe する " I 
〇禪蔥 はがき < なった。 


一一 01 


I 一〇 二 

II は s & feF 詔し なければ がらぬ？ すてむ る こと 左納 るに 9 を。 攀は y 共 倒 
されねば ならち S ためには i は磬 の證卜 皆て、、 襲妒に 襲尉赖 で縣祕 を離卽 しを か 
ばならぬ。 1|^が1ミら一をし&が¥^^? 一らへたら一。 I . 

戳邮 一を 繫 ずる も 接と ミ、 破も觸 はしく が。 躬 はさ ミ"^ のはを 营 をち 昭に 叢的宣 
g は S 。 ならな いも ミを るが、 マル； 穀 P こ& 誓ず つを SB お？ 0 としで 職 
みに 利 W してな た。 . ミ 

が i がに 社 • FI 齡 Q 齡 y をり， をの じ 堂を ざる 繫 驚 f あつたが ■を 
な •船ん ど 鑑黯 si 踞 であつ ち齡 はしみ じみと 黃傅 0 谣 いを 擊 じたで ある 
聯羁は ff ミ li が f Bfe ぉる。 こ 《"離 苗 < みに i ぃ ぉのが 觸の霸 であ ミ。 ドイ 
ッの i 雲 i ち この 麗に 一し では てんで 論な ミミが •ミ 做り？ 臟 から 影なる ものに 

撇て 齡に， 戸 sli を？ じと ぉ 裳た。 1 着 ミな 
於 li に F ぬが、 イギリス 衫了 タリ ヵ だ、 ド イダ 熙賊を & ミぅな 新草极 短— 私で 
みると 霸 して、-^ 隆の 驚に 繫 なる 震の 恶を させち とこを ドイツでは •を 警と獻 がで 


ミち 我々 は 論々 の 如が 庐も 繫な驗 "藉 で、 鏡で ある こ ミみ を郎 へを ミち だ 言、 
於は ド ィッが C 蠢 さと gfAM とに％ ミ、， ハタ バタ 磯され る繁 もる I に ••驚た る臟器 
を 城き^ をた が； トィ ッ腎 S であ ミき 驚、？ 馨 して 解 S であ？ と忆 がづ踞 かさ 
.れた L 載^！! 纔 をが ために 諮變忆 f こ ミを ミが . sg を 一を も ミことは 
被 ひ 難い？ であ ミ沪？ ィ i は •靈 なんを ぅ梦 にはなら ない と 賢！！ めち ミミ 
て 賢， Q 、§! がを すら 賢！^ める も Q が 繁て磬 ミ ある。 

或^ 一」 & ては が繁」 は？ ちを して 繁 ずれば 祭麗 に？ だミ畫 ある ことを が 

るに 至つ を J 

、一、 i 艇は義 に 一驚 載に觀 しての み 償 ふ ミで あミ 叢り 禱ち 渡を 破 潑に驅 する 
ことでは なくして •籍を 紙ぅ と！！ ふ 議へ燕 もため の もの だ ミで あえ 
1 こ、 簽は獄 れっ S し •を Qii が も ミ i めて が ミ。 だを IU 娘に 梦は •お C 霧な ミ 
I 号を を •驚して •どんな^な 纔 にも 驚す るまで、 繁 ょく 變 さなけ 違なら •ない。 

111 、 K の 驚に 秋て •どを 繁な繫 にしろ 攀の襄 を 瓣 めて はがけ ミえ ミことは 

10ご1 


10 質 

驚に だ-な 寶 一 を 萬 Q 轟 心に！^ させ ミら だ。 髓を 一敗を く 賢 賢ち 靈に 皆は • i 齡ょ 
り も 8 を齡 はなければ 離 だ。 i か滯 しみ か •お & か i か 賢が S な だけち 
が 酷に がけろ 總の議 は •弦に ミ 簾を 辟んで わを。 艦は 觸 かに； 二の 霸 だけを 恥 ゎがげ て 
齡に魄 T に試齡 のかを 離つて 恥 皆。 おが 雕 5 肿 繰り 砂され 化。 始めの 中は 誠* は 靴で を しらつて むを 
が •躬 にはが 挪赠 な船觀 にされ る やぅに をつた。 をし で齡 後には k に これらが 觀 じられ る やぅに をつ 
てし まつを S でを る。 I 

この 麗が 難を をら 凹 整懸」 た。 を Q 體 は！^ に聽 ょく it ゎ臘 した。 をして 凹か擊 
の 總 には 黯 I これが 纂 して、 讓 ドィツ 麗に聽 Q 黃が がげ をる K 賢た Q でぁる。 酌す る 
に贼 はこ sM に^ 麗^ 聯 利を 繼」 ち こ に處 して ドィツ 側は どを を 極を してむ ミ。 
? は 一 賢 9 ミる。 聽—薰 は 一 <ゼ 。でぁ ミの だ。 

じい せんち ラ でません でん 

大戰 中の 敵の 當傳 

靈に臟 3 霸が撫 ジ戀に 如 ひがんで I をの ち M 聯撰の 完一ぉ 的で ぁク をを の 霞に 


は一膊 •{幕 Q 敬が をくな たし、 なつ 器され て來ち 一九 一八 於なる とお！^ を.； 一 は 鬚な 繫の 

やうに， ホの つけられない 撕 ひで 紙 がつて かつた。 もう 觀う なると ドイツ 私の 輸 おは 觀 •いに も！^ しか 
つを。 ドイツの 將が はおの 操る ま、 に 械を鄉 へる やうに なつて 如つ たと 野つても ょい 騰勝 であつた。 

繫の 露に がて •ド ィッ 14 は* &が為 ひを H ミラン もを をの 叢， から 驚く へ！： しがんで し 
まつた。 ところが 閒も なく 輪^は •藤く 巧强 力な 城!： に逍 つて > 賦 なくを の齡齡 をが て ねげ ならな か 
つを。 これは すべてを の 背後 にん •きな i 具 傑の かが 慟 いて ゐ をからで ある。 

しかるに この 朔 間中 こ ヘルリンから はがが】 騰職 鱗へ 数ら れて齡 たか。 

備 もを ミ。 が •をを り も 一議ぃ ミが 獄 をて 載ち ミは 聽ち靈 の？| り、 遊く 斬 
ill の 繫を義 する C と S み忆繁 して ゎるゃ ぅな繫 siM は、 露忆 廳 させた。 教し麟 

が 觀き错 る 地が にあつ た をれば、 么 等の 祝 閒を絕 對に夕 •、では おかな かつた であらう。 

がおから バラ 撒かれを 益! £ ビラが • 々の 職 地へ 降つて 來 たのは】 九 一ぶ 棘の 熙で あつを。 ビラは 
頻 於に 送られて 來 た。 をして をの お武 はいつ も苑 つては むを が •ビラに 斬 かれて ある ことは が騰 きま 
つて わた。 即ち ドイツは が ホ 常に 苗る しんで わると か、 このま- 1 では 狀' 带は觀 して 微ら ない とか > ド 

一 〇 近 


一〇 六 

バツ が穀卜 棘るな ど S 斬鐵 は對靈 はれで ジミ か •とい ふ觀瓣 3 も ミミち まを ドイツ i 
戲は § にが" を 誘を！ lli 」 ミる にを 端を •タイ ゼ ルと 麗藝 戸が 营 S さない® だとい ふ 
ミ ぁっち 磬赋は M し ミイ ツ廳を 脈と する ものでは なぃ。 顾は 靈と賊 一の 脈を る靈 ヵイ 
ゼル だけで ある。 こ の 一が 一の 臟が雕 をを とき •一め て 鞭を & ぢミド イツ私 i がが さかた 
齡一 めて 醫 T 觀 は’ 露な、 顯 |ゎ 器 Q ぅちに ドイツ 麗を證 ずるで をら ミと も 1- かれて 
ぁを 0 . 

この 就 脈は 礎 かに ドイツ 取の 止 新を 沮聪 させを。 熙 々は 能 後の 賴攻を 飢や觀 さに 泣かせまい として 

器を f &っ ミぇ II るに pf は g に 1 整。 S 基た 麗 は！！ ぃ f & ひを I ち 
離 めて ゎると f ミので ぁる。 こ Q r 露靈」 は 賊ジ臟 まさずに はなを ミ。 

ぉしま だ 驚には 觀ぜら を ゎっ ちが こ-に？ 靈 ミを 1 ちがち をは 患の 扩 
ミ ils 霞から、 MMq 知 や藉甚 をて！^ る S で ぁっちを れら Q 競には 沪 船の 霞 
を 1 F ずる やぅな S が、 一譽 FF を 0 て I : かれ ミち 賢. 霸は S なドイ ツ嚴& 
觀に ミて 著 お 雲を 體 した Q でぁる。 囊に营 ては、 鬟費 0 繫 はを ミ。 ドろ が， 


の s は 一へ •毅 は^に かぇて i れて 斬ち をして をぉ獻 めに、 鱗+ ♦齡 s 競を 梦ゃ ぅな黯 
すら 料れ て妒 を。 蔡 觀は完 教に惡 4 の 一途を 辿る のみと なつた 0 J 

^ し ドろ こうさう 

負傷して 後送 さる 

1 九一 六輪ん一^のが、 織の齡する辦麟は、 フランダース の職奶ソ：^^ムの臟繳に棘って赖龄を觀けて 
ねた。 を こに ける 鹏 !> は 趙に卿 li ； いもので あつた。 臟爭と ミ ふょりも •まるで 地獄の やうな な 様で 

をく じ ゥはク vf わ 4 じ どぶ ミ t ミ w 玄 だんで だつ し ゆ あしゆら ぶ <2 で 

あつた。 巧々 は锐施 化が 文ず 燕り に 渦を く贼谣 にあつ て、 脾 地の 巧 取に！： 修巍の やうな 瀑 脱を がけた 
I ; し戾 されたり •撥ね 駭 しをりして •一寸の 地を 妈る をめ にも 死力が 齡 された。 しかし 我 A は して 

驚ち ミミ。 聽窠 した。 

ぐ 弓 > ヴひ § で* だん よ レ 巧 > ちんち たんじ 5 化， 1<ム ミを はこ 

をのう ち 小 巧 お 白 •をに 被は が朔 のために 巧觀 した。 をして 峭 地から 一ぶな がの i ； 臟病臟 に 運ばれ 

§ よ ミ こ < たい々 ゥ 々を ひつとう 5 ふく f ク 处 i おを ない ホ f ■だ 

たが， 私の な 傷は 風 巧 怒 遺の 必要が あると 1 M ふので •あがな 微紳が 態の ま \歸 還す る ことにな つたの 
でを るり 

を レ 2 S 遷ぶ さ. ろい V なな so み - > あ く'* ょだ * ぐを く ぶ々 だん 

巧は 二が の閒 •をく 恥爭 なかの 何 巧を も 化な かつた。 明けても 雜れて も •巧れ 切つ をが 服と •砲强 

一 〇 セ 


loA 

の 解 一と •君 kb ミ i ミミ 品で i 」 て 磬？ ち 11 s 。 置る iiQP どぅ觀 し 
てぃ-か 舶ら なかつ を。 震を？ ゐなぃ が？ i 、 ミな も S は 露 賢 Qi をち 瓣 かな 撒 ひ 
出り やぅな 氣 さへ をし をので ある。 

私は 闕齡を 越へ て ドイッへ 人る 前に、 一を H ル ミイ K とい ム ところの 觸 織へ! 一び がまれ た。 をして 
を％ 震の 匿が？ もる觀 を i かに 撇 ミら れ ミち フト i は 脈なる 讀 Q 撒な i が •艦り に 
贼 してね る 品へ 離し かける のを 巧いた。 女 I 則の 觀 でを つを。 二解齡 すつかり 織れで ゐた ドイッ 觸 
人の b は* 錦く 献を びつ くりさがち ミが は馨 4 では ぁつを が、 とまれ 邮は 一一 證熙 Q 1 龄も觀 
にした ことのな いたの 錄を峭 いて、 也鹏 の化來 ない 氣 蛇を 味は つを ことで をつ を。 

斷驢瓣與はぺ ルギ1領をドイッの關銘に邮つて|^つを。 ブブッセル， ルゥヴ了ソ、 リ卫！ジユ， こ 

をの恥*は|^て 0惡；脂へ 〇靈に若堅らせながら、 |5^と證」て声貧を艦でを 
ミ 齡の贼 を 的は が 驚と して 蠢 さを 黃ち臟 船を 暫 でぁつた 郎 ミ挪聯 i な斯 鞭が 赋き 

ム つたに 逝 ひない。 ， 

斬々 郎 境を 經 へで、 船 かしぃ， へ 梦を峭 にち M も嫩も 一 蹤 に鹏歉 しを。 をして ぁの 淵に も轉 
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變り采 でた 砸觀 の娶 

赞が 8 を Mi した &霞に 魁 ぃ辦の 斬る 趴 はべ ルリ ミ 減 離に を ミ i ッッ讓 に' 嘗ぃ 
を。 をして？？？ で E か？ を體 をぬ ぎ ？、‘ S ぃ T ッの 心へ 載れる 舶 く？ へら 
れ た。 閑ぶ がけを いが 驳な ものを がを か C やぅに、 その 眞 おい ジ ー ツを •ひそかに 愛撫した も わで あ 

ミ、 

1 〇 九 


鱗 燃の シーッ は 純 & でる つたが > そこに 機々 の 形を して 病を 養つ てる 縣ホ 達の、 むは •化ず しも 純& 
ではな かつた。 齡も歉 しむべき ことは、 この 一八く の僞 病* がの、 心の中に も 呪 ふべき た龄 思想が • 巧 當夕 
糾 に臟れ がんで ゐる ことであった。 或る 傷 魚は •臟撇 にがて №1: に 彼が 臆病であった かを •肖 憐氣 

に麗 露し く？ を。 营那 して、 攀を K しを 縣 かは、 ミ S の麗を 我と して i じて む 

を。 っまり このが は、 病 赠に道 りたいた めに、 が 齡に瓜 手を 锁條瓣 へが 込んで お 偽した とを ふ。 で 
ある。 脫 も縱は •誤條 網に， 如 辦って 勝 死した 思 かな 獻離 達ょりも •齡 自身の？^ が 難 かに^ 雜 だと 蔡語 
してね た。 

こんな 誠を がくの 傷病兵は 獻 つて 閒 いてむ た。 削く に帶 ぇない 能 だと ばかり、 巧を しかめて 部 居を 
邮て 一竹つ をのは 極く 僅かで、 中には 义 ビラに この? での 話に 歡 がして むる おすら あつた。 私は この 臟 
れ むべき Mi 病 お 共の 話を、 可な りの 忍耐を 说て默 つて 閒 いては ねたが •晩の 中は 煮ぇ 駭る稱 であつ 
た。 どぅして こんな！； 陋城 的な 齡を 11 って か 遣 0 て おくの かと!！ しんだ が、 鱗で をの 寬义 は、 之 等の 
巧械でも、 饼難の職鮮だからとの轉^な計らひではなく、 最軒取締ら.^にも取締りのっかない毯一齡 
的な 觀 一就に なつて ゐ るから だと fw ふこと が游 つを。 要するに、 これらの 話を つて 閒 いてた る 他の 獻 



潑奋 品を •が レな. 4 な-雌 icf かご— ことを I るに 戟 ミ。 

t | ぃ讓驚 の S は 破び囊 に扔 ける やうに ミミで、 寶繫 を？ ベルリンの 鱗へ 於け 
でか ミ。 だ へ^ 繁 がは 観 ジ讓忆 賢 野 ミちし かしべ ル 9 ン & SS は 

お麟に 於け る をれ ょりも 雞 かにが がで ド 於な もので あつた。 を こには、 莽】 瓜で をる 粹な 獻腳鑛 諭な 
どは テンで おかける ことは 邮 秋なかつた 。鱗には 隊 麟な败 をした 斬 城が、 艦れ たお 取りで がいて ゐた 

し •賢 どが 繁の 農が •ひど ぃ龄 i 組の たを 龄ば難 撥に 賢れ ミち どこ へげ ミ も お 
おとが 撇 AJQ 賢聲賢 ミち k 臟佩 Q •が警 どは ••之 ミ較 ずると まだまだ 崖た を ミ 

た。 - 

ミ ュンへ ミを り も i 品 ひを ミ。 を こに ミル リンを 撥 かに 繫 ぉやうな S が あり 
龜 をり •織りが あり、 M ひが あ ミ。 こぇ 義ち "賢ら ぉ 蒙を 靈 する ことを 黯 なや 
り 影と ずる 雌 > をく 驚 幅にまで き ミち 
さも あらう。 が や 離.：^ の {と fw ふ 飾 おは、 すべて ユダヤ 人で ある。 なお ばかりで はない。 商 巧の 
煎卜 まで ユダヤ 心が 恥つて 備 つて ゐ を。 これは 一臟 どうじた ことで あるの か。 ユグヤ 人と 離 も ドィッ 



sf をる 限り - i 撇に祖 酷され てむ 旨れば ミぬ P であ ミ II るに^^ _ 觸 ひ賊 してみ るち f 
巧 ； Jii で iri ミ S ュダャ がは お繫 かけな か ミ。 擊は和 ft にも S を I に f I ぃ 

‘て概 レて をる。 

難 ミまで もを く’ ミ撇 QS はすぐ S 誤た。 觀は 能へは ドィッ；；^ を辭し 
てた S で、 が •らは si 觀忆 4 を I きむ がら、 誓に if を磬 てぬ たので を 5。 擊一| にも S 簾 
にち 微留贼 に 燕； ご ダ タムを 馨 させで あつを のちを して Is ? 驚 g をる ブロ シ 
卞公 バゲ ア P ア 入の. 辭る ’ g に齡 かに 懸 をつ > をつた のが。 

^ < A い ぶ、 み 

草 命の 前夜 t ‘ 

ご？ とは 愛む S ぃ ¥を¥ ち 雲が バゲて ア が 妾。 シヤ だを 骑 はを やぅと すろ こ 
とは’ こ QS に ミて： <* QS や聽 がを ちらに され. 譜 である ュダャが へ &| を 避 
まがる をめ， り ものである こを がょ < かつで をを 〇钟に ユダヤ；；^ はこの 舰 齡職鹏 り！! で、 すつかり ド ィ 
ッ 人から 一切を お，， ^ 統 的姐微 的に 家 Q 步を 起め て、 ドィッを 聲喜ミ 賢 ミ、 と 即す 



れ た。 

i としても お 駭なぃ 賢ぃ£ でぁ ミ。 とは f ミ glQ ? はか ミ Qii を |獅 
すべき 何等の が もたかつた。 た^ 磯され てゐる i 】 つの！！ は •聪 び微纖 にがつて、 船 i ’ の齡撇 と贼鑛 
とを 防 化する ことょり なかつ た。 そこで ミュンヘンに 歸 るや閒 もな く®:^ な 歸を願 ひ m た。 齡听は 酸 
ちに 與 へられを。 赖は をた くもない 得 巧ら はしい 世が に 背中を 見せて、 勇 地へ 二^^の 化矿 W をし 
たので ある。 げに 一九； セ!- セ 月の 初 句で あつた。 

げ裂ず る 砲彈じ おに 再び 斬し ぃ元氣 と舆氣 とを 噢び がした。！^】 織は f | じを 磯 燃 熱て はゐ なかつた 
ドイッ 斬は か！； 1 として 健を であり、 絕割 的に 聯合 を！！ 姐して ねた。 動 單驗 龄の麟 那 は 邮磁 にを ると 

觀へち 

i るに ミに II ひを ミ r 装 讚が 議ぉ Q でぁる。 露 C gis が一 滞に K トラ イキを 

をした と 於 ふの だ。 ぶは 化に】 乂 事であつた。 若し この ストライキが 臟斯 しを なれば •をの 齡 雖に滅 
我のを 擊は败 化を 巧 かわ ばなら なかつた からだ。 贈、 むの が 霜 揣〇化 輪を 鮮 たれ かけた ドイッ 輪の 縣 輯 
はこ、 で 一帖 中斷 される の 己むな きに 至つ を。 今】 解で W きつぶ される 遮 にを つた 臟始 載は、 この 

I ニニ 



突發 事件の ためにを くぶ u を 遮れた ので ある。 

このストライキが繼綾しをなれば、 な口を巧たずして、 をの临旣にドイッは^2瓣を|^げねぱならな. 
かつたら ぅ。!^ ひに もこの ストライキは 間もなく 解. 決された。 巧び 我々 のを 鞍は 離始 される ことにな 
ク た。 しかし この ストライキの 盼 味方に 與 へた 影嚮は 、計り 知られざる ものが をつ 火。 錬 後の 辦 織に 
乂きな魄の入つてゐることをまざ^と化せつけられを鼠±の古氣は、 次第に衰 へ て巧くことは極め 
て 自然の ことで しかない。 をの 反對 に、 今迄 偉 火に して 不屈なる ドイッが の沁 難の 前に、^ 臟瓣敗 お 

驚 i . f 蕊 i なき i 難を 緻愁 すに I ぎ ミミ 變护 £ は •鍵に 辭を f をた ゃミ S 

つて 來 たので ある。 絲 後に 舉 命が 起きつ、 をる！ これ 極 無々 にと つて 致命的な 傷を がを ぅ错る だら 
ぅか。 

游 、娜 •米の み 新聞は、 得たり かしこし として、 この 事 •裳を おり 止げ たばかり か •をれ は 事 一霞が 上 
に义 きく 攝譜 されて •糞ぇ きつて ゐた歐 巧の 獻 心に パッ とが 明を 投げた。 觀繼 のが ±1! には •時を お 
さず 「ドイッに はお 命が 起きつ、 をる。 勝！： は旣に 確® に 孤；^ 3 殿 側の もので をる」 とい ふ% 勵が 加へ. 
られ た。 こ-* に 勝 败の歸 趙は敬 觸の熱 配を 化せん として ゐ た。 



^^れミ||織の獻かは 「ドろょ！ がてちに」 を缺‘をミ、 異賢賢緻けた したを 
I すべき？ 繫の靈 は、 備 と 杳靈 驚蔽」 だ ミ？ ぁる。 T ベルト、 シャイデマン •パ 
ルト， 1 ミネ ヒト などと ぃふ ユダャ 公髮 II 驚が •ぃっの^ か繫 もに すて 教を 
驟 する やうに ミミち 墅纔は ミ 親しぃ 證繫 の、 辨 しぃ 繫^ち ミ 不可 皆贩 をし 

ばた、 いて 閒く のみで あつを 0 

だが •辦 の緊や 謂へは 鹏に靈 から 一 薇して ねた i は ドイツの 賊梦 懿寶を 糞の 穀霸の 
转ち ii 熱の 辦 らもなぃ ことを ょく 抓っ ミち 難 ザは が攀の S のみを 贊る懿 でぁぇ 
縱 斬の 班 |の たを • 忆が に獻 衆を 齡 皆し ょうと」 てゐる 映*^ 鬼で ミち 
髮 から 職組に がっ ミる 驚には、 ミ M の 難は が蔡ミ ねた。 した 後に 馨隊 として 派 
觀 されて 載た 鑛き登 躬の辩 へち 野骼 々と 讓の臟 をの ぁる もの だ ミ。 梦てぉ 微隊は 却っ 
て ドイツ？ ii がを 賢る 難を 撼 ぃたやうな も ミ ぁ ミ 

けれども 微龄 は：^ 織と して ドイツ 5^ の iiS さを 證孤 してね た。 こんなに 女 氣が衰 へ かけて わながら、 

まだ 繫歲 Q 城 一を 繁 おへた S みか、 講か 囊を寶 て、 一義が ぉ繫を も、 がから がミ辭 

】 】 お 


, 尸 


& しを。 ミ 
管* ぶ ど e i : 

なは 今赔ち フラン ダ-- ス。 肿で號 つで なを。 巧齡掠 ^ん — * * 卜、 

をり の ii が frr で齡 避;: れち f 霞 ィ ギリ S でぁっ ち 押しを 护厳 さか 
巧 一丸 一真 yf 削 f は！? で 巧が 戦き 離 驚と して 鹏ひ ’ SS 驚を 梦を fi を も 4 を 解 

けす る ミが 墨。， i 」 ミ" を f 蠢 5 靈 f こ 

蓋く 授 されを M ; ダ， K 解 掘： i & f して ゐを らし かつち ？ 置 お 第を 
な JJ ! 一 b ! Lt 丹！! 一り’ 聪綱ゎ T 单リ を靈 制は 麗 をち ミ齡懿 こそは.. 醜 聽お く 

穿 I な ひむ 極蟲 S で：! ミ ： i み? の辩ゃ 艦ミ齡 i におを 腰し をを ム’ 露 こ i ?' 一如 
を?"£;^:?:>^。お?ミ>;6巧解が’わら&概を^^けて齡戳」を。 しわしをがィギい 
K 带 々を^ 化韓 を规 ミ' 酱 おを & は’ 舞，。 觸 fl 品。 ゃぅ 居 i け i — 

ヤ^ドに迦ぎをかつを。 ホブ^ジ空召 


一九 一八 倘 QA を おは 1二|! び この 地 & になった。 船 じて 恥 を 輪で む 鞭 觀は辦 思に 脈の 躁 離を 記 
さなかつを。 しかしこの頃にをると* ^1^ホの問では船に盛んに齡治；|が齡されるやぅになつて來てゎ 
た。 關 巧からの 敢 蔑は 麗に完 にを 一撼 にまで 及んで 來 たの だ。 

十月 十 f 二日の 浓 から 卡刚 E 一に かけて、 ィギリスが は ィしフ ルスの 概 織で 義 ガスを 錢 抓して 龄 を。 を 
れ はお々 が 始めて 總 | j すると ころの 「黃十 半」 と 呼げ れた祇 纖 な萨 掘倘齡 ボス 赋で をった。 辦は をの 
殖 ボス 禪 の瓣跟 を調帘 ずる 齡 命ぜられを。 を こで 齡は ダぶ ル ゲィッ ク齡耶 の^が に 船いた の ホを つを 
が、 をの^は 夜つ びで この 蒂 ガス 禪 にを 魚 はれ、 廣夜邮 恥を でに、 船に 鞠 W の f 数は 借れた。 そして 

ミ邮 の 備 だは PS に i を i を かっち 

灰 雌け に 近が く喷 、おも ホ お 則 茫普齡 にを 純 はれ 姑め を。 恥!： にしても 船 做が ならを いので、 觀 の 
セげ 頃 ょろめきながら お ホへ 退かざる を!！ なくなつ た。 まるで 眼を 腺が 燃ぇる 税 がの やぅに くな み：‘. 
をを りは 挺收 にな クて しまつを* 



匙ほ關 もな くべ ル y ン 化が 〇 職!： 地方に ある ボタ ラ ニア 0 バゼヴ アルタに ある 嫁臟 ，へ されを。 を 

〇 じん k サぷい つう ミよ S よ > 

こで 私は、 ドィツ人 としての ホ 辄を述 じての ー ホ不を 懲に逊 遇しな けれげ をら なかつ たので をる。 

お レし j A い I k ぶ 巧 卜ち一 St ぶん 貪す いみ し 巧." 9 す 

私は 央明 する のでは ないかと おク た。 しかし 辛 ひに も視 別は 幾が 燃な され、 滿み もみ 第に 裸ら 5 で 
かつた。 柩ぴ綺 が® ける やうになる を、 是非とも 齡 なさせを ければ ならぬ と 思つて、 粧 はを 劍に をを 
をし、 を恍を 神に 祈つ を。 - 

を 0 範の闕 巧のを 新は 興齡 なが 城を 孕んで りた。 今に！： か 持ち 技る に遂 ひを S と ik ふ齡 ^が嚴 りと 
私の 齡を 織來 しを。 船 この 年の 十一 巧に をつて， 乂懲 励が 觀 T を 知 解つ をので ある。 この 恥齡 町の 
病臉 の 前を、 數 發りト タックに が乘 しを 船亂 たちが ■救！！？ 0 ユダヤ人に 指 輝され ながら、 軒に 和に 號 
赋を 振り 聲 一が にが 齡辦 をな 略しつ， . jI つて 巧つた ので ある。 を L 徽に來 た 一 と 飘〇 を。 しかし 離 
は， どす かして この 戰命 的龜 掘が、 この 地が だけ Qi み那 件で あつで 興れる ことを、 ひた ずらに 禍つ 
を。 が， をれ は挪 船で あつを。 峰は 次宁 和に 高まり I 岐 のうむり は 日が しにが きくな り、 鑛 に* 最も 鹏れ 
てむ を^ 命の 大宇 おは ■ドィッを 屯を 類 ふに 到つ をので あつた。 

む* ゥ r ザ ふ ミ は ひ ホ- ? こと V ; い A もは ヤ かう す も ミよ げホ 

引緻 いて 郎鹏 から Q -1 ユ ー K が 入つ て來 た。 非な におつ ては > 抵 平 降が を考 底す るより 外 あるまい 


とずを で—。 ぉ、 體！ まで 緻一繼 |3 に 9 て 職た 觸 w が il と」 て 磬 を微げ ねば 
たら 化い とは 1 狀 して をん な ことが； 艇で をら ぅわ。 ， 

十 品 十^ 一敝 i が £ な縱 t ながら、 觀 Vq 揣臟 を辦 ねて 斬ち をして i がを、 の聽 から 
船に'!? きで しまつた 一 挪の骄 臟を师 つを ので ある。 棘は ひどく 亂觀 しながら をの 鹏師 の齡を 脚き に 
一 がつた。 臟邮 はが^!^ の やぅに 於齡 へながら •ホ！ ヘン ブオル レン 里 新が 齡邮 した こと •邮 固は 思 早 
祇 離では なく、 あの 織が 賢 嚇辆卽 となつ を こも 觸を臟 すりを^ ち 混 殺に 收 棘は •如何に 於 家が 
ドィツの たに 養を 觸さ M し 化かを 111 ミ、 しばし 臟 にくれ ミちを して' るゥ蜘 パは 粗 
を® 搬驗 なぃ こち 離 M とな 〇を墅 は、 離 靴の 黨に 膳らねば ならぬ こち -部は 蒙贊則 
S の 臟蝶 を繫 早な けれ 送 島 こと 觸〇 麗を獅 めを 岭齊呈 めき？ 堅り、 擊へ挟 ミ 

|^の||に辦しを喔を巧恥のもに恥めたのであつた。 ‘ 

. たらく はんじん め 

鹽 落しを 犯 入 奴！ 

祕が ！j くな ミ 墓 S て 器 • p めて がは li を ミした。 備 とが ふ繫 II 红黯 である ことか。 齡 


’ - 一二 〇 

りに 觸 な！ I 4 q 離き では ある まか。 が磬 於ら 若爵 と龜 、营 をで 黯お 則に な 

るか も 和れ 拍 i 舌 SS 、 S にこ &|1齡 を i 哪 QS ! をん な ことが® IQI - くが の 
中を 齡 け® つて* おは 颗のミ 職， 星き 不 If を渺 5 を。 した その 義基 がは 「忠 為ろ お滯 の 
不带たど柳©觀ではなぃち 巧平5^人&6ん||がを护り再§^を|^|^でをる於邮於。 一^れでも備を 
I 叫は & かう 享る Q ゎ」 と^ ぃ鹏を 聲で龄 を。 

けた】 もこ 《一時が 如を 锁醉 から 巧ち のめした ことは、 僞於 りしす のない！^ 戦で あつち 難 
に 縱に寞 ミ。 が ミ ドイッが qIi ぇに？、 緊忆 I んだ聽 も P も？ 齡 しち 
あたら 戰 おの 皆 抓 ぇた 一音 脱の 賊藏も 減らなる 卿と だを。 

贵 恥で あつた 堂たち は祖邮 の 繫 のをに I 驢を麗 とを 鮮 ねを Q でを ミ か。 ブラン ダ t スり 
驅 で’ 小 おがの 纏を がつ をを 貧を' ミな 廳 のをめ に 一 鲜 を g に學 たので をを。 一 弧 
Q 苦剛 はこ Q 祕賣妓 つた 惡潇斯 に：^ げる 巧が V ミを らう か。 _離 ドイツ Q 腾 はどうな K 3 のか。 
こんな 悲傕 を 結跟を 化なければ をら な 如つた 秘 、解 鞍の ドイツは 飾な もので をつ たりで からう 
た 巧々 は ドイツの" 恥して 挪 々の 繫に 抓して 馨 Q 叢を も 知は なく ミ ふだら うか。 こを 


鑑 慕な 繫 を、 どうし \」 粒 ぃ穀ミ St 磬す ことが 靈 ゃゥ。 
steskf 猶は P 觀つ ，た。 

驟齡 と戚繼 と〇齡 が" かは‘ i ぃた。 をの i に猶が 如つた のは、 ドイツが もべ てを 解つた とで ふ 曲齡だ 

けで をつ ち ミ 磯が を Q 露黯ち i 、 黯 にならぬ 襲 共 ぉけが 獻 の 謹を 堂む こを 把 襲。 日 

顿辟觸の听龄齡はただもう これらり^^をしを献^おに、 火 のやうな龄嚴の念を鑑ぶ心らせる こと のみ 
でを つた。 ， 
^ 編の 斯 えを ぎる やうを 卽は微 いを。 をり 制に •髓 はぉ 辦 のをからの 娠齡 をは 0 をり 固 潭が來 をり 
ミる。 S は冀％ がの S 觀に ミで 醉ゃ 辦賦 をむ たこを K 娜享 ぅに ミち ミ齡亂 期に ぉが 
邮 いたり 則！^ しをりん たことは、 つむに 郎が瓣 脱して なをこと では あつを が、 ょも や をれ が觀舰 され 
るで をら うとは 思 ひもし を かつを こと だらけで をつ た。 

新む ii なのは カイゼル。 ウイル エルム ニ^で ある。 カイ お ルは 巧みに^ ダヤ 人を 利 巧す るつ もりで 
マルタ K 穀繫 におを！： じ 伊べ ち マルクス お 1 繫は おんで をの f 觀 ゎ* 難 にも ヵイゼルの 
|^獻 であるかの-やうに 船が ながら、 もう- 狀の 手に 邮齡 を擬 して •カイゼルの 齡を 挽つて ねを のでを 


る。 

ii は聲 になった。 ユダャ が 一聊？ fe ずべ からざる 讓に i してち 養 ii な isQ 利 
脚を H で i むょり f 忆 S はな ぃ 。賢！！」 でも 繫 fe を护ぉ ち 解 ミて 歌る？ 

をる。 

されぱょし， ぁは燃お糸ムなつで？？^の哪爭を1^^しょぅ。 |§おな|5的はじ^に鮮て軟を織んがので 
ぁ 0 を。 


駿黯 生活への 鑛一お 

ちい しヤ くわい か-^ めいとぅ * 

いと d さき 「祕 會苹 命鑛」 

础 一し 嘉 oi がも骑 ひに して 鬟 しを ので、 一丸 一八を 品の 破’ 解は 麗品 M に 綱つて ミ 
ュン ヘンへ？ ち」 かし ミ 露は i に illlQ 「 霸 露藝 の羁 にち ち f 夏 & の 脈 

の お 艦で ある。 これが 上の 护齡臟 はな いので、 私— は ミユン (ン萊 靴。 トブ ゥン スタィンへ 巧き •齡々 
觀 i が賴 敌と辦 まるまでを こに^ おしを。 

一丸 一丸 錦の 11 昔’ 觀は ミュン A ンへ 離つて 來 た。 ‘ ’ 

ち J 3 なわ む 十 5 富 け 一を t じゥ たん ぶ 己 お レ 是 ， 1 *1 ‘ I C ちみ 

駐の锁 のかには 無 敝の讀 へや 計满 が充滿 してむ をが* さて 巧 おの おに 何が m 來る おを 自問して みる 

i き ミな 屋 みム 々占 ムニ だ たた y ちい 若 た M ミ 富は ゥ丄ム 

を •誠に 哀れな 稗邮 かで あつた。 をの 閒 「歌 到が」 の 恥 革に 酣 して 魁のと つを 態度が、 當 鼠の 方針に 
賊 ずる ものであると f おふ鹏 で、 をの 年の 四 巧 二个お 日の 竿 朝、 S 人の ぉが 投を換 鞭ず るた めに やつて 
ずると ftH やぅな 杂 おがを つた。 しかし 化は この S 人に のつ て* 銃を 擬 して！^ 體を 示した ため •お 巧 


I 二 四 

はを た 製し くして 賊 ってげ つた。 

ミ馨は • 0 數 網を 馨 する K 節に 觀さ ぉ。 a れが證 基の、 戳聲船 臨に 魁懸 

を陶 れた敏 釣の もので をつ た。 

をから i 黯 〇を擊 、擊 な議 11を編 す i 靈を f から ii 」 ろと f 盤を 
砂け ち觀 I 前は^ 齡 しち ミて をち 廳ら す！！ と 廊じ磬 を柳っ 如に 獅韋鄭 ふこと が齡 & 
ミを る。 この 郎爱鑑 ち 驚 幻馨 G ドィッを 驚から 觀 ふには、 農齡 だと か 齡靈黯 な 
ミが V は 一觀が だと r 野 ぁった。 をを MT は 畔基繼 を牒ぃ ちミ齡 Q 證啤 i 

颗を崩 艦の 鼠 後の i 4 i がが で 妒ひ胖 し 蝶る 編し い觀 がを がを ふとず る ことだった。 をれ には!^ づ この 
新歎の伤解からして、 也萊の、心に充^^际するものでなくてはならなかつを9 をこで、 ゎとがさき辦 
飯り新撒は 『船解斬如鑛」 とぶがけられることに 一 |{した^ 

ミ 船まで、 ii を がらが V まだ 聽馨 とは 難を るを？ ぁるかを 一ら な ミち U れに齡 

て基礎峭を時離を興へてくれをのは， ^强斬り艦邮ゴットフリートぅフ^|ダーでをっを。 ^この齡那 

祇 で、 おれて i め vi 囊 i&i 駕に觀 すろ iliss を も y ことが 震ち？ •薪り 霸 


を 阿いて をる 間に，、 脚き の 如く， お々 の 新媒が 進む •へき 或乂な 途を錢 也し 把ので をる。」 

こ < みん を こ { 

國 民と 祖國 のみ 

'二く A A モ こく 

「题晚 と祖幽 あるの み I 」 

おな 身ぶ び ナチ & 岛 のす ベで にと つでは、 これが をた 一 つの 情 おでなければ^* いぬし、 別輸 僻な 必 
でを る。 

われ {お f みん C く こく わ J t じん ち ミ 2 

我 A は既 々の 民 絞と 阔 家の ために、 す供證 のをめ に ■ S ィジ 人の 做の 純 船を 鹽 るを めに® はねば な 
ら ぬ。 戰 A が 削 離の 女神から 與 へられて ぬる ドィツ人 としての 使命に、 也 術な 磯を EA がぃを 恥な 解 
を禍 ばせ るを めに、 をして 祖阳 S 自 巧と 獨立 とを なる も。 をら しめる をめ に， 敞 くまで 聊 はなけ 
れぱ ならない のでを る。 

私は じの じと を!！ おを の腮 ~離 から， 感锦 したので ある。 フ II ダ 1 Q 「那 端の 瓣 がを 腑る もの」 も 於 ふ 

t t だかん ¢5 11 くさけ し 巧ん たいわ 3 わ ふ fc し > 

絲淺 は' 乂贼爭 は闕際 資本に 削がしながら 觀 はねば ならを かクを ことを 敎 へを。 そしてを のこをから 
化は， 如上の スロ I ダンを 職 得した ので ある。 し 
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^む獻 化で， この 說巧 なは 今】 つのが 摧を 私に 脈へ て くれた" SV れ は^が 恥杂 の 持 II から •成る 敵 
をを おへて、】 人の ユダヤ人と 皆 0 前で 討 輪を 試みを いと 中 W たこと から 始まる。 私は この 討 輪 巧に 
がて 化 ひがり がが を 論 狡した。 麟衆 〇义部 於は 私の 說に齡 脱の 職を おし-" J はこの 紙 輪に 勝つ ことが 
がが た。 をの 結 欺は 削 もな く ある 研 隙〇敎 おとして 入 隙を 命ぜられ るに 致 •つたが， 收趨と 一が ふのは を 
ミと ではなぃ" 4 船の 磯 斜を脈 じして •驚 I を m ちながら 鑛が 搭‘る ことを 瓣 i された が V かを 
れ なので ある。 私の 鉛は ょく 述 つた。^ い 巧 於の 維 堂では， 聽 をは 私" の 搬說が 邮 きにくい ために 聊臟 
W 來 ぬと 野 ふが は 一^も ねな かつた。 こ、 に點は 一つの が 器と して、 鱗の 觀齡〇 が 脆が 證 W これた と 
を ふが 使を、、 いからが ばずに U 扔れ なかつ たの だ。 

むじ み 6 か." 5 なた 一‘ 一にん お レ レミ ひ ミ し* ひ 

おのを はがき かけた。 命ぜられた 聯 除へ 赴 化してから S 化の 化 事は •非 巧に 化 中 葬の わるもの だつ 
た。 何 化 なれば、 軍 隙 こを は 棘の、 むの 中に^な てられた 組 おに 獻も巧 いもので あつたし •を こには 歡 
了の 然 心む 聽 衆が 化に がが しをから である。 おはを こで 巧 阿と なく 縱臟 をした。 をして ドィツ人 0 お 
出の 必に 祖说を がらせ •幾 巧 幾での 人 肺を をの 訊贼 と郎賊 にが 歸 せしめる ことに^が したから でを 

巧 レ C .; •た 一 こ 4 みん くわ <ム れん く.；： t ん I 、 そ I ■ん 々ク 〇た しん々 ん vs 々ろ •>ム じん 

る。 私は この 路 を關此 化し， 訓 絲を强 化ず る ことにを 力を 化いだ。 こ Q 動 巧が なに 新 瓣動〇 中ん 人 


^ となり w いた 殺 多の 同を を、 私に おへて おれる ことにな つたので ある。 一 

んろ と •ブ ゐん しやろ 

と潑 口の 繫鲜譜 

做る が" 私心 料 解から 「ド ィッ斯 臟齡」 と が ム腑が 祇 磁觀 •を 瓣铅 ずる ゃ 5 に 邸せられ た。 を 
の 心を こで ゴット フリ ー ド •フ H ダ J がが 說を ずる こふに なつて 居り •差な りを の 嘶は 彼のが li を^ 
^ して 來る ことで をつ た。 を こで 私は ミ. ユシ ヘンの が W にある 家の】 盤へ W かけて 巧つ た。 この 都 挺 
こを はを の從〇 化々 にと つて 胶化 的な 孤 人 澈赛を 巧つ ところと なつた ものであるが、 このな は 二 小が 

ぱを C 、 據はで 験 一に献 する 縫が i ま •っ ミち & ぅした 1 J とぃ ふには i りに^" さ I ぎる 
觀 船は •お W (社け 不ぞ に辦掀 ずる 故 化で 隘 所に 皆れ ては ねたが •をの 何れもが 糾獄 のな" i を： i ぃた 

みぃ サよ こい ク みた x ころ を さ ホい な、 か ミ £ ご* 6 

プル ジョア 熙紋巧 かの やり 乂 なので、 胶 かを 收 めたり が おしたり する 可能が はおん どな かつた。 私は 
何の 悠鈴 もを けず フ卫 ダ— の诚 波を 閒き输 つた 〇 をして 赋ら ぅとず ると む 出 討論が li まつた ので’ 鱗く 
それを 邮 いて ゐた 。一人が フエ ダー にを つて か、 つて •バヴ アリアは プ n シャ から々 離すべき のみで 
なく •ホ I スト リアに を 化さる ぺを であると ホ般 しが ム た。 じれは おとして 削を 輪て ならぬ こと だつ 
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たので、 フ ダ1に惟つで觀がこの舶に 一 央を醜ひると、 ，庶ん地をくを3 ブくも齡〇てげつを。 1； 
ミ M パは 链の搬 一を i ぃて 燃ぃた ゃぅを 離を しで ミ。 こ ミと が 1 ミ i らぅ 车 るち 一心の 
呢が 獅け货 つて 解て 「砂!^ これを 殼 んで顶 をたい」 と贡 つて 一脈の パンフレット をが 贩 した。 

辟 S は繫 i 二體 の 鬟诚で 露して & ちと 零ても、 凛は が 一？ 十 1 il ゃ 8 ゃ齡 

II 弊に 山 かけてば かり ゐ るので、 を こはた ど 殿に 歸る だけの 部 照に 拙ぎ なかつ た。 をの 部昆で 歌朗私 
は 和 嫂され を パンフ ごソト を凉ん でみ を。 をれ は 「賦 治の 服絕 め」 と 離す る もので あつて、) 劈觸巷 
が， マルタスお鶏の.瓜路ょ|?慟瓶^の綱領の中>、 化姬きながら齡長してぃ|を過鶴を巧ぃたものでを 
つを。 をして をの!^ 路は 、慰の ウィー ン 叫 巧に 於、 ける 總聯 を祗ひ おさせる だけの も 0 はなつ て ゎを。 

ところが をれ から 一遇 峭 ばかり 總 つを り， 一述 の 鶏 巧が 棘 ひ茲ん だ。 化る を监 々しく r 啊 ，でを ドィ 
ッ siQ 1 P して 蟲を i める」 と I 芯て ぉつて、 I これに 警磬か Q 避が ぁれば i かせて 
がしい を斷り 帯が して あつを。 弘は 思は ず 苦戦した。 俩 ：! をら 私 ほどん な 窓から 4 樹廣 を^ けても、 モ 
れ に加閒 する 氣は なかつ たから だ。 おは お だけで 一勝を 糊な しなければ ならね と蝶截 して ゐ を。 

ャ み*! けび ぶ々 ミる W つ 3 あ 含 でぶ み 夏 い こつょう 呈 

ホ 暇 円の 晚 に影自 侍が あると いふ 趣 知だつた 0 で、 黏 はす 舰 でなん も酣 るょりも •巧つ て 口頭で 斷 


つた?^ がょ ろし 5 と 15。 て!； かけで 巧 0 た。 悴端 をる 了 ル テ〇口 I セン バットの 料理 扔 では'^ ば 壊 
化かけ を 船 暗い 恥 船 クンブ Q 下で 1 巧 人の 宵 年が テ ー ブルを 幽んで 巧つ てむ を。 私が 巧く とを の 巾の 

一い が 養って’ 懸則 をる 前に 離 W 為を でめを 祖を しち ミ郎が 體の ごこ ッ占叢 だ 

つを ので ある。 「私廠 I 一献!；」 の あは < I ラ— と芭 ひ’ 破が 巧つ てから 削を な < を じへ 齡を巧 はれを。 
ミュンヘン 蹄の 里郎 蹲は アントン e ドレ タ スタ ー と 云 ふが がで をつ を。 

腸が 觀 ふと 難が 獅 まっち 穿 この 敞の繫 の 聲齡を みがげ て ミを 議 し’ 搬 ぃで 讚 觸 
做が あっを。 をに 齡 ると 繼 S 戟赋腻 は 8 を マルクを ペー- ッヒ寧 一一 齡晕擊 しを かっち 
ミを 叢から 於を 憲ミ夏 ミニ 聽 でぁるが) を晋 ょ賢护 、幫が 賢く ミ 慰に 
齡 して 議 しを ザ 佩れ も馨卜 おす ことに 襲し ち 
舶はミ 舉しぃ 弊を：^ ながら、 一め は き 際しを くな ミ。 どを 藍を 恥で も、 ドィッ 辦 

挪繼 など i いふ 齡 A たる ものでは ない。 を こ & に ザ ラに ある 贊 弱な クラブの 一 艦に 棘ぎ ない。 こむ 夕 
ラブへ 抓を 入を させ や 5 と f おふり か。 

ミを & むと 整は 讓那 たる 晋〇讓 が誤っ ちを こで 磬贊 麗して^ が、 船-とし 

二 一九 


で！： つてなる もの ほ 原則 だけで ■をの 艦には を だ!： の； 瓣 も、 ii お 靴缀も •リー フレット も、 いサゴ 
ム 抓す らも 持つ て & ない ことが がつ た。 • 

§ I 巧 f わら さ 卢 伊ん ち t をは わゥ 玄 ザけ fc ム 嗔 

しかし 私は 拇早笑 ふこと が化來 なかつ を。 この 資闕楠 まる 撒 S 蒂は 、を 0 ま、 孤が の ドイッ人の 蜡 
みを 瓣 1 してなる やぅに 齡 へて 來 かからで ある。 船 論 や臟は fri : 聯 ともあれ、 この 人々 の 結 瓜は 酔蝴 
ドイッの ために 盡さ 弓と する 城き な瓣蔥 から W 發 して わるものには 間遙 ひを かつた。 を こで おは タイ 
ブライダ1で打たれか|^のホ張を义愈ぞで爾み邁しを。 をこには砂驟を所おしてをおを願攸しやぅと 

f ， 囊 i な鬟は S を ミを けれども、 擊ゎ QB を 鬟すス i & i 」 てむ を。 i 殿に 一 
もの かを 皆る i 態な がが^：! < i じら おた。 ■ 

綱へ ミれば 碱 も、 臟じっ めれば こ运 i と 一一 な f への おち 驚 B を II っち iil しぃ 

|| 命 お 盛った 撇 献の纖 ホを のみ 献 ひっで けで 翁て をを のでを る。 

齡と i れて聽 へ M ってから も • i ミ lellH 騎 も* 齊 II に、 一 G ド ィッ霞 tl に 盛ず ベき 
か 被 かに 撇て 賢梦 を。 これは 驚に 繁 のっ をに くぃ S で ぁっち i 茲 ベた 一り 觀 は、 41： 

なる 職に も 祇® しな S とが ム船 和た る賊觀 を！： って & た。 撇 って 前の 理 贿は顽 邮 にこの i 被に A 巧す る 


ことを が艦 した。 しかしを の お 對に窗 怖は •が 思 論と この^へ きつけ をれ るので ある* 

私は！ 度觀 ぅと 亂 柄した が 上は、 をの 德 にがて 礎 靴に 撇鹏 をし ない 人！ 一で をる。 從 つ. て 姑の 鹏 切は 
带に離乎をるも〇でなければならなかつた。 即ちおはこの|^に加入するお巧かを髓のも乂の叫^とし 
て 化しなければ ならな かつた。 をれ だけに 姑の!？ 廠は概 人の 想 蝶 W とに な 創 だつ をので ある。 

S 別 おする 中、 ドィッ 勞脚 齡の やぅな、 こんな ルを ぶ觀 なれば* ゎかの 化 ひの ま L に 科 來る とい 
ム ことを 舊へ跑 めを。 戰來の 破^から はが 糊を も测得 出がぬ。 しかし こんを ル まな ものから でも， 岡 

みん もを い L タムく ゥ 巧 こ .& L なみ ごふ 一:. ムで ホ かうた 3. 爱 & 巧 わ t - v ち 甘と 々 V ぅ 

巧を を 化さが る骑遮 動を 起し 树 ぬと 離が 廚育 W 來る 。必架 むのは、 賢し い 世 孤挪と > 人を 動かし 轉る 

K ロ ー ボンで ある。 

こ^まで 韻へは！！ ん だけれ ども 尙来だ 恥、； がつ を かれた。 

この 11 に 入り、 この 總 をむ 分む 巧 ふなん にかり 击げる ことが 化來 ると しても、‘ をれ が 上の 棘が 風に 
るで るら ぅとい ふこを を 省へ たからで おる。 何ょりも 兜づ 私が 無を の】 軍人で あリ 、私 一禍 のな 
巧は 祇 む 巧圈に se 癖 痒を も臟ぜ しめは しない。 0 まりは 化き やぅが 死なぅ が、 艦 も till にしない と 
こを〇啊凡な人师でかる。 のみならずおにはこれだょおム|^勝がない。 お韶賦皱のん刖がは’ ル獻|^ 
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を もロク にを つてわない 私 •などのを ふこと を •啟 ごな しに 觀 lii して か-^ クてゐ る。 この こ ともおを 妍 
巧させる】 つの 原 0 となつ てわた。 

斯ぅして をのを 二日 郎 私は 苦しい 耗に 迄を へつ だけた。 しかしを の^ 龄乎 たる 鹏 心を 摇る ことが 
かがた ので ある。 これは 私" の 生^を 化 おする であらぅ】 大沁 心で をつた。 しかし】 則が まつた 限り 捉 
が 旅 考の餘 地は ない。 

辦 は狐縱 として ドイツ！^ 做齡に 齡 する ことを が ちを して S 心が にち 敷 I すべき 燕お^^ 

た* <!ク わ 〇レタ で わた > 

の 假热貞 厳」 がを 渡された ので あつを。 

ドィッ お邮の 取觀" 

•トイ ツ 新郎が が赖 した 臟 蛾に 献 て， が齡 的の は •をれ が 微一!^ な 巧；！ りから. 心た ものであると 
债 じて ねる。 だからして、 ドイツの な活 は、 經巧 的なず 巧が 裹巧 しない 限り かけだと 思 ひ 込んで わ 
る。 

これは 飛んでも ない •觀 りで ある。 なに ドイツ を^がず る ためにが おが 持つ 役勸は 第二 巧 •旅 S 錠 的 

9 


な も 也で あるに 汹 ぎむ。 熙 もぶ •紫な も G は ドイツ 巧 於ち みの 齡 血と 瓣斌 とのみ にある ことを 知らな け 
れ ばなら をい。 

み ムぞ‘ です よ ホウ わぶん ぶ はちく ミ-一ん さ r I ぉ > 至 

ドイツ 民族の 戒 がの， 不 率は、 乂揽忆 がける 触 化が をの 原因で あると 說 くも 0 が ある。 而 るに こ贫同 

れん* ホ イ。 しわ * *ム33 ホ I と ホホづ も 田 レ a ムわ 

じ魏 中は 叫 e 巧で、 若し ドイツ か觀爭 に聯〇 たと しても •をの 剌締に 預かる 巧は 「巧 木 法」 ぱ かりで 
贊卿斯 や 一腸韵 がには 做の お觀 もを りは しないと 锅れ姻 してぬ る。 更に また ドイツの が 關を疑 ほ* 所 
霞このがが姑股を贼し&い般り叩き狀ずことは^來ないと叫んだ〇もこの^^みでをつを。 そぅして、 
龄齡 のかが、 ドイツ 和から 勝！： の 離を おひと るを 命の みが、 ■トイ ツ國賊 をお濟 する 唯】 の 棘 船で をる 
か のげ にお ひを ませた の だ。 

、典して この 私 命が ドイツ！ 一 捉を齡 つてむ るか。 幸齡 にして わ备 か。 がと 云ム 度し 縱い 恕臟 解で をら 

EyIO 

C むた 一 ♦ぶな b と ウす占 ぉモ V わ こ S ’* わ'' <E ミ ひ ホん 1 ff だ 

ドイツの 軍 隙の 組舰敢 びに 統帥のは、 恐らく 逊 去に がて 如妳 なる 瞬の をれ と 雄 も 比肩 出がない 砕 巧 
爲な もので あつを。 而も この 単^が 一 敗 地に 蟹れ をと いふ t とはが のをめ であつ を か。 モ こには 許す 
ぺ からざる 罪 が爲が 燃き かけて わたからで ある。‘ 

• 二 量 


ニー j 四 

1- ダ ザ u 歡 Wcii をる si マミ K 穀冀 は、 麗 G ? 證を 擊、 驢 賢と ミ 

て i 。 つを ところの 艦舆 をる 聯驗 に!； 一り 揣 を! {げ つけた。 おにを を ドイツが 顯^瓦 媛の お 凶を 喚を つ 
かれない ために 媒瓣 本 お： 额 とを 稱强 しを。 硕も碱 邻のル ー デン ドルフ 將 乖は耐 臟の黃 なをと 式 
ふが 铅 のでに、 巧みに 姑 等の 觀臟 がに 船 磯され て、 織に ドイツの なの 錫が がを 瞬體 ずるみ を帶 はれて 
しまつた Q でる るり 

離と 武 へぼ こんな 丈き な觸 はない。 齡つ をと 或へ ば ユダヤ人 稱 のん 嘛 つきは たい。 しかし 考 .へて み 
るに、 これは 大媒 G 、 li ; を!! に巧赋 に把敲 し、 操縦した ものと をへ るので をる。 何よ なれち ル さな 

ゥぅ たいし。 ホムづ やず だ； な C を. 白 もは ヤ 々5 タホ H 君 

城ほ大 粥に 微か かれ 易い が、 をれ がぶ 親 城で をれ ぱ をる だけ •彼等には 厨が をれ を蜡 として 見搞 るみ 
が捉 はれる からで ある。 

ユダヤ人 li はこの^ を充 がに なつて むた。 知つ てむ たばかりで はない。 鞭等ユ タヤ 人を の ものから 
して、 既に 1 做の 大きな 强の盤 間 だつ をので ある。 こ、 に ドイツ 輩の 臟 北り 賦 巧が をり、 ドイツ ホ 凶 
辟！! の ダイナマイトが 做 かられて むた の だ。 

—— これらの 一呈 について • la 路 的に 織き W し、 巧 日 下に 備 等の 測 情き を 示す をれば 


第一が 狐 離で をる。 M 脈の 謡が^に は、 記耶 をめ ものを 倾 等の お 削 もがずに 微 巧みに する 人延 と、 

ホ じ しムタ た だ 去い たづ ひけんで々 み 二む はん 2 くだ ひと'^;-' 

いかなる 記な にも 信を 邸き 巧ない といん 段 胁に蠻 しを 人々 と， か 削のに 化て をに 刺錢を 下ず 人々 とが 
ある。 而 して 强も廣 臟な蝴 おを 占めで むる ものは ■嫁 一の 峭扣剌 な 謎 も 解で ある。 ん馳閒 が 廣^ 的な 
& 觀 もを かずる のら > このが 梁 瓣あ际 に 射して である。 

レ か をい* ム けん ん i ム い々 たな けと ►’ じん M ぶい た。 で 

丽 るに A 觀 前む ドイツの 綺閒 は， お 力なる もの、 施ん どが ユダヤ人の & 喔 ずると ころで あり 當觀 
を じには 彼等の 計聪 をな 姐迎 りに 嘴 だ H . すため の H がが 絶 間な く ら 如で ゐ お。 が 幸に して ドイツ 
の 掛與 私は このが への 做 帶の斬 雜をも 巧た なかっ をので をる。 それが 帝闕の お‘ 壊を 昭觀 しを 化 遮ず ベ 
からざる|^問とをつでむをことは、 祖たる部艦でをる。 ， 

第 こは 柏を 結 姬の齡 越 だ。 ュぶ卞 人が |一 お 制 稍を 蠻! 巧す る^に 於て* 辭 にが || として 利 化する も 0 
に种 がなる。 肿 S 顆 W にある。 觀 離は， 觀 壊せん と n ざす 瞬 敗に 封して は •先づ をの 化 本 脂の 誘滋へ 
和を 雜 し： ベる。 

たい ム " a いと もも 巧 一一 ♦ 5 な々 な ■ミで ； ミ を * いよ こな 化. 1 f , 古上 サ こ， し №,3 

义戰>がに化けるドイツの|3お边巧は、 をく戰懐のな数に*^0を。 肺も胁脚はをに娜しでな带拱で朽 
軒、 がん どなず 巧を 娜ら ぬか 樣で をった。 をはを ふまで もれく II 愛の 賊邮 から おれを 船 恥で をる。 錦 


i ハ 

獅な斷 巧は •攸 かのを がで 巧の 到る がに 勝 がつて ゐ た。 がの 藏 砂に 就て 齡 載つた 解 釋が搬 げられ • ^ 

? ちいつ W クか 5 巧モ いだぅ S 々 ミ じだいに た た > ♦い 扫ム 

なでは なく 化 逸が 流れした。 をのた めに 棘を 逆が 地に がちた のみ か •みの 時代を 踞 つてな つべき 靑が 

々レ しんでか 巧いで な * J * W わ 也 だ 巧5 

を > 搞 神 的に も 肉 •鉛 的に も侦 端な 晚 おに 譜い たので ある。 

この 带 がは 離し も おがいて わたに おひない。 しかし 斯く あらしめ たものに 就ての 考 おは •がん ど 桃 
はれて ゐ なかつ た。 一臟 何が 斯ぅ させた か。 今にして 考 へれば， 人々 は 必ず この 杂 がの 裳に 際されを 
ユダヤ人 共の 巧 到な 陰謀に、 む 付く に 巡 ひない。 

巧 一二は 觀 術の 觀處 である。 健が なる 威 私には 仙を なる 駭 術がなくて はならぬ。 然るに ドイツの 蘇 術 
を!：！ が お > •げた ものは がで あつたか。 をれ は蟲 も雌づ ベく •なつ 赋鑑 ずべき ホが 派 磐 船ではなかつた 

みみい けげ いを ソ なを 0 じん ♦い こ クけム ’ じんしん たいない ター 

か。 ホが 派骇術 こを はが 物を も 人生に 巧献 する ものでは ない をれ はたご 人心を 測 終に 謀く ためにの 
みかみ 出され， おおされ たも ハに 姐ぎ ぬ。 

じん けぃを。 ミ ， S *ム •ぶ S い ，ミク -ぶミ ー‘， •だ 巧 ミ 

ユダヤ人の 酱 佩 が > 铅觀 のか： 化に 物を W はせ てこれ を 流む させた 魂脫 はち ふまで もな く 裳 術の 乂 
廠 から ドイツ 魂の •九趨 へみ 巧を 抓へ たもので あつた。 をして をれ は マン マと 化 巧した のだ〇 ドイツ 
の 交 心は このが 職の 卽 れぬ裝 僻に 於 i 就され て、 をに をの 脸步を 止めた のみ か、 いまわしい 節を の遵を 


迦 つたので をる。 

ていこく ぐんみん ホ ホけ & ゴ 9 a。 し， if。 & 々古 5 h ロヴ *1.1* ゥ t U ん 

ドイツ 帝蜘 はお 臟 •一 些趙頌 する ために、 六モ萬 マルクの ま W を臀路 •なく 可決し をが— 永久に 記忿ず 

ミ觀 |0證> 喔 を驚擊 Pe 讓 には、 ミ！^ 一を さへ も^ 般っ ミで ぁ ミ ぉもを の械 

よ r を f ウ ■* > - 'い もん？ .广*- をい A ろ こ t る れんたち じム す，'々 だい— ♦J 一 ょさ . ぶし 

都 稱迦を 加！： にすべき かとち ふ 問 階に 對 して、 吸 かなる 励を 熊 お 速は、 人 迸太理 おの 化 m さへ も惜ん 
で、 殿 輪の 艦邮 を！' 拋 した。 赴な どは 附 かに ド イジ 说 化の 沒あ をが 肯に瓣 はして むる 现 歎と 野は なけ 
れ ぼなら なかつ を。 

霞に ドイッ 證を i かなければ ならぬ。 

棘 ii に f る ド ィッ證 & 鶴邮 iii を 贈 じで、 晶 しで 巧を 體 は、 鹏に麵 S の！ 一軒 

に 難を る もを つてょ かつを。 がて に脑觀 でを つを。 をれ とおみの も、 閥 おの^ 頭に なち、 翔 我を 率 ひ 

で 所くべき 靈を皆 龍 ミ ものが、 触ん ど 1;" 護 ミ をら でぁる。 讚は 喪を^ て體に 

姑を 辦け やうとの みお 那し 把。 しかしを のな 力がな^ に、 ド イジを 火^に 譜< 力になる ことを をが、 む 
け かな かつをの であるり 

挪ポ |タソ ド H 驗 にしても ■怒に 机 遊!% な もので あつを 。 T ルサス、。 — V ン圳 撒に 動し でも 同 
、 Mil 七 


， 一 n 一八 
燃で ある。‘ を 等の 離 颇に邮 しで 備等 齡輸 的な 聯が 肿微を li じ 得を か 0 たために •ボ！ ランドに 赠 ては 
ポ— ランドん を おらせを のみ か •ロシ 了を も ドイツの 胁 として 持を ねばならなく されを。 T ルサス， 
P 1 レン 問聯 に糾 しても、 ブ ランスに 鹏織 をる^ めを 刺す ことを つたが ために， アル ホス 人に 做贺 
G 鞭が を 卿 錦を 觸 へる こを も W 來 なかつた。 がれに しても 顯 仇が 抑く も 無 龍 力で あり、 齡 おでを つた 
と f おふことは• 大%媒阿結员中に々エジテルのやぅむお切おや， 巧闕奴が驳おつてむをからに5^なら 

た。 

こ GS 3 藤が、 ド ィッ靈 Q 籍をミ ii & t す賤に i して •繫 を も？ 

なかつ たと を ふの なれば’ まだ 我々 はを の 那を默 過 W 來た かも 知れぬ。 しかし 帮裡 はか、 る 轉符の 紙 
澗 は、 帶る しく ドイツ 阀带 のよ 煎を おへさが たので ある。 

ユダャ人 齡 は、 マル タス ホ爲的 K 主 V 縣骄觸 を銳前 封して， 觀に ドイツの が 哪 赴 が 靴つて むろ こ 
とを 叫びつ だけた。 これは 艦 かにが 隊 氣 を沾絮 せし ぶる も Q でを つを。 觀挪 断む 邮賊 S が 抑な く 
して、 どぅしてず 跌 ばかりが-化く をり のる だら ぅか。 

防がの みでは なく、 このが 嚮は 船が にも 火き <视 はれて なを。 恥に^- にがて 不可なかつた ことは 


讚の 器 錦が 殼 I に ミ聽の 磯を 家て 梦 ミを ことで をる。 ドイッ 繫は齡 に イザ ロスで 

臘瓣 斬の 獻臟と 邮測田 ものを 赔る ことに 挪 もしで むた。 しかも ドイツの をれ は 必ず 僻廊 のが 職ょり 一 
鶴り 扭體。 邮 を をって 滿 おしで わを のでを る。 

辦 くて ドイツ 恥は、 ドイツを 瓣拟 させる ための 賊 ひに 掘 見され た。 奥 鞭に 戰 つた。 をのが 姬は技 丸 
な撫 職の みを 離した 鹏 化で ぁっを。 批に 臟て扣 ふに、 如！： をろ If 神陆 にあても 、息に 船閣 が 挪の 巧 

わん f みた^ こ A みん 至す— 巧石ム つ 田 ぷ かんげ* な。 を 一ぶ つ 4 M , 

を歷 ずる をれば、 軍隊の みならず， 踐 祐〇魏 力を 励 貴して、 あに 一 かの 關隙 もな レ 跋滿陣 を 作つ て擺 
かね ゴ接ら ぬと 苗 ふこと だ。 - 

ド ィッ斷 g の低龄 

をは孰へ、 ドイジ雖齡はをの齡艦まで觀觸し’ 郎臟齡しをものではなか〇た。 4ダヤ^|^が離棘と 

I e ム こくし ゆ》 こ。 す こ〇 な ウ を t ‘ をが た 

な 0 て、 「眾蝴 ホ 盗」 を攻擊 する には、 な躺 され 得る だけの 力を 持つ てむ を ことを 物語つ てむ る。 

殺 暗の F イツが 恃 つてむ た^ 一の、 而も 挪 がの 觸 はと f お へば， 赞に ドイツ 風带 だつ をので ある。 若 
じもドイジにこの随単がなかつをか、 成はがつても触力に延いものでをつたなれば、 グ^ー ル咬イユ 條 


’ 一四 〇 

t だい* 山 暑 * ‘ と 3 S 》 を ー ホ 々W ' b つ こ 4 

削は あの 大峨 爭を俟 つまで もな く •疾〇 昔に ドイツの i 命を 恥を してな をに 逆れ ない 〇徵に ドイツ 隨 
並に ドイツ 蝴^が をの 闕带 にが ふて ぬを ものは 「あらゆる もの」 でを つたと 云 ふも逊 言では をい。 

己 V ぐん む 03 わサ c だ S おい こ^/か ち A B こ かを にん か t こくみ. 2 つく 

陶 がは > をの 無能 無氣 力の 時代に 於で すら、 閥 家に 出で をり 自己 0 がな を绝ん ずる 關 勘を がる こと 

化んで サ E I 巧 W つし を 可 こ a だ ： J ん巧 45 よ こ こ をん L みこく-# す < 

にを 的な お 力を がけた。 祕黏 奉を の 稍 神を 懸命に 吹き をんだ。 國 おは， あに お 装を 救 ふ ものが •イギ - 
タス 入 や， フランス 人、 史挪 人、 人 等との お 座を りを 閣赔親 などに ある ものでは なく、 ドイツ 亂 

みみ じ L ム だんけつ を でつ でいで ホ t し と^^みんお^%/ムゥ 

巧 自身 0 劇 掠と 力と にある こと 左、 叙蹈 的に 敎 へを ところ Q 國段學 校で もを つた G - でを る。 

转に ドイツ 网 軍は、 ユダ ャ的賊 お々 齡 制の 乂象 I 詩を ぶを して、 赋 人の M 辦 を信齡 する ことにが 離 
を盟 いを。 この やぅに して ドイツは、 见も あれ 顿が S 十 おな の 嚴巧 目なが^ を敎 巧し、 馴^しで 來を 
のでめ つた。 從 つてな の ドイツ 鹽恥 〇做觀 はちの 指藻綺 神の 中に Sj 化される。 をの ことは、 今 良の ド 
イツ 巧陈に 於ても ホま塑 なる 棉滯 微舰 おる 概髓を 失は ぬ ものを ので ある。 

十ぐ < わん h 

極れ をる ドイツ 嘗或 

矿 に 如；、 ドイツの 拌つ邮 がなる も S として •挪 々は ドイツ人 0 なをを 卿げ なけれ ぶなら なわ。. 


ドイッには 巧に^ をれ なが 闻が おつを。 この おお 劇の 爲 しを 巧 捣も稍 姐とは、 化に 巧幽に 誇つ てがる 
ベを ものである。 が 磯 敞に聯 て、 縣も齡 殺の 巧お^ を、 戚も治 M の 輪った 較は ドイッを 撒ぃて 何龄に 
もなか 0 た。 例へ ば啜篮 一つを 化ても、 が 魅の 倒に ド イクと 辟を 並べ 巧る ものが あつを であらう か。 

ち-ぶ ホん C も ■だん レ a しう t ふち 一 けんご か f を こく むげん はつでん でく しん 

賦 府が牠 をで をり， このを が 陋が势 秀でを り' お 務が鴨 踊で ある 殿り、 瑞 頭は 敍愼の 發熙と 織 進と を 
?、 ミ < 之を ’ ， 

約 おせられる 嫩命 にを つを 日 

しん み C わい S い c れら h GW み； 巧 t もう ど のろ リつ は くだ 二く みム 巧ろ— 

然るに、 が 命は 一切を 帶 を化壞 せしめて しまつた。 世が に 載る 群 度の 蛇# は 被 壊され、 廣巧〇 殿 力 
は挪 第に 思鄉 極まる 臟舰捣 へと!！ めら れて 巧っ をので ある。 

1? かる 減 艦になる までには、 おくべ から ざろ 椒獅が 威を にが かしで ゐ を。 をれ は 猪な や鍛判 脈な ど 
と f 瓦ん が 形のを 磯觸 から おれを ものでは なく、 ヵイ お ルへ 〇剛 おのが 齡 的を 信賴 、齡 装の 則 辦に鄭 す 

--，‘みん さな わ わた 支ら い ミ > ま よ けいかい に一^? た たしか だん 挂 

る 瞬 民の 晚臟阐 に 互る 信賴 が、 をら 祝を つで 聪 成しを 虛 0 魂の 蔬 W でを つを。 

想 ふに 紋棉 とは、 つで まると ころさを 制が ずれば、 政 邮 をれ 自み が度爾 であるべ を こと •锁 恥に 邮 
してん 徽の 隙り をも挪 ためこと* 献騰 り 邮鑛 の 正しを 化を をで ある ペき ことを M 縣 f 始し挪 る こと 
この ご 一っを 具備す る ことに 化つ てが 也ず る。 耳つ の 中の がれ かを がく ものは 旣に闕 城の：！! 釣に がく も 
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巧 二 


ので ぁり •既肿 をの もの L 弱搬を 物語る ものでぁる。^ ん や贩っ 制に が 0 でが おが 辦惭し 巧る 挪 かは ど 
こを搜しでも一^^當り得る替がをい。 

齡齡 として？， 賢 ip 爲 とは、 is ぴ髮の 非が Is ぴに i の 撒 S の S 縣の I 

S だんげん ， 

物で もない こもを 斷嘗 する。 し 


ず チ 運動への 灌軍 

く ベ か 6 ざ る 

1 i 巧い くゥん <づ 卞 ぶみ々 U みな しだり。 ♦ ひ ±—j ミ こな し ち >41 む 

一つの 大 な苹跟 刚が賴 がされる 驟 なには， お游 あがを ど 一人でめ る にも拘らず、 をを 或 排し臟 按ず 
る 人々 が 數巧满 にも 止ろ もい 4 こもが 雜 々である。 

ホ を わ卞 5 ひ±を ょ わ^'.过ク " す 3 わな 3 〇 ムかム も つ* う ホ ち 

成る 目徳 がを 数め 人々 に 依つ て雖 堂され で' をれ が數+ が册は 數巧强 蝶を 總け でむる 小、 をの 槪 

れつ 王を。 い ホジ々 さいで ta - V ク なう はよ と‘ If た じ 著つ しだ々 しで けつ ホ 

な戲 求を 嚴鴻 して、 お 化の 勝利を かち 掛る义 化を、 む おを 一人物が、 指 謀が としで 驟 起す るら むで あ 
る。 的 ドィッの 视狀 を賊治 〇が耐 から 规 ると、. 闕民 A 衆が 一丸 一 八 年 解 時同檢 、はク をり 二つ 0 派に 
舶れ でね る ことが 桃る。 

を 01 つは 舰 鼠聯毁 である。 この 瓣に處 する 人々 は、 一 化した とこ 和 化て 撰 娘 ホ 雞が阳 やぅに 
なえる。 しかしょ く-^ が 剖して みると、. 敏 等の 抓ぶ ホ 輿は 巧め て强 礎が 满弱 であり、 齡 楽が 稀 化で 

な— い たみら 身なん で* いるけ ミ ろと < ミ けん わか 

をる。 何故かと を ふに‘ お 等のを の觀 をは お牲 即ち 如で 巧 得しを ものである からだ。 が 巧 すれち 彼 

一 凹 N 1 


i 阳四 

をが 賊祭お 蘇を 支抖 する 唯一の 武^は 「知 碑」 だけで ある。 知性を；^ て臘 就ず る 惑では ない。 しかし 

ぶ ホ * やげん 畜 レム S 々 暑む* さ ち これら けよ f 々いち しはいす ふ 

この 賊 離は、 孰し 野 嫌む 力の 魄擊 をを けを ならばを く 蛾が である。 嘗ては を 等の 人々 が盼 梢の ま 配 粗 
を郵 り， 瞬 賊を指 幾して ねた 悼 似が あつを。 しかし 瓣舶 では 品を をれ は觸瞒 にげ 溝 さむで* te 蹄と 恐 

A Hot ホが § ♦じさ さ レ：： J ぃし サ 6 ゥ —A 至 

邮 に® き‘ 乍ら， 徙ら にが 戲的ま K 菊の 驟碟 にがせて しまつて むる。 

この か 数の 知識^級に 科して、 絕對 如^を 卜 u める 地悅の ものは、 所前プ 。レ タリア 乂躲 である。 マ 
ルクス ま雞躬 はが かりなく こ、 に 服を つけて、 こ Q 火 衆の 力を な國 ぶが に頤 結させる ことに、 觀叫効 
を 載し つ、 ある。 しかし 齡 等が 巧 側ぶ ので ある ことの 問 離は がく 巧 < として、 じの 臟敍の 中には、 ド 
イツが 巧 おし， ドイツ 贼 2? が^ 巧す るた めに、 必製映 <ぺ からざる ものが を まれで 友る ことを と I れて 
はならぬ 〇‘ 

恥辭 かが 側か 

ド イブ 關 蚊の 拖 の 巧 興のを めには、 がなる 武带が 上の ものがなければ ならぬ ことは •视に 一九 一八. 
皆に 鮮て すら 嘯かな 糾 がであつた。 ドイツが 胁 北し， 脚 おに 解した 臘 巧が > 新辦不 おのを めでは なく 


非 己 破衔へ 0 佩* 神 力を 巧が きにされで ゐを結 おで ある ことは 趴れ もない 耶趙 でめる。 

ドィツ人を 觀矿 させ.* トィ ツ闕- 齡を聊 職す るには、 どぅしたら 读秀 なる 恥 おを 假り视 るか Q 邮 鱗で 
はなく •邮 伊に して この U 的に ふさわしい 風な が种 を擠沒 する かの 阳勝 にか i つで わる じとは 恥す ま 
でもな わ。 

解ひにして^むところのこの關城姑；|が假り上げられた 晚 は、 何れの觀を， 何れり廬に齡ても缺 
描に ょつ て 瞬诀し 離る 踐 をの?？ 视 を^ 化して 遇んで が < ことが W 來 る。 

編は 聽と一 びっ くもので はなぃ。 聲祐も 縦と II びク .かなけな なら ミ。 

が 如は 戳 ふこと が出來 る。 题 巧の 殿 力を 揣 める ために 必 It を 席'^ 勞 断に 魄 ふこと も 化 恥れば、 を 
れ をが 巧す ろ こと もがが る。 巧に 次を はこれ たま 點 する ごと も出來 る。 この 力を 見逃して はなら をい 
瓣 しい ドイツを げ齡 しやう と考 へる 前に、 ドイツの 國 巧のを 山の 卿 想のを めに •化づ がよりも この 邸 
をを 味 ホに 引 入れる こ 去が 齡嬰 である。」 


I 巧な 


如何なる 犧 性を 拂ふ とも ‘ 

城 T は 一九】 化倘に 磯て、 臟に觀 W の脆齡 のために、 が斜 の郎賊 心を 弘 機なる mil としなければ な 
ら ，3 ことを 知つ をので ある 0 

では №1: なる 秋齡 がが っ賊 でぁるかを 心 やう。 

】 、乂 衆を M みのをめ に ホ 化させる には、 が 何なる^ 巧 的檢牲 をも乂 きずぎ るな ど、 考 へて はなら 

わい。 

於し 大衆が 閒巧 としての 一致を いて > わたな れぱ •何ょりも 先づ is 上に がて、 各人の 粹 がの 水準 
をな める ことな ど 化 ひもな ばない 斬で ある。 火 R •が视 にがて ドイツの 巧 側が なは 無 おの ストライキを 
-掀 した。 若し こ S 異躬 をが て、；! 郑 をが 取し > なおむ 利 溢を 瓶き 染める ことば かりにが 奔 して ゐた 
がから •勞做 おの 捣 がを 取：^ しがて わたと したら どう だク たらう。 また 么 がの お 做が •が •をの 巧 お 
と： 紙と を S て、 亂 姑の 雞 かを 慰 命に 考へ てわたと したら どう だつ たらう。 巧々 は 絶が に 化^と 公 ふ お 
义の不 おがみ お 脚と を^ へられずに 始ん だので ある。 この ことを を へれば •觀 しい ドイツが みなの 勝 


利を 欄る をめ には、 がが なる 純 燃め な 撒 鹏を妒 おされても， みして をれ が靑斯 でかる 常は ない。 よし 

ん ば駐义 。隊 牌を 要ず されても 、則の 0 お 喪 袖を 故驗 ずれば、 經 にお f 々わる 喊 離に 逊 ぎなぃ。 

• 々ぃ 占 こくを ち？'^ 去 さ i ホぶ ベぶ S は b じッぶ マ* : て ミムで で* ぶィ 

二、 火躬 の 風お敎 巧は •加が おみを 巧 ふで 舱 めて 郑皆 w 來 る。 なぜ をれば、 战 がの 财 皆を 改取 する 

3。 こ t みん ぶ も こじ ム さんよ ■巧； ぞいで ミム さう ご-う A み S 

にが ざれ ぼ、 國 おお 化に 個人を 瘡與 せしめ 妈る やうを が辨備 件。 統强が 不可 版 だからで おる。 

I 二， 我ん の 域 ぷお冀 的む 懸念 贷 一 刷を. 艇慈叛 な 職に’ また 振 停のに をで ザ おに 擲歡 して 示ず こと 

み A たい k* ク とくに A - 

のみが， 唯一の 义衆獲 禅 瓶で をる。 

斬 3 に F を i 盤の 麗な霸 の 離 を瓣 つ 忘る がょ ぃ。 をら の S がは 雕麗靈 などに 

か胁 する ものは 棘ん どなく' 姑ん ど 對 辄 がが おを！ つのが りへ；! 日 也て た、 な 情の な 脱 梢でぁつた こ 
とが 瓜る。 

ゆ みん 占 けん^い だいた. 山 ，いも 山 I ぶ— お！ ‘ 1 ♦い を y ふん 

か 球な 衆の：^ 齡 なる ものは， 乂蜡 にがて 隨衍 からが 立つ でゐる もので ぁつて， 禪 化〇領 をは 斷 めて 
糾 い。 がつて 巧 衆は 理知^を 中途 半 欄の ものに 瓣 しては 無悠晚 でを るが、 お 力には が 敲に船 脈され る 
載斜 の 繫疆？ 1 て磬 して ゐる Q は’ 擊が に ii される ミ & め Hi ぃ をに I なら 

なぃ。」 、- 

一巧 セ 


t 二 冥 

じい レム g サラ レ レ P みり なっ 

大衆は 强 者の 勝利を 欲す 

巧が 郎 のがを 齡觀 する ためには、 齡 にを 0 難を 則齡 として 嘛 ふだけ ではい けない < 邮が にを 0 
於卜换 おして 亡ぽ すと ころまで やらなければ ならない。 

齡を 船!! にが 私しで みせる ことは’ も舉に 彼等 貞貨の 立挪が おしい ものであると いふ 向 信を 祕 えつ 
ける。 歡 しこの 串 献を點 つを をれば、 が 船は， が 己り が 的を 化しくな 5 とは 姑は をい までる •目の がは 
0 きりして わな 5 やぅな 氣 持に される。 - 

をい L ゥい して 田ん； t S た hLS をす こ i *6 はん 。.ホん L ま. ぶ a 

乂染 はちは ピ むがの 一廚片 をる に獨 ぎない。 なつで 式 おの 感情は、 戟に相 快す るが 也を 主張し 含つ 
てなる A 々がを つた 主して、 をれ らの 遐モ がぶ 立つ たとい ふやぅな ことがあ つても ■が々 この 脚 

じ CS —わ 4 で# を を；. よ 10 レ を も 0 弓 d ゥ ち 

の 徘悄を 理解 巧が る もので けな S 。 彼を はお 强い 者の 勝利 か、 さもを くぱ おい おの 馈亡 しか 狱 してを 
ない。 撇ら ざれ iHS おを 奴！! のに 肥 彼させる^ 載 かで をる。 

お、 ドィッ ic の 化縱は どこ 迄 も ドィッ人の 獻齡 としで 臟 化されなければ ならない。 をむ が辭 には、 
この 純化を がげ る 唯】 のがで あると ころの か 斬 的 ユダヤ人を、 こ a 齡 から 歌' 載して 了ふ必 おがを る。 


じの ま、 知 等の ユダヤん を 巧 まは せて 禪< とわ ふことは、 ドィツ人 0 孤を 巧す 肥 簡と岡 居して なるや 

* んで 5。 ム でい * わ‘- れ すし じ。お^4ム&:’ し ミ ロ h 5 み 1 かも 

ろな ものである 。民族 問 越は* 化界歸 おとん 麵丸 明の 撕 々がを 巧る 疑で あると おはなければ ならな 
ぃ。. 

じつ せい || 

赞 力は 正義な り 

齡7が制鹏ず御扔しなければならめ ことは、 鹏離お|^帖獻料に臟ク で ゐる^^鹏お觸を觀ひ畔し て、 

をを を こく をけ い ぞい ホ-与ない 巧け y いで々 化 一 ff なづ る < ，さ I ミな ぅを 置 も 

觀 等の もを、 國お 機稱 巧に 觀が的 正 驚を 築き 上け る 翰を 逝 励 ザ 而へ參 加せ しむる ことで をる。 

この ことのた めの 斯觀 柳は， プル ジ 3 ア & 線 か乂私 8 かの がれ か-城へ なすべき もので をる。 费 
し 船が に 靴し で 實備を 行 ふなれ だ、 一 放ず プみ ジョ了 占义萊 とげ 利猛 は一較 してな ないから •をのた め 
どちら か 一 觀に 誤 ㈱ をれ たり、 蛇は まを 自^め に 他が からを けられる やぅな 結果を がく おれが あるか 
&で をる。 

ミ ごァに I るか、 をと も蠢 にょを の 伽を 邮 はず’ 轟 も i が" 恥ら 繼 なる S り賊 

f さ 3 でシ J ち* 3^' 中 r いす ■■■ れん*.!;' A - V •ホ/、 なん み <3¢* でむ 

化に 訴 へる 故に ある おを は ■か 酷阮 抄の迎 みからは， 併恶 巧と か 何 だと かの 被 奸を密 る。 しかしな が 
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〜 ミ PA X し 一 4 香づょ 耳け^: 5 ，: > さ 3 もぷ ミちぶ たぶ A で ミ 4 蔓 

ら 、若しな 铅 から •腺 おの 別 强い表 强が失 はれを としたら > をの爲 脚は 嚴ザ 故が を 大衆に 綠頗 する みを 
央 つて 了 ふ もので 叔 る。 ， 

带に祗 W の i 厕は •をの 臟 おに 於ても > 巧 滞 § 犧 構に 撒ても、 I 切 だ離觀 おおを 聰職 する もので を 
る。 絳好 a 惊 なを 数沁肾 度は 嚴乎 として 巧け る。 がと なかば， おしこ S 賢 おを 船 化する こを になつ を 
ら 、稍游 おは K に 如^が 化 あた 齡 見に 徙 つで それを 執げ する だけの。 ボットに!； ずるから である。 

li を 賊の抬 輿 もは 齡對 のに IM ^ 趣げ れを棉 潜 都でなくて はならない。： 陋 び指雞 恥と して 磯 ばれ 
を も 0 は、 だから 邮 I ： なること にを を 巧 化を 巧つ て 命令す る。 齡 は' む 於の がピ扔 ずる 齡船套 ながす 
る。 をの撇がは一史にをのでに断锡する随む裝齡撇部を概命する。 硏蜡にして 一切の齡瓣瓣がに彼^^は 
新に h から 驢 ばれなければ むらぬ。 

し k しだ こで しみく か. パみ，" これを うだん じいう し 

规 しながら， 指游 おにして そ 〇巧， がを 缺く ものが おる 描を は、 之を 亂禪 ずる こと もも 化で みり •精 

ザう しサ を 0 は ミ 4 4 化 巧い ろ > モと賓 しちを とら 

巧が をを む 地が からが； 減ずる こ 左 も亦自 かで ある。 をし でを 田 接へ 新し 5 梢灌 薪が 趙 ばれる。 

PC > ご レー 3 こう はいょ さ い ク ザ。 た i で 3 しど ろけん ホく 己つ は ぶ^^ 〇ふュ 3 で 3 う 

仲な 巧く の 如き 沿倘 をが 化する かとを ふに， 斯 かる おがの なお 鸿槛を 齡货に 化 掘し、 述 がが る 

S よい 巧う い * わい じんる み L ム d か 古い でん さ i こじん 々い— ょ 

をはが 沸 化かには ないから でを る。 すべて 人 规〇姬 かは 斯 かるが 雄。 灭 ホと、 侧入 A 精み とに 巧る も 


のでを つて •夕数 0 みに 爲る ちので ある。 

T の？ i & ws 腸は 一 じて 靈靈 謂で を ミ r もージ S &? る こを ぁったら 

をれ はを C ： 諭货 をん# を 扔ず必 殿が ある 時の みに 随られ てむ る。 

われ { じつが** ^^ふ ち か た ふ を なん じつ 5 5 て* で A わ.！ 

さで 耽々 が谜 班のを めに 戰 はねば ならぬ と 化 ひ、 ぶ 0® ひつ L をる 翻 おを •货隙 的に 展關 させる に 
は、 喊職 猫の やぅな が總 にがん べきで をる。 

T い 、の 旋&ち ドィッを § させる 梦」 な S が 皆 y られ •をれ fc 茲に繼 させる ゃ 

ぅ鹏の 柳が をを けたと 强 じた なれば‘ 化 づ缺は 。 嫩の 理想を，^々 ピ說 くこと から 姑め る。 をして をの 

J 55 ミ て 一 ひ* 4 じよく 去 「 み . —呈で ホ 出ゥ はふ 

带 おの 說を肯 おする 人 A を揀* に 集めて むく これが 瑚 被® なが 船で ある。 

次 南に ごの 鹏 扳が增 加す るに 觀ク て、 彼は 破 ih ^ でな てを のみ 船の が A を 一々 指 f | して かく こと 
はが 可敝 となる。 そこで、 凡ての 勝 渡が がず る もころ の齡 弊を 斗： ずる 拟れ はを るが， 醉 もが：！ 歌 W な 
化 事を する ための， が 做を がらなければ ならな S 。 化し 述 刹の 娇 一を 臟幣 におがず るた めには、 II 姑 お 
喊が 损ザ絕 I ： 的な りと いふを 紙め がつ くまでは •この 下 時 組織を 許す ことは 谭摇ム べきで をる。 
がに 一つ 運動に とつて をの 龍が の 袖を 巧つ とい ふことは， 乂竣に 取つ て义 音な， 敝如 をが がする。 


- ぉ 二 

例へぱマホメット較に於けるタッカや， 中けスト敎にがけるローマのがく， 战々の運^にもをのら|^潑 
の 地を 持つ 寧は 巧め て お 势菲 でを る。 この 載 蛇から しで、 ミュンヘン こを 配々 の タッ カと し， 口 — マ 
としをければ ならない 止 地で ある ゥ 

邮九 にがて 化々、 C 述 跳の 能 描を 龄 ると いふ ことは 勿慮爲 さわ ぱ ならな ことで をる。 しかし をれ は 先 
づミ ユン； に 於け る® 圓 が^ 乎を る ものと をり、 地が に 狐して 娜が忡 が指骚 力を みへ る やぅに なつ 
てからの ことで をる。 

Lfc だん 化て でく fc ヤ 3 L ょごん しだ 5 しで とゥ > こ《 >9 ♦い 巧ん ルつ もん 3 .い わ* ぶん 

並熙 をが 數に 作る にはが 数の 遐喊棉 みがを 嬰ず る。 をの 繁 成は 賢 切を！^ 尴 であるが 、策から 充 がな 
る黃 をを 化 して、 乏を する だけの 观を まだ 持つ てわない。 從 つて 初めり 中 だけは^ 卵を をけ ないでも 
やる と云ム あおのな 指 薄が にがが して、 遮 動を 開かし なければ ならい。 

はょ しでろ 二ん 

、 舉れの 傷痕 

誠って は矿 I * なぃ ことは tfT の懲齡 と狐趴 船を 如く：！ っ齡^ 嫩娜と 鞭！！ したを れぱ •をれ だけ 
族の^ 力が お义 する だら ぅどな す考へ ホで ある。 をは 大きな 誤^で ある。 則が ぶきくなる ことは/ 必 


ずし も 觀を增 加せ しめる ことには ならない。 沉 ，ろか-るが 涨 は‘ なおの 瓜则 によつ て •於の 化て を黏 
化せし める ものを 思 ふべき でを る。 

来 <と だ. 1 fl さ 3 i ?i... さ t 乐 々巧い サい f つ Ab て々 し 5 けう ホ f んん W モん 

祕 ずた る丈理 蒲を 持つ を强 力な 組微 の砖乂 怖と いん ものは •雄 おのな、 宗敎的 紅 信に 化が して 扣る 
を 化て よい。 をれ はなに 强い 力で ある。 絕； まで 自分自身の 正し さを^ おし、 他の 巧 物を も!： む 越な 
(、ぐん t む 己を 他の す y てへ 押しつけて がく 怖を しい 力を 持つ てむ る。 

我々、 のな 邮 菊が、. 防 のこの kI 聊に對 してが!： なる： 齡を 一1 して 來 やうと、 をん たも 0 を滿れ ては 
をら む。 か i る齡 敵が 輔 ければ 强い租 、がんむ 舟の 搞护 が： 知 5 な も 0 でぁる ことを 黃^ して 巧 化る か 
ら である。 寧ろ 我 A はか、 る滅齡 やお 悪を 手に 唾して 锁 禪すぺ きで あらう。 

ユダヤ人の 新 脚が 策， If を挪 へて 職 辱したり、 緋 韻して 來 ないやぅ なん 顿 は、 為の ドィッ A でもな 

と. た。 たん > ミぶ-^ な 々よ； J h ろと •う L L ム i-i を* 

ければ •なの ナチ 激县 でもな レ。 ユダヤ人の 我 A に 加へ る 祀 視や 頗憐 は、 ナチ 觀離 ± の 身 略に 刻みを 
たるが の臟お だと 思へ。 ユダヤ人から 强 に 做 まれを りな 愣 とされを りする 人咖 こを、 谎に我 A 〜 のぶ 
人で ある。 おしを 规 のが 瞬を 狂で、 をの かから この あ 强の侮 おを をけ 得を かつたら、 をむ 人は I 日に 
かて お 益な 化き ろを しを かつた ものと 化 ふべき でを る。 I 

一 il 


s 四 

* f だ ■わ だ Is け ムモ f ち モ tf われく 5 ム ヒ 3 じ わ-! 3 々いと i * i -4 J 

が 七が 大雕我 撰の 原则 である。 この 原則が 巧々 の 運動に 從难 ずる 人 A Q 胸に， 挪 神に、 揽< 網く 峰 
ひ 入つ たむ らば •荫 が 拖 々 Q 運 聯は斑 魁 無献の ものと なる であらう。. 

じん - tc . やう し ラ 

六 人の 聽衆 

わ At ，ム巧 たし - たぶ ょ ミ 是ま （ •べつ ゥ > ぶ わ &わ • づ 
我々 の 逃 胸が 開 描され をな 初にが て •おも 城々 にお 痛を 勘へ たものは、 我々 が 無 おで あると 友 ふこ 

とだつ を。 

IKU におつ ては， 一 人の 蹄 出の 麟撇 に， 聽躬懂 - S 六^と いん やうな こと も 珍しく はな かつた。 この 培 
欄には、 蜘 ^の！^ 輔邮 ホに 於て さへ、 赃來 への 歡即 をる 辟な を魄び 起し、 なつ それを 掉 殺さが る こと 
はお 易な 资 力では なかつ た。 

|| 肖齡 かに も 人！ をの ど 化を：^ て も おく、 巧し く、 嘘が であつ を。 しかも このが し齡 ぎる 巧を し 
5 岡 おが 計踞 しで ゐ たことは、 I がての 乂が 城です らお 賊 したと ころの， も ドィツ 带^ の巧徑 とお ふこ 
とだつ たので をる。 おんの 靑 I - が* この 义 円の のために ミュンヘンの 一隅で 雜齡 しかつて むる 樹を想 
旣 して 巧 ひたい。 とまれ 我々 は綻 りに 無夕 であり 踊ぎ た。 我々 は 撒め られ るょりも 魁に、 船 かご 一人 


でも 制々 をみ 獅 して くれたら、 东 嘲笑に てく 扣 をら —— を あ 憩せ ざるを 轉 なかつ た。 をれ 臟 にも 齡々 
の述 施は 人々 Q 法 觀を惹 かな かつた。 ‘ 

むじ うを ゥ え か さ ん -う ミ ょ サつ 3 t ま t を か' ま' 

私がこの迹齡に廢加したがには.滅らしい何1つの山献も|5郎も抖ち合せてむな^つた。忡1^と’ 
をの 附られ たぶ 人齡 係が 外には ■をん を 11 がが がする ことな ど滿 一人と しで 知らな かつた。 しなし を 
れが ために Is 鹏 して 了 ふやぅな ことは 鹏 してな かつを。 我ん は 俯か 峨リ をを がが H としで、 ル さな 力 
ブ エ 1ををを縣所にし‘ をこで討論ネ雜搪に亂中しをものでぁる。 

なん よ化く う 互 妄'" ふ 47 ょも I をて々 ミげ つ る U のら 

何として もが A は 節しい 裝勒 た錢？ わしを ければ たらな かつを。 を Q ：：：! 的で 物 月一闽 I 後 じは 二 週 
問に 一阿づ^ 『集を」 を關<ことにしたが、 をむ集がのをめの招巧狀も， タィプラィターで打つたり 
がは ペンで がいたり して* 横め て 抑 微の蔽 肖 おゎ 齡摇の 知人 闢 係へ 抑 < だ けだを 0 を。 をして お Sjq 
集 如に 來て胆 へを かつたら > をのが 器 香には おが 來て ほしいな ど \ 一以 でも 化が 齡を 則く 销 やぅ 
ム^ 心した。 - 

撤 おの 装を QHQ ことは み义 におれ 祐 ぬ感臟 をが えさ、 れるょ をむ 口の 集 韻のを めに •私 も 躬が八 
十秋の笼觀ビラを臨つてホいた。 をしてをの夜お|!はお斯な期巧の；卜に‘ おかおの 一と^でも"；|からむ 

】 お 乱 


一 丑み 

ことを 麟 つたので あつを" しかし 所を の 時^ょり 一時 則も延 枝し でが つたが、 筋に ゥー 人の 來摇机 もな 
く， 敵々 は と 人の おぉのみ で此て 集を を献 かねば ならな かつた のでを る。 この 七^ とても* もう 
巧なり巧顔のお^^^であつをが —— 0 ’ 

をの 如の もな く、 撫^ ほ ミュンヘンの If る 印刷 駐 でを ルの ピラを 却 刷が 來る やうに なつた。 をして 

みげ ら たなし サ じん にん t なら じ A にん に ムい r ぶし 1’ 

をの お隐で おを おも 十一 人から 十 I 二人に 巧し、 巧に 十 セ 人 •二十 S 人、 S 十四 人と 及 ふ H かに 巧 巧に 
をの 殺を 加へ る やうに なつた。 

これに齡ひを妈で、 今おはみ巧がポかットマ本—をおし|2ひ‘ 或る日 「ミュ ？ソヒサ！*ぺホバ ハ 
タ ー 龄」 に婚 15り 撇赃 腐吿を 也して^ を。 結 おが 佩に と iSE ? を 巧つた。 を 濁 ほ ホ ー フ ブラゥ^ ゥス- 
ケルレ ルと 笠ん 巧 一二 十 入 もんつ をら 就 負になる やうれ ル さなと ころで あつを。 しかし そ 0 巧の あには 
との お亂が 捲ぶ もな く峽い 憎に 思 はれ、 邦 も撇卽 となる やうを 驗 綱は 黛め まい 去 思つ てね た。‘ 

さい レと こさ - i いえん ザつ 

最初の な 開演 說 

ところが > 七 恃 にを つて 閒 辞を 實 する 咕 には、® に 巧 +1 人 もの 摄 衆が この 盛に ホ おしを のでを 0 


た。 抑は じの 紫 化な 齡が におを した。 

の 中心の なが 能は 「ミュンヘン」 のが 授 がが つた。 就の 腑 がは 一一 带 印で あつた。 化は 紫 船した 
做と なれば •この 说微 こを 齡の緖 切つて がが 始めての が^ 嫩說 だつ たからで ぁる。 おの 就妈 だつた ハ 
1 ラ I 巧 皆、 おがが するとを ふこと を 非 船な 阿險 だと 誇へ てわた。 被は ヒット ラー は 他の ことなれ 
ぱ佩 でも EE がるが、 が說 だけは なり だと 思 ひ 疑んで ゐ た。 をして この. 齡獻は そのな も 州 おおく 鮮 へや 
うとし なかつ た。 

程 わ •る ぶんぶ ミ 巧 a S ぶで い * ミ 3 J んち 2 

しかし 私は 割 常 てられた 二 个分聯 のために 化坡 にぶつ た。 私は 巧を の賠 開ょりも をく S 个み M を お 
斬に がつ た。 じの 满說は 私り をに】 つの 火き なむ 侣を 巧た せて くれる ことにな つた。 巧と なれば、 
解の： がが つた 時、 お 歎は おがに が たれた やうに なつて わたから だ。 をして おが 我々 の 巡 脚の ため 
に 巧 附絲么 巧め ると •あち 云 巧 マルクの をが 集まつ たので ある。 このが はを の 化 どんなに 我 A のた め 
に 化 化つ たか 細れない。 斯うして 私は •私 巧みで すら 多 かが ふんで たた r 巧說が W がる かどう か」 と 
をふ锭 煤を、】 がの 中に が •を拂 ふこと に 化かした ので わる。 

こ i でかし おおの ことを 宏 ふなれば •はじめて 腐が らしい 餘较 となつ た ハ 1 フ— 巧は デ ャ—ナ 


r 男 

リ VH で 貧な： y かい g で s に學 で議 した 麗もを 呼 t 紧 もしな かっち ミ： 

ヘン 載 留の離 辟 ドレ クス ラ！ は 一 かの 勞慟 がで をつ て、 游 などは 到酪 なし 得る ものでは なかつ を。 
を 的 七 fe は 軍人で もな く，^ 爭 中と 蜡 も) 度 も 軍服を 猜 たじ もがない。 結员 をの 雜 棘を 度稱ぎ ずる や 
うに、 阴肾をのものが弱んしく、 俊讓朽臟に歴するタィブの|:でをっを。 

みわた と うれん なか わか（ ミミ/ M , をい こ 3 な J ' 畫 て* お が じつな* ゥつ 

を戳 しを とじろ •この 鑑留の 中には、 觀 々田 鲜橫に 於け る 成 可を、 棘な 的に おじ 社つ 梵 むにが せる 
だけ Q 架 巧を 排 つて わる 巧は ■ として 常らなかった。 をた 挪 W の 狐 離に 瓣 しで、 をの 巧 种に立 
を 遮 かる おを •辦 みぉな てしても ねぢ 倒を うとず るみを!： つ 着 もむな かつを。 繼鹏 の H 的が 祭 為なら 

しごょ でしん て 牙 に； いで ホ ミ けん ごと ロム ミ 立 でょ さ ミ 

ぎる ものであるから ，このれ 事には、 稱神 的に も肉歷 的に も， 觀 犬の 如く 被拖 で， 舉 Q がく 强闊 に， 

攀 f 礎ぃ臟 i な ドす 磬の蠢 fc へを 磕 のみが 瓣し て 及を。， 

かれ， \ ぶ 

我々 は武裝 ホねば なら 说 

獅^如はをの|5邮もまだ叔がでぁった。 をればかりでな<， 邮の船做と齡廳に|;ずる鮮歉は 「をれ 
は 艦が やウ でも 出船ない」 とか 「これは 恥ら く齡 がず まい」 とか 「モん な巧險 をして はならない」 と 


か 「を 化は 齡 りに 做聯娜 ぎる」 とい ふやぅな 瓜禪 のな 言魏 やおへ を まるで 就れ てし をって むた) この 
ことモれ4躬が|^:離に卽臟だ。化のである。 こんな瓣へはブルジョア嫩おのタラブでは、 啦は賊^^で 
あつを かも 知れない が' 一丸 二 0 お I お啡の ドイツ にがては 、恥の やぅに^ 二銷二 大衆に 郎 へで、 陶ぷ 
端 敵の 離を 齡り驅 はす も 0 は t W が" なく 共 鹿品證 巧の い、 け挖 にされ， 小 中の 个 をで 做 のために 臟 
恥* される のがす ホ だつ たからで ある。 

賊ジ 娘は、 馨 すまで も ミ ユダャ 軒、 三 タス 戴 制ゃ 脱に 露繫 脈な どに 龍され て 

をる ドイツが 船を， 觀 々のが 元に 取り 拐ず ことから 始められなければ ならない。 をれ は 當滞也 等の 私 
觀の S 刺 i にと っては 叢の 雌たら ざるを 睐 ない。 擊は 「ドイツ iiij とい ふが を i いただけ 
で， をの邮に^贼。 「挑峨」 を德じをに袖遠ない。 ^に化て報々〜とマルク巧ホ與あ墟とのお而视|^は 
龄總尴 け错ぺ からざる ものと なつを ので ある。 

綿 纖鹏に 1? け 姊られ ざる じの 腳脚 に挪 して、 我々* の觀 狐に 危惧の 觀を 做く あが 化て 來 を。 

賦し触 TGSes が、？ 峭 めく 證穀が les に ミ黯 3 れ たら 、赞 QS がを 

れと 郎^に 撇 船の 運命を 迦 るで あら ラを いふ ことを 池 傑 すれば、 このな 识 は销鮮 でを つを かも 知れな 

I お 丸‘ 


， 三 ハ 曰 
1 >1— ! ミ， * に ，，*; ■ う _ , 控 J ? がけ ふ t ぶ t 2 ミ 

い ミし かしを S ことを 恤れ てな で 何が m 來る とお ふの か。 热 はおの 瓶 山と して、 我々 は颊 じて この 嫌 
敏を巧 避して はならぬ、 瓣ろ 進んで 之に 離當 りを をはす ペき である* をのを めには 化づ 城々 を 武裝し 
なければ ならない •もい ふこと を 極力 ま聯 したので るつ た。 ま路 や祕龜 だけで 難 如 ま 範を齡 る ことは 
出 棘ない。 しかし テ。 9 ズム によつ で テ。 g ズム を齡る ことは jl ' 能で あると lj | じをから である。 

棄{ さ L よ L ミ E ミ 5 やす か U こ 5 い涅 巧 一 ち； し ミな 差 S こ 3 

恥々 の 破 初の 集を は廉 ずるよ b 化む が 端く まんまと 成功し を。 この 勢 ひは が 二 巧の 船な を もが 脱 剪 

きお { か ミ f ち— 一。 t 夕ぶ 4 . C も。'? レ た 

に 藻いた。 載々 はを QnKIU 二 小人の 源 衆を 覆しを そして 刚 人の 紳 止が ブレスト* P トヴ スタ (乂 
颗 中、 脱れ をり シアが ドィッと 鱗んだ 她肿 S 1) と ヴェル ホィ ユ齡 約に 關 してが 方 fwi を 振つ を。 を 
のなををけておは^^】畔閒^說しをのであつたが、 これは^一^よりも趨かに化斯しを。 私货こむ搬說 

た 一 是 ミ 百ん しみ tLt け a がいご* じん ま t をき 口口 a e ミ S 

に對 しては、 おして 共 鹰ち發 おの 妨帯 がが お 六 人 龙づ攪 節を 八 止て 姑め をが， をれ を 化る や髓 違の 同志 

は ♦ 二れ む み < ミ レサみ いか ク h よ i . わ 

は、 いちがくを 薄の が S を 職 下へ 娘き みして 颈を 削つ てし まつを。 

二迎 li を* 更に 淵鑛 は！ £1 二！： の 竹 4 倘を離 5 を。 が 度は 巧と 个ん の 紙’ 恭が 押しな かた。 をして を こで 
も 一一 は 為の 繼を 網った が， f 一一 とを の麗は fi のがに i じを を. 


こ < みん しや < わかしな ぎ らう ど ラ i ち ラ 正 

题民社 會お義 ドイツ 勞働嫉 生る 

黯 にして 寶 S 繼は毅 に霸を i め ミで、 i は もっと す？ ことを if 

を。 をして がの な勸 側の 「ドイツ チで タイと」 をが 城 _ とする ことにた つたので ある。 を こで 閒 いを 報 
一邮 のみを にはな W 十 人の 聽歌 しか 吸 斬邮來 なかった。 この ことは > 瓣刚の 姑齡の 挪擬離 齡齡に 4 前 
を かしげさせた。 齡 等は 斯う 度々 大 をを^ くと いふ ことは 觀 へなければ ならぬ と抒ひ W した。 然し 輪 
は si からこ & 為 i しを。 ぉ i 品が を 机す る.、 ユン ヘンが、 二 i ? I 緊 驚に i へら 
れぬ とお ふやうな 腊 船な 話は ない。 こ 迎邮に 一が どじろ か、 一 瓣郎に 十 叫で も 齡渺に 巧 人れ 棘る 餘地 
が あると ホ 張し をので をる。 

f て？ こ ci は 離されち ミ 韻に i かれた S には 二 夏の 霸が f っ呂 みか、 盤 

巧 额の おさへ も 巧せられ たので ある。 

がの こ遞喘 円には W 巧 人 ij . 上の が々 が 職 暇した。 

‘ か‘ 扫も > れム ぶ{ 悟 さ， ぶく クミ も ミ CU ウ 

斯くて 一丸 一丸が から 二 0 がへ かけての 恥々 の 關爭 は、 この 鑑 M を 愈 A 郎 化し* 川を も 勘 かしがる 



5】 

如进にまで碱めるをめの、 ^^いをして邮の盛むやうな背闕であつを。 をの結が愈みこ^船動も、 もつ 
を 組織-立 つを 邮辦邸 稱を必 っ戰ム ずると じをまで 瓣ぎ つけて 軟 た。 をして 光づ媒 〇ぶ稱 からしで、 もつ 
も 乂規税 を ■が 策の 也に 耻 いが 象を 獻 へる ものにしなければ ならぬ とい ふ！！：^ 地から ■それの 化り 砂め 
をす る こもに なつた。 觀 稱やス ロ ー ガンに 就て は、 脾 には！! 恤泉 てなる とお はれる やうな 錢 輪が 敬" は 
されを こ ともをる が、 お棉禍 しい || 带の 知鹏献 明な 計 赖が齡 でられる ことにな つた。 

酷々 は 端 A の 『阀凉 お義」 を撼概 する ために 「 A 按囉」 とい ふ 音 藥を龄 り k げる こと だけは 樓力避 

ける ゃう E ち i に ミ® は 霞 ii な プル 言ァ 廳穀が S をめ に 渡されで、 驚し を 棘 

制を知舶に御びてわをからでをる。 ||ずぷに 「ん賊峭」 などは、 强が、な瓣/もの强獅の黃邮な4^織とす 
るには 餘り にも 弱々 しく、 化つ 觸% として わると ともが^で あつを 0 みならず •この 音麗 には 觀 々の 
約釋が 下さ 化る 的 身 かあつを。 强い閒 結を おて 一 0 の 胁治嫩 励を なし 速げ やうと する 帛 にと ク ては， 
斯樣な^^^な龄驛0下されるゃうな输臟は||物である。 

を こで 邱 々、は、 氣 のがけ を i 如 ま雖幕 共へ 仍贼喊 をら をめ て、 か 張り 「艦」 をる ことを 裝剛 し， 「風 

城 S 馨 ドィッ 驚 堅 ミ ふが & て、 f ジ i を 麵 する ことに 麗しち 狀ぃも 田に 難 


卞 るん ^ おは ご s 「喊 拟邮曾 お魏」 の おに 侦 つて 鹏逐 される であらう し T ドィッ 勞蝴 隙」 の 稱號 は、 
をれ が 仙で をら うと 「知的」 を劍 ばかりを 振 & まわしたがる 旅 fio 规族ま 哉が を刚 蹲す る感睐 を獻み 
てね をので をろ。 

火は 點ぜ られ たり 

娜ジ® ほ 賊に磬 しち： ふンも 把た。 を こで 綿は 一空 窠の德 めち ミ 驚を 舶 

て， 猜割の賊衆大曾を開船ずぺきでをるとず-^めを。 賦る者は、 をだ畔期尙ザだと君つた。 しかし我 
等の 敵で ある 麻色觀 配は •旣 にを ろ^ -- ^耻 々に 細を 取られ 她 めて むた。 この ことは 離 W をを ばせ もす 
れば興 熟が け もしを。 な も 就々 は他嫉 の 集な で論滿 される 時飘に 入り かけて ゐ たの だ。 我 A は^ 15" に 

を P 戸设 つも A ホ。 ま 噫ぶ い k たい 去 3 は W ‘ ひと I み ふ i わい S ひつ ミ 

おおに なり かけて ゐ を。 こ Q 跋麵を 欄んで がを 师懲 から 火難を 想 ふためた は •腥非 典 此衆义 曾が-が 載 
であると 搞 じた。 綻 つて おは 强柳 にこの 想 化を 岡 執して |§ らを かつた。 

を 利からの 指碟 がで あつを A 1 う 一 巧は， 义 觀义 柳" を 開 俄す る畔 期が 触に 來 てなる とを ム私〇 が 化 
に锭臘 する ことが 川來 なかつ た。 をのた め 葵-じで 正 前で あつを 彼は •をの 地 化を 退いて しまつた。 を 

一さ一一 


の 後に •アン ト s* ドレ タス ラー が^はる ことにな つを。 

い！^*^ 勺 06 『ぶ もム だい 夕" を；； たいしうたい るり ‘> むん ミ 化い さい ホ ミい 

こんな！! 聯 の 綻 •遂に n 腺の ぷ 一 陋 大衆 乂 竹は* 一 化 二 0 が 二が 二个 の：！： に H 催す る ことに 化を さ 

/ 

れた S である。 

準膨 に取擲 つた。 ぉはこの 雄備 のがて を 抓 恥した。 ホづ あらゅる 邮， 賢に！： する 々の 臟齡 を- 狱繼 
に 私が する 妮力 をを ふこ もに 輔^を || した。 戟 W はこ 个 i ； 時關 政み に、 恥 染を辟 事 Ifi に辦 ずる 城 W 

お ホけ るぶな かん；； こ < みんで ホ わ 3》¢- t な h ふ たいる" * i ゥこ电 

の 立 韻を. 嘘述 しなけ れぱ ならぬ とおへ を。 この 聞攻 的が 励に 闕聯 した 义魯砂 報 世は •リ ー フレット や 
ポスタ！として化ずことにしを。 じのポスタ|やリーフ レットでは、 楷に巧藝竺ご二の一^を繰私して 

よ， たい ぉ つょ A い* f 夕 あた ちっ でん ぶ 

をれ にがつて 大衆に 触い 张蠻 £ へ わ ばなら ぬと いふと ころに 乖齡を 燃い を。 

をれ から 殺を 象微 する 拉 主して r 齡 化」 を 選んだ。 赤い 牲は觀 めで お 脚 職で あるの み をらず、 城 T 

ミ な ホ レぶ づし れい ホ V - じつ よんが 如 3 ょ 5 ►を ミ ミ 巧い ミ ■二 

の赋 たる 赤色が でに 科して 船 巧に 做慨 させる 昨 川が 权 めて 濟る しからう と 思つ をからで ある。 乂巧前 

ホい とうだ 4 ム で ム で & ’ f % 化ゥ じつ し ホ とづ か いん ホつ 

のぶが なつた 赏俾 はが 輪キ找 かりなく やつた が •をれ と共に 稱 H のプ 。ダラムの ま； 嬰な 觀 巧を 巧 刷し 

かつん： S ' わ ホ^^ * ん ，‘， けいし ホ じ ミ； い もくて ♦ A いし ゥ 4 いみっ L だいじ 

て おく 必製も あつた。 これは 肪 A の 孤 動の お 巧と がげ と g 的と を •乂 衆に 明® に 知らし める には 乂巧 
なが 器で むる。 


おはこの 恃 似に 於て、 ドィッの 禪雖 をむ ざす 殘个り 綱 運動が 往れ •がつ それらが 他からの、 蹲は 則 
ら の 力で 腑船 しで 了つた ことを 知つて ゐ る。 巧】 つ それらの 邮で殘 つたの が 视が蝴 城 於 觀齡踞 ドィッ 
|:?§^でぁる。 粒は抵削||鞭が邮|:なる挑齡"にも姻へ糾ること、 ^を恐齡させるおめに郎々の饼鄉|: 

« よけ*! し » だん， <は ' でが ベ-^ だ じんど I fi{ よ 4 A い - * みし 

合 貼の ず 巧が 加 へられる に 進 ひない こも、 小心 殺み たる 大巧 おは 我々 の 瓣述や 貫 輪を 抑制したり 饌ム 
する やうな 総 度に W るか もしれ ない こと， しかし 即 I ： なる 力 も、 す！! も、 が 张も斷 じて 巧々 の理 撒の 

いち— けう： 4い ゥ け 去 £ つよ ミ ぶ ♦ 

勝利を 瞬 蒂し视 る ものでは， をい とい ふこと を • W 邮 にも 增て 拙く 隅く 倍ず る やうに なつて 來 てわた。 

，一よ {化。じ つ > づぶ をピ こよ * い ザ 上で ホ I つか た k た 古请 タイ から 

愈々 當 口と なつを。 流 あに 臨る， むを im 來な扣 つを。 鑑に 大衆 大 をの 觀は 一一 かれる ので あるが， 

押； かしで をの 麻 S を 盤に 巧 腿は しいだ けの" 騰 衆を 蔥 きつける ことが でがらう か I この ことが i 

け かけ し 食い ► > 0* > *ム わん r 5 ザム f ■’ 妾す を 3 

も 云 つても がきな •む E であつ を。 をの 廣 5 會踞 が滿 貸に なつたら， をれ こを 媒の齡 途に阮 福の 盃ぜを 
げられ る ことにを る。 

乂 をは か 儀 お 情 S 小 かから 瞄 かれる ことにな つで ゐ を。 愁 はを 0 十ぶ み 化に ホ— フ ブラゥ A ゥスの 
妥が媒 へ妒〇 てみ た。 も ^ 倾と ik ム裴响 らしい だ。 峽い —— とがげ の あには 挪 はれた —— 邮槪に 
は 二千乂 船り の聯 朱が ギッシ VI ちて ねた。 をれば かりでは なく、 その 顆 衆の 戦辦 は、 卽吸輪 W が 礎 



. 一六み 

* み ホ VC 玉 •‘ 1 0 と t サ过 1 百 山し* t レサ E も * つし， る S たゥ かん 43 ゥ し ち L ムゴゥ 

近の 機を を 待ちを ぐね てむ た 人々、 败も典 淹ホ雜 おと 獨な 赴を 殺の 逃 中が ぶめ てゐ をの だ。 私の 心躁 
はがび にはを きれを ぅにな っを。：! 等は 勿論 機先を 制しで ■較 W のこむ が 衆が をを 微齡 ずる 邸り 
かけて がで なをの 巧。 

匙は プ 。ダラムり 嚇こ 禍 でぁった。 撇雕 にぶ づで 滿總を 始める や视 や、 料 狐 1 心碟 Q がが おおかち 
祕烈& 焼亂の 叫强が おきて 來 た。 それに 搬 いで 起を たものは •熙 み、 の 同志と 被 等との 训 の' 勝し い齡關 
でぁった。 鞍 <公 彼には •骗 如から 娜 Ic , もがの li は 削ぇ て、 恥 欄に おっを。 破は モれを 裸って 験た 

ビ巧 々把 《 つ fr 叫 ^2ムじ もん 〇ユ 互を ほど け 34 い もは ミ さい V ちユ P かん 〇 す 

頭り 斌 能を 撒け てげ った。 半け 閒の懊 には 光 結の 啡 製に 化つ て、 據んな 解 乘が場 巧を お飽 ずる やぅに 
なつて むた。 

私は 婉て搬 の におり か t った。 制料鹏 解 は" おんど 邮 をなかった。：： W 徑 におは 臟敢に こ小 お 项 u 
り 憩の 綱 钢を觀 しで’ をの 一っ一つに 瓣 鱗を 恥め を。 W 雖 m が 決を される 钢 に哺乘 のをは 巧し •遂に 

々づ わ*? V ムホづ を をん ft ち で しち * - JW にム と 江 を) だい ミし 6 *? リ ー* {A3 かれん みん 

船む 裡 にを 項：：：： が滿恥 一致の ま 辟を をけ てが 認 された 时 ，おはじの 乂聽 をの 胸禪 に、 か 迄が 巧が おじ 
てななかった 辆 しい 鹏 お’ おしい 瑜志 •辦 しい 信 II が 巧き 卽 り、 不 が！^ の邮 にわ} 4 が おびが はされ 
てゐる ことを 明かに 鬥觀 ずる ことが 出來 たので ある。 
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こく かくわん わん 

一二つ の 國家觀 念 

よ t J W 吝 〇, だみ こ *3£， がいし お（ ，ム d り 心で/な 

愈々 帖 逆に 霜つ てな 側の 活動が 闽祐 されを 融 々の嫩 動は •しかし •滋辭 しきつた ブル ジョ 了な を か 

* を i ぷ ザい こく >. 音たぃ 3。 た， が かぶ， ， ， 

ら ほ、 我々 が说 がの 蝴 おに か糾 してね る もの だとして、 楠當嫉 しい 非難を をけ をので をる。 けれども 
破 等の がの 中に、 报 して^み とが ふらの i 私し い觀 織 が鹏 されて ゐ みかどぅ か。 巧が 等は 巧 漠備と 晩 
衷なるものををへてむるだげで， 旣に常時のドィジには* ^巧な啟肤に|^ける 「闻嫂」 はかぉしてみ 
な レムち ム巧ぷ を テンで がへ で 化 やぅと もしを かつた の だ。 

「閱 ぷ」 なる ものに 就て は 鉛 個の 相違した 化聪が ぁる。 しかしを の 做れ もが'^ 那 雌、 撒^, I な 版を 
なをして むる ものでぁる。 乂聯： 等の 國ぶ觀 を 類して みると、 游 Q ~ 二つの 集 際に 龄舶 する ことが が 
ぉる。 

I ' 繫を S ち 助龄が 一つの 驚の P ’ 4的 か 證に鮮 ま ミ i 嚇 でを ミと 騎 へる もの。 


何もがつても，この夕へを持つ集階が搔も乂きい。この考へを持つ人々は、國ぷの^^律と？みふもの 
を織辦がに紙^し> 1觀をれ，リ火が解纖に神|?なものでぁると|?ひ殘んでゎる。 |^がが利臟でをって 

fcf ザん ミホ 挺 ミら 《な い 占 L * t ム ミけ ； i でょ こく > 

円ので はない ことな どは を 織 おがつ かない。 がつ て 彼等は 怡も乂 がを のま 人を 濃 邦す る 如くに 巧ぶ を 
钱 I ： してね る。 をして 閒ぶ をの ものは、 化に 秩 巧の 雜 持と if 訊と を篮 んずぺ きもので あると 巧 ひ 込ん 
で わるので ある。 

だ 一 し J ち ち.^ はる モひ ， ミぐ こく > モん £ ホ： 一 ちぐを マろ けん 

二、 巧 二の 樂 階は 撕 おょりは 遙 かに 小さい。 この 人々 は 城み のがが に對 して 若干の 條 件を つけ やぅ 
とする。 |^^撇酱は阅於に俄に問じが掀が|1と， をまつた脚詣とをおホしてゎる。 脾には齡に巧獻挪 
微の携 がの なな 似の ための みに •をれ をホ锥 ずる こと も ある。 

この 裳 翔の またる 代表 說は •ドィッの ブル ジョァ & 敍で ある。 彼等は 國 みの 俄 城なる ものが •巧 装 

♦り ミで言 ち ♦ィ じんぶ 乏わ いみ t ; ►ター i ち S し.* 

の 峭 一の 口 的では なく、 をの 治で にある 人 化の 妻が を嚴ん ずるの が 巧】 目的で あると 考 へる。 而 して 
t のこと をを ななら しめる ために 「り^」 のが 遮を 化り 入れる。 しかし 斯 かるぶ 瓶の 义部 がは りで 

.4 れら 々いよ ミ こく > た*. — > ぃ C イム^;^ K ゥイん ホつ で けんた ク 

をる。 铅簿 はが お 並に 閒 ぶを ぶしく 理僻 する ことょりも、 をが 難の 方 巧 から 盼 ホに 儉 討を 加へ やぅと 
する。 0 まりもつ とお 齡 のに f ; ば •閉一 かは 辦 等の 獻 巧の な必 耍を滿 たしが るかを かにが つて 巧 巧 ま 

M ハ 九 


I セ 0 

つィ 、ご-. 

れ るので がる • 

ご 第一 一一の 集 願は 诞も 小さい。 こ (狼 郎の 人々 I は •肉ぶ とは • ^ が 離 i がと いふ 微縱 たる 一 臟を鹏 
孤させる ため Q 1 つのが 脚 だと 考へ るので ある。；! 等は 凹 載とは • 4.^ の 城 衆が 一つの 喊 解を！！ して 
& るた めに、 をれ にょつて おム？ された 成臟 であるかの やうに つて わる。 

’ が S •葦 > き ミ t い ミミ ミミ ミて 4 

これはをふまでもなく城な考へザである。 がて巧ホーストリアホ關が闊內锐一 の口觀で* ォ—スト 
々ア •スラブ 系の 人々 にも ドイツ 謡を 稀 させ やうと した ことを おひ W ず。 これは 一應考 へつき さうな 
ことでは あるが、 みしお 斬いて 游絮 ずれば > 必ず!！ 巧に が一る 獻 おでを つたこと が！： る咎 であつ た。 巧 

5 ft みん々 く く C こ <c 】 よ と 5 * さ しな ミ こぐ じ 0 

じ 巧つ た换 巧に をの 的の 闊 Si を 使 W させる ことに 化つ て献】 が おされる もの なれば •支那 人や黑 人に 

ご _ しぶ a たれら t ム で ホ だ ゥ* と ホ ふ > 0 う ホへ 呂な 

ドイツ 薛 をが 川 させても 彼等を ドイツ人に W 來 る进理 である。 こんな 剌 りが つたす 可能を おてれ ふな 
れぱ •をれ は 巧 がらに ドイツ 城 族の 施を 沿 巧させる ことにな り •ドイツ かずの 狐 おを が ホす るけ かの 
巧 的を も のられは しない。 - 


みんだ { ホ で しや 

民族の 保靈者 

が 赴の ご 一つの 一新 臟 II を槪辦 ずるに， を こに 北鑑娜 を 一つの もき を ものを 弘藏 してね る ことが 陋ち 
に 巧 耽され るので ある。 卽ち 「义化 並びに 人觀 にと つて^ 敝 おる ところの をら ゆる ものを 削趙 ずる 惦 
诚な郎 は， 齡 に驗臟 そのものに 酷く ものである」 とぃ ふこと を化涯 して ゐる齡 が 峰れ だ。 挪 無は 柄 祭 
を ffi 5 て も、 壯ヴ をの 賊 勝の U 斬を ハジ キリ させ‘^ ウ をを 奔 常に 忠舰 せわ ばなら ぬ もの だ •とい ふ 
ことを 鼠れ てなる。 

いみ J . みム巧4でホじんサレ<2 4 い S S ム g お f\ ‘ぶホ f こ < み- みん さ、 》 .ごし* 

この 廠把 から 表つ で、 お 族の 人 廉觀に 盤いた 斬し い敕治 溢鹏の 第一の 難務は 『陋 藻は 巧 験の お駿 が 
でな けれ ぱ ならね」 ととで をり、 曲つ ぶを 明 回に 理解 されれば ならぬ ことで ある。. 

斯 化が 蝴妓に 依つて 靴 逃されて むるな どと 姐 ふじとは 始 きな Is りで ある。 阿ぶ はおに、 をし で I 化に 
义 做を 靴玻 する 賊龄の お 役に 驴ク 、同峭 に 之を お離し 妈る进 城の も 0 に 船ぎ な S の だ。 化つて が 族’ の 
赖 俯と、 をの 閒鹤 的を 龄 がの 磁 おとに を 丸を がけが る阅 藻の みが、 腺 剌閱ぷ •.が 巧軌 ぶを るのを をを 
かち 巧る ので ある。 

】お J 


一ち 一 

5^々はを々にして， 紙1兀^のドィッ人が、 一倘の胖一城脚に迦ぎなかったといふ齡を刚かちれる。 
燃し これは 許ず •へからざる!？ 转 でぁる。 親々 VQ 祖 賦は鹏 してぶ 化の な S 賊 がではなかった。 たで 敝齡 
の やぅな 戦齡摄 觀の觸 めで 聞^な 地に 巧 まは ざるを 销 なか 0 をを めに* モ〇創 施 拙が 離 化を 颗 げらが 
てね をに 强 ぎな 5。 ， 

熙 しな 時に 於て これ 等の ドィツ IV が ■谣 ホの るつ となみょ いが 地に 括 化した としたら •瓣 等は を こ 

干 t れつ ミ じんを ミ 章ぶ ち C I 空 たむ' らでん J ミぶ々々 い ぶん C 寒 吃 

らに ft ム 劣等な 人 挪の姆 めて 础 雅な鄉 其を 巧を せても、 扭ず彼 绛灭贼 の創述 tt を 十一 夺に活 臨き せて 
ザ リシ ャ人尚 觀化 は それが 上 〇糜巧 I をる 义 化を 策き とげて 化せを におれ むい。 

峨 し、 T こ殷 離ち 舰 Tq 繫 が， i くも SQ ゃぅな ii をが ってな たたを とが、 鹏 

ホゥち なろ ♦い 弓 iff じ ミ b 片 I ひ ミよ い はく ミ み Lf 

瞬 地力に 化 巧を 余 憶な くせられ をが が だと 思っ ては ならな 5。 をの 锻觀で 巧つ をら、 化 歡の巧 族 、 K 
でー デン やノ ルゥ HI などの ラブ さンド 人ら 恥 同 撰に 榮顿 らしい 創 谴峭を 持つ てむな けれ ぱ ならぬ® 
抓になる、 しかし 今齡 等を 斬み にお 方。， 燕 まれを 化忡の 下に 邸いで 化た ところで •城 化贼 には 斬 織 
として 王 K 乎モ f の 如く 不毛で ぁるに 削 遠ない な 

アリ T ン巧 族は 吐れ ながらに して こ 〇が义 なる ホ 能を 持つ てなる もので める。 この ことを 「城 族り 


僻 勝齡」 は 充み獻 離して か、 ら なければ ならなぃ。 

こ < か ん < へう しな むん 

國家 はけ I •機への ず 段 

齡 4 は 一つの 則 脱への 手微 でを る。 

-K#、 々わ で ♦ ♦いしんで > にくた b ミ タゥと ろ ひょ {ミミない 、- 3 > 二れ 

闽ぷの 唯一の 口のは、 巧种 的に も 巧 照 的に も M 等なる 人々 S 脇 同 阮を祐 持して やり •貫つ 之を の 上 

はか 9 

させる ことょり 外にない 

若し この 日：! を 持たな かつをり •化は 义目 的から かれて ゐる 脚ぶ が あつたならば •をれ は 巧 お兒の 
闽家 であり > がみの 閒家 とちは なけれ ぶなら ない。 

渺が ナチ 觀は •編し ぃ^ 解 破の 保持 新で ある。 決して、 私將 する 成る ものを を 撰し、 を こに な脚點 
を ホめ る やうな ことを しては ならない。 若し 我々 がを の やうな もの、 上に 據裤 をむ いたな れぱ •が A 
は 砂 麟総繁 が 船を 抑つた 離が ではなくなる ぱ か^でな く、 巧 觀に辦 がする が 物の 化隸 となり 化て るで 
をら ラ。 

このゃ*:>に、 齡^むる劇ぶの如^なるが听は， 纖しいが化を剣迸し、 ょり荷ぃ人削の癸と巧巧化を 



け ムサつ i みん 巧くて* St 占， を气 でん ぉ（ じん 

嗤跋 せんとず るお臟 のな 製 雜を飽 くを でも 擁謎 ずると いん 錦に か、 つで ねる 我々 は アリ アン 人と し 

つ i じ C かひ た ひと { い王爱 0 か。 ホい 丢 を & 

で、 栽々 のみの がが をな おつて なつべ を 人々 が、 今 私む 述べを ことを 了 W ずるに 逸 ひない と祕惜 する 
ものである。 

^|々は> ドイツ人が肿がなる亂凉をおがをむることを|^ホし’ 堅んでわるかとちふ鑑を閒あに考へ 
をければ なら なくなつ て來 でむる。 をして •をの 聪 初に 破て なず ぺを こもは、 兜づ 1:1: なる 人々 を 組 
をさせる かの 臟臟 である。 ドイツ 均 血の 中には， に ユダヤ人 聲 じょつて 安 推の 蒂 炎が 抓 へられで ゐ 
る。 をして をの 诞窠は ドイツむ 髓訓を も 两齡を も 赔肿颇 おせしめ。、 ある。 一 is しで 艦に も 知られる 
如く > ドイツの^ 內 には 北 瞬 A も捉 れば张 It 人 もむ る。 丽 して をれ 等の 抓には 無數 の 混血 恐がなる 0 
だ。 この b 做 燃 i 雜を る^ の|?§ 就は， ドイツに とつて- り 不郝撫 を綺ず もので をる。 をの 中の なた る 
ものは ■邮 のが 統一から をず る 賴 すべを 辭萊批 脂を： is てし まつて むる ことで ある。 

若しも 今 H までの ドイツが， 他の 猪 千の^;: みの 如く， 觸 肋が 謗り 巧る だけの 賊^ 的 統一を 特紋し 巧 
でむを なれば、 今 明は 疾に ドイツが 愁 世が をま辭 して わるに 觸 ひなかつ を。 


こく 於 さ ザろ りよく ぶ さ 

國 家は 强 九な 武器で ある 

とは 致へ^ は、！^ ドイツ人 の^が •これ 锥の遊 菜 にがつで 巧され て わると を ふ ものでは ない。 ホ ひ 
にして まだ 如くの 純输な ドイツ人を、 巧々 は 同 K としてが つて わる。 この ことは •勢々 がを 齡 "的に W 
^^することから5|命に化つて救はれてむるものであリ， をれなるが化に^!々は， これにおしてお斜な 
る硏^?^^郎がとを加 へなけれがならない のである。 

と をれ ドイツが 规 は，】 巧の ドイツ人を 抱擔 しなければ むらぬ。 をして をの 抱髓 された る ドイツ 
がの^から’ 搔も悄恤ある觀素を^^'め， これぶがに維がするだけに止どまらず，.齡んで徐々にをして 
に •これを を 酷 的 地 化にまで.；! める やぅに が 力し なけれ ぱ ならない。 

このを 地ょり して、 闕 おは、】 が' 族に ょ 〇て啦 命の ための 乂遽 S 賊^に 使 W さるべき •^乂 にして 

が 11 ぷホ ぶ ホ ミを みん* く ミとぅ - U し ミ玄 

じつ 强为 なる K 撇 でなければ ならぬ。 このが 器は 义 民族の 共同 S 敵 志を も 表 載して なる もので あるか 
ら •私 族の すべては それに 服 おしなければ ならぬ もので も ある。 

巧々は巧族のぉ沉亂摇が， 必ず巧秀な蚁齡がを破觀するものであるといム自絶の|^则4^， 充瓜に -i 

ー セ お 


li しでた く •が娶 がを る。 巧に この^ 则 はお 倏料 齡 にがての みならず 、偶ん に 皆で も 船ら れ ではなら を 
いもので ある。 那し Vj が 祕られ たなら だ、 黯臟 り 聯 錢が徐 A に戰 通される 献臟郵 が 恥 姑す るからで を 
る。 この が叛规 される ことは、 ん 類の 使命の 私り を骑 くもの 主 職は なければ をらない。 


血の 帥瓣 

綺も舰 酷 を！^ 鹏 の 職邮 ，脈して 链 も舰戳 を^ 魔の'!! が' それは 加 り一一 を 則る とい ム ことで をる。 
琢に ドィツに が t はこ 0 ことは 招み 邮那 されを けれ ぱ ならな 5 ごと 巧。 

みんちくこくゎ ミホ 1 ち S ホウ 巧で み。— なつ けつ 

觀飲喊 法は •柯を 撒いても 化 ヴ耻の 純潔を 保掉 し， も 上させる ことから W 诱 しなければ ならを い。 
を S わめには 热祕を 賊鶴的 お 化の 水擊 から!； 上げ、 をの 化 射を がむ ための ものである とい 么 工合に || 


姿な つ 


6^させゐことわら川發すべをでをる。 

罔 ホの 絞 积贼^ がが 和 麟 であるた めに、 で 供が かれる ことから 臟携 の： がが を 船ぇ、 が お触^を 的献 
を s つ^ 人の 余庞 を制阪 しなければ ならぬ とい ふやぅな ことは 寧ろ 罪 である。 健康 なぞ 敵の 虚 おを 

ホ ，►みん e , みらい こくみん * サ々 -? かサ 4 も。 モ 。し ム ► ひつ义};' い/- 

巧て をれ が 貼が とみが の阔战 の 巧 値を 巧を みことを、 四ぷ啦 巧む 中心とする ことが •的 典で ある。 歎 



+ 鮮灼亂 速が •ぉなる お 斬の^ がに 遇ぎ な レ やうを ものに 依つて 强 削され •歡紳 されて •自强 邮に獨 
躬胆齡 を もつてむ る^ 恥に 赋て •喊 族の お滿を この やう &勒 いと ごろへ 引上げる とい ふこと が不 W 睹.. 
でを るを どとは 考 へられない。 

王 口 ろん みム3>^ さ々 b を 1 一 J な A 4 二 < をい ぶ U よ 1ム ^3ザム 

勿辭 この 化 族の が 洒を巧 ふとい ふこと に 助して は、 闽 巧の 憐^な ブル ジョア 共は 恥ず す 滿を表 おす 
るに 端 ひない。 彼等は ffl もがらぬ 載ぇ 巧らぬ 職畔で 斬う おふだら う。 r それは まこもに お || な こもで ぁ 
る。 しかし をれ は、 肿 らく 和 可能に 鱗る であらう」 と。 强辩 な邮寡 概念を 枠を ね ブル ジ 3 T 職 絞の f お 
ひを うな ことで ある。 をし で愉 らくこの ことは， ブル ジョ 了畔 むみに とつて はが W 脂で おる に 巡な 

わ わ'' {ちい*- 一れ ムミさ かよ >3 巧 レ けんた 4 ホ 至-を 占う〜 

をい。 し-^し斬々は， こんな聯級の連中にが！ つ辭へたり， 溃1^を叫いたりする載持は毛頭粹つてゐ 

た。 縣が f び & る i おは豁 でぁ-‘？ ミ 於、— 繁忆 In む ドィッ 轟聽忆 i 」 て i に i 

ろで ある。 

こんを 同に P f W W ；； 壬こ乂 みん ぶ々 は， 一ち ホ V - とく す も か かいは 3 

ブル ジヨア に 今 何が が來 ると ち ふの か。 おしか 蝴 おを この 强圾 的な； 蓝憾 から おひ 且 C ' 解放ず るた 
めに、 一が陪が解げて了ルコ—ル巧换の^ひを邮始したとしをらどうだらう。 司^ロッパのブルジ哥 
ア 聯^が なし 棘る じとは おに 钻を 癖り •ぶが とりを 兒张 ，をれ からこの 戰 ひに 針して あ 抓の な嘲獻 を' 



J お A 

f A ザ ミ > - 

妃 める ことぐ らいが 閒 S 山で ある。 

較れを 郎齡の 前 脱 

がに 徽 がの ことに 敝て锅 へる。 

みんで 乂 こくみ け 5 ぃ C け ゥしム I く ミ t みん が V そ*、， じ/ •た i ぃこ 化 i で 丸が. ’ ，わ レ ホつ 

巧族幽 茜^ 敎宵力 針は、 口贼 を先づ •巧 族 0 极れを 肉 禮 だ 巧 成ず る齡に 問く ことが 大切で をる。 化 

材 ムわゥ 古で さ けク ぃく けさい がよ ユけヴ ぃ < 登 さ 巧 a じみ'? 

づ蛾撫 だ。 知的な 敎 おは をれ からでょ い。 孤 抱の 擊秘敎 宵が 巧つ でむる ょり 遙 かにを くの 牌 四を K ポ 
t ッ のために 御いて， みの 师 化を 癖 ふべき 少 に， 健を な闷 撤を與 へて やる とい ふじと がが 決 魅で 
ある。 瓜って が 來の閣 新が 義稱 1? が， 野驟 的で 下が だと 郎 してが けて むを 斬 脚を が 恥 げられ てょ 
レ ばかけ か、 皆ろ をの 俊れ たみ 載^ 神を 壌 ふんから 暧颇 して 燃る./ きも Q である。 この 興猛化 敝をス 
ポ——ソ は 斬らく 化の が 仙なる スポ！ ッ も、 をの 離 规な攻 赖亂 の^で 一二 巧を 避けなければ むる をい" 

SJ ^ を pA も S モ こも ご * か、- し* り 2 U げ だ 穿たい た 3 ‘ ちな 

健 藤た 敕お捶 が 今緣田 化 がに 磨して 行く をめ には、 截も 激しい が 瑕に 刹しても 耐へ稱 ると とを 稱ば 
ねば をらぬ。 脚なる ィデ ホ。 ザ ー や 11 の 俗に 巧つ てぬる 「齡祗 断な 脚 ホ」 にと っでは、 祕 のこ S ホ 

ろゥ 巧 U らんけ 5 み し 、いわ しムジ ホ しん，- に 夕 し Af ぶ t ぅ々 い 

娘は が だしく 亂 載に 化ぇ るか も 知れめ。 しかし 献肢旣 ぷは平 gs ; 银美ぷ や、 み 瞄施郎 がの. 集啟 をを が 


する やうを せ 事には を照驗 心を 辟つ はゐ ない £ だ。 

若しも ド イジの 邮 i 瞄銳 が、 載 棘され を； b を 作 船の 化り にが 劇で も おはつて りた なれば、 怖らく が 

す- たで Sr ムヒも わ 化か 3 も ホん 呈 かく わい A ムみゥ はいら ょみ 

微や 脈を 軍人な ど 的 祠帮を 韓つ瓣 かに’ おめ {ホ 命を 斷巧 させは しな かつをら う。 一败 地に 塗れた 
ミ ♦ミ— を 口 琶ち 4 童 & を レ し 
" H に、 世が 中から おおに されて、 モ化 でも 尙 ぉんじて をの 邮 がに 端へ なければ ならない のは、 駐 S 蜡 

ミ をけ みん e く 2 及み 由 - ごなん 

揃す ろ 掘り* ドイツ 防帖が むらの 丸を 信ずる ことに 蛾け てぬるから である。 まれば ドイツ 0 がが はを 
の 似 おを 取 おす ことに 化つ で K 脚む 離 おを 巧 ひ、 稱 びを ドイツの i 閱 解 たり 得る ことを 伉 じる やう 
な 数ち ぶ 滞を 砸さ なければ ならない のでめ る。 

こ 的 目の のために 稼 W ずべ をは •靑 がへの がお刚 繰で ある。 をれ がが 一 《円槐 だ。 このが 事 狐 練に 
ょつて •齡 職に おしい 厳 味の 就^を^ 込まな けれ ぱ をらぬ。 この 訓 M は、 禪 がに 服從ム 忍耐と 姑 後の 
勝邮へ田聯信を赋ぇつける。 ？^してをのが恥を解の觀がにほ二つのも|^飽带が孤へられる。 卽ち彼に • 
齡佩解 解を 齡 すが ilk と、 肉 齡が結 艦に 適しで ゐる とを ふこと を 示す 艦船 賊睛 巧と が をれ である。 

W f ミ け。 ち み， 3 ミこ 4 ホ. ち 王 レ 円 5 いく で g ちエ L けついと し ミを 

お 上と 同じ 化 地から して •鉛 族魄条 はまた かで を も毅脊 する ことかが がる。 みすの 教 巧の 終が の、 
をして お 火の 目擠 は， 脂來 にがて 化かが がな となる をめ め もので なければ ならない。 をのを めには ち 

. 一七 化 


巧 


， Is 

社 > w ;， に至に 。ぐ 。《 け i レム はウミ ミで * お 口， ぃ* 3 J 

嫩り第 1 が 触 祕な肉 願を 作る とい ふこと である。 をのみ が撤 神の 控が であり •殺を に細瓣 のが 巧を 施 
ずべき である e • 

赋 かにしても かすに しても、 巧 齡恥凉 にがては， 挪 tt の 蝶 避に!； める ことは、 第 こ 靡が な もので あ 

14 ミき だ。；！ 1 : 1 : ., 1 ; : 

何に しで も 强い邸 志と 诀 船力〇 帥 船 > 臟 がと しで 责巧 "を 引を け 虹つ 恥す 輸齡 、これを を こかに 錢ム 
ことが 刻下の 忿辦 である。 今リト ィツが 無 4：： であるのは、 辭 3!^^ が 船 威して ぬるを めでは なく， 强 
5 傲齡が ^ けて むる からで ある。 娘 倒の なお 齡に 觀齡 に體邮 つで； & くことの お 犬 k にを く 詔 諭を 峽い 
て わるを めで ある。^ 0 がく > 栽 志〇献 をして ゐる ことが、 をら ゆる^ 力を 妨げて ゐ る。 この 化つ 
てがると ころは •取す るに 從 がの 教巧政 おが 知 巧に のみを クた转 船に がなら ない ことを， は 0 きりと 
細らを ければ ならぬ。 


最初の 闘爭 

じん- たいしん し 0 じん 

ず チ觀ほ 大衆の ま 人 

影 i 强 の 叢を i しを 一丸 二 為 為二 品 iQSSQ 疆が •まだ f がらな 引；^ に， 

齡 々は 韻り が會の g}% に 化 0 靴った。 

我々 は 旣に躬 一二 阿 0 ル 遊が ながに、 殆ん ど锭銳 ぶを を 離き 做る ところまで 恥 一んで 來 をので ぁる。 

しわし まがが 時の お 達には、 大を おに 一陆 のが 就が ぁつを。 を 化は 卽 をん 衆が 我々 の 難む だけ^る だ 

らぅ か、 をして 我々 の辭 にがを 倾 ける だら ぅかと をムー 補の がが でを つを。 II 带 が％ まつて 斬 まへ す 

れば 、棘は 必ず 彼 を 私の が說に 引きつけ、 をの、 むを 琴つ ことが 肿赋 るとの & 信を 持つ でな を。 

しかし* 齡瑞をるホー フブラゥハゥス へは、 大が齡に如くの颗おが艦到するやぅになつを。 ホーフ 
> A さ ミ ぶ ジタ ゎゎ^ ミ|^^バ 遠 & かい 
ブぅク ハゥス こを は、 思毕眾 なる 皆 蝶では なく、 巧々 と ドィツ 巧 族との をめ に， 报もぉ 殺なる 盘 味を 

持つ 殿 堅と なをつ I をつ を 0 でを る 〇し 

J A 1 



む 初に 「^爭 り 卵」 について、 みには お 糾觸觀 について •をのが からは あらゆる お k がるが につ 
レて、 逐次 我々 の^ 親 は^められを がを 的 挪度乂 おの 數 はが 加し、 燃 心に がを 傾ける やうに なつを。 

をして 語 ii に 腿す る ilai 」 ては、 囊一醉 i 鶴」 さぅな S 驚 fe す ミ 為でぁつた 

聽 載は 兹に ヴェルが ィユ條 約 0 お 艦と 恶辣 職と を！! 論ずる に 至つた。 これを 細つた 私は 触々 のがて 
ル サィ ユ備 & に^する 蜡惡 をな て-そこから 轉 化の、 むに 微く嗔 ひんつ で 巧かなければ ならな かつた。 

f 々み ミサう た-^ 由く C ミす じ. く ‘ ひ ミ い 

閔 おと 同 搖に觀 々か、 をら ゆる か 度から 化で ヴェルサィユ 燃 削を 惜 社、 をつ 杏を してむ ると 苦 ふこと 
を 一献に 知らし める ことは ■故 5 も駐 $關 私から お锁 する に 胆るナ ず 類 だとち ふを へを かちが るか 
らで をる。 

大衆は 次 切で ある。 とは ik へ闕 おの 殿 諭が 城 私的な 11 離に がで 閒述 つゴ & ると 思つ を 時には、 點は 

か名ム こ^;, はミい わぶ は と んム ，い A 々ぶ 追 >と* 瑣 

巧 親と してぶ だ ‘た斟 する 立 掷を觀 るべき であるを 倍 じて むる。 とちん のは， 寸チ赔 はぶを のな 强 では 
ないから である。 A はがに 大衆の 主人で あらねば をら なかつ たからで ある。 

お帖 なの 娘 蝶の 前には、 い 0 でも 於 をつた やうに、 II とは 齡銳賊 雛のを へを おじて むる 维闽 が演张 
0 てね を。 をの じとは おを！： 靴に： 一辦 づけた。 則矿紙 斬の がから/その 獅 等の 巧つて ねる 斬へ を 則 離 


し •をの もい 淵への 丰键 へ、 一 0 1 つ鐵 船を わち T しては!^^ しつ、， 遂にな の考 へにまで、 ホを づ 
けて 來 るには ■いつもた クぷり 二 時 閒の紙 說を納 ける 必齡 がを つた。 

阪の取 牆を齡 齡せょ 

赋 ぅした 賊娜拋 を W 蝶に 挪 船し、 をれ を齡 を 抑せ る齡 がを It けて なる ぅちち 齡は Is る； の辭辭 
な ことを 齡づ いたので ぁる。 そむは ホ づ攻擊 に 兜な つて， 相-がの 賊搬 たる 「殿 駭」 を •わち 賊^鹏 き 
網 して か、 る ことで ぁつを。 この お齡 から おが 「ヴ H ル ヤイ ユ娘 棘」 として 裝臟 をつ けて ぬた 姑の 溯 
辦を 「ブレスト。 リトヴ スタ 燃觀と ヴ卫ル サイ ユ」 と 皆 ふ 工合に 載^し 化。 徊故 なれば ■がが ゲ エル 
サイ ユ齡納 につ S て Ik 說 してむ くに 當 つで、 おの 敵 共が ブレスト。 リト ゲスタ 服敞 •について 辟 端の か 

かな t 5 *， がち こと U 々な を ^ ミ vv た V こうげ ホ たい- 

を 玻 つて 來る挑 巧 现の背 靡を 現え てし まつた からだ。 棘の ヴ王ル サイ ユ條 約に 聲ぉ攻 擊に测 して、 
独 I 小は ブレスト。 リト ダス タ條 紐の 成 部 瓜を 齡げて •黏 を參ら そぅと 企てて なること を 知つ を。 そこ 

を A ヴ 苗 ?づ い か Eh た-‘ け 口'.; け パ ことけ つぃ レん 3 S . ぶ；^ 5 A ぅ— i ‘ 

で 化は がの 漸 りお 脚を 鉛へ ると 共に、 化带 のな 較の宮 巧に 就て 捣 成に をへ たお， おかなる 「打つ て 魁 
し」 を川歇 した。. 


】 A 四 

薛祠 SI ; ミ繫に ミて" 一辦 品を s に麗繫 しちを して 議を麗 する ち ゲ卫ル 
サィ ュ條 約が" 取も 强胆 むる 非 人繼 町條挪 なる に！^ し、 ブレスト a リトヴ スタ 僻 挪は紗 I ： に。 シァに 雛 
して ドィッが が 間の な 帖啦を ふんだんに 盛り げ てむ るかを 一々 齡挪を 卿げ てが を もした。 をう して 

ftr じ ム たいし サ ども， でう 4 -く わつ ゼ S ムけ ，、 < み ホ W な K 占 し， だん ょ百ク ただ だい* いこ ゥ を 3 

おの お 翻 おおが リトヴ K ク鹏紳 を攝ぎ 出し、 だ駭 して 來る 遮を おを に遮斷 しで、 谋想 外の 火 成功を 化 
めを ので ある。 

おは' ダ エル サ 1 祕締難 『化き てゐる ulil はなぃ と惰 じを。 從〇 てこの 邮 |一 に挪 する 独の^ 齡 
は、 集を" 牺 にいつ 典て ると もみら なやう に ずら 化へ をので をる。 だから 抑" は、 この 邮 部が 船は 何 腺 も 
何度も 觸迴 して 巧つ を。 をして を の隨 にが^の 內综を 整理し、 滕 おのが に、 私と 同 総の おへを 为强く 
叩き 速んだ ので あつを。 

斯うし で柴斬 時に が說を 繰り 避す 肺に、 私は ホ 第に‘% 說 Q n ッ なる ものを を 得する やうに なつを。 

這 占 ミ* とら' 5 で. .W しはい かつた， ぶい f もぶ-! でり U > ， 

骑 おの、 むを がへ、 幾での 聽 祭を ま 配す るた がに 必 嬰な 裳 調 や 身 娘り 等 も ホに 人る やうに なつた。 

私は またが 約に 關す る货^ 川の パンフレットを も带 いた。 をして をれ は 巧 刷に 邮 せられて 晚く 一 船 
に バラ おかれを。 e | 初のを 吿の 時には バン ブレット や 新 照を の 他 あらゆる i ほ觀獻 巧が テー ブルの 上に 


避れ てなる のか u 立つ てむ 化。 しかし 備と 云つても 揣乂 は、 をぅ しを •ヘン や巧ぞ のがよりも • 
廊秘 ぉおに 呼が かける 「替 班」 をの もむ にある ことは と I れ なかつ を。 

臟繼 はを &を f しで •驚 S に S のがに f 、 pi かす ことが E る。 聰 &獻なる 
背は， な 初の 槪齡 間に 脚て、 この 抵萊 を聯 捉 する には、 が：!： をる 麟 度が な もも 劾で あるかを 化齡 
に I ‘る ことが 化來 るので ある。 ぶ をの！ 140 如 俯に 化つて は、 輸辦觸 燕に な 己の 強 娜の燕 班を も 鉛 
へる ことが 出が る。 この ことは、 ん I 恥の よく 企て 及ぶ ものでは なか。 

えん どつ 方 だい みから 

溃說の 偉大な 为 

H 船は！！ に！？！！ に！？ まぐれな もので をる。 離 じ臟齡 を' 剛じ 獅鹏辦 がゃゐ にしても、 お齡十 柳と • 
が 紙 =1 畔と ■巧の がと では、 をの 効般に 非常な 逸 ひを をず る やぅな ことが 座ん ある。 じの ことは 觀邮 
がで も お 瓜^ 脱して むる。 ミュンヘンで のをる nQ 人な に、 朝の 个畔 にを は滅說 をした ことがあ 0 を 
が、 モ のがは 邮仙 にお 力しても •い 0 をの 樣に聽 漱を茹 憩させる ことが 出來 なかつ た。^ としては 狐 
して 調子を 下した ものでは なく、 をろ 常よりも 娘り 切つ て ゐた辕 りで あつたが、 到賊髓 をまで 充 解に 

一< 立 



赋 一を 薇す る ことが 裝 なかっ ちがは！ ■なりお 一な s で觀 しち 祗豁に if っミ で、 賢 

^ む馆齡 のがに もう】 が 化 時閒を 撰び， 制斯 私して お 船を しを か， 搞果 はお 娘り 邮 ドと 岡擺 であ。 た 

ぐ と^^ みい ザ* ひとを tAV つし が ぶんし け 3 つむ * 立 ミ 1 

過 狐な ドイツ 0 インテリ 階級の 人々 は、 演說 がょりも 文 ホの：^ 刀が 化に 度つ てぬる ことを ホ聪 する。 
鞋て 私は、 大賊 かに 巧 かれを n イド •ザ m — デの が 船を •化る ドイツの がかが お L€ しで ゐ たも 〇を說 
んだ ことがある 〇 をの 批評-成は 結 輪と してが の やうな ことを f おつを。 恥ち n イド •デョ t ず の奶 說は 
沪挪 っを 1 めて 選な ことを S に i しをまで、、 渡に & く賢穀 もな く •まことに ii 觸 

まる もので おる一- -- U いふので をつ を。 を こで 强は 、どうも：^ 巧し かわた ので、 が 載 幾輔鋪 かの ロイ 
ド ■デョ I チの 鹏說 集を 取り 端せ、 お 成に をれ を檢 討して おた。 をして， をの^に №1: にも ふ^ 淸象 
らしい 大衆の、 心を 巧みに M へる ところの 巧 辦なサ りおが • 臟 雌に 恥 爾 され、 义 なること を薛 則して 驚く 

たい，々 5 し ム * をけ つ ミ？ とゥミ ® ま レ ご 巧 ミ 巧み 

とおに、 をう しを 大難に 嚴 防ず、 い 瑚的做 作の 巧架繳 に、 まるで 觀 のつ かないぶ 古の 批即を •挪 めて 欄 
笑 ホざる を^な かつをの である。 

線 じて、 なを 火を が 非常に 被麗な ものであると ザ ふじと に^ては、 がの やうむ 现 かが あるから だり 

巧 ド じん み讓と •だいう A た を さ 貫ち ミミ ミ* 々 I 4 ょ 

卽ち倘 人が、 不跑な 小-をの 上に なつて、 新しい^ 治述 贼に參 加すべき かどう かを 化ひ淺 つてね る やう 


と tl 巧い ぶを 々いし 山て ホ こ f みん ミ 。ど たい 項：： さなな 口い えんさ 

な 時には •义邵 がが 错神的 狐 濁な に 柿 はれて なる ものである。 をの 人が、 大 曾のを 踞に 人つ て 彼說を 

邮 5 でね る® に’ 周 隙の 人々 からが 乂 ける 心理の is 蠻は賴 めで 鞭鹏 をる ので ある。 しかし 做は をのを 觀 
ひど f み 直 章れ うわ ル も け e L 女 かみ B A a わの 3 ホ 吏 さ f ‘か 

の 入々 に對 しで 一觀 S 同 慷强を 持ち 城め、 次 冀に觀 の、 むの かに 輿 氣も力 もを ホ： しめる やうになる。 撕 
うしお 狐 脈の ついて ゐ ない， むは， 斬らし い 逃 動を 峭々 裡に屬 ずる 幾での パ 5 に 取り 卷 かれて ゐ るかに， 

e ム k し & P て 古 た な_语てホミ& 夕 ► ミ r > 召 みか くつ ミ 

辭衆 心理の な 一 麵の跑 術の 欺， 關氣 によつ て 化を さら はれて しま ふ。 モ うして 銭に 彼は 邮化 ずる ことに 
なる ものな のでを る。 

こ Q が 肆端獅 は、 ホチ娛 にと つて 化 艦して はならない も 0 で おる J 独‘ の、 阔識 りには 嫌 ひない が， 
ドィッ 脈挪を 砂げ 畔 し、 術 等を みを も危臟 にさら し、 觀 I 某 指!^ 的地咚 て^ら 挪 壊しての けた ブル ジ 
3 了の 巧驴 共に よつ で紫蠻 される とい ふことは、^ じて 許して はならぬ ので ある。 


1 AA 

赤を との 戰ひ 

t わん ヴ 

ラィタ チ ヒの記 愈 日 

一丸 一丸 倘 からこ 一 傾に わけて •碱 は撇 T ブル ジョ TQ 倘齡に 邮コ備 する の 齡 韻を 辦つ た。 をの、 おで 

と^/ を 白 V だ 」 夕い はを いま fc つ ホす モ £ と レ わ ホ 

轉に觀 等のを 合ら しい 異彩を 耻 つを ものが 今 おて 記 做の 底に じびり ついて りる。 がは 鼠れ たが、 をれ 
は 「ラィプチヒの 聴 ひ」 の el が 目で あつを。 ミュンヘンの ヴ ダネル ザ f ルの^ 雄で •を 0 H ‘ 蛾る 啟 

艺 ない け 9 じ* ホ々 えん まわ 芒， でみ の でを？ さ W A S ミ 

肠の ある 乂敎晓 の 舘赖が あるから との 廊傅 受けを ので SE 视 けで 巧つ を。 槪 上には このを のを 買叛が 

るら こし か ，も；々 h わ A 》 な 量 はュ み夕 昏 ミめ ザな を IJ S 

孤んで 腰嫩 けて わた。 中 典の 片 n 鏡 化しの 巧を 映んで* おに も おにち 片 n 韶を かけた 巧が、 ひどく 沒 
简 Si な黑 がと 服 殺と をして 麟渺 けて りたので， を醫 のが 樂 が， まるで 齡 かが •化 刑の 商を でもを ける 載 
控 でも あるか、 をれ とも 駿 かな 洗辦 式と 一 おつを i でを つた。 をぅ した 臟肅經 に^しが 化を つたが、 
をれ が 四十 おみ も賴 くと、 撼衆 のかでは をろ-^ 巧 脈り を始 がる ものが 出て 夾 た。 

を レ ミ を aj らミ b しサ にム かわら I ちろ み たも ： なが A まがい つ* 1 ホ 

おの 前に 了度勞 がを が S 人む た。 が带 はが 輪 この ブル ジョァ 速のを 合を 化審 する がりで おかけで 米 


をので をら うが •燃く ずると お磁 ひに 騰 をが 斬せ てせ i ら微 ひを めた。 をう しで ■ =1 人と も掷 かに 

ミ！： 掘を 肿て 賢ち も 基づ 繫 のをし 如を 磬 の 體で ぁつち 戰 すを まるで 穀も備 

もない、 匙の やうな 贫 佑に 媪ぎ なかつ を。 

放を 織べ ると‘ 齊ナ于 IIq 雲は 盤る ゃぅな 讓を繁 てむ ち寶 ©襲は 一して i かで ぁ 

つを ことがない。 を こでは 二つの 撇絶 なつた 畔船臟 がか 漸を祗 らして 離つた。 をし で 脚 IU は、 ブル ジ 
a ァ瓣 のをれ の やうに、 挪 W しい 號 I ： 挪か祕 かで 織る、 やうな をのでは なく、 自銳 の 倘 就の 魄化 する 爆 
發 のな 敎 をな て 篇が閒 おられる もので をつ たり 

t きしょ < i う ゐん か< i う 

赤色 鑑眞 との 髓圃 

譚 q | 謂では、 戰 H 餐黨と 劈と Q 譽 、驚で 隱が 撇ぜら を。 黃备 苗を 離して 

一^ぃと rs を？ て’ ミを リ觀の 離に 馨ん ミる SB ち稳ジ 護と 3 とに 似つ 
て •この 斬 抑への 滯 瓶を 服 さう もしを。 しかしを の 齡’鮮 、•恐 愉と 5 ふ ものを 知ち ぬ规 A り 防辦贼 が' 
靈に冀 Qis & i 」 て かつて i」&iQi 忆擊を 一へ？ て」 まを が！！ でを ミ。 


] 一を 

が舰 こ qIi 心 艦と Q 關槪 を输り 艦って 私る り も峨齡 のをぃ とでは をぃ。 

狀颗 マルタ K ホ發 のが 等 あは、 をの 黨 圓に挪 して •「ナチ 継なん かに 髓 ふな」 と 命 做しを。 城 織 則 も 
被り 巧け をい ことに 秘 つて、 彼 啦の傲 肥を 詰らう としを わけで をる。 しかし 曾ム 3 を 開く® に、 次第に 
^ 祭が がく 蓝 まつて 來 るのを 兒 ると、 をろ*— 氣 にせざる を 離を くな つて 來 を。 このま i だみ、 こと 

ょ 百を だ S た S 星 し^ いち でち*， さ V け 畜 はじ 

におる とが かみを な赞 力になる かも 知れぬ。 これは をの 中 術へ つけて T はを いとが 巧ない とを へ 姑め 
を。 モ じで 腕に 艦ぇ のをる がを 務趴 もむ 魄± が •我々， を 殿り かすを めに 破述 される やうに なつを。 し 
かし si にが 違し で， をの 觀撇 なる i 去が 巡に 船 ぉ耐 探のを めに 叩きのめされを。 叫きの めされた 
ぱ かりで なく、 ちれら の マル タスを 證 がの 中から •如ょり 瓣 A の 船に 阵を がける をを 相な W すに 至つ 

巧い LA 1 -み ホから R 5 t ミ— ホ-、 一 だ は & it ミ ま 

をので をる。 なに 於て マル タス ホ盛游 は、 船 等の 敎 蘇に j 巧の 賭 遵を抱 与」 姑め ると 共に •ナチ 媒 りを 
卽 ならざる 力を 恥め で 詔 燕せ ざるを 棘な くを つて 來 を。 

む し で 5 せう こうホさ も<きつ たんが い 

無視 •嘲笑 •攻擊 •默殺 •彈劾 

これは 4 の指攀 にと つでは お あならざる 琪齡 であ ウた d 何とかが 關 のをを 離 じなければ •厳か" の 


磬 をが はされ るかを？ ミと 賢 一を。 そこで 躬に i つを霸 は’ ナチを 靈 すべし と 

いふので をつた。 

した1|!するには’ "ーパ〇襲陆一〇にも相きく* 一^しかミ’ 磬んと」ても護^賢」 
る もちを つち さぅ と邮 ると 攀啤醉 び舰ジ 盤を 賴护 V く、 器に も 柳し で 艦 ぃ黯蟲 

つ '£*卜*- を** つ’ う こんわ 4 r 击み レ で々 じ ヤ 3 いご 

を 離 じて がを。 だが を 如 も 所 語は、 漸く 狐き 得る ものでは なかつ を。® 盛し 切つ を 赤の 指 尊者は、 茹な 
のが：^ •として* を S 黨郎に k の やぅな K 。— ダン. を かしを のでを る。 曰く 

らさ バウし ヤ V*? し WLA f て 4 は h 巧し や V わわず A * む を 

「塚齡 をょ！ ナチの お ま主凑 のな 動 者のを がに 目を 巧け る匆れ ！」 一 . 

れんた ck， {ぉは) かを a j ろぶ み これ ぶと S け， 虫 4 わ 3 : け、 ：〇 

5 蓮 巧を の關 係に ある 赤 & 新聞 も， ぶと 殆ん ど阅 樣のコ J スを 4 て 孤 先に 堪 つて 來た 
願 S 賢撇 一からは •ナホ i は B に された。 その 诚にほ i 瓣で ぁつた。 ii し？ ぬと 觀 
ムと娘瓣に船麟して斬を。 が觸が齡へをレと5^ると獻微しやぅとした。 しかし到操戴|^^萊ぬ訪力で 

<? こん*! だんが" な ミ 3 でん 

ある ム规 ずると か 度に 弾 翔へ と 力 巧を 贼 じた 

韻は 冀ミ とに 一」 ては 一して II がでは なか ミ。」 か」 載が 5 なる 避を Hw 寶の脱 
遇を 瓣微 しで 斬 やぅと ちまた 阳 くに 狐へ ぬ恕 ぉサ峭 猫を がび ホて 來す とも， « 等が齡 々をが 働 我 
- I 丸一 



完二 

の 駿祖に i 山を つづける 般 りは、 究 類。 勝利は 酷に ありと いふ を 固く 艳 いてな を。 

觀ぅ武 ふ 撇を邮 ふに 如しで ねながら、 城 W には 我 V な 外に 僻 i あとい ム がを 持たな かつを。 巧闲〇 
假謹 などは 颗り にならぬ こと 駭 しい 限 ゎで あつを。 を こで 觀 W はも 於 姥のお 加 口を 駆り、 なか 等の ホ- 
で 平和を 守らを けむ ばなら なかつ た。 Ie 察を の ものを 化ても •備 等は が A の 卿 隙を する 者の みを 助け 

め かち 3 ±1^ - 田い さク たム じよ みへ ミ あ 

で， 賊 A は 眼の 化の やぅに 取觀 はれて ゐ をから、 を おのが 肋なん かは 却つ てこ ちらから も閒 りしたい 
秘 でぁっ を。 「欺と i が」 を觀り Is して ■ Is 々の替 ぶ S がま だ！^ まりもし なぃ 巾から 船齡 させを り、 お 
輕に熙 化を おはせ をのが 普 繁の城 Si だと 做つ てね るかの やぅが つた。 

こんな 疏 焼の 中に 駐^れ を 故々 は、 cl に I 烏ぎ が おきたら その 離 |§ に、 规 W の おで それを 搬へ つけろ 
化莊 をして 描く 必驴を しみじみと 巧 じたので ある。 

iKiS は 船く して 啦れた 

II 破から S ぃ 整を F る S ち ミ £が£ け si ぃ 蝶’ 霸 &i からは 織 ざ けられ 

る 打ので ある。 - 


if 梦あう ii 聽 i な 賢が s 踩 、蒙で s な？ り も、 寶に营 がを il し i る 

と 面’ 觸 ii をが 廳 は’ 震の 龄 i の おに I 言 のびるすな 震 8 CS ょ。 ち 、觸 かに so 

がを 恥へ 挪 ると いふの が 姑の 持論で ある。 

この 則瑜 からして 、韻は 初 0 がを 乂 削の 巧に 1 おがが 瞬に むた 顷 から 个か納 、むを 卸 口が つで むる 
槪 城り みを II めて 「贼 柳臟」 を挪 i しを。 この 诞聰隊 こを は， 抛々 なみを 離る 唯 一 の龄踞 であり， みで 
みつた。 をと 蠻 に、！ iTCS がを こらに 齡 がつ ミる ill クラ プミ かでは な；、 穀ょ證 
のをめ には、 蹲爲の 凡てが、 最後の 化 Q 1 疏ま でもなん で 施す とわ ふ 拙い 辄 をを 祝つ たと ころの 「關 
听 ずる 染邮」 である ことを、 沉く 筑户に 知らし め やうと ずる 蔵圆も 亦を まれて ゐ を。 

siQ 離に！^ ミ、 賢を S 鹽 K 懸し 難し 薪 ゃうな ことを i ぃち f ち霸 i の S 

を嚴 i したを， 视^の 瓜ての 知 諭 も' 邮 れ を智鹽 も、 九が をれ を鹏 しが 謹し な£ ば：^ して 
齡醉 つもので はない。 斬 跡の か 顧は 黑に それだけで はいけ をい。 槪 弊の 神と ホを 髓つ てこを 姑め て旌 
の Ivtm が^ I 本 るので ある。 —— 辦が嘛 う lio 化 時‘ 臟 I 寸隊齡 の蹈は 伽と を ふを A とした 輝きを 把 かも 
ことで をつたら う。 巧 隙 J 獄 の 觸 II は' 微巧 0、 むを このが 尊の 上に ホ 州の 船を おて" iA させる ことが 

J を こ 


一 化 凹 

卽來た 0 だ。 

艦 等の ひ 振り， をれ は異 まし さを Q ものでぁつた。 诞 等は 我々 の 斬 鞭を 祕僻 しゃぅ とずる ものを 
がかけ 際すと、 狗 丸の やぅに 職び ついて 巧つて、 離 ふ 心ず を體 の點瓣 さ於说 て、 挪 おを 邮を鮮 せる 鼓 
鹏 つを。 II 等の 如には、 撫 W の 神 戦な 使命 0 ことのみ がを になつ でね て、 鱗ゃ邮 の 犧献 などに！； し 
ではを 赃考 へて： ^ やぅと しを かつおので ぉる。 

一丸 二襄 案には、* 賢 is は g 賢 i をと。 賢て を。 をり て ミ SQic は， 冀 

の齡敢 をる 翻 ホが 肥 百 人から 成る が 嫁に を をれ、 をれ がまを 笠に ル さな 於 駭に區 解 まれを。 

を こで 耽は、 この 閔 i ま壤 を 共と 斯嚴 に臟ふ 同を 0 ために、 をのが を敏 数す る!： かの 穂 驚が 必驴だ 
と考 へる やぅに なつを。 駐は 乂臟卽 後、 ベル y y もを 前で 權 はれた マルクスを 溝を の 一大 示威 運郎の 

うけい ぶ だ f を 旨 わ， を ミ ( ミ をを サて f わムミ ホル 捏 け 

光助を がか 化しを。 あの 帖 、をの 峽い 王宮 前を 埋めつ くしを 赤が •赤を の 離 茜 •燕い 化 —— をれ は 如 

ホ 晕 れつ * だ ホ 資 I 

仰に も强 列な 倘款を 喚起ず る 力を 持つ てむ を。 

をの 後-九 二 〇巧毅 、マル タス お 速 もは、 まだ 搬 にょつて 斟 皆され たこと を 知らな 5。 觀 等の 畔で 
をる ぺき ブル ジ 3 ア^おは •辦を 解る どころ が、 お 早 彼等に！； 抗お 衆る 殷 心さへ 持が はを ては ゐ なか 

X 


つを。 

齡 ドィッ 麗は腎 震で」 ミミ & る。 をれ に 皆 hMV はが 一と 麗と 一」 い ドィッを がみ 
趴 すべく S を！！ めを S だ。 をれ が 一に 1 T が マルタ ス穀制の嚷| に り 一して 1 ip も i 賊に 
も邮 らもべき 搬 には •この 編し い 贈 喊を齡 象し をければ ならな かつを。 同帕に 我々 の 闘 鞭の 麽 ぶを も 
觀 はさなければ たらな かつを。 鹏ザ i を熙 なる 臟や構 燕の こょ だけ だと 齡陳 しては 不可ない。 火 衆に 觸 
觀 し、 が！！ が 邮 仰 をる もので あるかを 加つて， のる 人 A には、 この 雌 伽 0 张繫 さが、 ょくなる がで あ 
る。 诫船ぃ 襲が 啟觀 のがを 磯へ！！ をを ば、 船に をの こと だち ミ觀 一の 雲に 姑き なが" と嚇峭 
をが 船 へられる ものを のでを る。 ‘ 

か y じ たん じぞ 3 

鉤十字の 敲化 

獅 T ナチ 搬 Q 讓を 做る となる ち體 品を 一觀蒜 が鮮 ミで 皆。 磬は 願に 驚は 藤. 

でな たけれ ども、 お雜 熟と して、 なるべく 皆の 考嚴 した も S 、 軒から 蜡び W しを かつを。 こ のぞ 数の 

霞の 野ら は ' 一4 ヴ を 一一 か、 を ともをを 蓋？ 纔す るを G が ある 吟 

一丸 お 


互 < 

斬 みないと 化 0 た。 果して シ d ダ ー ルン ベルダの 鹏斷释 が、！： 做に ょくが 來た願 案を 持つて 恥て 化せ 
を。 これは おの 藻' と^なり 歡通 つた もので あつた。 を ど 脚つ を 拐を 持 0 を スゥ K チみ (お 十ず) で ■ 
白い 熙 をが つて ゐ るを f なム齡 が， おに 滿 をを 熙 へな かつ 化。 

贼麗 された さまぐ Qssi から、 を a ま、 驚裝 る ミは なかつ ぉ？’ ？ 麗を義 

f rc * と ち ミ け 7 ら つ ひ こふじ K ニ ミ _ミ ニ S ち |" 2 一， > L 5 な。 
みの 巧 度から 解 おしを 結果、 遂に 今 H 使 W されて むる もの、 卽ち 赤地の 贼の 咕央に 白の 帥 

ft が ミ たろ 4 ゴ じ ち 田 なた マ 3 Aw とづげ すわ* ご占ム I なな ゴ巧も 

を 描を、 その 中へ 照い 鈎 十字を 狐め 蚊い を 脈が 出来 上つ をので をつ た。 興が 瞬 員には 骑に •同じ 圆第 
の脈龄 がが 败 された。 え ミュンヘンむ 批 。職 フス 奶は載 乱が i 川ず る タタ ルを 作り^げて 來 を。 

> 5 じ たな ホ わホ{ ゎわ{ を 萬 レみ、 つ >ゎム ミち. 

聊 くて 鈎个 ザの ナチ 殺 破は •配々 の 若々 しい 柄觀 をの もの、 やぅた 化を 抖 で、 一进 ip がの お， お 
めて よ 衆の におき く 潮へ されを ので ある。 

U を つい れ な* つめい 子 A 公た ホん々 われく 夕 2 ミす し ザ 左 i し 古 4 § 

この 赋に 就て 一應說 叫を 試みる なれば， 魄の 赤地は 我 A の 抓な 的な 社 か 思 抱を 表は した もので をり 
狗十 和は T リアン 人の 勝!： の 闕爭を ——、 か 义に賊 ュダ卞 人で あらぅ とずる 狮村植 的 & 仕那の > 隘 おのた 
めの 齡 乎を 祭 扱して ぬる ものな 四で ある。 - 

一丸 no ザに がつて からは、 报私 我々、 は 一遇 一度の ながでは 娜齡 來 な； なつて 妒 た。 そこでぶ ひ 


抓つ て i に 二 IQS を i < こと y 靈」 た？ ぁる。 isi 磬？ w られ をボ K 夕ふ 誌には 

パが， 誠!^ した。 ミュンヘン C 脚では、 どこ へげ 乃ても 我々 の 啼を閒 < こもが m 斬た。 をして ミュン 

ご 野 嘉靈 も’ II に瓣 がな 霸 にょ ミ ー 聯に齡 たさを ミを つち 群は 脱に ミ ュンへ 

ン にがけ る娜 ^な疲 ょして， 自他 典に 楠 許す ものと なつを ので ある。 

解が 關 まつを) 丸ー ニが の 1 巧"|^ におく、 ドイツ 並びに ドイツ人に とつで 迎に齡 火な 牌 錫が 化れ て 

* 打ちよ ぶた -0 ロー b 一； ム 5 だ ミミ ミ ザい 《けた 

巧を。 をれ は 後の 化 まで も 祕 々0 詔 瞄と碟 仲と を ホんだ 脂慣 编轉瞄 でを つを。 n ン ドンの 命令は、 ド 
イツに 僻に 一千 磕嚇 マルタと を ふ 天疋興 喘^ず の齡瞄 金を ま挪 へと 贵クて 來を〇 である。 

娜械の あちらこちらで この間 臟 について 一梭 にげ 劑献 がが 叫ばれを。 ミュ y ヘンた がても 典 同が 飯 

ft ぶん クム 43 ホな ごく みん おんた ■け らサち し！* 巧* ミ 也い モ ..1^ ■も 

を するとい ふやうな 喷が なつた。 み祇 しを 小規 隙の 闊扔閣 臘 や •黎概 をの 赖尚 贈が、 それらを 郎赖化 
しやう として 巧を 巧つ てな を。 しかし 强 力な 睛觸 がを 缺く 齡； 等は、 だら-^ もして ゐ て、 一巧 進 妙し 

げろ »» L ょ 4 いた ゥ an Ah 白 K ク だい サんが 去夕 V 

なか 0 た。 1 方 ドイツ 〇义 をな 訊盼激 はがを して ゐ たでを らう か！- — 彼等は との 鬼 义な金 鞠に が 蹈 
を おかれて しまつて、 が や撤議 をし やうと ずる 齡 おず らも 巧つ たかの やうな 妮聯 にを つを。. 



化 八 


度い しかう をん ぶんたい たいに る うん ど 3 

赔 償金 反 對の大 示威運動 


1 丸 一 


なん r 写 C ち けちい を タウ 

年 二 巧 一 ぶ に 私は 诀 をを 喪 求した 0 


をして 私は まる 


だち*‘ t , 《ゴ > > る J 化よ で- 

日陆 たされた 後、 やつと 柯 をを をに 


すろ じと が^^を が、 をれ は垄 く撒雌 撰挪 をる もので あつを。 割顽 程は 巧 おを 圏ら してし まつを。 斯 
くなる 上は* 瓶は 殺な みの 錢 歳に 依つ で* 大 を^ 恥 離を 起さを ければ をらぬ と^ふした 。最早 一刻 も 
締識 の川來 ぬ端辦 であつ を。 モ こで おは 二い (が幡 日) の 化かに， ポスタ ー へ使阴 ずる 灾 巧を タィ ビ 
ストに巧をせた。 をれから爪4賊硝柄觀にツィルタス 。夕01ネの感|^を|£りてしまつをのであつた。 
この ツィ ルクス。 夕。 1 ホな パ おの 號 々にを •齡 りに を 齡が瞒 ずぎ て、 と、 だけは を だ 一 胆も利 巧し 
を こものな いもので あつた。 

ホ み ■ たなと つ 3 :^ た 一 ひ S V . た S ちかり わ じうよ ム け， i わい ゥ か 田 

或る 煎が で、 ナチ 終 突巧綠 は、 こんを 晚 いを 觀をあ 効に、 をつ をが に 舒戒し 巧る だけの 大きさには 

> ぶ > をゥ 丘 a e ザん ザムた々 Iff をく を P さ レょ ゥ 

なつて むな かつた。 狐つ て おぉ 0 お 謹 などを を^ 脚み にが 來 をい 嚇 A にと つては > このな 踞を使 W す 
ると レ ふことは > そのこと だけで 做に 一游郎 であると ミつ てょ かつを。 —— しかし をれ はを の 悼の 
W だけの 觀 へだつた かも 邮れ なぃ。 な艮 。に 至 0 て 魅は， 鱗 5 顯 所ょりも 族ぃ 巧踞 のがが •騒" ぎを 遊め 


をり なんかず るには •辄 つて 奶邵齡 である ことを 知つ を。 

ボ K ター は!； 斬 凹つ て 僻を。 しかし 腹がず るを めには、 木 罐日一 □しかを かつを。 しかもを 0 り は 
瓣 から 禍做 禍が啦 つて ゐ た。 條化 はずべ て 不利であつた。 私は、 ことにょると あ S 彼い お 離を 一 柄に 
することは^來なぃ のではな ぃかと鑛じを" をこで赴は更に肥1^のリ！フ レ ッ トを知紐ぎで即挪ミサ 
を。 をして をれ を •船い 臟辦 をつ けた 船 恥に 持を せ •十 人、 十五 人が ぶ i トラック だ瓜乘 させて、 •得 
邮を 叫び 挪 りながら， 斬 船 撒いで おる やぅに 命令し を。 

卜 J ラック 除は & を 移さず 化 動した。 を こそ、 マル タス ま骚荐 なかの おがな した、 殺 初の トラ ッタ II 
船で あつたの だ。 ブル ジ ョァ 腳 船の 人々 は、 じの 釣 十 ザの^と 嘛 章で 桐を された トラ プタ^を 化て 仰 
煎した し •共 獻勒雜 鞭 共は •蝶き i らして かつた リ！ ブレットを 搁んだ を 振 P 上げな ポら 、「をを J 
を撤！ を游 びせ かけを。 

わ .£ ら しやう 6 

お \ 我等の 勝利！ 

1 & い 二な 、气ミ 看 ^^，なザミ まで > でんわ ミ/、 51 ミ* 

での 乂 をは 八 時から 開かれる こを になつて ねた。 おはを 縣 から 十を 閒樹 きに 遍 鞠で 刻々 の 報を をを 


秘のセ 時 には まだ 充が のん* 踢 おとは 一 K へなかつた 〇 をろ < 私は 娘り 出した。 しかしを のうち かが 

す •へを 脈 鱗 S 濃が が！！ めた。 八？： 九潑 にち 船に® は g ： 梦 一二 衣り を f し •繫豁 
にはた 茲な 繫が磬 Qf を H つミ ると f p < が 柳た。 

八げ 二が に黏 は符骗 たる ッィ ルクス •クロ I ネ に到带 したので あるが •をの!^ には まだ 驗 しい 
が 抓が を 職つて f 貝つて ゐ た。 

^ ホを のぶ 义 なを おへ おを 蹄み 入れた とき， おはな びの ためおが 地に つかない ほどで あつた。 六 千 
人に：! る お 衆が ギッ シリと 齡紳 めに なつて •をれ がまる でち 乂の 拖禪の やうに、 私 S 前にが た わつ て 
ゎた。 惡 々この 默 策を 前に 瓣 li へ 立つた S •おは 辦 I ： に热 T の お 利が 獻 きな ものであつた かを •叟に 
I ? たに おじた ので あつた。 

? 懿變 sis 繫 il につぃて 羅& めた。 こ Qi & に 二 I 避 QP に梦て 

辦 けられた ので ある。 おはこの 駭 しい 臟 おの 峰へ > ぐん-^ とが 一り^ を おみ 送んで 巧つ た。 怒矿り 
辯であつた 〇 をして 一 畔^が じは 糾 化る やうな 拟 手が •斌ぶ S が巧齡 所で 起る やうに な 0 を。 弘は完 


f 


々ム 晏ピ々 f こ & を 若 ミ よ チ i r ミ f をし う な こし A , 

をに 搬 おの 松に 岐ひ 我み 糾 たこと を总硝 しを。 乱は 巧に 說き 進めを。 をむ 中 •渡棠 は 袖ず する こと も 
就れ で、 をの 觸 いな 場， がかを がつ たやうな 講 けき にを つを。 この 臟觸 な艦默 は， この 日 このな 親に 护 
合せた おなれ ば、 把して か 禪轉れ る ことが 出來 ないで ぁらう。 二 解 制 ホの 後 おは 舱 說を辩 つを。- <々 
はシーンを跳まり歡つて友を。 が齡て旣に破の獅撇が贼〇たことに氣がつくと、 天がも鹏れ觀ちんば 
か り の 恥 乎と 喃 一^が^ き渺 った。 をして 齡^ら ともた く 瓣瓣な ドィッ 械軟が 也 咽され を。 をの 能 规 
に 如ら がは 閉ぢ られ をので をつ た。 

齡は酷 福って， 端 澈し樹 けながら 齡 って！： く 城！^ を‘ こ 十が 關も 化徽っ てな を。 限りない を ぴが瞒 
の 中で 接いた。 

t は中わ^|{ をんで い ミホ.！ む レ ご み > J »气>请が、ょ ぶぶ间 ■もんろ 巧 

思 早 我ぶ のが 僻は 經 刹に® 誠ず る わけには 巧 かなくな つを。 この 日のを 合の ホ 舰 巧が 巧に 幸 孤に 

b で 卞 で J 5 : るい 巧 一 る W 乏 長 『で た. 一る い r * it * も S ミ 

なまれた ものに 過ぎぬ 么化〇 て ゐた迸 中 も， が 二 阿 ’ r か岂 阿と こ 0 同じ 巧 端で おおを 備し •をの 巧 叙 
に 飾岡檢 のが" 職 巧 禪に齡 つを 碟 贈を 巧 殺しでは、 遂に むらの 考 へが 脱 d つで むた ことを || めねば なら 
をくな ク たの 巧。 

一九 こ 一 倘の熙 になる も、 狐 W の 斬 销は週 二邮 から 111!^ r 飛 盼 しを。 をして をのが 摇 はを のがみ な 

二 of 


+ f 扫二 

ツィ ルクス •タ ロ！ みを が阳 ずるの がわき まりに をつ てし まつた。 をの お 柴^々 は 益 A が 恥的聽 おん 
觀郎 とを 臟 仰す 為 ことが が來 をので をる。 

t じウ み お（ でを まと ミ かれ 6 ii 占 4 こ ダ し 

この 带趙を 化で 我 A Q 敵が がぶ 輯 はを か ウ を。 を こで 棘 等は、 かにして 破嚇 して 獄わ をければ •が 
宋 に 了へ なくなる と賓へ 抓め た。 をの お始めが 巧 議± エル A ルト •アウ 卫ル带 件で ある。 つまり 彼货 
の 味が である 在 ル A ルト •了ゥ 玉 ルが 佈 おかのを めに > 鹏 ろ 夜 艦砲され たと 五 ふの だ。 をして^ 人が 
棘り に 則く!！ 走した ので •をれ が* 何 おであるかは 剌ら ない- ^ と 岩 ム〇が kl : あ卫ル パルトの 說啊 t で 
ある。 然るに肿曾酷#;||の啊閲では、 堂^^もこの城がこモナチ觀岛に船ひなぃとお摘して斬を。 

をは 彼等が 私 腿び ナチ 城に 抓して* 思 綾の 試みを 船へ る齡 癖で あつを。 栽は ミ ri ン ヘンの ホー フブ 
? ハゥスで S する £ にを ミミが、 ミ髮 ？？ 襲す ると がふ fife しで 柳た。 

はっ 

二發の ピストル 

た 二-’ C ナこ で 叫 た J SF ぎ 一う を、 る； ぞ すで をム £ ► も— 山 a み た 心 L ふげ f 

お 夜 八が かしがに 祇 はが 驅 へ到满 しを。 を 搔は旣 に縣貞 であつ を。 が 論を の 中には、 吸 A を碟 がす 
る 和 順を 擦へ た^がが k 剌も 这んで わる ことは 判つ てゐ た。 を こで おは ホー フブ タウ < ウスへ 薪く と 


わ, おご t . た 名 SHr ミね ム れつ ■ ミモろ , i き！} > ぶけ ん ミ 

むちに •黏を 巧ち ぅけて わた 四 小 お、 六 おの 突が 隊 月を 鞭 列 させて 一場の が 敵を 巧つ た。 r 今嚇 こを 君 

たる 今み 化る しん れん はつ «つ ミ ♦ V 巧 レ、 つ》 か* ミ 忘 V 巧 己* 

鷄がお 謹の 信を を强辄 すべき おかの 機を である。 死んで 據ぎ 出されで もしない 限り 絕對 にこのを 巧 か 
ら出 ては ならない」 と纖^ した。 a 自身 も 飽くまで か 巧に 頭 娘る 〇 そして 狱し も!？ 速の 中から】^ で 
も蜡病 おを 化 化けが した なれば •をの おからを く^ 巧を もぎ 取つ てし まふ •とも ik つた。 これに 
おして、 恥 菜ょりも^ 僻 か 力强い 「ハイル！」 の S 喝が答 へられを。 

を々 おはな 場に^つ てかつた \ そこには おの 献巧 ハが 手 Aks いて 待ち受けて ゐ た。 拋 薄の 鱗 獻に燃 
えた 脈は】！！： に 私を 脫 みすへ を。 をの 數は 谋祗 ょりも 遊 かに 多い もので あつた。 ホ I フ ブラゥ— ハゥス 
はピャホールである。 だからおのが縱は、 いつもそのホ|ルの齡にテ！ブルを进いて， その上にぶつ 
てな される ので あつた。 をの もい つもの やぅに 私は テ！ ブルの 上に が tb てが 說を 棘め た。 

おの^の?がには> 鱗が幾酪まりにもなつてテーブルをみ領し、 ビール^^^みながら化を化沒めてゐ 
た。 徙锥 はまと して マツ フェイ： し 巧 や、 クス •テル マン •イザ リア 等から やつて 來 たお!！ らし かつた。 
棘 等は ビ— ルを 飮 みながら 巧みに をの おの 下に •禪 丸と なるべき 空の コップを 集めて ゐ た。 

碱 の® •に i してち 嚴 して ゎた i り 齡んに 襲の 賢！！ きた，) かし 磬 ミを 11 し •職は 

二 Q ミ 


’ 二〇 四 
抑へ つけて 搁 ^を擬 けて 巧つ を。 をし でを の辞强 Q 琢岡氣 は • I , かに 邮 "がま M しでなる やうに 齡 はれ 
を。 をのを めに、^ の 指導 制！； がいら-^ し！？ しを。 廳 々で ル 醇峨を 作つ て ■何 祐か巧 打ちが 臟 まつ 
を。 私は を齡お 敵して、 艦 等に 鹏蒂 の 隐を I : へない つもりで ゐ たので あつがが •一寸し をは づ みで、 
心理的な 誤りを 化した。 をり： 首 I を 化いて しを つて わら、 粒は しまつを を 1^0 たが •もうで I かつた。 
がつ てれを やうに 啟が赋 ホつた。 をの 觀齡關 は •職に ひどい 願ぎ であつ わ。 突齡 の 韻が テ！ ブル 
の おに 盤 上る と 「自 山！」 と 恥んだ。 をれ がを 励ら しかつた。 をち 部搭を 離が 齡雜 船と 似した。 コッ 
ブが飛ぷ。 ^打ちが姑まる。 觀でのおが巧れる。 テーブルが瑶れる音がする。 

をの かにを 0 て、 私は： なの 化 におちながら > 烫 離 酷 郎の齡 II 斬 職な 顯鸦 おりを が 守つた" 拋 
尊は 狼の やうな 勢 ひで 船に 飛びつ を、 ちいつ 等を むちの めしを り •操 化へ 迎 放したり しを。 あ々^ 
0 なには、 化に 盤れ てゐ ない 者は】 人 もない とを つを お橫 だつ を。 私は この 峰 始めて、 むの 摇 から 奥が 

麗の戲 IqI さと ii さ忆 かたれち F 避 C 驚を ミ 辟ら 媛 か 龍 V こと 折 如を。 婚 

へば 赋 の^ 货なあ ホリス、 親の | g 将の渺 •帯 ルド ルブ 。ヘスを の 他、 何れもみ に邦臟 をれ ひながら、 を 

， < つ をゴ レ み. rts < 6 と f ロムた ゥ L で ホ 

に师 する 處 なく 死に 每に 做いて おれを 人々 を 木 殺に 細る ことが 出が た。 


二十 舶^には、 赦ほ ぁらかた 掘 かへ 追 ひが とれて しまつを。 を〇數 をる や 我々 の 靴 か 凹ぶ 十 人に 劉 
lt 、 窗にセ' 化ち^^?もの祭|^だつをのでをる。 

S 0 QW がから 二齡の ビ K トルが 掌ぎ れて肿 た。 その 齡 ち ii 解 燃り の賊ジ がち 政 
に飄 みぶ てる 觀 にし かかを なかつ を。 な^な 射ち^ ひが 辦 まつを。 をし で 二 小 化み の 没には' を- 躁こ 
を 船 W に歡ら されは しを もの \ がび がの M 簾な 狀 艦に 巧つ た。 をれ を^て* この‘ 帖 の識駿 ヘルマン 
d ツセみ は 『ょし、 |5"|1 を 織 粉す る。 k 生碌 言」 と實宫 した。 

歸は牺 び た聽に をて、？ i りまで 瓣 しち 

われ^-さい ミ V を ザム ころ わ* よん け.！ すつ A 5 i ょ 巧 ミ の' ビ オ > を 

齡 々0 を 合が i 元を に楷 つを 質に なつて •物 A しく 骑賴 しを 務披 副署 按が乘 ゎ 込んで 來 を。 をして 稱 
キを 銀げ ながら ^ん だ。 

「このを ム S は 解 船を 输 ずる！」 

恥は この 邮 1： にも 除の 我け をわ歡 人と、 をの 典型の なな 祗 がに、 ml はず 料 笑せ ずには ゐられ なかつ 
を。 とまれ このを" 齡は 我々 にと つて， いろんな 设窮な ものを がしを。 我* としても 相い に 殿ぶ ところ 

わ At ゴホ P われ 苗々 ， け 5 くム な 4 で ム ホム ちが _ > 

が ぁつた。 しわし 煎 A のがは ょりな 上に お A が 船へ を 巧 訓も蹈 前に 妊 じたに を ひを かつた。. 

一一〇 山 


s ホ 

‘ 我が 突擊隊 

• 觀齡お 隙は が龄し ir ナ 

、 こ I た • b ク ごん ゥだ 5 こ <2 2>5 す h ま 》 I も 0 j 1 •く C ，しは てヤ i 

一つ 〇闽 ぶの おを 時化と 云 ふ ものは •をの 闽 私の おな の 水準に ある あが •をの 関の ま賦 おとを つた 
脾 にの み辦 はれる。 

こく も W つてん ♦一 01^ て 貪 お ♦ 巧*. と* こ ぐみん a * ち々 - A ム V 乂 ミ ( i わク た I さ 

i の龄展 がが： 常 的な ホみ を觀 ける 時は •それは 願 おの 中の 中 厮帮の 巧 力が •平 おを 保つ て わる 脾で 
ぁる 0 

こく 4 ナ わた 4 « た Z けム— 5 U るく ぶんし .ijcs く さ 

闽 家が 衰退の ホを 辿る のは、 をの お 力を お恶 のみ 子が 巧 振した 時に 限られる。 

さて この 中閒 辟で あるが、 この 臟 おの 人逮 は、 攤等 自らの 中に 何等 指 巧 姓を 持つ てわない もので あ 

> 々ち ミた 产 51! ふ S な ♦かん モゥ ミ しす 占 S レづ はク S ら 

る。 兩 極端が 相® つて わる 閒 は、 この 中閒 巧は 巧ら をお觀 薪と 考へ るが •巧れ かの ぶが 勝つ て 彼等の 
上に 路ん で來 ると •わけもなくを のぶに 縣 いて 巧く ものである。 お蕃 のが 子が 勝 柳 おとなつ たが 么に 
化ふのは化纖であるが、 圾顯のが>^が勝クを時にも、 於てんに獻游を試みゃぅなどとの氣持をなさな 
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た レかん 2 ミホん まし おせ もた 4 み毫 つか > > サミむ じん Uw ミし か 

ドイッは 大齡 にがで 招蕃 のか 丫を九 ホ 鹏踢〇 豚と してを つてし をつ を。 を 0 結果 ユダヤ人 やお 鹿 主 
逆 もの 搬が ドイッの 政 柄を か 巧る やうに なつを の だ。 プル ジョア は ユダヤ人と ホを 經た乂 祭は 共齡 
が 憩の 柿稱 となつ てし まつた。 

この 恥に la つで 戲が ナチ & が ホれ たので ある。 

ナ乎 i は ブル S ァ SQ やぅに 「 i おを ii ずを ことを どは 議 IV てな たぃ。 14 でも f 
しい 賊族规 解を 獅化 せんとす るの が y 驗で をり 理想で ある。 

W わ t ろ * 、. しム5.^どう 39 しか J ■き レムて ♦ if うげ ム ろん 

この 若々 しい 血を 掉〇 を新鑑 動は、 削 掘の H から， をの 瑚粧 は觀神 的に 聚现 すべきで はを るが* 狐 
助を 防 節する を 船と しては、 肉 晩^を 般 力に 類らなければ ならめ ことを 飼い 倍條 としで ゐ ろ。 

くわ こ わけ L ミ をけ ふ S ;巧 く * か；； く だ ふ レけ だみ けいを 

過去の 歴あ〇 中には、 新化脾 にぶ 脚す る 化界が 服の 逆み としての 恐 瞄手撒 (テ n リズム) が > 柩 ぶ 
的な 闽ぷ娜 を どでは、 到 齡^れ ない ものであると いふじとの 辭 がを，、 I 到る 處で酸 巧して わるから 
である。 

現 齡のド イブの 脱 僻は •マルクス ま 莲觸ま 配 斬の 軒に 完 がに 常 慰され でし まって ゐ る。 撒って 郎辭 

. 二 〇 と 


の 大部み もがを に^ 從し てなる。 斯ぅした 较^の 心から* どじまで も ナチ 臟の 信旋 をが しぶで、 をれ 
を 巧 船ず るた めには、 ぉんな 巧 度から 骑 へても、 之!？ の 關 隙を 韶斯 から 自々 "自 芽を •をし で 邮拇に 破 
邮 すると ころの 新しい 鄉 想を W 齡 しなければ ならな わ。 巧觸 する におる だけの 等 かの 稱 ，除を 持たを 
ければ ならを S 。 をれ はがに ナチ 辦 のために お I がな を おふだけ ではなく 、ナチ 11 の 巧 巧 ふぺき 證^で 
も あるの だ。 

えい さぅ io け S たい 

廉’久 なる 笑擊險 

齡鹏 か ホー フ ブラゥ ハゥスに^ ける， 齡舶 i 僻 能は > 邮 "のこの 脈 一を 解 II ずる。 齡の 船き 恥 織が 點 
起されろ が热 に， 化 輪 據は必 輿で あり ■をの 防^ 松を るが 故に ナチ 熟は 谜矿 なので あろ。 

を こで あの 妒 ，ナチ 黨を 守ろ k 知の がごと を も 著へ ずに、 比類のない お敢 さを 貼て 我々 の 敵に 满び 
0 5 て!： つた 巧 新を がみに 記な する ために h のが 綱 磯を 永遠に 绝鞭隊 と 呼ぶ ことにしを。 

辦 一^ 隙は， ナチ 齡む 指載齡 の 命に ょつて、 i の肿 何なる 闊化瞄 腺へ 加现 する こと も I さ 化な かつた 
をれ ら の 離賊臟 做は， が邮 こを 娜が輪 倫では あるが、 掠の 赖化 にがては をく おぶ のみで、 M 等の 力 も 


臟腑も b へて はわな かつた からで ある。 

敗々、 の鴻 I もは* をの 谈 貝の 間で 特殊な 盼巧綿 線を 持 0 ことを も 許されな か 0 を。 ょしんば をれ 
が おのを めになる 巧糾總 であつ をに しても • ^ 々の 等： むと ころの ものは、^ 巧の 勇 於な 陰謀 巧では 
な < .歡个 巧齡 Q 巧が 的な 關 ホだつた か である。 巧々 の 化 案は、 が 巧 的な 隐轿 をが つて •おでこを 
; ^ やる やうな ものでは なく •化に を々 と乂 衆の がに •乂示 城 をれ 0 てな さるべき ものである。 

たん «ん れい k われ { ム でか L ♦，けし やど.*, で \三~ いて ホ L 

巧に 一 觀乂を だけでは ない。 躲 々のぶ 而 のがた る マルクス ホ堯ホ おに も、 この ことは 澈度 的に 知ら 
さねば ならない。 雌ち 將， ドィツが 閒の 火な 初と なる ぺ きものは ナチ 獄 であり •耐 してを の ナチ 媒が 
務 しいな 於 尚 系の ホ 人と なる ものである といぶ ごを を 一 〇 

ウィルヘルム •テル 

|1觀銷船が辦てして齡り游ぃ機獻な龄獻は> をの哪郎が卽^^の値盼を旅^に織^-:^骑ぃとぃ ふ織で * 
ある。 つまりは 啥觀を s ふこと にがつて、】 城な の^ 命が 祈 b するとを ふやうな 敵ん が ホれ 麟な こと 
でを る。 斯うした 倩な は •戌る 闊 おが® 力な 龄制 をの お 一^に 苦る しんで ゐる吩 には •或はが 史的に お 

110 化 


n 一〇 


で 


ぶム 


惡‘ 


.巧 5 . 


ミ ♦い 


辭 とがられる かも 加れ ない。 

をう しを 豁齡を お ム鹏制 おが S さばる 呼が には、 かがを 機峭 に邮ム て脚妨 をを 〇脈蝴 から 觀は うと 
が植 しを^ 離が もれ、 をの‘ 閔 腺から 矿 腺の 的と な 内て ゐる 巧を やつつける とが ふやうな ことが おゎ 姆 
る。 ド/ィッの^大なる訪人が， お4^|な 「クィル へ ル ム • テ ル」 のみで、 このことを^諮しでむるのに 
則 挺へ •この テルの わ爲を U して 巧むべき ものである とする のは、 をみ が 歌を 化し • i り 紙に 値ず べき 

たんけん ；v 去 ，をく.^ ん & 电 ミ わし 曲— て a しん 日ち f 

人閒 たる こもを 截融 してね る； 泌泌 瓣 の 共 お 主 等 S み悄 のみで あらう。 . 

しかし*】 丸 j 丸 年から 一九二 0 年に かけて ドィッは、^ くす る ことに おつて、 网 巧を をの 巧 脚 か 
ら^^みことが出恥ると斬へを化るが|2組觀がをり， をの阐島がドィッ帝闕の破玻"者としてが巧を瓜て 
ろ危 職が 如が にあつ たので ある。 だが ぶは 嫂 おに 於て 考 へを 織つて ゐ を。 ム宏 ふのは マル タス ま统あ 
は蓝 いには ぶ ひない が、 がに 彼!^ が^だけ で ドィッを 苹 命に 謀い をのでは なく、 をを 防 & 一す ぺき常 
の ブル ジョ 了臟 綱が 械 等の 颗が力 もない 腺 病 者の 觸ま りだつを ためで をる ことを 等へ なければ たら 
ない。 ブル ジョア が 描かり しでね を なれば、 マルタ Kill 楽を へそのを 力が おつて 巧 < やうな こも 
はおり^な かつをの だ。 贼 ひを こ i に をせば をのが 密 組^の 持つた 薄へは 叛 かしい ものであつた こと 


がみる わけで ある。 

を ♦な でみ 》 い *置 。う 巧 ころす 5 .われら， ホ C れ玄 

ドィツの ブル ジョ T 階級は > この 恥 にがてな も 痛规に 攻觸を 愛け ねばなら をい。 化 等は みし も 粋ん 
でない 畔譜も にがつて お 載され を齡 命に 挪 して、 がん ど械 等な すと ころな く獅從 してし まつを の だ。 

酿る時巧の 一 网|^が、 例 へ ばフ ラ ン K の棉乂なるホ命凑をるダ ン ト ン や、 口 ぺ K ビー ルやマ ラーな 
どに* をの 時 做の フラン K 励 願が 邸 眼し をと f 於 ふことは 了が お 斬る。 しかし 一励賊 が、 抓 赋のン ヤィ 
デマ ンや、 でぶの正 ルツぺ ルダルや， フリードリヒ • H ぺルトなどの思味を脱治ぶのがに平服してゐ 
る ことは、 何とし でも その 闕義姬 びに 肉 おの 一诚鹏 解と ちは なければ ならぬ。 I けを 解 0^ から 一人 や 
? でを片 づけて 了 ふことは な 易 だら う。 しかしを うして みたところで、 斑ん ど をれ は無觀 である 田 

た 》 これら C ム げん と わは こ L ぶ（ ミけ つ ホ わ十ゥ t 々ミ 

なぜ なれば > がさへ をれば を 等の 人間と 化つ て舆 らう もがが 觀 A をる 吸邮 器が、 媒 数に ぶ斯 してむ る 
からでを る。 

とづ け 4 たい かう b みう 

樂擊隊 の 綱領 

ず チー媒 憐赔ボ 、齡 齡臓臟 でもな けれ ぼ •斬 齡辦を 齡織臟 腺で もを いとぃ ふことは、 がる 賊 にが 


て 取 職な 3 做を 聲て なち ミで だ 船が 讚 脱の I 駕？ 弧て life へて ぉ かぇ 
，一、 斬 i 隊む訓 i はお 隊 のな 穂 準に よる ものでは なく •酱ら 臟 の 淵 m に 跳つて お灣 まれを。 
邮事よりも與卿隊嫩は身礙を概撒に觸かし滯るこもが巧 I である。 を0顧解から^1つて、 お郝に做 
に 荒つ こと もなぃ 抑婚 なんかを 娩滯 ずるよりも、 を 離 や 柔雜の 那が纖 かに お 効で ある。 ドィッ 駒 巧の 

なわ - t ム で ホけ 女-: 厂わ ウく ホ •里 江 マた ゥ 113 いづ I f よ. • ぐんた イ ： 

中に 六ち 巧の K ボ—ッ マンの が 頤脾を 做り k げ得 たたら ば、 必 酸に 燃 じて 你時 でも 强 力なが 機を 齡化 
する ことが 化 衆る。 • 

二、 が事をも齡巧裡に巧ふこよを磁しく|君た。 陳齡もまを‘^§密を觀へやうとずるものもゎをかつ 
を。 化つ てを の規 機よ みとを， 翻 化が に 誇 ホす ろ ことが 則 恥を ので ある。 

麗の聽 を！： C 鑛 がを かつをち 難なる 講 にも 寶と 讚」 を。！} T と磬を I 嚴齡 

も-れつた。 觀一敝 貝 0 服を をの ものから して •齡が がても 一一^で 鮮鱗 おがで める ことが 制る やうなら 
のを 撰んだ な 

='-> 難る 制 恥と 即微じ 隙の f 成 辦拖統 も 卽< をで 齡の机 紙と 斬秘 すを やうに！！ り、 ザ隊で 巧" つ でむる 
やうな 則微は 瞬らな^ つた。 


i ぅしを 叢 Q お &は iliis & fi ると I に、 こ ei 歴 にがって sli ぃて 斬った 

をして 一丸 二！ 黯に ち S に 脱で！' なゎ の脱 點を 斷賢觀 •贊 G 覇一 がを 资齡ん な も ミ さか 
る ことが 化來 をので をる。 

まん にん もで うし 5 

六 萬 人の 聽衆 

ミ なつ 1 b こ，’ ミ 望 し-*。 は A 違 ミこ 4 こ i こだん た ；*, J ホ‘ じを i 

1 化 ニニ 巧の 醫 .，與 が 旣お衞 化が 施行され た。 ごのが 狐には を闊 の 陶際簡 湿が 勢 ひ 立つ てな 對 し* 
撇に賊 瓣徽脚 0 】 が ホ 蛾 si 酌が •ミ ユごン のた！ 一-ヒス プラッッで 一な はれる ことにを つを。 

|?がナホ艦は辦||觀加した。 をの日反^0が^は，厳娜即なち0でをつた。 先づな靜ヴ、六掘に抗斯 

とつ クゴわ 一 がんとう た SU 一:‘ 玉 { *1 ょぶ み ft つ くみ ミ 5 う わう 王な 与 子 3 

した 突 お 險が张 頭に 立ち， をの 後へ 敗々 の 請 部 隙が 線いた。 二亂 e ブラスバンドは 舅 化な 巧 進 曲を 爲 

リゥ S ホ 三て- 巧" ♦* イム しぶ；； ム U ィ あ-' * ミ わ 

し、 个乱脯 の ナチ 結 跋は鞠 澗と挪 へつ を。 隧 かぞくの® 關が この 战晦へ 策 まつて 來 をが， をの 中で 我 

たゥ とく じ ユ 古 むぶ し A t 产で い ミく ち‘ がわ" 〇ム をう お 5 巧 

が {曲 だけが 聘に 華々 しい 跋觀を 示しを。 何故かと を ふに、 を々 をる 突が 隊岛 と' 游 を潑槪 すると ころ 
の 跳とは > 他の 占の 集 風に も 触い もの だつ たからで ある。 

ホ も、* い ミー ー. ミす を わ 店 ミた 杰/、 わ^^ ‘ ぶ 4 だつ 与く る* 一- こ史 ホ 

斬う した 勝 勢で 议縣へ 到を すると、 無數の 人々 は 欺々 を迎 へて が 袋 的な 歡 巧の 强を おびせ た。 をし 


つと 〇 

てを 中て 突ち 
來* 霞ち は も 載 穿 
た 表 ミり 突ミ 縣告 
。し 一が ぶは 
をを 九 磯 安’ 

こ a 二に 一 
でを 二と 樹え 
巧 S し锦 っ敢！ 
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やし > りを 
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I 二 ぉ 

でを の日秘 はち 萬- <; pl 3 裝を一 i に 脚いて 臟說 ずる ことの 锦 盤を 渡 视化歡 たので をつた。 

sa た。 かいこ 巧ち ぅでな ’ > 、 み：； 二。 ぷ ぶ けた ふ たんき { をし 山ぶ 

套く ナチ 源の 成 刹は 脈 倒の な もの‘ であつ た。 しかしを の 成 巧を 卿した 隔 おは ■招に 党々 たるが 遇 振 
りで あつを も畏 ふこと だけの 故ではなかつた。 をの 日 我々 が 脚 場へ とが 進を 抓け ot あつたが* 職々 
の趴 をる マル ダス ホ 姿が おが、 このが 遇を 途 みに 擁して 船歡 しやぅ もしで 來 を。 をれ を， 激ち 我が 船 
お隙驴 が^ 微 して、 爾今 ナチ 源は!： 主を もぶ 聞す るぞ とい ム茄齡 を 恥せ を ことが、】 お 撒の 共！？ を釋 
をからで をつ た。 


城の 辦职 に齡 って， この バゲ T リアに かる ブル グへ乘 り 知む ことにな っを。 或る 一っの 城 職刚艦 
が 倘鹏へ 斬く ために、 i 職を お耐に tt 化て るな ど、 苦ム ことは、 おを らく ド ィジ 始まっ で m 來 のじと 

でを っを。 ー ジ歡ミ i 恥は 體に 蟹し •を こで^の 装の 觀を辦 ゎ 心」 ませた。 證齡 一の 

如艇の は、 ナチ 臟に 4一 がの 眶が を^せる ことに なった し、 釣 十ず の 嫌 恥 もこの U は 稀 别の嚇 勝を 
^ つたこと である。 

燃^輔パがコ—ブルダへ弧煮ずると、 「ドィッ •デー」をが表するを批||が碱々を出巡へた。 そして 

ミ £ q _ s 囊 繫と靈 B ミ i で 繫た繫 を KCQ &」 を ミ ぁっち ミ 長る と 

っ鹏齡 を！； し 於で i 牺齡 ずる こと、 頭撇 贈を 糾歷 する こと、】 族 一剛の が姬 でぁる こと」 は 查~ 狐 拒け 
られて •獅 々は ^ つかの ル さなが 際と なつで、 こつを り靑 頭へまで •がかを ければ ならぬ もい ふので 
ぁった。 

瓣觀 は齡 ちに ミ 麵ち瓣 しち ミ 和 •どれ 一っを 君 だ ミ •をれ は揣臟 にと ミ辭 すべ 
からざる 齡喂 がからで ぁる。 那 "は をん れ邮 巧け なか 人れ は 一切 就 贼 して‘ 糾お强 りが 職と 輿 職 隙と を 

鑑 に、 I が S する ことを 纖 fe 。 この 驚 il の繫 では •鸣に 驚を 貧た i り £の證 

，二 一お 


一三 ハ 

で A なん > ぶ { も ウち を し L ホ -^<2 を** ご 

に 化かつ たが そんな ものは 何でち なかつ た。 私々 はお S して 了つ てなず ところを 知ら G 教お 發に毯 

k い 5 "クウ * ミ も々 L ふ ！ ち ち A あク わか W ん W ムし 

f されながら、 换 おと 街を 一れ 巡して、 抓の 中 かなる ホ— フ ブラウ ハウスに 巧つ た J 巧々 はを 織 知 
ら なかつ たので わるが •我々 の木挪 とすると ころは この ホー フ ブラウ ハウスで はなく •が换 おで あつ 
た带を 後に なつて 卿つ た。 

この 师 のみ 敬の 人々 お、 巧々 のがから ゾ ロ-— とついて 來た〇 をして 私々 が ホ I フ ブラウ ハウスに 
到 治し、 をの 中へ 入る と •をれ に 一ぶ いて この 火を 達 も 突！^ しやう とした。 をれ がた めに 載 おは 我々、 を 
中へ 入れた 上で •がに 錢を 下して しまつを。 矜 はで 態の ょい 牌ぢ をめ を喷 つたわけ である。 これは ど 
うに も 我々 にな 隨 のなら ない ことで あつた。 をのう ち おは •こ、 が^々 の 木部では ない ことを 知つ た 
ので、 畔を がさず 穂を じ おを 陌 ける ことを 萊 がした-狐 咎は顿 らく! 2 なして わたが， 撒て 離め たやう 
に 錠を ホした。 

そこを 化た 我々 は •巧び 除 おを 撰へ て师を しが^ 概 のがへ 進んだ。 すると 途上で がち 受けて ね 

た靈が、 繫を"我宗1&ミ.がを|^げっけて資。 野襄をが、 對鮮*を1しくな 
る 品で ぁる。 靈 fe ? はが fg ジ簾も 駿に一」 ち P 霸 lims 議 が if れち 


をして 个 お八^ 的 後には、 附 也に ホ Q £ けら も 化ぇ なくた 0 てし をつ を。 

をの ち I 離の 皆媽經 がが， 躺 のをめ に 離る 一で 聽 されち を こで 輸^は 彰は賊 is 
つて、 纖 してが る嫩 がを 揣^ しがつ ばし わら おを 扯服 しち ミ ぉ 勝で、 この 夜一觀 だけち 敷が 
tin 1 ブルダを 臟 ましで むた 躺の號 恥が、 すつ もりれ 闽 されを のでを つた。 

離たち は マルタ K 醉 一! 軒 d ダャ^!^ 营觀 なが 般 を賢ゴ 中 t 揪 は！^ 和妃 •新 載 謙 辟を，％ 樂ず 
るを めに nL フルダへ が II しで や 0 てきを の だ」 と デマを 飛ばして むた。 をん なごと むを めに， 我 A 
は听 前で あるべき が瓣 からる、 帰 の舰で 化ら れ をければ ならな わつ を。 彼雜 は午按 一時 牛に、 ナチ 
ti をへ こまず ためち 趴 一賢一 努 Ei を冀 すると H しを。 こいつは i 郎い & つちを こ 
で 前は、 一| して 攀が 寶を聽 ずる だけ e 黑が あるを ぅゎを 一す つもりで’ 幫 護郎と 
をの £ に、 壓 されを 繫 へげ ミミ。 

ところが かつて 恥る と' 齡千 がの！ I 卿述 離を 巧 ふとい ふ 鑑 しであつた のに、® か 数な 人し か & 

ミつ も。 I 媳麗 がを ミ齡り 影で くと、 冀 3 恥 Q 磬はぃ ち 料く げ^ち 學 てを 
賊繫嘉 はなを も」 ミ もち 晋てゐ た。 賞忆黯 《歡醫 巧け が齊 を豁」 ゃぅと 企 

二 一を 


ニー A 

てた が > をれ すら も 岡 もな くを 田氣 力を 帶 つで しまつた 9 
赤の 诚は 火樂〇 前に 齡 做な く狐嚴 された。 觀 々、が この 廣^から 隙 化を 聽 へて 巧つて 來 ると， 恥 逆の 
大 萊の氣 紙が 非 滞に II つて 來て ゎる ことに 躲 がつ いを。 赤のを めに 畏か 間说 娘され、 鞭め られ て^々 
紋 ふ、 としてむ を 大衆は， 恥 W と齡 との 間にが はれを 脚 爭の結 架から， 潮く 勇 新を 恥り-化し をので をる 
獅等は軸^に^^禮したり、 歉啦の^をがびせた自し始めを。 をの献呼む中には、 敢‘|から 撇 りがる 
ものを もぶ 瓜に 閒を 取る ことが 化來 をので あつを。 

わよ < ミ A てい L 5 ち も' でウザ <■' らサ だぅ-一®- わ 化-'^ れつし T 

しかし， 觀 々が ミュンヘンへ 引踢げ るべ くが 巧骗 へやつ て來 ると、 を この 踢遊 勞蝴 者が 我々 の 列寧 

5 ふ = ム ホょ ひ W ムホ 3 しわ おじ ょ*! 5 ウ レ f しやみ if も 〇すゥ にん 

を漸轉 する ことを 邱 ぶしを。 をして ながの 新 勢を 示しを。 私は 巧を 致さず をの 指譜 お 盼 数の 者 数人を 

と ， a - A から ひとに t し t なお つ こ サ みを 石 5 ふでん わホ--^ て を 

がへ させで、 彼等を 人 巧と してが 毕の 中へ 迎れ 込み、 君 迷が 瓣魄 しな けれげ、 孤々 のをで 動かす のみ 
だと 戚 かしを y 

れつし サ つを C かを a げつ ま{ ぶた 王吉 5 古、 t . 

列带は 遂に 畔赋踰 り 忆化潭 する ことにを つを。 そして 我々 は無碟 にを の 强朔ミ tf ン ヘンへ おつて 來 
をので あつを。 

我み の齡躲 は‘ 私に 軒詢 たる ものが あつを。 しれし をれ は 城 A だけの 挪 化ではなかつた。 ド 毒觀 腺 


ち ミ 略を 辦 & として， ナチ 齡 の 義 G 邮に聽 む ものを M 齡し p めた の だ。 冀 は、 fs 々を ミ 

ミス 穀 S 聽を 監」 、爹 お安證 ちめ る緊 、ナチ 豎护 G ミる C とを 漸 4 觀しぉ 
めた。 をで 難 穀祭 i へを がつ替 がが •那忆 一して 诚 fefe ひる 帮の 襲に 鑑を掛 つて 

ゐ たに 殺ぎ ない。 

n 少ルダ 恥 俄の ぉ輸 で、 は 龍 の一 の 叫から、 駕の 叢を 一觀 ずる ことが 載ち マルタ 
ス戟| の撇 11 を F ミた 獅一繼 は’ ナチの 證 おの 霸を齡 ミ、 この 懸の邮 にこを’ 赋のド 
イツ の|1きる祁が锅められてねることを姑めて臟つたのでぁる。 

じけん ミ だぃ し* も は* ぃ* ゴ ぶぶ 占 夕い 、适 > 、 ホぅ 

しかし nf プル ダ 梁 件の® 火の 収獲は 外にを つを d をれ は， 今迄 ぁらゆるを をに 於で 赤 似 テロ 朽 
|| が Q さばり、 辦 んど撇 おな 躬 がを 那モ雖 なかつた ものが、 今 おは 逆に •彼鄉 のこの テ。 辦 なに 與し 
て鹏 に i 觀る觸 の 邮つ 測を 挪誠 させを とい ふ 一巧で ぁる。 今造喊 衆から も はれて ねを が 也 0 肖 か 縮を 
的 こを 1 T は 襲し をと 8 して f なかつ ち 戸て 襲を 瓣つ たバ ヴァリ 了 載 &の鹽 も、 
このが を 鱗と して 解 如ら がへ と 巧が 媒维 除と ナチ 齡 のな 觸 とり 辟を にされ るに 至つた。 



t つけを たい わい をん めいれい 

突擊臟 への 觸散 命令 

ナチ鉄にもつでも、 也鱗隙にと‘〇でも、 <^大な爾歲を持つ 一丸ニミ制になつを。 

とづ じょ モだヴ ♦ム 

このが 突が フラン K が、 ルー ル 地が をみ 飼した めだり 

ルー ルの ち領 は、 ナチ I 邸に とつて は、 さの み k くに 似り る 招の こもでは たかつ をが， 兎 も拘今 田な 

C’ f f ぅ を巧ジ ごん ミ けさ S さ々 ミ。 こ でり わぶ 

をの ドイツは ，フランスを 口搜 としで 化を 丈り、 今 口までの 浊縮禪 まる 載 却が がを 一撤 して、 をみ に 

ミ— サぃ a ^ t Ad は-^ も じ。 ぶ とづ？ ， 

巧插 愧を帶 びて 來 るで をら ぅとい ふが 證を 持を せる には ホが でを つた。 竭跑 f この ことが、 あら ゆ 

V み 5 s た。 とつで よ； こく > C ちサー 之 二を ミを む* t : 

る 愈 味に がて ドイツに はが 要で あつを。 突が 隙は ■威 凉の睛 勢が 航城 ドイツの 飯 生に の ふなれ だ、 を 

-K •わて サ巧ろ L さ A な むぶ*》 ぶ なをい むげん ホ 山な ぶ み I / ’ 

の 规 藻的乖 化に 義加 する ことに、 非常に 斯 をな 斟 巧と、 無限の 麽觸 をを えぞる を视 なかつ を。 モ こで 
怖がのを めに、 突 鱗 踩の組 || をが 陈 的に 瀬^ 換へ する こを になつ た。 しかし •おし •を 難 搬にル ー ル 
を お 飯した フランスに 瓣 して， ドイツの li 極 做な 撒 械が觀 たに はじめられ るに 造 ひない •とい ふ肢を 

た r とづ わ.， ぐんた ご ホ占 い^ 乂 レち ボレ し * • 

が 正しい も Q でな かつた なれば、 突酱 勝の ボ 降の 妒懲 はお 紫であつた かも 知れない。 

わム サム 々.一よ ルぶ -Ais ム A いそ ど クじ とつ！； ホた イ 生たみーブ*^ ヤ 

一九 1 K 二が の お、 ドイツ 邸 おは ナチ 撰に 蹄 帯を 命じて おを。 それと 同畔に 突が おも ホ 解散の 止む を 


をに 敷つ を。 この こもは 鞭 殿に とつで 倍に 綿很楷 まる 化來带 でを つを。 しかしが おを へれば、 ぶが 寧 
ろ ナチ 緻 のために 帷 せを 饰 した もので あつを。 

I を 一焉ミ 乎 f 靈 した。 fi じぅ」 て lif 廷 。ぉ」 を &G 霸臟は 制 

赋雕齡 一では なく、 これが 解れ ぉ II 趴の解 初 S 腳雕 におつて 絹 まれた。 

黯 i は 一驚 體 でもな けれち 體鑑 ミなぃ。 I ナチの 賊議 is ためには •一驚の i 

斬 熙が必 嬰で ある。 

(齡 —— 一丸 こ-二 倘 •ルー ル 如 淵に 瓣齡齡 の 促嫩が 孕まれる ゃ， ナチ^は 齡肿 り<| 饼に化 ゥて粋 做 
を 倘ぜら れ> じブ トク— は銷 獅の驗 き！： に！：： つた。 「我が 阅爭」 の齡 がは— じの 獄 がに 觀で视 られ 
をものでをる。 ナチ黯はヒッ トタ^ の一一を迎へて 】 化二化ザ鹏び雄微され、 徊円に煎つでゎるも 
でを る。 齡 ヒット ラ T が ナチ 齡〇お ものが 思に りいたり は •一九二 一が のちであつた) 


n 二 H 

大戰 後の ド イブの 盟邦 

戰 後には 不誠意の み 

が t 糧 斬に 肿 ける ドイッ の 舶 猫に 船て 铜 へる。 脱臟如 QK イ ッ觀邮 の舶觀 は、 概佩 左肿微 すれば 贈に 
】 原 なって ゐ なかった 〇馨師 には 很 d が 印 破つ ただけ でを 0 をが， 廳 後は が齡鮮 公雕 まりに な 0 てし 
をつでねた。 解命をやつてのけを^脚の|^みは、 ドイツを白もに、 をして驰力にしでやるをめに、 齡 
の 岡と ホ 利な 同 願を おばうな どと いふ 考 へを かし も 神ち 心 口は せて なな かつ 化り 
ドイッの 謀聯纖 と， 巧 贈には さう でを いが 肖 制では さう だ ム揽ひ 化んで ゐ&觀 能が 鐘 ホと、 佩 斬 
の 考 へを も 村たぬ 羊の やうに 献 暇な ドイッ^ 衆と を* はつき りと 蜡 別して 鄉 へで おく ことが、 こ 砂^ 
おに 患 嬰で をる。 稍 謀 おたちは み价 しく も • A 余が 欲聪 ずる かと S ふこと をょ く：! つてを る。 瓣 
を ま 離が 淹は俩 れも腮 がけば かりで ぁるから、 挪 々瓣 々と 柳 瓣觀の 後に っいて 挪 く。 をして 制は 做 
を 巧^で ぁる 加ら、 默 々と么 I ザに 脈^し；！： を ずられ てが < 。これが 锅 がのを だ。 


ナチ 鞭が' 一勝から ll めら れ でむな かつをげ 鹏 には •ナチ 豫 のを 巧が 載の 削に 於ても •かを 师際 はを 
ぅ^ 酷に 考 へられな かク を。 何 化か 去ち ふに > ナチ 髓が第 一になず べき ことは* 强 力なる 臟ド イツを 
先 づ逍ら む ぱ ならぬ とい ふこと に！ d 力が 做 けられて むた からで ある。 ドイツを 組语さ ホた 服 岡を 化り 
齢き、 をの蝶1を挪邮しで^つた|{弹.をが瞬すべしとなすのが盛一 の m 的だつをからである。 

た々 さぃけん 々いちく * こ t 自* u を < わ 提 まくたい ，わで ミレ 

しかし サチ 潑が阳 雄され、 をの 敎 みが 前に も おして 鶴义强 化されろ にがつて •蜘 々は 對外關 輪に も 
i ： ツ中リ した、 をして 驢 乎を る輸 度を とる ことの 抓 遇を 脫 じて 來 た。 指 遵 離な 一つの 描 训を守 もを 
の 原 脈 にがつて 强 姑を 外を!： を^ら 4 ばなら な レと 化 ふずぅ になつ た。 

ミ憲 QiF ぃふ こと S 、 ドィツが 常 & Hi はを か’ ミと も 黯&& はれ ミ 

の巧賊 をが 證が齡 けられで むる。 しかし 一齡を 破れば， この 陋 則が 我み を 前 ひは する かも 知れな か 
ミ。 一 

がれに しても ドイツの 今日の"!： を^ 策 QH 懐は、 肥が 大^に 化つ て 如る 微も なく おはれて しを つを 
瞬ぶ のを かを、 一口 も 毕< 取り殺す ことで しかな わ。. 


もから げん ょ しつを < わい ム< 

力货劍 に攸る 失地 回樓 

齡鹏 の 跡 辟 瓣也祁 と卽齡 もを 邮 做す るに 艦て、 解 づ销は 4 をければ をら むことは •ぶ 離に ょ ゐドィ 
ッのぃ^^央地を奪過することでをる〇 しかしこの鐵をモ2娘地が抗つでむる挪|航を計靴の中にいれで奪 

一巧 4 ムミ わ = しつろ 扫：す * 「け'^ と a たん みん § けゥ ょ ちで 

遇 親 脚を 起して はなら をい。 央 地の 邮 化は 泌 迫され 迎 した 人 巧の 願 幾 にがつて 您 現される ものでは な 
す ミ 5 5 突 ま 王 ( 查ミを > さす 含ん* 1 わ ミ じい a ‘ ぶぶ ムを 
いゥ じれを 恣 巧し 得る ものは、 闕 平 前の お网賊 為の かに 殘 がして ゐる晚 もが 大で自 山な 離が の 力の み 

である。 . 

喪ず るに みの 劍に 柳を；； ム はさなければ ならむ い。 力の 劍 のみが 央 地を 共 亂齡ぷ の 中に 破 巧す ことが 

で 3 卜 S け。 ミな‘ 巧 もの ■一 A h 0。 お L だこク ミ こく みん 

がる。 願尝 やお 嶺 だけでは 做 物を も 巧る ことは 不可能で をる。 從 つて 1 をは 光づ蜗 掠を して この 
力 Q 劍を臟鐵させることにも I ける必 I ^がをる。 をしてをのことをなず巧お〇一郎みとして、 化導 
がは 同 削^を ホめ たければ ならなくなる。 

大^ 齡 に：^ ける ドィッの かを 誠 策が が贼 でぁ 0 たことは •贼に 前に も 煎 おした 雕 りで をる。 ドィッ 

VX . こ < 宴げ よ 吉みム 井い S く ょ t こ，、 ない 《w とち C ヴ とも c * でん ザ 

巧關は簡纖や蜗化賦がに撼るょりも- をヴョ！ 。ッパ岡巧で新しい北地を獲糾ずるととに巧贴を鞋く 


ぺを でを つを。 网 臘や植 蚊に 化 〇て與 脚を 賊に 腿した 柄 姐は あの 大^にな つてし をつ をの だ。 それょ 
り も 城 C ろ縣 艦と 邮盟 して、 •トイ ッ哪 がの 强 化を 祇 るべき であつ をの だ。 成は 义 W な 十が Q が 化 巧勒を 
1 狐犧 i にず る赋 僻で、 化 脱の 邮 刪なる 喊も栖 の 立たなぃ やぅな 强 力を 巧 歐を假 り* 郝賴 だの 鶴 靴を 
が ざず か， この ゴ つの 中の 倘 a かを 棘るべき であつ た。 

をん ，く せいん < しで A いこ < 

沈默 の 祀服 者興國 

的^ 攒 の ョ ー り ッ パに がける 彌 が臘齡 0^ 齡を 觀辦 しでみ ると、 韻の ゃぅな S 範れて 恥る。 

先づ イザ リスで をる。 イザ リスは 歐洲本 A から 觸 化た 地の利を おめ て， S 巧が このかた、 を 喊澗諸 
邮 みの 勢 か、 を中撕 さか、 をれ を 綿 巧す る ことに 化つ でを 顿 にを 離閒辦 力を 持ち kt： で號 を。 婚 つて イ 
ギリスの巧後をなかし巧る巧柳もなかつた如ら， 思ひまま然化を仲ばして， 骑んどが化|^:にをの|ぶ 
を祕 えつけ る ことが 出來 たので ある。 

捉训 を惭帮 して 說め ば、 K 0 ザ ベスみ U 庐觀 のこの 喊 が，：！ がに 與巧 がかの 郎阳の 哉 姑を 怖れ， 
挪臨肿 に をれ の 巧 止と 恥祕 とを 計つて 來を わと がふ こもが， 船に でも 氣附 かれる 併で ある。 

‘ 二 I 壺 


】 H 1 み 

イザ 9 k は 妙して^ ひを 協れ をり 避けを り ずる 则ぶ ではない。 1 鸦 A しい 商 歌陶の 如く 於ぇ るけ 
れ ども， 欧洲 巧に が亂 を绞兢 する 描の 圃が ホれ やうと しをり •をの 商 fl 貿蟲击 に 於で この！； の 灌^を 
肌? 巧す る やうな 關が 出で 狐た がには、 倘婚船 もな くん 皆を 勸 かして、 モ〇闕 わ 也の 根を 止 机る 手^を 
も 離 じ 得る 蜗 •みなので ある。 

^|泮に掠ける劍を魏はんとしをヌべ インとホラ ンダムは’ 辭なくもイザリス のじのホ亂似ために抑 
へつ けられて しまつを。 牌 もな く フランスが 次の 口標 となを， おを に ナぶレ ホンを ツ I テル n — に齡 
で^ 邮 したので ある。 

ドイツは まだ’ こ 田 頃は 蝴內 的に 郎 一を 撕 いてむ 把ので •典幽 のけ 碟と妃 ると ころまでは 到つ てむ 

> . .■ミぃ ご ムよ ぶム 百っ を ミ ちか ミら い ホ ミ そみ 

なかつ お。 しかし 一八た 0 年が 後り を视 が あつて 德 は、 満（ ドイツの 中に、 胁 がの 衔險を 贈ず る 
やうに なつた。 斯うして • 幽 の， む 中に 一 輔 の 警戒が おれ かけで ゐを がに、 がらず も ドイツの お 語 あ 

け i さ i 化 わ； ミく じ 9 さく も き ク ひウだ 与で な た いこく ミ 》 ん とつ 王 

が、 微が にょる 化 お 抑 服の ザ 策を 樹で をので ある。 この 新しいで 巧は 必 類のに お關 と化而 御輿を 捶を 
おす、 瓜が を龄 つてな を。 が 蹲に がて お蝴 は、 此の 時から して 旣 に、 加 何なる 典が みつても ドイツを が 
倒しなければ ならぬ と S ふこと をみ^ したので あつを。 


ミで ク 支 ご-く ク 々A いこく 右つ •ろ A 林 こく》 しん ♦ is は- 

こ の：：：： のの ために 策 劇は > ひそかに 同 踏 幽を裝 めに か、 つた。 敢 ずるに をれ は 與闕自 みの 诚み制 巧 
を强 化せん がた めに •他 劇の 九を 利 川ず ると いふ •英幽 一流の お辦な 化が には 逆 ひなかつ たが •ドイ 
ツ によつ ては がみなら ぬ 化 巧が 巧 だ 0 たので ある。 

7 ブ y K <0 でう りよ << わ さや うん 

佛煎 陋强力 化への 愁怖 

fc たい CSV た ) -f つ ザ はよ W ろし ク だい ♦み A ベ Ai と A を 4 つ J , でいこ^/ 

茹據 はを に游 剖の 化み 盛に おつを。 厮洲太 狐は •ドイツの かなと おにがりを がげ •ドイツが 城は を 

の 難から 鬟 f かて 霜して しまっち 趴繫 i は ドィッを i れる g を 柳た ミ なった 

なん なん わた *-^5 ろ 0 な た 心 こ C こ < く， て * たつ I み ,0 い* 

しかし， こ C 叫年华 になる 鹏带の 後に 英魄は 刻々 とを の 巧のを 瓣 しがた と 化え たが， 吻 となを つく 
机 もな く斯 ひがけな いが 势 の據郎 に， 巧び i •繳を 尖が さなければ なら なくなつ た。 ドイツが 宛が' に 
破が された —— をの ことは 一 化の 中に フランスを 换淵乂 蛇に 於け る一义 がが たらしめ たので をる。 齡 
なお 抓は 凹 側 半 S 憩 I 篇歸 から 何物を ん難斜 出がない とを ふやうな 尖 化を が じて しまつた ので ある。 

今少し これを 其 瞄 的に ミ ふなら ば， 騰 をに がける フランス 0 巧 力は • にが' ける ドイツの それよ 
りも遙 みに がきむ ものに 啦 採した。、 


， mlA 

な-? で ふ -5, ち々* ち 3ー ミ玄わ W 5 登 にし 

一丸} 凹が 頃の ドイツは •どちら かとを へばが か駕 息狀悠 だつ たので ある。 卽ち 束に ロン ヤ •西に 

く •一 だくげ さとぃ こ V た' み ん いが ムま ちぇ さ の 表 二ん にを 

フランス-を 加へ* 化方茹 邮と駿 ふためには •ドイツ Q 術が 祕は紙 ゎに 辟す ぎた。 雜ろ にか H の フラン 
スはグぶ歡が巧對である^ 今やこむ蜗は、 なも乂また^^^蛾でをつをドイツとの威觀に、 がのがををも 
持 おなか 勺を し' 牠の拷 法は 弱 願 K ベインと、 淸 おじ もては 储に イタ WT と擠 しでむ るに I ぎない。 
しかもをむ恥が|.^は解木北をも、 をををの恶齡な拋お地をも、 常に粹かし約る襄火なも3ぉ接つでゎ 
る。 何とち。 て も!； 殺に とつて は‘ この フランスの 賊力 化は* 巧に 鹏隙 なと 畏ム摇 度の ものでは なく 
巧ろ 恐怖に 近いを ので あつを。 

を こく 4。， し 4 这み g ご* ち < 々。二 V - ぶ も、 つ hF ;; わ 富 を 口ん た ホ ミ 

茹闊は 故 測 本 十： を パル カンの がく 鸦ル闽 に 分 削し で、 麵腺化 即ち バルカン 化する ごとを 年 薄の お 堂 
をし 欧化 もしで がて ねる。 をれ ょ 同粮に ブラン K は， 龄洲に 於け る觀臟 お：：：： ざして， ドイツ そのもの 

i がムを リ と 甘 ミこ C を-っ い ± 62 V ム 舌し J ミ た ホ ド 

を バルカン 化する ことに 眼扫を 粒いて ねた。 輿す るに この 贿网 Q 白 懐は， 今や 荒を にお 結め なぶが を 
持つ に 至つ たので をる。 

獻挪邮 15 の チャンス 


この 狐卜 我々 はを 瓜して けむら 解感 は、 これ 抓ち ト イツが 崩增 する ことを 见 た^な S 辣持 
になつ でむる J とい ふょ 1 り も* 出 恥 得れば フランス 〇撕 力ょ 掉滞出 斬る ところまで 、ドイツの 國 如が 
巧 的す る ことを 私 かに 希齡 してめ る。 

この ことから 推論して、 ドイツが 今 若し 椅閒闊 を 求める としたら、 イザ リスを 措いて 他に なしと^ 
ずる もので をる。 

r 同耐」 の 真の 盘縣を 知る をに とつて は、 この 離寶ば 決して 醉輿 でも 和觀拂 でもない ことを 知る で わ 

ユ C 芝 < じ くじ けつ だよ 香 ミ •た ホ ミ か. ■山く ミ 美 ミ ご P ち L 化 わ 

らぅ。 御 故. なれば、 随と幽 とが 結合す るのは、 お 同の 利 溢、 卽ち姐 服に ょる 辨力 のが お 巧 遮と いふ 唯 
一の 回^のを めに のみな されを ければ ならぬ からでを る。 

闽‘ 旅が 巧 熙 をが ぶが は •相^ 關 への 「淀」 など L いふ セン 于 インタ ルなら のからでは をい。 をで 刺 
雜を蝴 巧す る ことに おつての み 結ばれる。 础 何なる 挪 みに がても ドイツ人は ドイツ人 であるが 如く* 
イギリス 人は イザ リス 人で あり、 アメリカ人は アメリカ人 なので をる。 

かつ で ♦だウ し V.K A い ホウ で t ひク A ウ ミ や 4 f じ 二 A かたけ ぶ で ホ 3 ちむ 

嘗て 敵 間 志で あつを 网 がみん に 敵で をる ぶ 嬰は を S 。 同 襟に 昨 口まで 巧 味方 も 今 n は賊 になる 端を 
も ある。 ドイツは 巧 關と戰 つを けれども， 獻阅の 利 錠と ドイツ 田 利!^ とが】 致し、 この ことのを めに 


so 

協力 化來 得る としをら •お 厄 ひに をの 目的の ために！： 盟を 鱗ぶ ことは かし もが^が では だい。 

勿論 斯うした 同 照は > そうもくは 獄 かない かも 知れむ い。 巧 亂の m 的が^ せられ、 ぱ •をれ で同粧 
はが かれる かも 知れない。 或は また 化 城!； のが 化に 錢 化する ことがある かも^れない 〇 しかし 间 脚の 
目的と がが がを こに ある 破り > 生 れて來 る 梁惦に 化る 齡 化は 已 むを 巧ない ものである。 何れにしても 

ホ J ' け 人 いろ ぶぶ* あじ* 巧い 夕 h ，を ミミみ モミ ぶ いこく ル > 

樂 也を がする かを ぶは、 或るけ 期に がて •むらの 利益の ために 共同の 迸を 步 まれば ならない 3^ 闽の指 

ザ* しや > づ だ ひ ミミ ミ 片ィ — 

欺を を a 付け出ず ことは 比較のを 易で ある。 

をこ& はが？ うな 齡 す ミ 

邮ちタ ドィッ&に變に穀されて？^:ひ、 一营梦て辦っミミスが鐵贈と ミのを；^。ま 

ない のは > 】 ii どの 駐で あるか？ ’ 

ブブ シス えいたん てろ 

佛蘭 西は 永遠の 敵 

この ことにつ いて 私は、 こ、 に】 つの ことを 囉 かにして おく 必 興を^ る。 

をれ は， フランス こを は ドィツに とつて •み 巧の がで あると いふ こと だ。 み 巧に 役らざる 閒フラ 


ン K 1 この ことは が 記しなければ をらない。 

フラン K のを 佩 制が 繼 にを らうと I 鹏 I ： なる 齡 遊の li 晒が 稅妃 され やうと， この 踞がド イジに 缉 す 
る^ 策は 常に 一 お矿^ でを る。 卵ち 微 とお 淡に 蓝 まかを ライン •ランドを 領有す る こと \ ドイツを 
無 勝 織の 辦恐狀 解に 描いて 弱 織 化させる ことに， おク 、捏幽 り茄瑜 を沪樂 ならしめ やうと ずる ことが* 
加が なる 擺合 にがても 考 へられて むる も S と！^ はなければ ならない。 

イボ リスは、 ドイツが 險 削の 史酣薪 となる ことを 觀 まない が， 7 ランスは ドイツの が莊 をを ばない 
ので ある。 邮じ やうに 見えても をの 极和 W には 千里の 瘦赋 がを る。 

^ に 離し 现 がの ドイツは 仰？ 耽々 は 世が の 興 あを るを la ん でを るので はない。 醜 V は ドイツ人 
0 ドイツを 雖蝶 ずる おめ に臟 つで むる ので ある。. 

この 齡 新から 一が つて、 我 V が 今 S ボめ错 る巧鹏 越は 巧 二つし かない。 をれ はイギ ジスと* か； イ 
タリアを 舉げる ことが £漱 る。 

英獨に 氷を さす もの 


号 一 


ミ-ミ St ま すで う 

英强と 0 場が は顿に 述べた。 

がら ぱ イタリアと ドイツと が， 3： の 故に 巧 脈を がび 得る 可能 化が あるか？ 

一宮に して イタリアは フランスの 强乂 となる ことを あばを いからで ある。 ホ來 イダ リアの が 命 si は 
地中^に をり‘ 地中； i 上 9 征 巧を S ものが イタリアのを をが 來 ずる。 媪 ぐる 乂戰 にがて >，イタ け T 

れん ミ M は 3 ム ♦み た；. こく 51 ミ 

が 髓な城 侧へ象 職した のは •フランス や 恥 國を强 力に ずるを がで もなければ、 ド f ツを 樹さク とずる 
回ので もなかつ を。 姐帶 はを r 、 才 — K ト リアから アド y ア齡を 取り おした かつた に過ぎない 。がる 

g い—/ 5 ぅ だい たゥ -JSS t Efl か， 5 » 6 ムザ もかん 巧* 

に フランスの 踩 力が 巧义 ずれば、 徵然 をれ に紹 つて 地み 齡に 於け る イタリアの 巧を 感は巧 かされざる 
を绍 なくなる。 との 關が フランスの 齡强 をが ばない 離は、 一に か - r つて こぬ 船に がるの ごを る。 

♦< S よ モム y い なみを 'ど 11*^ ひつと 3 すけ 占 i 

狮の 如く、 イザ リスと イタ P ア とは， ドイツの が 巧 もが 皆の 搞疵 もない が 嬰な お 件を 持つ てなる。 
齡 をの 利祇 は、！^ なりが くの &で我 WQ 挪酱も 一教し てらる。 こ から おはこの 二の 闹 i 蝴を舉 
げたので ある。 

しかしを は、 少なくとも 現" がに 麟 では 1 私 だけの 一方的な おへに!； ぎない。 と 技ん のは 目下 打ドイ 
ツの國 ぶ 船 傲を 心> 瞭 おおょが 加ぶ 3 マル タス ま 装 者 おに 稱化 せられて わる 無力を ドイツを 化る なれ 


ば、 どこの 闡が F イツと 同盟を 結ぱ ぅな どの がをおす であらぅ。 

邦々 は 我 W の 超へ を i ぃ てる も饼 ではを い。 しわし 城 VGS 舰が をの 化 讚を 觀っ だ！^ にかて •妍め 

しよ 5 ム V 巧 みい C いけつ じつみ ウ 3 二 4 0 を 

で 所 輪の 砸 6 同 閒の髓 結を 巧 巧に 教すこ 主が が 能を なる。 

こむ 場合 今一つ 誇へ て 描かは ばなら ない ことが かる。 をれ は 我々 の 正 而の販 をる ユダヤ人に!： ずる 
、心 輪 へで ある。 イザ リス 人は 玻ザ瓣 俯が 上 F イツが 熙聯 化する ことを 堂んで はなを 5 が， ユダヤ人は 
趴で をる。 ユ ダヤん だけは、 斬 艦 として 碱 々をが 倒す る ことを J 戦 〇同撼 としてむ る ことを 忘れて は 
ならない。 

ユダヤが •は ドイツ 擦 始賴働 お 中 0 眼 丈の が 破で をる。 備濟 はこ •り邮 のの ため 0、 あらゆるを 辆が歡 
り 贼娜お だと 致〇 てょ い。 & 爭中 にがても 旣 におゎで を 0 た。 彼 斬の 金 磨 聯閒と マル ダス ホ 鞋的請 新 
M は、 飽く なを 策謀の ホを 鹏 しで、 を^の 挪をド イブの & としで 賴を しめる ことに 成功し を。 

;35^^0祕等が計雜してむることは、 ドイジ人の游おを刺峨して、 イザリスを橄むやぅに化狗けるこ 

い た；- ミ 5 わい 巧ゥ がい L と g ピっ 

とで ある。 これは を ふを でもな く ドイツと 嚴闕 とり 同魄 をが 带 せんとす る橄翩 から 出敎 しで ゐる もの 
に 雌なら なわ。 このために 齡等 はまこと しや かな 瓣 をして 「ドイツは が 私 地を i - 遽 せょ」 と 叫んで 減 


V , 一 „ . ，か， 々々ミ 辜 を t 在 を t 

間を 煽て やうと する。 若しも この 減 脚に 乘 ぶちれ て、 我々 が 起ち 上つ を としをら どうなる か。 ドイツ 

の趴 的の 闕 みと 領 - H もを 僻逛 する ために 极 力む！！ がが はれ、 ブル ジョ T 階 船が これに 引きずられて、 

木氣 にこの ことを 嬰 掌し 出しを としをら どうなる か。 我が 凹內に 括がず る ユダヤ人は、 頸^を 計つ て 

このドイツに魁をを削瞪をこつをり||固巧の ユダヤ人に踐蝶ずに盛ひない。 をしてこ化を脏ちに巧ド 

で* ミ j 9 よろ 乂 いどく V 另ご 5 < わ * だう ク つか モぷ sy るち •を C 古 

イツ 的な 巧 僻に 利 W し、 游 爾の敝 係を 鑑 化させる 黃め邀 4’ に 使み にを ひを いのでを る。 秘拐地 やお ム 
觀 €! 奪 遊は 细輪 おれて はならない こと だ。 しかし それには 時 勝が 必^で ある。 我々、 は賊ヴ ドイツ人の 
ドイツを W がしなければ ならない。 この ことを 忘れて、：! 等 r ! ダヤ 人の 镶 船に 乘 ぜられ たなれば •を 
れは ドイツを W 挫す る 化 日に： 现 巧より が尤慘 めな ドイツを 現がず る 結果と なる。. 

劍 くの 齡を 秘っな 

龍の 一は、 liQif ぃふ ことは、 11^ 馨 i むぉ i てゃ i を kf も Q ではなく ， f 

ホで も劍と & Q 殺しい 瞬 & 力に よるより 刪ない、 と S ふ觀 ベの K に側鹏 してね るぬ である。 

しかし チ。 ル^み (註—— 城が 城 おの 巧蝴娜 'イダ リアの 領 化する おとな 0 てむ をが •魁 制瓣妒 g 



挪 にょり ドイツに § されを。 備 ナチ f 祗わ爲 初の 綱領には、 この 地の お骚 とい ふ!： 口が 上げられ てむ 

f か ミ# ム けす‘ > , >ち >いでがミミ I S を 至 r だ • を 

たが， 獨が按 祀の步 を 進めを 一九 so 年の な 則鑛領 からは、 この 巧 巧は 除外され て わる〕 を、 この 隙 
峨 に 化 つて 齡 遜を 計る とわみ ことは が il * 能で ある ことを 音 明し なれけば ならない。 何と なれげ 1 ド 
イツを の ものが 扔^で ほ まだ 瓜 熟のを 艦^に 糊んで ねる からが。 職して お 千 船の ド イブ 人の 也には、 

じ。 ぷ こ乏 占で ホ 《£ 口* を#, > また > ミ じん， t る 

まだ あかなる 關投め 诚愤が 礎し 出されで なをい からだ。 こんなが 齡 にあつ てと 千 燃の ドイツ 入が 背し 

と な ..ミナ たム fpT げゥ t 夕 とも みん さ i さ 《 わ， i 任 ムブい 

ん でむる 時— 南 チロルに 化む 二十 館の 同® を鷄 巧す るを めに、 恥を に訴 へるな どとは，、 举ろ嫩 卵に 
がず る 鱗った が爲 でぁる。 

われ { か ホつ A い レモ t わいでミ > S J サ ぶこぶ 
致々 はを の U 的の 雜 我を 愈ぎ すぎで* 大鹏 前の ドイツの 馈に •をく のがを 持つ ことは 賦 に裁祗 しな 

ければ ならめ。 辦ほ 獻大の ものを 避ぺ ばょ い。 摇大の 解を 踰に魄 與に隧 らしめ， をれ に 勤して 破嚇の 

ための 齋を i ける 己と &も騷 をる 裝 でぁ ミ 

殿 W は武 破を 縱 する 

II ふに、 一丸 一九 斬に ド イブ 人の 心に 贼 へられを ヴェル サイ ュ齡縱 は、 齡 做邮賊 ない概 敵な もので 

i 呈瓦 


■ 一宣 六 
は あつを が •それだけ にあ 0 織 約は、 ド イプに とつて' もつ もがきく 剌邮 されて 船る ぺ きもので あつ 
を。 をの 板 約を I 人き つけられを 時、！^ 幽 Q 政治 ぷ齡が お 縦^ おな す處を 邮ら ぬ やぅな 臟 恥らずに 

安 こ 化 こくみん k で 5 T よか'，，..* ff で ホは つ ご， 占ん 夏 C ん £ をを P 

逆にぶ を M 肪に ホし、 この 粒 約の ボ： 止と 不 遊を 禍發 L で 劇 政に 前へ たなれば、 を ドイツ人 仍稱 嘘は 化 
と 搬ぇ闕 幾と 凝つ て、 

『齡 々は既 巧を 蝴 する？」 

とい ふだ 痛な 叫びに 迄亂叛 をせ 姊 たに 11 ひない。 然るに 恥 W の觀鱗 私は •じの ことに 挽て 祕 一つな 
さなかつ をの だ。 をな し 得な かつをの だ。 

潘黃 じ * いづ ， 1 くに ち* J ヴい R お' よ* 〇々 ミ 

たんな 狀 臟と钻 期の 下で、 ドイツが がれ かの 凹と 巧 皿 0 ことに 就で 考 へる こもは 不可能で ある。 乂 
職に 脱て 我 W が娜 としで 娜 つを 離々 の 人々、 は、 まだ ドイツに 對 してが 盛を おつて ねる。 關齡 ドイツ* 
皆 まれて むる ドイツが、 同 蝶の 可能 碑に ゥ いて 希繫を 持つ こもが 化來 る帖锁 は： ドイツが の ，が 己解槪 
is 神の お與が 巧び 狐 はれ、' 40 批微を 辟 巧 W がる やぅに なつた がに がめ て 許される •つまり 城 V がが 

で ー ホ： も をは じ どゥ わい じつけん じを わ ろら レ 

をした 胁 がを 持つ た 悼、 始めて 巧 おを 巧规 ずるが 期が 判來 ずるので ある。 


にゥ がん じん 

日本と ユダヤ人 

が々 4 われ { じん わす I われ{5*サ9 つ ゥみム 

が 何たる 踢合 にも 配々 は ユダヤ人を 栽れ ては ならない 〇こ のこと たお々 同絲 に痛鮮 してむ るのは フ 

s ( 去 ホ <つ おいで# こ わがん 。 -W 6 つ V なぶ ク 

アシスト •イタリア である。 イタリアは 我々 より 一ぶ おに、 モの羹 的な 闽 をが 力を なで* じの 睹樹 
の ザを がき おる X 作に 取雖 り、 旣に載 ばが 上撇 がせん として ゐ る。 

しわし イギリス にがては， 邦 ユダヤん に麟 する 限り イタ リヤ とは 逆の^ 數を呈 しで ゐ る。 を こでは 

じん わ よん げび こ か 一 わ’， ぶい げム * ム M * い A L ミミ * ぶ 

ユダヤ人 0 披が媒 C 避り， 微濟界 に 於ても 昔 論耻に 於ても、 おくべからざる ぶ 班 力を 掉 つてなる J 從 

こ < 仁‘ 》 と々 じ も PA * ま 立 5 军 たゥ V レ 妾 

クで じの 跑 ぶの 利益が ユダヤ人の 利益の が 巧に 姑び つけられで わる ことけ 巧 撫では あるが ■がと して 

S 觀の 挪總 が 類 濃す るゃ ぅな 黨も 賢ぇ をの ょを i は、 寶薦と 藍 ミ が 1 

まれた げり 解 就む 齡 おに S る ことが 化 恥る。 

、をら い / ろぶ* 1£;< ^ と 4 こく い A 討 la なけ イ . S こく だけ A ‘ > 

一 儿來據 米は 巧み 同漸 Q 化が 風で ある。 がつ て典跑 としては 、如!： をる 場合に のても 米喊〇 觀 になつ 
のが 自が 策で ある。 

文】 で ユダヤ人に して 化れば、^ がから 巧贼ホ 茜の 軟齡亂 ぶを 一 探して 了 ひ， を 0 上へ ユダヤで i ' 

一呈セ 


/ を踏鮮 ずるの が 究極の 則 的で をる から、^ 柄の やうな お滅 ま違网 ぶは がふまで るな く、 ユダヤのを 略 
の 前にょ き 目標と されで わる。 

されば 恥邮 棘に 危機が 到來 し、 あわや 賢 乎 G 碟が辦 つて おされん とする 錫 職の！^ えた 怖には、 
辭組一即加邮も觀隨巧の ユ ダヤム3^力も|<細に船して、 をを乂ぃにを持すべきものと5^られるのが叢 
觀 である。 しかるに 新帕臟 柳は ■穗 A の肿 嫩を號 して^が のがを 避ら うとし をので あつた。 をは 明か 
にな ダヤ 人の 利 為とは 巧 政ず る もので をる。 

然 らば！： あ 微挪恥 前が、 輕舰 り ユダヤ人の 棘 おにな S てまで、 が 端に 接 減ずる ことを 辦つ たか。 を 
れ はを ふまで もな く、 歌 励に 依つ て^ 本が 仆 きれた 時 •米 城が 亦が" にお A な となる ことを 輸れた 
からでを る。 躁 おにが て すら 歌 励は 「イザ リスは 巧^を を 酷ず る 1」 とち ム餓 りに 對 しで* 大きな 舟 
城を!： へて むる。 をれ が 遺し 現 斬ょり な 上に 强力 也した なれば、 載斷は 明かに をの 地 他を おはれな け 
れぱならぬ〇 さればこを骨巧において、 ひをかに： I ^棘と提携ずるの狐策を網んだあ s であつを 。i 

ドイッの 場鲜 をもう 一度を へて みても > か のん 職に 贼て ドイッを 破 壌し をのは 舰 して イギリス 人で 
はなく、 刚 かに ユダヤ人で あつた。 之と 同な のこを が^ 本に Is てもち ひ 得る ので ある。 


じつ ホん くかいみ 1 はか じん 

目 本の 潰滅を 計る ユダヤ人 

11ダャ^の|!綱1は、 一瓣の鹏を聊觀せしめて、 础|:恥を繼艦似させ、 艦るおで贿1|嘟一が則、-料ュダ 
卞 で 邮 を处齡 ずる じと にか- ■つてむ る。 だから 化那 のが 地に せょ •蹄 かりした 斌耻 k ホが がが 卞る微 
りは、 彼带 の 理想は 阻 ホれ るので をる • 

M ご * ホれ 白 み山夕 ，すつ， ぶく わ* い ミ 々でい 去 A い 二う ホ W , 4 A 

张 にがけ る 彼等の 恥 族 雜祂化 政 館は ■或る 巧 度まで 脚 胡して 來 をと をはねば なるまい。 をれ は 被 
聲 の 游 抑が、 歐^ 人と して 砸 W するとい ふ條 忡に献 まれて，^ をからで をる。 ところで 日本と 一が ふや f 
な •斬が の 辟 妹な 人 靴に 雖 しでは •ユダヤ人の 柳 補 放 缺锥は 之を 施す ホ 般を辄 たれて 右る。 を こで ユ 
ダヤ がは， をの^ 治* 挪齡 •ぉ挪 。ぁらげ るた を齡 なしで、 が おを 倒し 得る 诚を挪 つを 幽谋に 巧みに 
卿き かけ、 をれ ら仍 九に 依つ て 円本を 尚 させ やうと してむ る。 < 試 ——がっ ま 專齡が をれ でを り'::? ッ關 
料が をれ でを り*^ 賊の挑 & の 超 度が 卽ち このが を 明かに 聊語 つで ねる。-) 

じふみ ホら なと ♦わ-ふ CS が ぶ A C つ ミ " 

、 主 ダ ヤんは 彼等 S 企樹 ずる 世が 额 栽を 成就せ しめる ためには •どうしても R 本を 阐さ なければ なら 
ない。 をの ことは ユダヤ人^ 亂が龄 おもむく 「円 水 Q 巧 蝴ホ辦 と R 本と をが がしな けばなら む」 も 晒 

言亢 


二 凹 0 

历! 故 青して ねる こと だけで も W 齡で がる。 

んーゥ りム ミり み ミ ぶ _& ミミ 江 i を‘ 6 ■ミ 5 け ウ _ 一 ■わ， じつ 

ナチ 激が ユダヤ人を 化而 の おとして‘ 船續 とめ 阅爭 否、 彼 常の 礫滅を かおした 理 ホは 巧に こ、 にを 
る。 磯々 は 砂 化 おにの。 で， 飾るべき ユダヤり 齡諫を 知らし める 辭 化を 嫩 ずる。 我々 は 4 ダ ヤム と 了 

古. 7 ち < ニム 占 m 口 たか ミ じム じん こん さ V ヴ をく で ♦ ミ 

9 アンな 族を 補 同して は 不可ない。 無顚 人と ユダヤ人 とを 混同し では 不可ない。 我 A のがは なに ユダ 
ヤ人 である こと 左が 萌しを ければ 不可ない な' 


我が 東で 政策 

だん サ わいで 9 ♦ザぅ こく 

、 . 飄 じて 地界 的强國 をれ 
がに 驚 i に？ i へる。 

V たいぶけ ザい S く ■ホ Jit ♦わ，， た 异 ぶん wi cc *ムし よ 9 U A 

若し S ： 化胁 策なる をのが •或る 一朔が 化が の 他の 狐を にがてを 0 劇を 黄 憎して むくと いふ 输睐 のち 
仲で をるな む ば、 秘は ナホ 齡 の觀 外" 胁 策を 於の やぅに 也 給す る。 

挪がホを臟巧理祗とずろ玫族械ぶの瓣化齡|^^は* 自颐齡齡の人ロゥも、 をの响妒|^と哪がの诚きさ則 
げモ れの鹏 もの 間に， み錢雕 む、 がを を、 a っ 商 接 的な が 錦關 なを 拖 私する ことに 做って > ^ 恥が 
G 職搞 を做誕 ずる 齡 にか i つてむ ると 船 罰する。 • 

S みムミ みん 夕 V - こくた ちしつ ミぶ 么 けい ♦い £ « なと ミ As タザ*? 

がつ て ドィツ 段妓 は、；.. ィツを る 巧 族關ぷ のが 質的が がをお 化する A 地に 居住し ない 舰 り •独を な 
が關糾 巧を 持ろ 说な いものと が J ふべ をで ある。 M に 新し S が A を 得た としても 、をの 洩 止が おみに ド 

す緊 Q 1 緊 となり r ぃ i り • SQ 繫を ii 體 とはが ひ？ ぃ Q で—。‘ 


この 亂舶が 策を 壓拇 し、 がつ をを 强れ してむ くた めには， 卽ち ドイツ 城 族を 端端に 保 離しで 柳く た 
めには、 何ょりを 卿づ 'ドイツが 祂が 的な 强亂 i ならねば ならぬ。 お 4 邮 では 鹏 " I に 制が は 做ら れな 
ぃ。 

こん ミ いわ ム けつ* A; ♦石 f 二く. た * 4 一 い* t ; こ ♦ご-も 

がるに 今 円の ドイツは が妳？ そ； i は 決して 世が の强蚁 ではを b 得ない。 世が はか や 刖個〇 大闊に 
な% され やぅと してる 苗。 中には •舆闕 の 如く 世 興の 到る 越に をの 蝴± を 斬す る 關ぷも ある。 値 か 化 个 
巧 あぶ 辛" の而 觀 しか 梓たぬ。 しかもを S 聊 巧に まだ 幾窜 の不統 一 を おする 船 ホの ドイツを がて' 强 
閒だ など、 思つ をり おつを P する ことは， がろ 輿 ひ 単 だと^は なければ をるまい。 

き もやえ をん りひん 

一二つ の 齊亟な 戰利品 

しかし 揣 おは 旣に船 おで ある。 ’ 

細々 ナチ 載が なされば なら 拘 ことは， 齡て ドイツの おみ おが 瓣り 恥つた > おか" 化 韻 や炮お k ホへ© 

むを さむな K たい ホん ミを わ いさ 落 至く い ミ い？ き 〇 ミけ つ ミ J 

無 目 £ 無え 策に 刺して •おがと 贼 ひを 挑む ことで しかない。 靡を 點 々はを ょゎが 上に 强 M な瞄結 力を 

说で ドィッ 醫を 嚮 し、 難を i しぃ S を ipi 為？？、 ド ミを して 驚なる K 邮 


にがる 粗險 から 龄ひ H さなければ ならない ので ある e 恥 A は ド イジの りに Ig ずる 蜗 めて 狹 がを 蝴 
立し か 離 へられて ゎな 5 とい ふが 均 術を!： としてもが 破し、 が涛 なる •トイ ツ賊 船に 齡 へられを あら ゆ 
る おおを 爐 がする 稱 がを 悠 ずる ものである。 

ドイッ人は 何れの 離の 接 恥よ U も 興 照で をる も 倩 じて よい。 •トイ ッの頗 おは ■化 城 族の 跟麵 や紛嘴 

じム モ」； 、畫 たい* み ム*< S t たぶ ♦ ちがた 

わら、 ドイツ人と をの 祖 図を 謎る ために、 他 仍如你 なる 按族 よりもを くの 邮を 孤して 來を ことを 物蹈 
。てるる。 にも 梢ら す、 现備の やぅな 悲しむ ベを^ 骗が 城々 に媽 へられで わると いふのは 、雌 おにを 
の 化を 舰す自 觀が那 0 て むを こもを ホす もので をる。 

この銷斯に離されを血の亂から、 ^^々はご一っだけ、 巧おな聰|:郎を紛ひがげることが邮齡る。 

一， まもして バヴ アリ 了 人に 化つ で褐 はれた ところの オ ー スト リア 植賊。 
tr H ルべ!： な萊の 地の 祗 服。 

ち 來る ベを ドイッが 瞬の 巧 版と をるべき ブ 、ロ シヤ强 り 於を 

船二瓣 は， ドイッが 朽っ たお 酌な が 地を 遊错 しを 中の 化齡 のを もので あり、 齡 一二 挪は ドイッ^の^ 
の 綻娛を 守る ための 丈が であつ をから だ 。 L 

二四ミ 


二 巧 凹 

みん ヴ< てろ 二 （さけう れク きろ 

段 樵 的關雖 への 熱 求 

棘 W は ドイツに とって 峭齡 を だけ 田が 斬を 離す る。 しかし これは 縣に 诚粉禍 S ドイツの 哪 鄭を 聯觀 
しやう と 龄 むこと〜 は 戦 縦 II った もので をる。 職^の ドイツが 國 のよ 地 ん として、 祐び沛 耐の梭 
を 心る のは 挪り 啦贼 である。 姗 となれ ぼ、 我 A が微 ずる だ 拙とは 「ドイツ 齡 瓶に 地 喪な が 城」 であつ 
で、 齡献辦 な那贼 なんかで ないから だ。 

假に懲 ドイツの 阅 がを 助 艇し糾 たと して、 一齡 をれ が 何になる のでを らう か。 そのこと のために イ 
ギリスへの*% 31^ 臟が 近くなる わけで もな けれげ •アメリカ 3 憐 な大幽 になれ る わけ のらので もない。 
ましで や フランスのを 治 的！； 力を!？ 联 ずる ことな ど 化 ひもょ るを 5。 

碱 W は， ドイツな 族の 似が のために 、常が 船 へらむな ければ をらぬ だけの 主 地を i する。 じ Q 則跋 
ほが 紙で ある。 或る 輕〇 頂披ホ 強# は， おの この 斬へ に對 しで、 「 K イジ 城旋 Q ために 仙の 賊換 を徽献 
に齡 ずる ことは 尚を 揃黯で おり‘ ん秘 の較规 である」 とみ 戦す るか も 知れない。 しかし おはか \ る 徒 
がに だ 問す る。 


ぃ ♦ こ < か た た 口 けん, V 。 t 1 ぶ S 。 W ミ？ ミ 

r 如何なる 闽 嵌が 他に が 離せる 撤 利を W て 屯 地を 峨 おしてむ ると 及 ふの か。 國嶺 とは 柳で あるか。 を 
れ は^ 剛が齡 がに 牺つ たものに 疆 ぎぬ。 織って それが 人^に 僻って 撒賊 される ことに 树の 和を 織が あ 
るか」 とり 

邮 ホは 載から 撰 かっか ものでは む レ。 撕し 蛾る 賊 i が •を 0 臟齡 Q 物き てが くた めに， ょ 日が 上 a 
±地が必l}^とされをなれば、 をれは當雜船へらるべきでをる。 ん間は人^のみでは张き巧なぃ。 人と 
十： 地 もがを つて 骑 めて 巧 族の，：： 於が m 來る G である。 しかし 今 UQ 樣を時 似に 觀 では， をの 必 興な 領 

e * 3, ミ ホ； も は 4 A もみ パぶ 、 , 

主を 禪る ためには、 巧 劍も抓 版と に 化る ょり 外ない ことを、 责み愁 惜しても かなければ ならない ので 

わるな 

齡敲 邮 との 總辦躬 

この 一城 T は フランスとの 鑑鹏 僻を 偶 ふ •へき 斬 惟が 孤 斬して ゎる ことを 臟 じる。！： がかを 狂 ば •辦 

わ；^ ミ 心々 3 い A ， ピ ミ运 かこ と— も*^ はいご エ 巧* 

をが 歐卵 にがてが の擲艰 をすべく 巧 動を 製した 忡 、我々 0 巧徐を フランスに 化つ てが かされる こと 
は •が 齡に乂 きな 送陪 をなる からでを る。 こ Q 綻 かがが №1: なる 形 巧と 內 をの もので あるかは 言哄〇 

二 四 お 


一亩六 

附 b ではを いが， なよ on ! 的のを めには •何としても フランスとの 刖 に!! 挪の 起ら ね 殺 制が な赋 決ぶ 
微を 煎じて をかなければ ならが。 

巧に、 民族 闽 みは 他關 Q ^ i に 拘泥ず る ことは 禁喊 でを る。 をの 脈は がら 我が 巧 族のを めに 戰 ふと 
ちん 飯 離の 七に 巧 けられで ぬなければ をら をい。 齡网 0 利豁を Ik ると いふ やぅを 顿船 矿をン チメン 
タルからは， 獻 してを Q 喊聯 のがは 掘れで 歌ない。 輝かしい お 斬は b 絮 a をめ に 製ん 庶 -例にょつての 
み招來 される 0 でを る。 

鈍に サチ 殺に とつて、 ドイツ 賊 族り をめ に新輔 心を： 齡得 すると f もみ ことは， おに 概邮 であるに 立 ま 
ら ず‘ 範に觀 殺と なつて むる。 撇に 脱て 酣 T は 的^が がょり が 私 S ドイツが 辟り 來 つを 離 か 船が を 化 
兜す る。 をして 載々 は、 ドイツ 入の 嫌 W すべを •於 おとして* 眼を 架 W に轉 ずべき がに 邮 つてなる こと 
を 知る のでを る。 

ロシアを 許さず 

ドイ ツ城齡 のた め 0 綱し いが 如—— これを 麟挪 載 おに 做て 斬め る としをら •觀 T は齡 鱗。 シァと を 


の 所 煤邊锐 諸闕を 考^、 ざろ を错 ない。 • 

こんにち モなミ .占 なん 5*^ > , I ミ •ら たい* ん をろ 咕 ミホ JQC 

か n の：： シアは > 师 腿い 拟那 薪に ょつて おたされて ねる。 化 等は 乂^ 中の 妙 削 的な か 機に 燕 まれ 
て •ぁ S 3 繫 郎を| こそぎ 讓 さち 擊齡と ik ふ 鶴な 靈し •殿に また？ 觀の擊 
の K を統 化の 傲が へ 叩き込んだ 破ぶ であり， 比勒 なをが 敵 おであり •地上の 咸 である。 をの 心に 鱗 等 
は义 W が一の 乂 唆げ でも あるの だ。 

斯 かる 0 シアが •何れ かの 蝴と 同盟を 結ばうな どとの を 面 口な をへ を始 いてなる 帯は かしてない。 
をして や ドイツに 巧して 帖 にがりで ある。 

ロシアの ポルシェ ヴイ ズんは •ユダヤ人の 诚巧 制が をみ 鱗す る 化 木の やうな ものである。^ 常は ド 
イツに 對 して > たピ to がに して この 闊を 木^ 煤に 巧 辟す ぺき であるか とい ふこと だけし かを へて は 
わない。 ドイツを W きがさう とずる 考 へは、 をのが •起こを 異なれ 巧獻 。シア 咕代も •今の ソ 膠も^ し 
も缕 つては ゐ むいので ある。 

化が み臟^ ににて すら、 黏 はこの お險 を® じて > ロシアの 脅 攸 から ドイツを お ふためには . 一巧の 
かきが、 りを がて- •も、 イギリスと 同雜を おんで をに ならなければ 嘘 だとい ふこと を おへて わた。 

二 四 セ 



‘ 二 四 A 
和は ロン T 似 邪 スラ ヴま强 が •が！^ 綱 ドイツに 狐へ を辦權 ならない 桐峭を 織れる ことは 化來 ない。 
班に をた ドイツを® まさん もしで 微 等が t 化つた 削ての 日の 规锐 乂颐 ぉを 獄れ ない。 尙玻衡 節に。 シ K 
(斬® が ドイツに 脈へ た泌搞 とお 盛， フランスに 狐へ をみ 鹏 の やぅな 姻 隙を 辯れ る ことは 叫來 ない の 
である。 

狀し 韻が 驚 でぁつ ミれば •一は 野が S 議卜無 へても。'; に S 」 でか つぉ かも I れ 

な。 しかしが がでは 蜗鄭 はを が 一巡して を ミ だ。。 シアの ドイツに 辦 ずる 離 俊は、 思を^ じて & し 
ては ならぬ るの なので ある。 ’ 

熙 術に n つの齡 配 r ど齡 ずな 

ナチ 艦 S 船！ b 賊挪挪 は II に 游の雕 りで かる。 

『欧洲の 中に、 鹏 して 二つの 强阀〇 が 船を 許して はなら の」 

まして や ■ドイツの 隨 境に 接して' ドイツな かの 站阅 がかれ ると いふ ことは 斷 じて 許しでは むらな 
5。 ドイツ 離‘；^ の雜贼 は、 若しもを の やぅな 郎閲が ルれ わなら ば、 化 架に 陋じ ては 龄 力を 4 てしても 


rV の擊を Eli させ をれば ミミ ミ ぁる。 磬 ペき纔 藤、 ドィツ 態が 繫 なを 牠を所 

がし 挪る ことを 縱 解に 僻 眯 されない 敞り ，ドィツ， が 閒は絕 おに ぞを ではない からだ。 

ミ繫に IJ ' l : る赋 も獅ぃ 難ち 驚が 繫に •脱する 影を 權ナ瓣 にを る。 赋 しで 難り 沪 

がぃ 敝碟は •篇 がそを i に M して 撇ず •& 離で ぁらねば むら ミ。 


二五〇 

ぶ當 防衛の 權利 

け ちん ^ ラム < しや 

悲禮 なる 降が 者 

7 ゥ さっちく ミ k ‘ いわ a ホゥ 位い！^ バ L ゃ 々5 ► £ぷ vT • なち巧*4 

洞 銭 力の 媒わ 勝利 帮 は， 削 何なる 踢 合に でも、 を S 贴扎 おに おする 喪 おの おを r なし 描し」 の 义乱 
に 制め ち 

一が にが 酷な を魄 をつ ける ことは、 败 おのな 抗と彻 織と を おつて •稱び 化が 觀の舆 如を 頓 

、ぞ ご々 ミよ ，'ち C レ* けよ じいな バん， ちに を > + よよ み， けが ， 

ぴ戾 させ， 一湖に してが 日の 腦利 がか 令 y の 化化掉 とな 0 をが 例は， 崎が C 强 所に 化 化される からで 
かる。 をのお齡に满し刷し的に 1 つ疋ー ウも；^ホして巧けぱ、 賊をは一 つの黎がを満をしてやるとレ 

6 をで ぶを * を た ミ > ミぞ t * : き す 巧 ヤ 〇 ぶ t 
ふ 比駿的 觸い窥 持に なつて、 を蟲に をれ をを 諸す る。 しかし， 氣が ついた 時には 旣に 勝が の 度んで む 

た S がぃ ミ ^ にか冀 がへ を wr 、 をれ に 1」 品ち おる S は、 驚 & から 聲 られて 

了つ てなる ものな ので ある。 

ヵルタゴが 己び たの もこの 例で あつた。 一 斬を 肢齡 した 为 ルタ ゴ も、 この 巧みな が ホの 敢 がに！^ は 


れ教 にお おが 脂の 衰^ 聯 にされ てし まつた ので あク た。 

ドイツ 0 場 部に がても 化に 然り であつ を。 化戰 よむ つたけ、 ドイツ 驟 巧に をれ を 癖り もぎつて 臟と 

マ も 山 5 ホ も しち お よ ホを ぶ-; もは ミホ 5 こ V みシ ，4 ム 

破 ひ 得る 巧氣を 持つ たが 鱗 诉がゐ なかつ をに も 依る が， 1 つには 聯合 闊 側の 喪を が‘ ドイツ 闕 巧-い 您 
悄 をな 錢 させむ ゎ榜 な、 慨黨 なち 喊の 下にを されを ことを 明縣 に心鮮 なので ある。^ くて ドイツが 斬 

► とす を ミ ぶ‘ 立， た 巧よ t ミぶ くに * た すべ U ， めみ わ レ H むで ♦ S も A 立 

づ いを 悼には、 宽を にお 裝 解除を されを 丸腰の 滅 となつ てお^ •凡ての A 刷に あて 奴 諭の 地 化に 化ん 
じなければ をらない おか 剧 をを り颗て t しまつて むを むで をる。 

フランス ほ牲 にこの 目悄 のをめ わみ に戳 つで 來 をの だ。 をの ことを ドイツ 闕熙 はもつ とがく 斯ヴく 
べきであつを。 筑づかなか〇をがために、 ドイツはフランス0思ふ黃に|^められてしまつた。 せめて 
もの 取积は •ドイツが が 巧に フ タン K 領 巧で 耿 つてぬ たとい ふ點 だ。 あれが 靴し 船に ドイツ 臟郎を 職 
場 去して ゐ おなれは， ドイツは がに 弱 ル 凹と なる ぱ かりで をく •块の 昔に おも 贼も ない 做微 '邮が にさ 
れ てゎたに 趣 ひない。 をの 藏睐 からが へだ、 お W の 巧胞の おお^が 前した 巧い 参は、 狐して!：： 歉 載で 
はむかつ たので ある。’ 


一壺- 1 

> いわ か ル さぅ A んわで 一 7 

ず 和は 戰爭 の麵長 

ブランスのタレマンツーは 「和おは戰齡の延觀であり辕おでぁる」 と邮んだ。 彼は 1 ‘刻も|5^くドイ 
ツ がを をの 瞬 盛から ドイツ 領內へ 逍ひ歡 し、 然るを に フランスの 望む 艦 策を 艦 じた かつを。 大 || は ド 
イツの 帖 化に 脱つ て •プラン K のこの 齡 みは 窗 A 艦せられ た。 

&れ たぃ ねみ れん なんら ホい ホゥ み わ 3 た， 

をに 對 しで ドイツは、 一丸 ニニが から I ニニ 年に かけて、 が 等 かの 巧 恍モ齡 を 謙ず べきで むつを。 私 
はを の 時 一1 つの 賊撇 を！？ へを。 を 0 T つは ドイツが 凡ゆるぶ 策を 縱 じて フランスの 齡圖を 蛇が せしめ 
るか ■さもな くば 第二のを 臟 として 既 力を なて ぶに 亂 おし、 フラン K の邸黨 から 齡頤を 護る とい ふこ 
とで あつを， 

おは 颗ぃ 脾來 にがて， 必ず ドイツが 犹 を 恥つ てぶ つべき 3 の ぁる こもを 雜 信して ねる。 何：! なら 
ば、 巧しおがクレマンプ*でをり、 フランスがドイツの如ん尚たな哪おであつをとしわら、 私も^|必 

. > ?ミ ホ.^5 こ と ミ 占 _ わろ ご む ゥ无 a 々い— A ち 

ず や クレマン ブー と同檢 の 做 がをおる にが 邀 をい からで ある。 筋 網に あて お 要な 教 力を 雑 狩す るた め 
には、 挪挪 がれ かの 一ち が* 他の ためにが せられなければ ならな ゎ， からだ。 


^ つて ドイツは •今後 數化 犯に なつて、 相 数らず ソ ランスに をの 地 ホを！ .攒 ける か、 さを くば ブ 

ゴ， S C ホ Sejms'? 田な こく か* 与 ホ 山 たいけい t*R みた 0 よ み& われ f 

ラン K と嚴 彼の 穂 恥 锡を巧 ふべ く、 规ぷ 紙"^ 戦の 瓶 形を 較へ るかの、 二つに 1 つの 道し かない。 我々 
の 遊は 一な ふまで もな く褚者 唯一つ のみ だ。 断して を に 賊 々が フランスを 滿觀 して 殺、 姑め て ド イジ 

を t つ まみん ほつ でん h ミよ ゥ 

は 他の 別な ザ 面への 强 赔を蒂 感し愧 るので ある。 

今 口 & 削には 八で おの ドイツ人 がるる。 今から U が祀 の 渡には •こわ 微 はこ 値 巧で 船！^ となる であ 
らぅ。 而してぶ等のドイツ私拔に與へらるぺきおしい船がとは、 概等を他狐3!し强で|^葬做に贈かせ 
る こもでは なくしで、 ドイツの 资備お 也び 攪 おとして 、共が!；： 浆の 解を がげ 将ゐ ところまで， 離 斬り 

サ V, 3 き*^- W ぶ 口 t - 

生活を 构上 させろ ことな 化には をい。 

しかし，】 時は この 皆； 望 も 堀 ホ 0 如くが え おる のでは ないかと 思は しめた。 をれ が ドイツ人は 軒齡 
< 叫きの めされて しまつて むを。 だが フランスが ルー ル 地 がをお 領 しを ことは、 をれ が フランスの が 

> しつ 4 心- > 占、 こくみん 4 で い： ぶ- > 化 五ぶ 毎う ホ ，モ 巧 ザつ b ウ ホる： 

まつを み 政で あつを こを と共に、 ドイツ 幽お におを 入れ， 带び 起ち 去る 異戚を 請 ひ 化ず おな S 機 待を 
lu おもので あつを。 ドイツ 0 ずが 縮瓣 たちは、 をれ まで】 にも 二に も フラン K 城を 蝶 科しで ゐ 
たのであるが> この郭件がおきををめに、 彼等が抱いてゐをフランスのをか^雖11||^に 一度にぶ滅を 

二 空 こ 


二晶 

A 一 ： けた こく 45 で ホ 云 方いで ホ お ミい ホ da と みい 

あじ させを。 ドイッは おめ て關 巧のに も邮 外的に ぁ •將 がへの 费 皆-をが 0 遐 した S である。 

おに マルタ K ま簇的 ユダヤ人の 藥蕾麗 遂に 就いては， 勤 フみソ ス^ 微问 様* 或は をれ 献上 におが 班 
要な || 鞍で を 0 を。 こ Qii 闊 を破齡 とが： ^ に 薄 < こものな を 念願と して わる 感魔 おを、 破^ず るを め 

モしホ ニく み ふで まぶ こ か 3 巧- A 一 む A いけ ふ じ：； ぅ S し* 

に 組 綿せられ を國庶 の顚赔 のな 動に おしては •撇 制限な り 山が 許されて 貌 るべき であつた 。こむ ため 
に 化陋い 带臟が ドイッ 國邮に 股 脚され やぅと も、 をれ は邑 むを 禪な いこと である。 こ〇陶 巧ょ 巧亂 
G みから， 棋の ドイッ人が^ 选 されて 柳く 0 だ。 人爲 的に やつと がつ て ゐる化 和が， ホ 第に 趙典 を留 
してが るのと 比觀 して •がれが 良く、 柿れ が 本 常で あるかは 考へ るまで も!^ いこと であつ を。 

しかし 触 パの 運咖 には、 仲ぶ、 この 白 かが 許されな かつた。 ドイッの ブル ジ ョア 附 乳は-化んで みる。 
敏 等は マルタ K ま變 を械壤 しを ければ をらぬ と ふ^ず たる あへ を約ウ では わたい。 化带は ドイッ W 
死蛾ずるのも已むを巧ないげの觀ひでをると考へてわる。 おずるに觀等は， 葬式3巧列にがてむ^^の 
地 化を ホつて わる t がに ー ホ^が の 人！^ に逾 ぎない。 ， 

ムッソ yl 二は 偉大 だ 


ドィツが 斯 かる 壯麟 にある 時、 アルプスの 掏 にがては、 巧に A ツ ソリ！ 二が、 ィタリアと マルクス 
ホ 鱗とは 化に Ik を 城かず えみ ふお微 をが て •船が とだの 蹲 一に 狐 量して ゎた。 觀 がに 】が0 て^は •即 
朵 のために •师 がの 賊を雖 がせん としつ i をる ムツ ソリ！ 一一に、 が 慕の 倘を 難ず る ことが W 來 なかつ 
た。 をれ だけに ドィツ 魄 巧の 现臟は 私に お乂 なと が 微を 典へ る ばかりで あつた。 

ドィツが をの 峨锁 のが 靴から 脱せん がを めには •邮 I ： なる 化 棘を 拂 つても •マルクス ホ雞 をを がさ 
せな けれ ぱ ならない。 之を なし 巧て、 始めて ドィツは E 也し •辟 化される ので ある。 な 等が 我乂 2郎 

A . いない オイ. > い ミ わか { ミ ゎい V を ザム • vw ', t 

おのに 與 なつて ゐる w 上 •我々 には 経 對に完 をなる 勝利は あり s ない。 

ず T しぶ々 しや $邊 しちし ヤ これ な ろ 

化て はお 薄 薪に ある。 强 力なる お维 がの みが •么 をょ くな しがる。 

接に" 解は > i 九 二 指 e 環 はれた 勢への 兹變に 於て、" 蘇 梦た鷄 の 濃を こ、 に^ 

川し やう。 

r この 恥の 齡 難は 縱 を懿 する を 恕 ぬ。 しかし 變 は、 —— ょりだなる 穀ちを 髮 
むる 一の が 一は- 艇繁 して ミ 蔡を裴 き •城 ジ梦 赢を微 ずで ぁらぅ」— と。 

二 出 お ’ 
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ツ トタ^ — ^ の ふ 傅 

『现 が跑 が』 は、 城と しで ヒブ トラ！ の思經 と側种 とのが 滅 過程 
を‘ 騎し たもので ある々 しかし， がを 横です る ことじ 化つ て、 我々 
は^ 挪ヒ ブト ラ ー の械 臨を も！! がる ことが 化來 を。 け 4 ども 邮戲 
「龄が 阅範」 はじ ブト ラ！ の 描 泡 あで もつ で、 齡の A がまで 紹で 
裝 た^ので としでの 敞 昭を阴 かに 牌る ことは 不巧 能で をる。 おつ 
でを のこと が 「觀が 朗爭」 のが 間 k 阀姻 へめ 了 一を 化 ばる 
なしと しない。 その 不齡 を齡く ためじと ッ トラ ー ゆ もが 化毁 
でち らぅ かとの 歡秒 むから* がで 飛が 化て L お 十一 故までの がみ 
をげ し 化す ことじす る。 一 


言た 



11ぶ< 

1 A A お^ 巧 乱 十】^、 この 口 T ドル ブ •ヒット タ ー は 抛々 の 暇を るげ た。 ドイッと ホ} スト UT との 陶 挺に 
ぁる ブラ々 ナサと がふ 作 さむ 齡挪 巧が、 離ち 彼り 齡 棘を 化つた もころ でもを。 微ゅ 也は この 邮の Is 觸の 滞！ {をし 
で ゐた〇 ‘ - 
が 邸と もじ バゲ アリア 化む ではを つたが、 その 瞬 鱗は ホ ー スト リア じ 瞬して ゐ た。 促つて じジ トラ ー ほ、 •トイ 
夕眾ホ ー スト リア \ として この 化 じ 心れ たわけで ある。 

齡 がその み将 時代を ぅ ソバ ッ "で兹 つたこと や、 十 ミ 度に して 父を 龄ひ •十六 齡 にしで 邸と 啦鹏 した こと や、 
盤 f なまを S が ii 継の 難驗 i で し、 iii た ミき 脾 f i ぃた こと，々 *1 ミ 

りん - f ム 3 み た y マジ VT 空} がい 己 弓 V ミ で* 

おかが 閒祗鶏 減の 手の ひや、 巧し い ペンを 临 として ドン 腺の 化 洒を魄 めむ ばなら なかつ たこと 等は •旣じ ヒット 

，！裝 がが 祕赢め ii 斟」 學 一」 t と ミミる から 齡 一」 て •ミミ 磬 Q 鱗 齊實触 €护 抓概し 

た ホ ー スト 日アと ド イプとの 曙の-故 织 についで j 願の Is 船を 船へ 一 V おきたい。 そのことの 诚が 『驭か 厕 & しの、 
於備斬 代の が 輪を？ い觸 ずるのに 哪 つて 觀脾 つと 臟 ふからで もる。 

始めホ^ K トリアの^^プスプルダ玉をは、 ドイダ城蹤桃斯ををの解|-じ僻めて， み臟じ閒ど恥へでゐたのでも 
るが， 十九 峭 もの* 辟娜 ぎになる ちが 第に その 厲疯 じを へを かせ 獅め わ。 をしてホ1ス ト9 ァ脚巧に包|^せられ 
でゐたお骑族、 卽ちスラヴだとかマザヤ—ルむどの喊族が、 が々じ|5;?^を巧大し掛めたのでもる。 このがじ斑つ 


で、 ド イプ 賊籍 i 鱗？^ 批靴 にも ミ ごンャ ミレ デミ も おが M 船し、 一 <宾 做 •鑑觀 と K はむ 

たピ スマ ルタ にホ聯を哪へで 】 路鴨で 齡にドイブ齡邦のが邸をであつたず！ ストリアと 一職を送一、ることにむ 
つた 〇 鹏 する に パ ブス ブルダ も^の 斑 牌から 腕して， 昔の ブロ シャお 図を 越 I 权 したいが ための 邸 ひで あった。 

お大閱 ホ— スト リヤ はピ スマ ルタ 軍との 輕 ひで、^ く-^ か 丸賊を 喫した。 その 釣 加 ひを W て ビス W ルタは ブ ぅンス 
を 4 巧齡 C 斬 齡臟爭 y 驗じ ゥイル-ル ム】 化を おけて 乂ド イブ 瓶 離の 撒髓 じ成劝 したので もる。 しかし この お ド 
イブ 齡那の 匙 I おに 措つ で、 ォ ー スト リアは 除け 齡じ さむて しまつ わ。 

前を 船へ ば ホ— スト リア も ドイッ も齡賊 脈で もる。 それが M っじ 分れで 相 耐 みが ふこと じな 心た ので もる か*/ 
邮で邮 を 臘ふ臟 艦を 化んで しまった。 をぅな つで みると‘ ホ！ スト リアは 脈に 赖臘閔 でもり •ドイッ じを のま L 
め贿 では 織撇邮 いことは 明かで あろから， 國邮 にがむ 恥賊 族、 時 じ スラ プ賊齡 じ 破って‘ をれ •レの 蜡聯の 肿 
因 (。シア：！ の胳 磬の丫 に、 ホ ー ストり 了のを 黎を亂 らわぱ ならな < なった。 雜乂 ラグ 亂 職は 狐く してを おためで 
&る。 船っ で この哟の邮のドイブ私厮はが觀じ - ブ スブルダ赴康からの階微と-?^^とを受けるホ|^じ閒如れた。 
がじ獨巧風境地井距いホ— ス>リアのドイジんは、 具さに赋勝一腺撒の啊该をおめさムれたものである。 

ヒ ジこブ ー をして 「何故 載々 は ド イブ 入で をり なおら 13 ^ 駿爭 にを 加 出 おない のか」 との 疑 脚を 晒 かせた の^ 
をた 「あ、 _ トイ ダ （」 と* ルん のサ ぅなが がれの 也を 起させた の も、 みな 诚 かる ii をが がの 化 ましめ たもめ であつ 
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たので もる。 

ヒ タト- ブ ー の航 中に、 ドイツへの と、 パ ブス プル グ ‘丈 をへの 反肿 とが 弗 おえたり は、 十ご廚 離；! からで あ 
る。 その皆十ホ齡からこ十一货までの間、 々イ|ンじ|5で齡つた賊巧がに、 肤は充をにハプスブルダ戚廉を敞惡 
ナる やぅ じ な〇 ， モむ に 正化例し て|?を邮 で ド イ ダ の ため におさぅ と い ふ|^澈.4燃ぇ 上 つ た。 

ゥイ ー ゾに微 で 化の お 盤は あらゆる お而 じが 長した。 ' 

P な パプ K ブルダぶ 漱 のを 斯贼齡 おや、 こめ ホ 蹄が り 中じ亂 はお， 巧が ま齡 のを 巧、 ュダャ AQ 做ろ ベを 
み 船— が齡し 凹つた i ^、 ホ！ スト UT 船- 胁の区 私 厥- 慨 ドィツ & 兼。 お來放 i 的で もり 物 恥に 觸 小し 微ゎ 彼は 
この お勒 の間ォ ー スト リアを すつ か 〇 が 巧した。 そして こめ 図め 中には、 じジ トラ ー を 化かしが る!； 贼 もむ いこ 

ミ,- つ ち* を ち ' TJ い ♦い UA '* 古 

とを 術 殺した ので ある。 時に おはま だ 脚 か 二十 il 寶 のがが じ逊 ぎむ かつた。 r 

一九二 军 "じ 彼は ゥイ ー ソ じ恩诏 むを つけて， 隨 がれの ド イダ ミユソ - ソ 巧へ 贈つた。 ミユ y ヘンは 七个 離の 
人-口を 齡 する お 郁が であり、 そこには 巧淫 がし かつた もらげ る ド イブの 蹲 似 おお 配し でゐ た。 做は この 叫には つ 
きり 船の 抓 啟を龄 化 したので もる。 

微 は； で繫 ® の 据を累 け f で臟 きをら、 麵 、辭 ‘ iii の 離 じ f で 齡じ黯 む 船 f 

腑 かとを 臨らなかつた ゥモ して モ の 舰 党の 峭 から， ドイツが ホ tK トリ ァと同 班を 結んで ゐる ことは、 が觀 をつ 


で】 著ない こと、 この 同 盤は ホ T スト リア の 取 鶴に ドイッが 磯辭 へを 食 ムお麟 がを 舶に をる ことを 驟娜 しで、 
ド イダの ために 織娜に 鋪巧椅 齡の贼 輿を 输證 した。 知 ホ— スト 9 T と バルヵ ゾ との 間に おされつ、 ちる 燃齡 稍： が 
巧が、 慰く 城 あ 撇觸懲 を顆粧 させる にお 炯の ものが もつた こと も 恥 おいで ゐ た。 

瓣 しで 備が ミュご つ ミら H 辭の完 一 患と 學十品 、懸に ホ-;。 ァと セルビァ ミ哪じ 
dib が!！ ゎ、 それが 階く 閒じ亂 無 錦が じ捣 がるが 齡爭 となつ てし まつたり でもる。 

ド イブが。 ンす、 戲麟 をが 巧した のは、 それから お邮 & の 八月！ Q でを つた。 ヒダ トラ！ は 瞒を龄 さず 聞ぶ に 

微證臟 敞を护 で、 バイ-こ £ li 某 黯為 f 鹏をち 

その 齡の顿 の^ 臟じ盼 ける こと や， 二 抑 じを るか 搬 (第一 凹は 担に 械贿め 敗片を 巧け、 二 岡 日は 巧が 挪の ため 
脚を やら わた】 のこと、 あびを の 前 我の 闕 巧と Is 戚 りことは、 煤':::々" か 「棘が 两 巧」 り邮で 相が 難しく 能つて & 
るから、 巧 わて こ L で漸 ベろ!^ ももるまい。 

ドイッぶ 趙 の#^ 船と むつた ものは、 j 丸 一 A が 十一 巧 化が、 喊產齡 第 靴の 齒 i に# せられた サ ー ル M の贼 
觀約五 酉が が 新 族を おへして 臟 肺賊挪 ，職® お i を f びつ、、 トラ ブタの 端!： を けつて V ルけ ンへ斬 ゎ. がんだ こ 
とから城まる。 この铅&||^は船腳の化のやぅむ|5ひで隣く刚じ激ドイブ國1:に燃ぇ臟がり， 時の贼がも垃恥贴 
^ ともむ すがを おつで しまつた。 その 飘 把は アタリ ヵからの 断が 腐 巧と なり、 ホイ ゼ ルり 遐が •ヒ ソデ V フルダ 
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ま ミ ミた コ C おちぶ をた* , ミ 妾 わ ごくでんを ち、 与 ミ C て hv tJ わを 
斷 輪の ピ が， 錫いで 触轿 おを がの， 王— ペルト ゃグャ イー K マソ 攀の ドイツ お 即斷驗 生， 践耶の 卽辟粋 止と いふ大 お 

输が 起を たので ある。 

ミミを S 麟 しで、 黯ら端 一 臟で馨 の 哪を霸 し •繫の 露なる 驚の 齡れ るのを 砂て 解た ヒットう 
T が、 如！： じ 做 離し、 おき •輪 しんだ かとい ふことは 、織なら が邮臟 を！？ て 欄 I 化つて るる。 
ヒツトラーがががむる觸殺家にならうといふ牺離を解てム> 蹤治に化つて刪闽を敕けふと|1わしたのは， この 

i 

牌からで もる。 

その 巧の ド イブは 輪 < 骄の銷 をつ L いたやうな 燈 ザた 陷 つてし まつた。 

赫 T ミー 盤を 搬廳 したのは 靈馨勸 のこ ルタ ヵス 臟蟲リ I フタ キじ卜 でぁ ミが、 麗を & つ 賢た 

のは 社 齡賴姑 蹤の正 1 ベルト ri でもつた。 うま < と 瓣を船 かれた 赋產 ，把が これを 妙て 默 つて ゐろ 辟は ない。 

® はミ體 でもる V 聯の縱 けを かりて 體 f 船 ff 、 羅 戰る 臨で 殿 賢 曝を 觸 した。 姑 じ 論して 
縣較 8& を f f た i 聽 i ゃ •ド ミ 露® 露 i な ミ if て、 麗に黛 i を i じる とぃ ふ 

廊 ぎで あつた 0 

ミ ユゾへ ソに微 て も！^ であつた。 ミユソ < ソ のがる 地 巧は バイエル ソぶ闽 でもつ たが •それが 何れで レ J デ 

穀 i とが ム ソゲ ィェ：® じな ミ。 ミでは 靈磬の 滿麟が 数 じ 露を 船い うして ゐ た。 ミ だけ じか 


た；：：？ み i こ V を s し々 はらを ウと 王々島1 じ^^ 

及 邮ち巧 岡 ホ おがの お 搞むも 桃 聞 瞬烈な ものが あつたの でもる。 

じ ブト ラ ー け^^から & っで 微 •砍お P 说と して この も 城の 城 離に 助 居し でゐる 中‘ 新郎 記 お上りのへ タ ー が 
^ がした ド V ジ が^ 齡じ制 願した。 

この 離に パイで ルゾ の V ゲイで 卜雕龄 が を撼 牌から 晩 まれ* 敵に か赠齡 がの お 觀聯の 爲に亡 ばされ て、 ブォ 

ごみ！ ルの 動 麗讓離 か 態を ると ぃふ 黯& り- 麗 ぃを； サイ ユ體 の 觀に賢 ご， 藥 
陳に i すを イダが 酷， & il 黯 m 驚へ 提讚 Qi 鼓 f をす： i な ミ 解た。 

M 瓣地 かおんの ドイッな 關緣 は、 この 糕播じ 罪 じで， み 館に その みを 加へ て おわ。 この おの 中で じッ トラ！ 

が 端が ミ微は 證 協」 だった ので—。 若 ッ觸懸 の 懇に緊 る ii と聽 とは’ 錢じ贼 でが i 

ゎヒツ トラー がが •か亂 じ^べ でる る 11^1 我々 の 撒 終 知 上の ものが あつた。 をれ だけに、 ヒット ラす としては を 
み 錫！} をれ 达 んで闽 がた。 巧 船 その 經 がは ハタ < させる やぅな ものが もった。 をの 結 船が^ 齡鱗船 敝の魄 禪( 
ラ；と恥鶴になはむくなつて> 疏じ ニブー の引おとなり* ||の捣微脈はな化 らヒダトラ！ のホ巾におずこと^な 
つたので もろ。 

齡は恥 戰€驴1梦 なると f なく i 品？ I ミ。 「斷 靈靈 i ド イブ 聽 tii 安 チ f ぃ輪贼 

A ホ L い と章を某 ん *1 ち - V ミを ミ とろ, •う ゴ- ミを 巧い*) を 二ろ V 

じを ^ 化へ たので もる ゥ をし であ々 おを 进 遊と ti ダヤ A じが 按 的な 鮮爭 をな み •中央が 府妨 がの ずを ゆるめむ か 
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融 。舶 一」 としで 髓 むられ たナで si 品た のは こかから 邮も なく e こと ミミ そしで ナす臟 ち ミ 

と； さい fit's ま ぶ， 1* 也 s い はん* t cvvy^ 4 た . 

突 解放 S ために 溢々 媪 くなる とが •に、 政 衆の 泌大な A 熟を 雖料 十る こと も化聚 たので ちつた。 

‘を ころ こ ピオ々.^ 隋 たか f? も 3 い" に a いむ。 を 巧. i，；：： ぶ S :> たけ 0 * 

一九ニ ニが 5 になる と、 闕悴部 鹽战の 中です チ K は 恨 大嚴お 力の 廣巧 じまで 化が した。 をして その 数 ひは 肖 お 
しじ 輔 ドイッへ 猫が らんと ずる 臟 子が をぇ、 それにつ むて 邮 りを 恥 醜瞄も お々 巧郝づ いて肿 たりで、 ベ. ソの 

黯 驚は rmi 8 盤」 を 假り、 姑に 賢て 蔡 辭を認 しゃぅ と i でち t 避を 奪 ど ミ 

靈馨辄 一は、 この か讚掛 城の 繫 を驴」 & 麵那を T 微 しそぅに ミミで、 おじ 臟户た 靈斟觀 

鹏 i は、 輔 脈に 格を 巧 ばし、 ミ ュソへ y のぶ 戳お城 前で 喊 お威雜 励を やつての けた。 邮肿 ミュソ ヘンが 選ばれた 
かと 贵 ふに、 お齡を こには ナチ K が 私 職が もつ たじ も 化る が •今一つは ブォご 力 I ル 如 网私邮 幾を でも 
巧 船 肺の 指な じわ^ ひなく、 を 等の おお 罔趟を 陰に陽に 胳齡 して ゐわ こと も 端い じ挪 かつて 力が あつた。 

. れらミ ド E じ a ろん 话 ミ呈 ， だ かもいが 一 3 ム ぶを ミ 廷 ない* ぶろ，。- ち 

ミユ ンへソ す； がが 巧の 大お 巧燈 励、 をに 巧は 4 わコ ー プル ダの 大 をが 〔ホ 前な 瞬) は、 典に ホが か輕 にを つで 
ナチ 歎と ヒ ブトう I の^ 辄は滋 々がく# 狐 さむる におつ たので ある。 

1 化 m 一滴 一月 十 _ 皆、 ブラ ソ K は ド イブが ダぶ ル サイ ユ愼 城に 炬 めら れた韵 鄉を賠 がしむ いこいん ことを 口 
巧にして、 ドイッのル} ル地趴におヶ脚職のがぉを摧め， がを积鱗に心巧しで了つた。 公，じは教-トイッをおげて 


斬： i した。 嫩じヒ ジトう I の惜祗 はおき かつた。 稱窗 ある 撒に 叫 城 船 府の離 能を 節 船じ婚 微し齡 けて！； ゎ齡 は、 
皎畔肿 なる 船齡 では 辟 まさむ むかつた。 ょろしく 啦みど 姐で 中 贼赔帖 を ホ、 その 觀 ひを 城て ル ー か 地が を飯徽 
しむけ 4 ば わら 的と 齡 ひなつた。 

そのためには 六 千の 魁 勝 It たけの 力では おホ舶 でもつた e そこで 紙に 汤輪耻 おおで ある フホソ •カ ー ル 私 臟を 
哪 かして、 KTV ル ト辦齡 の 恥 & とが 能し， ベルり ン歡擊 をし なければ むらぬ と 巧した。 この 齡搬 けう まく 巧 
つた。 カールほ巧おし、 そのん臟ドィグを臟騰‘黏ル— デ ンドル 7&|も、 一 私の 情取斟 たる ことを 贼繼 した。 歡 
は 奶尴歡 の 挪斯を 博つ ばかりの 申！！ となつた。 

ところが ホ ー ル は ホ 船を 亂へ たのんで 巧摇じ その為を 動かさう とはし ない • I ： 舰 かとい 4 じ、 彼が 巾 也 聯齡を 
齡拟 し， 姑から 齡舶 しやう といん 親 持を 抱いで るる ことは あ边 でを つた お、 それは 職に 王 1 ベルト 赋 蹄の 亂 おの 
み 巧 ことで もつて、 だ ブト ラ I のを ドィッ 賊赋^ 補と ち ふ 題へ とは 齡 おが じが ひ 逆つて ゐ た。 だから 纖 は！^ 燃 
懈に底 靴を S 諭し、 私の H 1 ベルト 赌 がを 舰 へで おと 一鹏 をを へる の なれば 觀 やはなかつた が， こちらから 
逝んで 巾 把 臟赋を 恥 機す る ことには‘ 斬同椒 だつた ので ある。 • 

この ことを がが いた ヒット ラ ー は' ル ー デ V トル ブ將靴 W と 離し かは せ、 ミュゾ t ^ソの ビュルが アプ ロィの 濯 姑 
で 辦賊が 舘が願 かれ、 そこで カ ー ルが 微齡 する を鄉航 じ、 カ ー ルを 撇 へで 離臟的 じで も 彼 職の が じ おはせ サ うと 

二み 並 


二 六ぶ 

5 さ - 
が篮 した ゥ 

一を 呈觸十 品 もの 柄— ろ。 ビュルが-ごょ S じ た 僻醒の トラ ッも倘 0* ミ！^ ら 
ヒブ トラ ー と ル— デ V トル ブ骑 載のを が觀 はれた。 をして こ 八は， <5一 巧に；？ るサ 辄や腑 艦に 邸け 上つて •解し 脱 

口， ' はツ V * ち エニた けつ でんじ 申 ミー は；' お な r う AXV つ ■」 け 

を 扱 誤 中の フォ ソ •ヵ ー ルの が じ 化つ や， 一 搂の ビス トルを 天井 向けて 教 おしで > ざわめき 化つな 干の な 與じ叫 
ん だので ある。 

fv^<M い S 二 V みん ゴ み い 巧 *kvd‘r-eKI W い S 3 b 玉 f J た 

r 諸 お" たどを 獨威ま おの 竿が お勃较 した。 バィ H ル ソ段巧 おとが 控 とは. 今から 凡で" 1 ヶン タロ ィブの 齡の 
下 じかつて ゐ る？」 

» ぅしで* 齡を减 つで を こに かちつ くしで 及る 力— ルを 則 室へ 卽跟 り 这む と， ピストルを 挺しつ、 微の 烘ムを 
撼 したわで あるり 姑では み I ルと 恥 も投對 のか 絞が なかつ た。 觸は 化ち 脈に 決まつ た 〇じッ トク— は A I デゾ ド 
ル ブ 鮮恥じ力 J ル の粒賊を化せ て》 自みは稱ゎの聽のために嚇齡 へ瞬つた のでもろ。 

5 rs 。ぶ ちん か いな 

ところが， 力！ルは侦かの隙をぅかどつて巧みじをこか*^盛れ‘ なもじ放强局、賊けつけろや巧や、 クザホを 
趣 じで を 翔 じ 岡 ひ 「た ブトう— はが 徒を 則!！ むで 火航ご ルリ ソ を！ & かんとして ゐる 0- Si 辦け 4% の ビス トルに 胁 
つて 也に もなぃ ことを 巧つ たが、 あむは 對が 嘘 でもる。 おは エ ー ペルトの 4 翻と して こ、 に 綱 等娜 犯の 鮮攸ん ，虹 
I ； すると おに， ナホ K なびを にが ム颗 削の】 おのが 破を 姨 じ、 倘 せで ナチ 热 めが 牠を输 ずろ もので もる」 とを ふ 


k おを やつた ゥ 

その 巧から 歌 H じかけ て、 k : な b れた ナチ 媒と > 巧 切つた t ベルト 献府 の於臟 をひ雜 なとの 順 じな Is なん I 賊 
肪が^|ぜられたが、 時利あらず， 遂じヒットラーは職齡^境を越/でホー ストリァ へだ 4 を餘がなくされた 0 そ 
しで， な】 ホで ナ ー スト リァ 巧へ 人る とが ふところで •不破 じ も ドィッ 觀 疑の ためじ 滯魄 さわた ので もつた。 解 
じ 十一 巧 十】 日で ある • 

ヒット ラ ー はこの ためじ 「お^おの 娛 な， 化し 眼 おみ ヶが じして 假川辦 を 幹す と」 がふ 卿 鹏を發 けた。 そしで 
ランプ ペル グ がの 嚇辦 で、 f じ 六 ケ^を 没 〇 ながら. ナチが の を考 へた 〇、 「砂が 間！. お を 龄き綻 つ 
た 〇 したの だ。 

一九二 凹 年" 十二 乃 二十 お 日、 ミ ユソへ ソの徑 が クリスマスの 腺は ひで 鱗 やかな が閒 なをが し^して ゐ る!：、 ヒ 
ツトラーはをに化獄した。 

砂 ヒット ラ I が辨】 賦の •；! 無 巧を 悄ぃ たのは、 思 ひ 化 も 納ぃホ ー フプ ロィの 殺であつた。 一一 •三】 モ^し 
か収が W がない その 食踢 からは •織】 私^も の 鱗 おが ハミ 化して ゐた 。似が としてぶ ッ トラ ー の^ 饼は索 & らし 
いものであり、 ナチがの齡巧が明かじ化锐される臟總であつた〇 憔てたパィたルン蹤做はヒジトラ》じ俗口がを 
解いた。 これにならつて、 を-トィツのみ州が巧 25 ヒジトラ》じ猴口がを旅へた 0 しかしこのことは瓣つてじツト 

ミ ハ お 


‘ ‘ ミ " A 

ラ！ の做大 さを 幾 彼し、 彼のが 徽を 荷め て やる ことにし か微 拙たなかつた。 

饒費啦 か 4 でから > 觸 品の sf ゥィ 7 ルで 铜 はを ぉ、 この 喝 には 獄一購 ミ 于麵£ ち 
ち 游じ一 当為 お，；，； ペル グで願 か‘ れた郷 こ g 驚辭 じは、 を 十聽が 驚が、 馨の雕 で 

錐 まつた ので もつた。 

しかし ベ ルリ ソだけはナ宁熙じとつてまだ 1 お^めら：；；ない席お姻でもつた。 麻おのヒットラーもべ ルリ ソ 
が贼 じは^し くずを 胁 いた。 かか#！! め ぉ P 心で もり、 城艳违 お あのを 城が をる から、 化む かな 贿を邮 てして は 
を斯に巧魁を許しさぅにもなかつた。 とはが^^ ぺルリソはか你じしてもが齡がむばならねむ隙瓣でもつた。 

抵を、ナチ媒の蝴裁が嫌化したとなろや、 じダトラーは照|:で：^ 離難丄斬むダレゴール • シ ユトタッサ了をべ 
ル リグ じ おりな ませて， ナナ 化の 献邮じ 前 我を せわ。 だが シユト タッ かァ は知败 してし まつた。 そこでが 齡はゲ 
ッ V ルスを 激 つたので ある。 授躲の h に綺 K で、 T 树防 巧の あがらむ い ゲダべ ルスでは ぁる お， ん むを、 時に 部 
を 人の むを おへる ことには 巧す 雕 なホ齡 と莉臟 とを 持つて るた。 を ムて總 がべ ル y ソへ颗 り をんで 巧が とはた、 

をぃ} 丸二ぉ film 十 品 じは、 脈に 齡 誌め ペル こ S の 驚 齡が離 かた 聽の議 i が 「 i 麗の ij 

を閒咱 しむ がら、 V ルリ y の 大?^ りを 巧 順 するとを ふところまで 弧ぎ つけた。 挪< て ナチ スの阱 か 力は、 觀 じドィ 
ブ のむ 践 離にまで あぶ ことにむ つたので ある。 


c をを r け かリを k 餐 i,a 至 こくる t ふ 呂 みた も € 
ヒダ トラ I は 哉 好ま おを 離 勝して ゐ た。 蛇し ナ于 がが 大きくなる じ 彼つ で、 剧 留の滋 なの 中から 加乂 しで 来る 

«n 巧 在 S S A を' 「い M 一一を S を g こ wSE さ 3 — S か 

おも 化 來で來 で、 こムじ 一つの § が 鞍き た。 溝 巧を 驟 めない ナ子 K の 中に、 顯 巧へ 化 腺す る か あると 武ム 
ことは 提來の ホ懲に 反する。 そこで 懒 靴と ヒット ミ！ の 離 じこの ことじ 綱で 逸々 献游お 靴ま^た 徽 殺 T ナナ 載は 
鲍ま でも 鮮哲を 斬 撒す る。 删に纔 がを W き齡 さなければ ならぬ。 そのため じけ， おもに 黨 解を 又 わて 饼微邮 に 姑を 
映從するザ向をおらなければならなぃ」 とぃふ齡帮を瓣した。 1じ對ずる非4川微^^娜が臟めて威恥齡の蜘ぃこ 
と,^ 秘 いて、 と- < に ナチ ス がん 口 拖§/ 、巧 如した ことは， ピジ トラ ー の 態 見を 一が はなければ なるまい。 

わ& 口 h 軍 ム ミた み - h . わ な d ^ム* 去 ミ" 与 巧 rv ホ か 

一 化 二 竿に 巧は わた 総！ に、 ナ于獄 は 膜 袖 おを ホで、 始めで 嫩み歡 を やつた。 をの 結躬 はゲッ V ルス お 
も-- たで t ん を 辛 ゎ バ でを 
て 十 1 A め化歲 止を 厲會じ 送る ことか 化 架た。 

とれ H みい ち》 てで* S を A た' ホを 4. こを ぃ と<击 b み 一う - tw ムを 

をを 1 としで 曲 時 タル ッブ级 H 墙やゥ ー ブァ蚊 紙邮を おち、 ド ィブ 圏 巧に 巧 敞の地 化を もして ゐわ國 離媒の 
な敵フーダソべルダとヒットラ} との堀手が酷つた。 么はナチがりためた、 瓣らしい難力を祁へることじなつた 
ので もる。 このために ヒダ トラ ー の股肢 とならむ てゐ たグユ トラ ブサ ー は、 ヒット ラ ー がな 颗 架と 科して、 ナ 
す ス をな 私動龄 化せし むる もの だとが つで ヒット ラ 3 を 巧 斬した ためじ、 をの ホと おじ 湛化 さむる とがん やぅ 
なが 化 もを つた。 

一を ご 〇 網に 瞬び 縱破 あが ぁった。 この 嫩妍 もら ホ チスの 徽^ 狸臟 は规暖 となった。 邮 でも 纖 はず 醒 括’ の 和の 

二み 化 


’ 二 お 0 
成對 を數獻 となり、 资一 おと むれば， 鹏 でも 麟 でも ホ チ 踪の郡 •想を 齡瓣邮 おる と财 たからで もる。 巧つて II 资趣 
i は 離め て聽 でち ミ。 を e 體 'ナチ 賢ら は 1 1 詔の 靈 かじ f ゎへ’ 避は 晶思 梦慨撒 

± を 固齡へ 送る ことじな つたので ある。 この こと a のかに ナチ おの^ 擁 を；^ つて ゐ る。 しかし 讓 がな 巧 屯 tc 

t を 31^ C 心 —3 だた ち ち た 3 ミた々 さ； たな だ たろ 甲け 

しでな セ 名の 巧 熬± では、 絶 勁を 政 どころ か、 第一 鮮 にも まだ 巧 常の 巧强 がを つた。 この 蜡の 簾-なは お販 
り 赋邮辦 たる 赋梓 喊嚇 がで をり、 モの贼 は； 内 凹 十ー ニ おじ 達して & た。 

巧の" 姑郵 はヒゾ デン ブル グ でもり、 總翅大 恥は か 知 叙の プリ ユ！ ニン グ でを つた。 プリ ユ ー ニン グは ヤゾダ 
果旣ち if 國の 恥した 大臟の 脱 欄 赖をま 城ム縣 じ^して、 巧な りの 解 狸を しながら もを を蠻扣 して 妍< ことが 
ド ィブの 馈 & を 阔る觀 船で ある ことを 辄じ てるた。- しかし ヒリ トミ ー も その 鹏が フ！ ゲ ソベル ダ もがに 捂對で 
あつた。 モれはまるでドィブをホ段に致るものだとの|1^^を齡いてゐゎ。 おつてプ首巧とじブトラーの閒は、 が 

sk^ り 

おじ 面白 < 巧かなかつた。 

斯 かる 巧 觀の邮 に、 ヒ y デゾ ブルダの が 綻體概 卿 かおむ > 一九 号 一 化 じは 大が がの 觀 縣が抗 はれる ことじな つ 
た。 

大脯 纖の瓣 歌は 脈刚 としでは 画が が 微じ訴 へる ので もる が、 総 翻が 一 斬して 献が がを 私 臓す る なれば， 闽が投 
Ik に 化ら なく ともょい ことじな つて & た。 プリ ユ ー ニ ゾ ダは ヒゾ デン ブルダを^ 十る つもりで ゐた 。しかしを 



むには凝挪の一数が|5ろ。 をのため彼けたジトう一を^いて> ナ于齡の載成をホめたのである。 ヒヴトラーはそ 
のこと を卑茲 まれる と、 

「じ 麻 齡が大 & じ聊瓣 される ことは おも 韻极 です。 しかし あむた めがお じ i ^肪 する ためじは、 をな たが 削 相の 
席を 逛 いで くれむ ければ です」 

と铅 へた もので もる。 幼 II プリ ュ ー ニソ ダが この 中 化を 巧 一に 受け やぅ 瓣が むいり モの ため 歲檀の はお^れ 
となり， 錫民|^撰に化ることじなつた。， 

じット う— はを の當時 まだ 犬統賴 じむる にはみ し鸦 いとおつ て 間り、 また 當 逸する とも 思は なかつ たが > ^ つ 
じは ホ チ 臟の搞 | i をな々、 叫か じする ためと， 今一つは ブ 0 ュ— - 【ソ ダへの 賊 破から が 縱惯獻 職に 立顿 補した。 こ 
の帖 の 候補 おは ヒ y デン グルダ、 じ ダト ラ— •閣^ 媒の デュ スタ— ベルダ •お獻 1¢ の テ ー ルマン， それから サイ 
y タ ー の おがであつた。 

f イダ 教 だを 视 かせた 觀 蜗は齡 つで、 ご 丽 -Ml 巧# 拱の 結 船は ヒソ デゾ ブル グが 千！ <巧 六 个齡撇 数， ヒブ トラ 
1 か中岂 一す 餘滞草 その 贴 はおが 滿 kiT 卜 といん、 大耐挽 粧齡〇 の得觀 牧が國 巧に. 利 さ H た。 しかしが では t 
ソ デンプ A ダが 犬齡 狐に 械 II する わけ じは がかない。 巧の な イマ ー ル 斬 城は、 おが おな の 倘倘啡 相を 1 とがで 滞な 
いがり お 私とは 瞬め なかつた からで もる。 そこでみ がは テ T ル マソを が C 仙の 軟輔 巧は 犯が し、 ヒ祇 M と b ット 


ラ ー の一齡 むを 邮 で 數齡の やり 淵し をす る ことに なつた。 この 瓣 颗 では ナチ K の 反批獄 加ら ぁらけ る姗 がか 她へ 
られたが、ょくその間衡を獅ふて槪齡し- 彌魅亂りヒ规邮の巧概となつたと巧がへ， じジトさ1はお卸め辩|^ 

ぞ 史ん _ (巧た i 与 わぶ た’ I 

ゎ も 約 二な お 拱餘の i お 加 載を かち おた ので あつた。 

一 巫 一己 戦 プリ ユ 1; グ離臟 は辭娥 しで その 觀 へは プ ホン •パ 巧 袖が おおた。 パ I ごは お較齡 神化 

S けい も SS — & を嗔 たに たぶ 
を禪 姑を おた むかつた ので* ヒジ トラー の拽 助を 求めて 朱た。 を こで、 ヒット ラ ー は 网 なを おち じが 棘す ろ こと 
ち 巧を ぃ た を いろ ミぶ L ミミ ち C 4 ちを ミ けん る d VK ? » 

巧!?^ その 邮じ如 へらむ て ゐる拖 々め 蕊比齡 巧を ㈱ 除す る ことを 交換 條件 としで、 パ ー ぺ V の 接 肋を 弗 部した。 
看 '弓で. をを ち ゥ狂 たう 巧 る " A る W ん至 ’ た ， る呈 
このが め 六巧蹈 なは 齡敞 とな ゎ、 セ 丹 じは ナチが じと つて 第一 I 商 目の 錫 巧を がめ ぐつ て來 た。 パ！ ベゾの‘ 孤單 

文ゴ々 . tf "; けぃ 、，々をを if ミミ ミ さ‘。 申， を ► > ‘ 

成 伽は ヒ ブトう 一 との 哄載も あつで おが 涉ホ繁 を 拙 用した から、 まるで 船爭の 探な 臨ぎ でもつ た。 

昭 梁の 献撇 、ナチ おけ 齡に撒 敵邮が も，} fill ! を がつて 第 W 然と なつた。 齡战齡 か 固 ご±1 吾の 厳な とと 话 九十 忠 

なの 媒を觀 たのに 辦 して、 ナ モスは 齡瓣齡 に 1 音 一二 十 入が、 觀顆千 ミち セ 十 職と を ふ 妙つ li 麟酣な 大差を 

がで 恥 殿を 鱗した のであつた 。しかしと ブト ラ ー も! £ の 觀郎も 础を齡 り 巧はなかつた。 とを ふのは、 彼 巧 機 

が 「#對 多を の獲裤 じあつ たからで ある。 

そぶ か b サ を に 去 < *ら を ミ > 

パ 1 Y y 嘗 稍は b ブト ラ f に剧滅 巧の 精す を髓 へる から 乂關 して 投ひ たいとを 紙した 〇 しかし ヒジ トラ— とも 

あるべき ものが、 がを 亂で I バ J ベンの 下に 巧る ことを み 節ず るで をら ぅ。 微は 「を鹏 を 船へ む 限り 濁を だ. 一と 


がつ で、 ホ f からの 摇 i が をつても 麻と して 勝 じむかつた。 

パ！ ベ プは問 もな <微 患した。 ンユ ラィヘル 牌 軍に 組齡の 齡饼が 一2 つた。 しかし 姑 も I 九 ご Ilf 屯 一巧で その 命 
蚊が 激 きた。 数に 離つて ヒ ソデ ソ プル グが統 雛は， k ブト ラ ー の般 おを 微 なする に最 つたので もる。 

-化 一呈 攝 一則 ミ 十邮！ このが こを】 かの が陋赖 からが を鹤 した アド ル 7 •ヒ ブト- グ ー が > がぶ 阮の 
町 較を帶 びる に亟 つた おも 記 錦 さるべき B である。 ドイツ 41 だじ远 つで， 

「ぃィル' じダトラ1!」 



で - r ぶ Aa で。 ザ. ■•星 た j ろで 口 空 •ま a ゥけふ • > 宝 巧 ち ■けつ*; ミ 

照齡こわ時の驗を艰は十チ嚴の組棘を殺の理顆を悔親さホた。 時じヒブトラーは幽かに四十巧盛の血氣盛ぃで 
もった。 ’ 

とし S ‘ にら を リ • ミ " G ‘ら - 7 らい の。 ，’ S けさち 4 ぶい ち だた 

この 年の III 巧 二十】 日、 猜獨じ ダト タ！ の 前に 第一 回の 陳麽 が脾 かれた。 彼は この 口 化 上に 盼 て、 二十 數年來 
巧 ひがけで 來た斩 ド ィブ 巧を め 掘な を烧す 擅な くを 國城じ f 视し わ。 をして をのぶ じ、 陋 巧が じちを な 贈微曲 

蠢£。繫， iis 靈！ 、マ； K 藝 Q!、 S 觀 磬齡聽 g を誦 」ち ミを 蝶に 

|一 は龄 巧た る麟 ♦がを 贼で據 お 顿も閣 おにみ のこと を 弊 ホした ので ゐ る。 

『巧が邮歲り 一がぉを 一 城|^むを贼て臟桥するじぉっ て、 一 ぶ巧をじ輸^したり， 大統锁ゃ療難郎に撕っでなす 

, 11お11 


二と な 

ことは おの 制 錢と投 する。 化つて 無の 觀 利を 私に がさむ たい」 

とい ふので あつた。 ど ダト ラ ー を亂 心卻大 化と ナる龄 りは、 ヒブ トラ！ の 掏. 栽を 旅め よと いム ので ある。 丸は 的 
日鱗の7イザ！ル窟酪を即龄ずるおもむ離願でもつた。 しかし磯じヒブトぅ！じ麟姗さむでしまつ^创齡は， 化 

; たい K 9 だ S を是古 > け！！ お b 3 8 つよ 田 ぞ 3 ぶいだ こん 

十凹機對四巧凹十一毅の大塞を1^て， 彼の中し化を巧決して了つた。 撕くて範巧おじじブトラーの銷觀^洽が段 
聯 され、 絲ド ィブ ミミ 麵に i ミ i が賊聽 於た る Kf 卜を雖 ミので ミち 紫を の 襲の 謎なる 
ものを 撫錢し C 丈躲 を數ム ことにし やぅ。 

化亂の 巧 n を 媛 かせた のは、 ヒット ラ ー の ユダか A , 断 瓜. 一 做で ちる。 備 が 彼が 齡 かる 一見 非 入 撫的 におえる 政 
燃を 敎つ たかは •が 城の 瞬 抓に 撇 はれて ゐ るから 搬衝 を® くが， このため ド イダ 啟賊が 加り 焼辭 は’ 飾 53 よ〇视 
5^ される M ひは むくな つたわけ でち る。 

ホに 一亂！ おお 策の な m を もげむ ければ ならむ。 如贼の 離が におる 齡滋は 開 臟禪の 喪 おを 觀 解し •をの ことは 
疏 じ* トイ タ願麟 。觸 13 力を 縣 める とい ふ獻赋 から > 齡 は-致 一 齢卽も ナチ K を诚 で 職】 のが おた るべき ものと 
なしで ゐる 9 

■龄 に贼は 「蜡 I 載* 4 鱗」 を避歡 して， ド イブ 賊臟の 婿 おを 離 る ことに も 歌 化に 敕 をが ひで ゐ る。 それ じは 尴獻 
が獻 一で ちる となして、 お齡 をる もがと， な 锋な K ポ—ッ を 拔钻的 じす、 めて みる。 


賊觀 e 辦一 にも 麗に她 一を だち 一呈 二靈 V ト ィッの 纖嚇は 畜賊と H を’ 聽 i 1 とがを 
でゐ たが • it の懿を i じて’ 賢 i 離 i じ懸 し’ その 聽は總 く ミ觸ミ のがる ミ。 

摩 織 じしで じ 離 謂を 齡ミ奇 云 一宣 f 十 f 囚がに f . 継は 職 f しで 匿 si 撇を雕 が 

したの’ でを つた。 棘が ダ エル サイ ユ齡約 もど ブト ラ J にと つでは 1 がの お切れ じ 過ぎむ。 撒は if 巧 岡の など 
じは お觀 ひなく、 がを 數概 としで* どん-^ 聯 § の徽 巧に 力を 巧いで がつ た。 

ところで 於に 齡らず も 「變 鱗勝綺 船」 が 魁つた。 そむは 齡戰 像に 常つて お 十 成の 躬喫 一を、 化 來り齒 巧； U 龄 
させ やぅと する ヒット ラ ー のがへ じ 民 靴 雌 化を 时 つ。 ぶ ー ムが八 止て たこと でぁつ た。 口で ー ムは 恥按帖 のを 械絕 
热 で も つ た 。 衡は 鹏か 十齡の 恥磁 へ 、 ド ィ ジ の が日をぁらし めた 觀輕齡が か恥4か と い ム こ と に 瞄挪 卜跑 い た 

- こて^^ん たづげ を I い みウ Ah けつくを Jtc ム はを' 一一ん わ た f を 長で U ¥ そが 

閱が こそょ ろしく 袭瞬 映へ がが すべし とい ふので もる。 そのな 載留 おの 区 おを おひ、 間 期の 弧 牌に 流 おの じ々 卜 
テ！ も 丸い じ 渥 まさむ たので ぁつを。 獅る じロェ ー ムが彻 捷な强 疎な 忠 がを 吐いで ヒット ラ T に 蛇 しないのは， 
啦 なる 反^では なく、 b ダト ラ ー を 胶觀じ 追 ひ をんで ぶいで、 をはょ くばな を 倒し、 そのを 鍵と しで 巧みが ナチ 
黨め 巧い を觀つ 取ら〜 とを ム盼輔 かも 战那 しで ゐる ことが 说 つたので、 ヒジ トラ ー を 也の 滅 から 怒らせで しまつ 
た。 をの 視 縣ヒジ トラ t の跋 きか 的 ミユソ (ソ 嫩觀 とむ ゎ、 巧 正！ ム ー般 b 十ち は、 瞬く 邮に捕 へられて 輯殺じ 
^された。 このが弧.扣蔚かれなかつたなむば、 的£-踞しでとットラーが|!也でもり觀たかどぅかが0かわるが趴 

二 お 近 


二 おみ 

似ち を 一が ミ。 

一空 画猶 & を ヒゾ デンプ ルダ蕴 佩が 棘んだ。 モの滋 を 鑛ミ藉 冊 ミミ* 激 は、 讓 じ^ トラ 
，を i ぃで 賞は ミミが， 鄕は臘 で 城齡觸 の擎ザ じは 野ず、 酣賊の も 薪」 とし 品ら を 斬び、 喊繼 
と 護と を 滅概 する すな 難を 2? った。 ロイ T ル S の聲 F る 品潑」 の穀 なを 脱？ S だと 斬 

ふわけである〇 この山からと ダトラ 1を總餘とがぶことになつたのである。 

一 お ミぶ 也 一 m ' には、 ブ ランスの 乎から ザ I ル地耻 をが り 贈した。 この 年め 昭傑縣 is には ？！ がしい ものが もり 
】ヶ 僻に お个衡 の輪齡 と，】 モ齡の i 衍撕 とを 轉っ やぅ じ なった。 H 鐵视も 巧が 窗 載を 基し、 お 恥 力も辦 臓じ充 
紙し 城め ち t & 。 ミ 

ヒジ トラ ー は 做 敗と しで y 躺 を狀ム でるたが、 この 初を 颗臟 する にはが 水と 猫！! する ょりがない と货 ふこと を 
數 ぃで、 一を 一京 槪十而 に 髮繫懸 を 織んだ。 イタ 9 アが これに 那 はつた のは その 菊 心の ことで もる。 

かくて ヒダ トラ ー とム ブソリ ー ニとは、 ^ 搞に とつて おの 齡賊の 人々 ではむ <， ^1 茵の巧 入と なつた ので もつ 
た 0 

gif ヒット T の囊 ちがから がへ と薦 された。 讀じ賊 ミ •トィ ッ霞 EI 驚へ め 態 i は、 賊 

に 一 臟のお 巧す ると ころで ぁるが、 離】 つの 細 傑と しでが じ 新 記して おく 独が がを らぅ。 



o ホ— スト タア がを 簡趙 

じ ブト ラ 齡 撒で をる ホ ー スト 9 ァ じは •を おの •トイ ヴ啟歧 が龄ん でみ る。 のみならず 也 肖み が ドイッの 齡 
統 でもる 關械 上*‘ ォ ー スト UT を 一 棘の 齡が顏 と •して 微 くことは 不齡絲 な こと ももる。 そこで 離時賊 じこの 働の 
中に も亂 威され てゐた ナチ i ま 漸に龄 がを 城し，， トイ ッ 制^の 遂獅を 恥 童せ た。 おを 知つた ド ルッス 麵わイ が 
9 ァ とおんで ホ ナ飘臟 り 挪聯を 一つた ため， 齡 にず チ齡那 じ 找 つで 暗教 さわで しまつた。 船！. 敞の ドル ブスを お 
されたイタリァはおつて、 鲍までドイジがホ|ストリァを船^^个る游0な4^ぱ、 賦て一聪を辭するものではない 
とい ム亂极 な 趨眼じ 化て がた。 まだ 巧 网め恥 俯が を 如に io つで ゐ なかつた ド イジは、 を イザり T と 職 ふことは* 级 
めて 不利 おで ある ことを 规 つて，】 先ヴ 解を 卵いた かにを 足た。 その 間に ヒダ トラ ー とムダ V yl 二との 轨見か 
もり、 碰等 かの!^ 麻が なされた やろ てを る。 ドル ブスの 後を 巧け でが つた シュ シュ -1 ッタ は、 ホ チ おの 教力 
を狀途 する じは、 留 斯觀驴 め敕 式を とつで 脈 跡が 固 耿を郎 ずり 泌 み， 喊旣 全臟め 断を* 味で ドイツを が お 都を 敢獻 

け ふご は V 、 g づ ミみ ふ ゎ 4 こくぶ ミな けむた ち 
する のが あ 明の おな b としで この ことを 教 表した。 か编 ナチが はこの 祕取お 渋には な 靴で もる。 ヒダ トラ— は随 
^ 写 二 J 。ドち 々し* ぶ f け t を 巧 ま 
ちにこのおおを化がすること、 ン ュン ユ ニ ブタは辭赖して親辭软のイソヵ}にを相のが中を闕へ在ことをが来し 

た。 シュン ュ ニダ タ はこの 申 城を-^ した。 彼には おか じ イタリァの 齡 助が 期 巧され で & たからち 印-山を 超：!！ 

さわ わじ ジ トラ ー は 巧！! 隊に棘 じて 醉 ちに 巧 巧を がえ、 ホ ー スト リァ 和へ 進が せしめ わ。 これを をて 款をイ タリ 

二 おと 


二 お A 

T に 靴じ敕 私を 據め たが、 醉 忘閑驾 がで 臟 制の ついで ゐるム ダ プリ は* が 赔は鋪 臟禍斬 じ なつて くれないな 
挪し 方む しじ ンユ ンユニ ブタ は イタリアへ 狐がん、 プロ ダラム 孤り に イソ ヵ ー トが肉 瞄を船 繰し わ。 紙ん がム逊 
屆を經 で 一 か HA 擊 I 忌*^ に ホ ー K トリ 了は ド イダに も奶 される ことじな つたので もる。 

0 K テ— チン 据凝 * 

ゴデ ー テンとは ホ 王 ダ n の 一 池ぶ でを り、 大 || 前は ド イブ 锁 であつた。 失地 咖觀と ド イジ 城 觸網齡 のために* 
すーストリァを炉仇するや挑もな<たトラアーは、 この祀にも如縣瞬を祗‘漸して私上を迪つた。 イがリスはドイ 
ブ がそう 如きく 强 Y なつて 與 むては 断る ので， 邮瑶 かの 手を がわう として 「止め 微 J じ 故つ わが、 ド イダは 邮が 
どうもら うと 齡撇 中る とい ム職齡 でもり、 おじ 亂 がして 暇ん には 解が とも. 非 掃がない。 龄 がな <振 い 伽には を か 
れろと， ちべこべじチぶ ッ コをなだめて* ズデ？チソ地方をヒプトラーに|^:^さかた。 こわが 一 か兰爪|^十巧 J 
目の こと だ。 

〇 チぶ ジゴの 併を 

この問胆じ^を輯しで、 チ でブコとス 。バキヤ碱§?^^おとわ。 ス。バキヤはチ ニ ブ 3 Q 1献邮ではもるが， チ 
王ッ n とは 骑 僻ぶ 極が 驢ム 。そこで この 滅巧じ 錫 化を 服ら ふとして ドイッに 徽 " i を 打 ふた。 ヒダ トラ ー は K 。 パ 
* ヤを 助ける ことほで エッ コを おらせる 齡聪 じなる とを で 一曲を 敢 靴した 〇 そのため K & パ キヤは チ丈プ 3 じがし 



で 雛 也を 銷鐵 した。 狮 ぅなつて は旋料 チで ダ 3 も パラぐ でぁる。 ド イブと ス 。パ キア じ 船 まれでは、 を 齡剑賴 
斜ん じで 肿 きて ゆけぬ。 をれ ょりは 綱ろ 別ぶ の 燃に 娘祐る におず と臧齡 しで、 一 か ミ か ザ 敲じド イダへの な 抓を 
|^<れたのでもつた。 

〇メ ー イル 地ち の 奪回 ， 

タ ー ゾル耶 おとは リトアニアの お郎地 恥で， お 娛那翊 猫に 强 する。 が 綿" 凌 殺り ドイッ人が しで ゐ わが， 則 
泣いでの 触地盼 被に リト T -【 r は倘鄰 ついて しま ひ •ド イダから いぢめ つけられ むい 巾に お上しで 刊ム がが 泌も 
側 齡と觸 めて、 ご 好 n 十】^ 微から この 挪辦 の廬 .おを おがた。 

0 ダン チピ •回が 巧留 

こ 心まで 脈 削に 巧つ たが， ダ ソチ k 巧 お市 化び ボ ーさ ゾド瓣 謹 淵を も鹏齡 せんとな てた ヒヴ トラ— は， 減に 
赫佛の 撇挪臘 のがを 切らせて しまつた。 この 地 巧を ド イタ じ 辄られ ると、 ボ i ブゾ ドは 哪 一の 故への 邮 U を齡が 
れて i 敵 思 做 離に 牌る。 そこで ボ！ ラゾ ドは イギ ロスと ブさ y K へ S 〇 H を だて 践 軸を まめた。 觀が とも ボ ー ラ 

> ドを 赋 ふと觀 じ、 做な を ヒット ラ 1 の籍懸 藍を ミ嫩も ひがめなければ 賢し をい と臟 じち 嫂！！ 

は搬 おもを わらむ たが 忡々 亂獅 がつかない。 その 離に ヒット ラ ー はお 惭 ょく リ 鞠と 抑！^ 撒 脈 約を 織んで、 拼しボ 
1プツドと喊ムことじなつでも， ッ撇1^らの^と扼賊からはれ|^得るやぅじ徽賦をかつた。 |辭するがレ、 邮 

ニ セ 化 


二 AO 

鐵じ備 磯して ゐた 一^ 贩の 賊が嫩 織した とかせむ とかの 徽 贈と なゎ、 をれ が きつかけで 齡じド ィダ 恥が 辨脚 をが つ 
てボ 1 フン ドへ 軟明 ，匿 かに# か 朋の齡 ひで 就齡な < こり 約を 恥き 妒 ぶした 殿の-が 縣を おせた ので もる。 

〇 巧 二 灰陳满 み戲勃 巧す 

一 当為 裝 一二 駐臟十 1 i 主辩 f 黯 ii 棘 十四 fmll! 其 f f 十 霜) • 體 を羅 しに さを 

繳 •佛は 同 取を 燃んで •トィ ダに 赋み 私谐 した。 斯くて 燃ぶ 邸 地の 第二み 鄭触诚 i は挪齡 しで しまつたの だ。 
その 觀の 獨强 がを 祗じ醉 くまで もを い。 

"I ヶソタ ロィ ダの ナホ 姨 は、 ダ y で ー タを被 ひ、-. ルウ 玉 1 を 屈し、 轉 じて ホラ y ダ •ベルが— か 二 瞬" じし 
で 恥 袖し、 鑑じフ -ラゾ K を もが】 觀 みに 斬み づぷ して パリ ー 贼哪 齡く臟 へつて & る。 喊を觀 もす ィダ 07 はが 同 
駐獻を 張つた。!：® の I 一城 M とジ トラ ー も ムッ リ ，リ i とは，！* や ド ー ブ T お 映の 歡 端に 解が の圾 ひを 捣 へで、 
秋備 として 嫩 ぷ乂プ g テン 网 を敝顺 しなが り， を 辦於矿 巧の お 敞師ょ 蝶り 離 趴を靴 かに 窥 つで みるの だ。 

「ハイル， じジ トラ Ir 」 

の 叫びが!？ しで 搬似贴 かの 竭ぴ となる か颗 かは、 備ら < 觀航 なじし で、 娜の觀 判叛じ 戦せられ る ことと なる でを 
ら 弓り 



f 部 喊巧院 常を 抑】 






